
 

 

 

 

 

中華人民共和国 

広州市院内感染対策プロジェクト 

中間評価調査報告書 

 

 

 

 

 

 

平成１９年９月 

（２００７年） 
 

 

 

 

 

       

 

           独立行政法人 国際協力機構 

      中華人民共和国事務所 
中国事 

JR 

07-06 

No. 7





序文 
 

 

 

2002 年に発生した重症急性呼吸器症候群（SARS）は、甚大な被害をもたらし、サーベイランス体制の不備及び病院内

での二次感染の拡大という反省を残しました。このような課題に対して、日本国政府は、2005 年 12 月から、病院における院

内感染対策のノウハウの普及と疾病予防コントロールセンターの病原体検索能力ほか感染症対策能力の向上を目的として、

「広州市院内感染対策プロジェクト」を開始しました。 

 独立行政法人国際協力機構（JICA）は、3 年間の協力期間の中間地点にある本プロジェクトが、期待される成果を発現

しつつ順調に実施されているかを包括的に検証するとともに、プロジェクト目標の達成を見据えた協力期間後半の技術協力

活動の軌道修正を協議・確認するため、JICA 人間開発部小野技術審議役を団長とする中間評価調査団を結成し、

2007 年 7 月 8 日から 7 月 21 日まで派遣しました。調査団は、本プロジェクトの投入実績、活動実績、計画達成度を検証

し、JICA 事業評価ガイドラインに基づき、5 項目の観点（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）から包括的に

評価・分析し、今後の活動の提言を含めた中間評価報告書を取り纏め、本プロジェクトの合同調整委員会に報告しました。

また、当該報告書の提言を踏まえて、合同調整委員会では、日中双方の関係者で今後の活動の方向性等を協議し、プロ

ジェクトデザインの修正を行いました。これら中間評価結果やプロジェクトデザインの修正等については、合同調整委員会協

議議事録（Minutes of Meeting）として取り纏め、署名交換を行いました。 

 本報告書が、本プロジェクトの今後の推進に役立つとともに、この技術協力が両国の友好・親善の一層の発展に寄与する

ことを期待します。 

 最後に、この調査にご協力とご支援をいただいた関係者の皆様に対し、心より感謝申し上げます。 

 

 

平成 19 年 9 月 

 

独立行政法人 国際協力機構 

中華人民共和国事務所長 古賀重成 

 

 





評価調査結果要約表 
 

 

1. 案件の概要 

国名：中華人民共和国（以下「中国」） 案件名：広州市院内感染対策プロジェクト 

分野：保健医療（保健医療システム） 援助形態：技術協力（JICA 直営方式） 

所轄部署：JICA 中国事務所 協力金額（評価時点）：  1.3 億円 

先方関係機関：広州医学院第一付属病院・広州呼吸疾病研究所、

広州市疾病予防コントロールセンター 

協力期間 

 

2005 年 12 月～2008 年 12 月 

日本側協力機関：神戸市立医療センター中央市民病院、福岡市立こ

ども病院、神戸市環境保健研究所、福岡市保健環境研究所等 

1-1 協力の背景と概要 

2002 年から発生した重症急性呼吸器症候群（SARS）は、最も感染者の多かった中国では約 5,000 名以上が感染し、う

ち 350 名が死亡した。SARS は 2003 年 3 月の感染拡大から約 4 ヶ月で制圧することができたが、感染拡大をもたらした原

因は、初期のサーベイランス体制の不備及び病院内での二次感染であったと言われている。すなわち、当時は感染症のサー

ベイランスを行う CDC と所管医療機関の連携体制が構築されていなかったため、地域における感染症の発生動向をいち早く

把握し迅速な対応策を講じることができず、感染拡大を有効に防止できなかった。また、SARS 等の重大感染症に対応する

ためには、院内感染対策チームの設立や標準予防策の徹底等といった日常的な院内感染対策が確立されていることが前

提条件であるが、個々の病院においては、こうした基本的な対策が実質的に機能していなかった。 

このような状況を踏まえ、2003 年 8 月中国政府から広州市の感染症対策の強化を目的とした技術協力が要請された。

その後数回の事前評価調査を経て、2005 年 12 月から 3 年間の予定で、病院における院内感染対策のノウハウの普及と

疾病予防コントロールセンターの病原体検索能力ほか感染症対策能力の向上を目的として、「広州市院内感染対策プロ

ジェクト」を開始した。 

 

1-2 協力内容 

（1） 上位目標 

広州市の重大感染症を含む感染症対策が強化される。 

 

（2） プロジェクト目標 

1. 広州呼吸疾病研究所（以下「呼吸研」）及び広州医学院第一付属病院（以下「広州一院」）が、モデル基地として、

市内のその他関連医療機関に重大感染症を含む院内感染対策の経験を波及させる。 

2. 広州市疾病予防コントロールセンター（以下「広州市 CDC」）の病原体検索能力及び所管医療機関の関連する技術

力が向上する。 

 

（3） 成果 

1-1 総合病院として、呼吸研及び広州一院の院内感染管理体制が定まる。 

1-2 重大感染症患者発生時に、呼吸研及び広州一院の医療従事者の対応能力が向上する。 

1-3 呼吸研及び広州一院の検査室における検査技術が向上する。 

1-4 院内感染対策に関するマニュアル、教育・普及ツールが整う。 

1-5 他の医療機関が、院内感染対策の知識と経験に関する情報にアクセスできるようになる。 

2-1 広州市 CDC の主要な病原体の検索技術が向上する。 

2-2 広州市 CDC の関連医療機関に対する院内感染制圧のためのサーベイランスと指導の能力が向上する。 

2-3 関連医療機関の検体の採取・保存・輸送の能力が向上する。 

 

（4） 投入（評価時点） 

日本側： 長期専門家派遣のべ 2 名 

 短期専門家派遣のべ 12 名 

 研修員受入のべ 17 名 

 機材供与 405.76 万元 

 ローカルコスト負担 114.76 万元 

中国側： カウンターパート（CP）配置 21 名 

 執務スペース提供 

 ローカルコスト負担 51.046 万元 

 

 



2. 評価調査団の概要 

調査者 総括： 小野喜志雄 JICA 人間開発部技術審議役 

院内感染対策： 青木知信 福岡こども病院副院長 

評価計画： 桑内美智子 JICA 中国事務所職員 

評価分析： 中川亜起子 グローバルリンクマネージメント（株）職員 

調査期間 2007 年 7 月 8 日～2007 年 7 月 21 日 評価種類：中間評価 

3. 評価結果の概要 

3-1 実績の確認 

本調査において、各アウトプットに設定された指標をもとにアウトプット達成状況が以下のとおり確認された。 

 

（1） 成果 1-1： 総合病院として、呼吸研及び広州一院の院内感染管理体制が定まる。 

院内感染の内規は現在改定中であるが、関連部門の職責については既に明確に取り決められている。今後はこの取り決

めが内規として実際に運用されることが必要だが、院内の関係部門での院内感染に対する取り組みには温度差があり、体

制を機能させるためには病院全体で取り組むことが必要である。 

 

（2） 成果 1-2： 重大感染症患者発生時に、呼吸研及び広州一院の医療従事者の対応能力が向上する。 

呼吸研及び広州一院では臨床医師・看護師だけでなく検査技師も含めて突発的な感染症発生（ヒト感染鳥インフルエ

ンザ）を想定した訓練を実施することを通じ、対応能力を検証した実績がある。洪水や水害対応の演習とは別に、突発的感

染症の演習は最低年 1 回実施することになっている。 

 

（3） 成果 1-3： 呼吸研及び広州一院の検査室における検査技術が向上する。 

呼吸研及び広州一院で検索可能な病原体が増加し、2007 年にも 4 種類増加予定であり、検査技術は向上したと言え

る。しかし検査結果を院内感染管理業務に活用するため仕組み作りは不十分で今後改善を要する。 

 

（4） 成果 1-4： 院内感染対策に関するマニュアル、教育・普及ツールが整う。 

本プロジェクトではマニュアル1種、宣伝資料10種を作成した。これに加え、教育ツールとして「広州市院内感染管理通訊

（2007 年 5 月刊行第 1 巻）の編集を広州市中華医学会院内感染管理学会から委託され、広州市の 71 病院に計 247

部配布した。 

 

（5） 成果 1-5： 他の医療機関が、院内感染対策の知識と経験に関する情報にアクセスできるようになる。 

広州一院/呼吸研のウェブサイト、各種配布資料等を通じて、情報アクセスは改善された。今後は成果1-1～成果1-4を

纏めて院内感染対策モデルを確立し、当該モデルをより広く普及するため、広州市内の病院関係者に対する勉強会の実施

を予定している。 

 

（6） 成果 2-1： 広州市 CDC の主要な病原体の検索技術が向上する。 

これまでのプロジェクト活動で全体的な検査技術は向上した。しかし院内感染管理に関する新しい法令（2006.9 施行）に

より、CDC は院内感染アウトブレーク時に調査を行う職責を担うこととなった。新しい法令に即して言えば、院内感染アウトブ

レークと関係する病原体の検査技術（インフルエンザの迅速診断や鳥インフルエンザの検査等の技術、検体採取技術等）は

不足している。 

 

（7） 成果 2-2： 広州市 CDC の関連医療機関に対する院内感染制圧のためのサーベイランスと指導の能力が向上する。 

院内感染管理の新しい法令により、CDC は院内感染アウトブレークの検査と医療機関の消毒・滅菌、医療廃棄物等の

調査にのみ責任を持つことになった（消毒・滅菌については新法令発出前からの担当業務であった）。今後は新たに追加され

た業務である院内感染アウトブレークの検査に関する活動を通して更なる成果が生み出されることが期待される。 

 

（8） 成果 2-3： 関連医療機関の検体の採取・保存・輸送の能力が向上する。 

これまでの成果は少ないが、2007 年 9 月の具体的研修計画が既に立案されているため、これら活動を通して成果が生み

出されることが期待される。 

 

3-2 評価結果の要約 

（1） 妥当性 

中国政府は保健衛生に関する財政投入を SARS 発生以降大幅に増やすと共に、院内感染に関する法令・マニュアルを

続々と発出・準備しており、本プロジェクトは中国政府の政策と十分に整合している。本プロジェクトの CP として選ばれた広

州一院/呼吸研は保健医療分野で大きな影響力を持ち、政治的影響力もあるため、当該病院で院内感染管理体制を確

立できれば、当該体制は参照価値が大きいと中国国内で見なされ、情報を広めるうえで効果が高い。我が国は中国支援に



おいて保健セクターを重点分野とし、感染症対策は優先的に対処すべき課題としており、本プロジェクトは日本の援助政策と

も整合性を確保している。 

 

（2） 有効性 

プロジェクト目標 1「市内の医療機関に院内感染対策を波及させる」については、呼吸研及び広州一院は既に院内感染

対策につき各種情報発信を活発に実施しており、プロジェクト中間地点としては満足すべき程度に到達している。今後は院

内感染管理体制の機能を十分発揮させるモデルを確立して情報発信することが求められる。 

プロジェクト目標 2「広州市 CDC の病原体検索能力及び所管医療機関の関連する技術力が向上する」については、院

内感染に関する新しい法令が 2006 年 9 月から施行され、市 CDC の院内感染に関する役割が明文化された。新しい法令

の定める市 CDC の職責に基づきプロジェクト目標 2 を「市 CDC が院内感染制御における技術指導に関する役割を十分に

発揮させる」と中間評価時点で修正し、指標も併せて修正したが、修正されたプロジェクト目標2は広州市CDCが既に実績

を持つ業務や従来からの本来業務を含む内容であり、残りのプロジェクト期間で十分達成可能と考えられる。 

 

（3） 効率性 

日本側の投入が成果に直結した度合いについては、日中院内感染対策高級セミナー（2007 年 1 月）等一部の投入を除

いて改善の余地がある。今後は投入が成果に直結するよう、訪日研修や短期専門家の分野を検討に工夫が求められる。

なお、日本側の投入が中国側の既存組織（広州一院/呼吸研の院内感染管理科等）を対象としていることは、効率性を高

めることに貢献している。 

 

（4） インパクト 

今回の中間評価において、上位目標については変更せず「広州市の重大感染症を含む感染症対策が強化される」のま

まだが、指標を現実的な内容に修正したため、実現の可能性は 高まったといえる。しかし、十分な達成のためには以下のよ

うな措置も併せて必要となることに留意を要する。 

・ 広州市全人口（登記人口 1 千万、流入人口 400 万）の各年齢層に必要な予防接種がなされる。 

・ 広州市のサーベイランスシステムが十分機能を発揮する。 

 

（5） 自立発展性 

組織的・財政的・技術的な側面から検討した結果、本プロジェクト終了後も、その効果が継続する可能性は高い。院内

感染対策は組織的取り組みが重要な分野であるが、広州一院の院内感染管理科等、既存の組織を強化する本プロジェ

クトのアプローチは自立発展性確保に役立っている。 

 

3-3 効果発現に貢献した要因 

（1） 計画内容に関すること 

院内感染専門分野は細分化され多岐にわたるが、本プロジェクトが多数の日本側協力機関から関連業務を担当する専

門家・医療機関を起用する体制をとっていることはプロジェクトの効果発現に貢献している。また、院内感染対策は組織的取

り組みが重要な分野であるが、広州一院の院内感染管理科等、既存の組織を強化する本プロジェクトのアプローチは自立

発展性確保に役立っている。さらに、当初の計画を変更してチーフアドバイザーと業務調整員の 2 名を長期専門家とする体

制としたことは必要かつ適正な措置であったといえる。 

 

（2） 実施プロセスに関すること 

CP個々人の技術水準が市レベル医療機関としては中国でもトップクラスであることは、院内感染管理体制を整備するうえ

で効率性に貢献している。また、広州一院/呼吸研が病棟新築中で執務スペースが逼迫しているものの、本院に長期専門

家執務スペースが貸与されたことは意思疎通改善・業務効率向上等の観点で大きく貢献している。 

 

3-4 問題点及び問題を惹起した要因 

（1） 計画内容に関すること 

日本側協力機関が多数にのぼる一方、本プロジェクトが在外主管となっていることは、訪日研修・短期専門家の計画立

案・実施が遅延する一因となった。問題が明らかになってからは東京本部（人間開発部）が大幅に側面支援するようになった

ため、今後は事態が改善される方向である。 

 

（2） 実施プロセスに関すること 

院内感染管理の新しい法令（院内感染管理弁法）がプロジェクト開始後に中央政府から発出され、プロジェクト計画時に

想定されていた CDC の職責等と弁法の記載が一致しないという結果を招いた。これについては中間評価調査において PDM

を修正して弁法との整合性をとったが、中央政府が同弁法細則をまだ発出していないために病院の院内感染管理に関する

内規（ガイドライン）を最終確定できない問題は依然残っている。 



3-5 結論 

本プロジェクトは中間時点としては満足すべき達成度に到達している。しかし、これまでに新しい院内感染管理弁法発出

を含めて外部環境の変化があったため、プロジェクトの意義を高めるためには以下提言のとおりプロジェクト目標や活動内容を

修正することが望ましい。 

 

3-6 提言 

（1） 広州一院/呼吸研の院内感染管理体制の強化方法 

広州一院/呼吸研の院内感染管理体制強化については既に各種措置がとられている。しかし、当該体制の機能をさらに

発揮させるため、院内感染管理体制強化に関して病院幹部がリーダーシップを更に発揮することが重要である。また、院内

感染管理は、迅速な報告、迅速かつ適切な対策、対策が適切に行われているかどうかの確認が重要であることから、院内

感染管理科が上述業務を迅速かつ適切に実行できるよう執行権限を強化することが必要である。 

 

（2） 広州一院/呼吸研における院内感染対策モデルの確立と他医療機関への普及について 

本調査においては、各組織間の連携や抗菌薬管理など広州一院/呼吸研の院内感染管理体制に弱い点がいくつかあ

ることが観察された。残されたプロジェクト期間では、院内感染管理モデル確立と他医療機関への当該モデル波及に注力す

ることが必要である。そのため、院内感染管理体制を実際に機能させるための関係科室間の連携、病原体検査結果の院

内感染管理業務への活用、抗菌薬管理の改善等が必要である。 

 

（3） 広州一院/呼吸研と広州市 CDC の院内感染管理に関する連携の強化について 

残されたプロジェクト期間では、病院での院内感染管理業務と技術指導機関である市 CDC との連携を図った院内感染

対策モデルを確立し、本プロジェクトの意義を更に高めることが必要である。そのためには広州一院/呼吸研と広州市 CDC の

定期的会合の開催、共同研究の実施等、連携に関する活動を重点的に実施することが重要となる。 

 

（4） PO の作成 

残りのプロジェクト期間の活動を遅延無く実施できるよう、今回の中間評価調査において議論した内容を反映して PO をで

きる限り早期に作成することが重要である。 

 

3-7 教訓 

（1） 研修ニーズの計画・実施への反映 

本プロジェクトの初期の研修では、訪日研修参加者が持つ研修へのニーズが研修計画・実施に反映されにくかった。このよ

うな場合には日中双方が研修に十分満足しない事態を招くという教訓が得られた。 

 

（2） 中間時点でのプロジェクト内容修正 

本プロジェクトにおいては、院内感染管理の新しい法令がプロジェクト開始後に発出された。プロジェクト前半の教訓や新

法令の枠組みを踏まえ、中間評価というタイミングでプロジェクト内容を修正したことは、プロジェクトの意義を強めるうえで効果

的であるという教訓が得られた。 

 

（3） 効率的な評価 

プロジェクトの基礎となる法令が変わった場合（本件の場合は院内感染管理弁法）、運営指導調査等の形式で可能な

限り早く情報を収集し、PDMや活動内容変更の必要性を検討できれば、中間評価や終了時評価を効率的に実施するうえ

で有益と考えられる。 
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1. 中間評価調査の概要 
 

1-1. 調査の背景 
 

中華人民共和国（以下「中国」）広東省では、2002 年から重症急性呼吸器症候群（SARS）が暴発し、大きな被害をも

たらした。感染拡大をもたらした原因は、初期のサーベイランス体制の不備及び病院内での二次感染が原因であったと言わ

れている。すなわち、感染症のサーベイランスを行う疾病予防コントロールセンター（CDC）と所管医療機関の連携体制が構

築されておらず、地域における感染症の発生動向をいち早く捕捉し迅速な対応策を講じることができないため、感染拡大とい

う事態にまで至らしめてしまう懸念がある。また、SARS 等の重大感染症に対応するためには、院内感染対策チームの設立や

標準予防策の徹底等といった日常的な院内感染対策が確立されていることが前提条件であるが、個々の病院においては、

こうした基本的な対策が実質的に機能していない。 

こうした状況を踏まえ、SARS 及びその他の感染症が発生した場合に迅速かつ適切な対応をすべく、広州医学院第一付

属病院（広州一院）1／広州呼吸疾病研究所（呼吸研）1が感染症専用エリアを有する新病棟を建築することとなり、2003

年 8 月、同医院を中心とした院内感染対策及び広州市の感染症サーベイランス強化を目的とした技術協力プロジェクトを

我が国に要請した。その後数回の事前評価調査を経て、2005 年 12 月より 3 年間の予定で「広州市院内感染対策プロジェ

クト」を開始した。同プロジェクトは広州市科学技術局、広州一院／呼吸研、広州市 CDC をカウンターパート機関（C/P 機

関）として、（1）広州一院・呼吸研をモデル基地として重大感染症2を含む院内感染対策の経験を普及させること、（2）広州

市 CDC の病原体検索能力及び所管医療機関の関連する技術力を向上させることを目的とし 2 名の日本人専門家（チー

フアドバイザー、業務調整）が派遣され、神戸市立中央市民病院・福岡市立こども病院等の技術支援を得つつ、技術移転

が行われている（詳細は、以下「2-1.プロジェクトの概要」参照）。 

今般プロジェクトの中間段階で、PCM 手法に基づき中間評価を行い、更にその評価結果を踏まえて、プロジェクト目標の

達成に向けた今後の活動方針を中国側と協議・再確認し、必要に応じて PDM（Project Design Matrix）の改定を行うことを

目的として、調査を実施した。 

 

 

 

1-2. 調査の目的及び対処方針 
 

1-2-1. 調査の目的 
プロジェクトの中間に当たる 2007 年 7 月を契機として、以下の目的のため中間評価調査を実施する。 

（1） 討議議事録（Record of Discussion: R/D）、PDM 及び PO（Plan of Operation）の記述に沿ったプロジェクトの活動実

績や目標達成状況を総合的に検証し、評価 5 項目の各視点から包括的な評価・分析を行う。以上の結果を取りまと

めた評価報告書を作成し、合同調整委員会において中国側の承認を得る。 

（2） かかる調査結果を踏まえ、プロジェクト終了時までにプロジェクト目標を達成するため、プロジェクト内容を改善すべきか検

討するため協議し、その結果を合同調整委員会の協議議事録として取り纏め、署名・交換する。 

 

 

1-2-2. 調査対処方針 
中央政府衛生部から新たな院内感染管理弁法が 2006 年 7 月に発出され、同年 9 月 1 日から施行された。同弁法細

則はまだ発出されていないが、同弁法は病院内での院内感染取り組み体制の明文化、院内感染に関する CDC 関与の明

文化を内容とするため、本プロジェクトについても上述枠組みに基づきプロジェクト内容を調整することが必要になった。 

上述情況下、本プロジェクトの前半終了にあたっては以下の対処方針に基づき調査団が派遣された。 

                                                  
1 広州一院は約 800 床の総合病院で、そのうちの呼吸器感染症部門が呼吸研（112 床）である。院内感染対策は総合病院の広州一院全体として取り

組んでいるが、呼吸研を中心に SARS 対応を行った経緯等もあるため、広州一院と呼吸研は並立的・共同で本プロジェクトのカウンターパートして位置づけ

られている。 
2 「重大感染症」の表現・意味については日中双方で誤解が生じやすく、注意が必要である。 

本プロジェクトの PDM 等においては、和文「重大感染症」は、中文では「重大感染性疾病」と翻訳されており、「重大・大規模な感染症」という一般的な内

容を指す用語として利用されているが、中文で「重大伝染病」と表現される場合には、《国家救灾防病与突发公共卫生事件信息报告管理规范》により

以下のとおりの特定の内容を意味する。 

重大伝染病の発生（3.2.1 重大传染病疫情）とは： 

・ ペスト、肺炭疽症、コレラのアウトブレーク 

・ 動物間でのペスト、ブルセラ症、炭疽症の流行 

・ 乙類、丙類伝染病のアウトブレークまたは死亡例の多発 

・ 稀なまたは既に根絶された伝染病の発生 

・ 新興感染症または疑似症例の発生 

・ 公衆の健康と社会安定に著しい影響を与えうる伝染病の発生及び上級衛生行政部門が臨時に規定する伝染病の発生 
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（1） プロジェクトの評価について、成果の達成見込み及びその為の活動・実施プロセスなど（効率性）を中心的に検証する。 

（2） プロジェクト目標達成のためにプロジェクト後半において優先的に実施すべき活動内容について日中双方で協議・確認

し、日本側の協力リソースの可能性を検討した上で、当該活動において日本側が協力すべき内容を検討し、提案等の

形で評価報告書に取り纏める。 

（3） 同報告書の提言を踏まえて以下のとおりプロジェクトの方向性（PDM の修正案含む）を合同調整委員会に提言して承

認を得る。 

① 広州一院及び呼吸研：PDMのプロジェクト目標・成果は修正しないものの、院内感染管理モデル確立と他医療機

関への当該モデル波及に重点を置くこととし、活動を若干見直す。 

② 広州市 CDC：新しい院内感染管理弁法に基づいて CDC の院内感染管理における役割が狭まったところ、それに

合わせて、プロジェクトの成果・活動等も範囲を狭める。 

③ 現 PDM の上位目標（広州市の重大感染症を含む感染症対策の強化）は達成するために多くの外部条件を設定

する必要があって本プロジェクトの投入だけでは将来的にも達成が困難なものであるところ、その範囲を狭める。 

④ 以上の修正に伴う R/D の変更は行わない。 

 

 

 

1-3. 調査の方法 
 

1-3-1. 調査項目 
本調査は、評価の枠組みとしてプロジェクト･サイクル･マネージメント（Project Cycle Management: PCM）の評価手法を

取り入れた。PCM を用いた評価は、①プロジェクトの諸要素を論理的に配置した PDM（本中間評価においては PDM

（Version 1、2006 年 10 月 26 日付）に基づき達成度等の評価を行った）に基づいて評価をデザインし、②プロジェクトの実績

を中心とした必要情報を収集し、③プロジェクトの実績及び現状を検証するとともに、「妥当性」「有効性」「効率性」「インパ

クト」「自立発展性」の 5 つの評価の観点（評価 5 項目）から収集データを分析し、④分析結果からの提言･教訓の導出及び

報告を行い、⑤PDM を修正するという流れからなっている。 

 

PDM の各項目概要を以下表に示す。 

上位目標 達成されたプロジェクト目標が貢献すると期待される長期の開発目標 

プロジェクト目標 プロジェクトの終了時までに達成されることが期待される中期的な目標。「ターゲット･グループ」への

具体的な便益やインパクト 

成果 プロジェクト目標を達成するためにプロジェクトが実現しなければならない短期的かつ直接的な目標

活動 成果を達成するために、投入を効果的に用いて行う具体的な行為 

指標 プロジェクトの成果、目標及び上位目標の達成度を測るもので、客観的に検証できる基準 

指標データ入手手段 指標を検証するためのデータ･ソース 

外部条件 各レベルの目標を達成するために必要な条件であるが、プロジェクトではコントロールできない条件 

前提条件 プロジェクトを開始するために必要な条件 

投入 プロジェクトの活動を行うのに必要な人員･機材･資金など 

 

また、本評価調査で活用した評価 5 項目の定義は次のとおりである。 

妥当性 評価時点においてもプロジェクト目標と上位目標が妥当であるかどうかを、中国政府の政策、国レベルの

院内感染及び感染症対策、受益者のニーズ、日本の援助政策との整合性の観点から検討した。 

有効性 各成果の達成の度合いとそれが「プロジェクト目標」の達成度にどの程度結びついているかを検討した。 

効率性 プロジェクトの「投入」から生み出される「成果」の程度が、タイミング、質、量等の観点から妥当であったかど

うかを分析した。 

インパクト プロジェクトが実施されたことにより生じる波及効果のプラス・マイナスの効果の見込みを検討した（当初予

定されていない効果も含む。） 

自立発展性 協力終了後、プロジェクトによってもたらされた成果や開発効果が持続されるか、あるいは拡大されていく可

能性があるかどうかを予想するために、組織的側面、財政的側面、技術的側面から実施機関の自立発

展性の見込みを考察した。 

 

なお、現地調査においては、活動実績を確認する中間評価ワークショップは実施せず、広州一院/呼吸研の院内感染対

策の課題について協議するための PCM ワークショップを実施し（別添資料 1 に含まれる「ワークショップの概要」参照）、プロジェ

クト後半期間の活動の検討の参考とした。 

 



 3

1-3-2. 収集データ 
調査に当たっては、以下の資料・データを収集・分析し、それらを参照して中間評価の評価項目案（評価グリッド ：別添

資料 2）を関係者協議のうえ設定した。 

 

（1） 事前に収集した資料・データ 

・ 討議議事録（Record of Discussion: R/D）及び協議議事録（Minutes of Meeting）（2005 年 12 月 15 日付） 

・ 事前評価報告書（2005 年 4 月 29 日付 PDM（Version 0）を含む） 

・ 専門家業務完了報告書（計 11 件） 

・ 実施運営総括表（2006 年 6 月 30 日、2006 年 12 月 29 日、2007 年 6 月 30 日） 

・ プロジェクト自己評価書及び投入実績表（2007 年 6 月 4 日付、別添資料 3） 

・ 第一回合同調整委員会協議議事録（2006 年 10 月 26 日付、同日付修正の PDM（Version 1）を含む） 

・ 中央政府衛生部院内感染管理弁法（2006 年 9 月施行） 

・ 中央政府衛生部院内感染管理規範（2000 年 12 月 6 日公布） 

・ 長期専門家が収集した（和文・和訳）資料 

【院内感染体制･職責等】 

⁃ 広州一院院内感染管理規範（2005 年版） 

⁃ 広州一院院内感染の職責（2007 年 4 月） 

⁃ 「広州一院院内感染の職責」に関するコメント（上述 2．の資料に対するコメント、日方専門家チーム作成） 

⁃ 広州一医_院内感染対策_06 年総括＆07 年業務計画 

【検査データ及び院内感染管理強化に向けた日方専門家のコメント】 

⁃ 2006 年 1～8 月医院本部細菌培養及び薬剤耐性状況（中文及び和訳） 

⁃ 広州医学院第一附属医院細菌室報告リスト 

⁃ 2006 年 1～9 月院内感染報告状況登録 

⁃ 2006 年 8～10 月サーベイランス項目回数統計表 

⁃ 広州一院検査データ解析 070302（日方専門家チーム作成） 

⁃ 広州一院検査データ解析 070406（日方専門家チーム作成） 

⁃ 緑膿菌感染への対応（日方専門家チーム作成） 

【院内感染情報発信】 

⁃ ホームページ用原稿（http://www.gyyykyw.cn/） 

⁃ ニュースレター医院感染管理通訊（1） 

⁃ ニュースレター医院感染管理通訊（2）（呼研所版） 

 

（2） 調査中に広州一院/呼吸研から提供された資料・データ 

・ 当院指導を受けた病院一覧表（2007 年 7 月 10 日修正版） 

・ 呼吸研・広州一院のガイドライン、院内感染管理通訊を送付した病院一覧表（2007 年 7 月 10 日修正版） 

・ 2007 年 1 月日中院内感染対策高級セミナー参加病院一覧表 

・ 2006 年 3 月演習記録 

・ 2006 年 12 月演習記録 

・ 2006 年 11 月 JICA プロジェクト短期専門家の技術協力の総括メモ 

・ 広州市院内感染管理通訊（第 1 巻第 1 期 2007 年 5 月） 

・ 質問票回答・インタビュー結果（別添資料 4） 

 

（3） 調査中に広州市 CDC から提供された資料・データ 

・ 「広州市 CDC 現場調査と検体採取技術研修」準備案（2007 年 5 月） 

・ 医療機構消毒滅菌技術研修班準備表（2007 年 6 月 9 日） 

・ 広州市 CDC バイオセーフティ研修計画（2007 年 6 月 29 日） 

・ 質問票回答・インタビュー結果（別添資料 4） 

 

（4） 調査中に長期専門家から提供された資料・データ 

・ 院内感染管理委及び院内感染サーベイランスコントロールチームの名簿（2007 年） 

・ サーベイランスコントロールチーム等活動記録 

⁃ 消毒チーム（2007 年 2 月 9 日、3 月 13 日、4 月 10 日、5 月 1 日） 

⁃ 抗菌薬チーム（2007 年 2 月 8 日） 

⁃ 環境衛生チーム（2007 年 4 月 11 日） 

⁃ 医療廃棄物チーム（2007 年 5 月 24 日） 
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⁃ 院内感染管理科（2007 年 4 月 29 日） 

・ ICU での院内感染発生状況調査（2006 年 8 月、11 月） 

・ 院内感染管理委議事録（2006 年 10 月、2007 年 1 月、同年 4 月） 

・ 訪日研修参加者の帰国報告書 

・ 研修資料（デング熱、看護師の自己防護、魔法瓶取り扱い手順、陰圧病室の使用、予防の標準、危機管理） 

・ 院内感染関連の内規初稿（院内感染アウトブレーク対応、入院患者下痢対応） 

・ 人工呼吸器関連肺炎（VAP）予防マニュアル（初稿） 

・ 各種宣伝資料（魔法瓶取り扱い手順、内視鏡洗浄時のスタッフの防護、内視鏡洗浄消毒手順、消火器内視鏡

洗浄・消毒手順、COSMO ゴーグル装着手順、電動送風式呼吸防護システム使用方法、フェイスシールド装着方

法、N95 マスク装着手順、内視鏡パーツの超音波洗浄方法、静脈注射手順） 

・ 院内感染管理通訊（第 1 号 2007 年 4 月、第 2 号同年同月、第 3 号同年 6 月） 

 

 

 

1-4. 調査関係者 
 

1-4-1. 調査団（広州訪問メンバー） 

氏名 職務 所属 

小野 喜志雄 総括（団長） JICA 人間開発部 技術審議役 

青木 知信 院内感染対策 福岡市立こども病院 副院長 

桑内 美智子 評価計画 JICA 中華人民共和国事務所 職員 

中川 亜起子 評価分析 グローバルリンクマネージメント（株） 職員 

 

 

1-4-2. 訪問先及び主要面談者、関係者 
（1） 合同調整委員会メンバー（評価結果の承認者） 

・ 広州市科学技術局代表（弓鴻午 副局長） *議長 

・ 広州呼吸疾病研究所代表（鍾南山 所長） 

・ 広州医学院第一付属病院代表（葉広春 院長） 

・ 広州市 CDC 代表（王鳴 主任） 

・ JICA 代表（小野 団長） 

本プロジェクト中間評価調査においては、プロジェクトの実施関係者である副院長（副所長）・課長クラスと評価を通して認

識を共有化するプロセスが重要であり、またその評価結果についてはプロジェクト管理者（プロジェクト責任者及びプロジェクト

マネージャー）である合同調整委員に報告し承認を得るという形式をとるため、純然たる外部評価者を巻き込むことはしない。

なお、オブザーバーとして広州総領事館も合同調整委員会に出席した。 

 

（2） 中国側主要関係者 

広州市科学技術局 弓 鴻午 副局長 

 陳 宝栄 対外科技合作処 処長 

 羅 錚 対外科技合作処 処員 

広州呼吸研 鍾 南山 所長（出張のため後日協議議事録に署名） 

 何 建行 副所長 

 頼 克方 教授 

広州一院 葉 広春 院長 

 頼 永洪 常務副院長 

 黎 毅敏 副院長 

                        陳 小清 科研管理科 科長 

                        李 蓮娜 院内感染管理科 科長 

 葉 丹 院内感染管理科 医師 

 鄭 蕾 院内感染管理科 看護師 

広州市 CDC 王 鳴 主任 

 楊 智聡 副主任 

 呉 雪紅 科教情報管理科 科長 

 呉 新偉 病毒免疫科 副科長 
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 狄 飈 病毒免疫科 

 厳 子鏘 消毒殺虫科 

 劉 于飛 伝染病科 

 鄧 志愛 微生物検査科 

 

（3） 日本側主要関係者 

プロジェクト専門家 水谷 哲夫 チーフアドバイザー 

 山本 雄子 業務調整員 

日本国駐広州総領事館 吉田 雅治 総領事 

 川崎 誠 領事 

国内協力機関 

神戸市立医療センター中央市民病院 

福岡市立こども病院 

神戸市環境保健研究所 

福岡市保健環境研究所 ほか 

 

 

 

1-5. 調査日程 
 

月日 曜 午前 午後 

7 月 8 日 日  評価分析団員 広州着 

7 月 9 日 月 広州一院/呼吸研ヒヤリング 広州一院/呼吸研ヒヤリング 

7 月 10 日 火 広州市 CDC ヒヤリング ワークショップ準備、夜評価計画団員広州着 

7 月 11 日 水 ワークショップ ワークショップ 

7 月 12 日 木 評価報告書草稿作成 調査団全員広州着、団内会議 

7 月 13 日 金 広州一院/呼吸研と協議 広州市 CDC と協議 

7 月 14 日 土 団内会議、評価報告書・議事録案の作成・翻訳 団内会議、評価報告書・議事録案の作成・翻訳 

7 月 15 日 日 団内会議、評価報告書・議事録案の作成・翻訳 団内会議、評価報告書・議事録案の作成・翻訳 

7 月 16 日 月 広州一院/呼吸研と協議 広州市 CDC と協議、市科学技術局と協議 

7 月 17 日 火 ミニッツ署名 総領事館へ報告 

7 月 18 日 水 調査団員広州発（団長・評価計画団員は江蘇、院内感染対策団員は帰国、評価分析団員は北京） 

7 月 19 日 木 資料整理 JICA 事務所へ中間評価調査の報告 

7 月 20 日 金 団長：事務所打合せ、評価分析団員：資料整理 評価分析団員帰国 

7 月 21 日 土  団長帰国 
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2. プロジェクトの実績と現状 
 

2-1. プロジェクトの概要 
 

（1） プロジェクト位置図 

 

（2） プロジェクトデザイン概要 

プロジェクトのデザイン：PDM（Version 1）より 

上位目標 広州市の重大感染症を含む感染症対策が強化される 

プロジェクト

目標 

1. 呼吸研及び広州一院をモデル基地として、市内の他関連医療

機関に重大感染症を含む院内感染対策の経験を波及させる 

2. 広州市 CDC の病原体検索能力及

び所管医療機関の関連する技術

力が向上する 

呼吸研・広州一院 広州市 CDC 成果 

1-1 院 内

感染管理

体 制 の 確

立 

1-2 重 大

感 染 症 の

対応能力

向上 

1-3 検 査

技 術 の 向

上 

1-4 院 内

感染マニュ

ア ル 類 の

整備 

1-5 他 の

医療機関

による院内

感染情報

へのアクセ

ス 

2-1 主 要

な 病 原 体

の 検 索 技

術の向上 

2-2 院 内

感染制圧

のためのサ

ーベイラン

ス と 指 導

能 力 の 向

上 

2-3 関 連

医療機関

の 検 体 採

取・保存・

輸 送 の 能

力向上 

活動 ガ イ ド ラ イ

ン 改 訂 、

ICT チーム

再 編 、 疫

学調査実

施体制確

定 

重大感染

症発生時

の 対 応 研

修 

検 体 採

取 ・ 分 離

同 定 の 研

修・指導 

マ ニ ュ ア

ル、教材、

広報宣伝

資 料 の 作

成 

ワークショッ

プ 開 催 、

対外的情

報発信 

ガ イ ド ラ イ

ンとマニュア

ル 改 訂 、

検索技術

研修 

サーベイラ

ンスに関す

る ガ イ ド ラ

イン・マニュ

ア ル の 改

訂、研修 

研修 

 

広州一院/呼吸研 

広州市 CDC 

広州市 
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2-2. 投入実績 
 

2-2-1. 日本側の投入 
研修員受け入れ、ローカルコスト、機材供与に関しては概ね計画通り投入が実施された。専門家派遣については当初よ

りも投入を拡大した。 

 

（1） 専門家派遣 

本プロジェクトにおいて、業務調整員が長期専門家ではなく短期専門家として現地駐在する体制をとった（2005.12.20～

2006.3.17 の 3MM）。しかしながら、短期専門家（業務調整）1 名のみが現地駐在する体制を以上のとおり試行した結果、現

地駐在専門家の陣容を強化する必要性が日中双方で認識され、2006 年 5 月から業務調整の長期専門家、同 6 月から

チーフアドバイザーの長期専門家が派遣されている。短期専門家については、業務調整 1 名を除いてこれまで以下のとおりの

べ 11 名が派遣された（詳細は別添資料 1 に含まれる「投入実績表」参照）。 

 

専門家派遣実績 

2005 年度 2006 年度 

長期専門家 なし 長期専門家 チーフアドバイザー 

業務調整 

短期専門家 業務調整 3MM 

院内感染対策（1） 0.2MM 

院内感染対策（2） 0.2MM 

救急受入対応 0.2MM 

短期専門家 院内感染対策（1） 0.2MM 

院内感染対策（2） 0.16MM 

院内感染対策（3） 0.2MM 

感染症ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽ 0.2MM 

看護学（1） 0.2MM 

看護学（2） 0.2MM 

看護学（3） 0.1MM 

病原体検索 0.23MM 

 

（2） カウンターパート研修 

日本におけるカウンターパート研修には 2006 年度に計 17 名のカウンターパートがのべ 10.3MM 参加した。また、関連する

集団研修にも 2 名がのべ 5.5MM 参加した実績がある（詳細は別添資料 1 に含まれる「投入実績表」参照）。 

 

本邦研修受入実績 

研修科目 受入期間 研修員 研修内容 

広州市院内感染対策 

プロジェクト 

06 年 3 月 18 日 

～3 月 30 日 

3 名 感染症病棟における標準予防策、医療とケアの手法について

の改善、医療サービスを行う職場環境の改善、など 

院内感染対策（1） 06 年 9 月 3 日 

～9 月 16 日 

6 名 院内感染管理体制の確立、感染管理チームの確立、感染

に対する標準予防策、感染性廃棄物の適正な処理、重大

感染症発生時の対応策、など 

院内感染対策（2） 06 年 12 月 3 日 

～12 月 16 日 

6 名 院内感染対策マニュアルについて、院内感染発生時の報告

体制について、院内感染サーベイランスシステムについて、手の

衛生の重要性について、針刺し事故について、救急科におけ

る医療従事者の感染予防について、など 

病原体検索 07 年 2 月 28 日 

～4 月 17 日 

1 名 レジオネラの診断に対するリアルタイム PCR、HIV スクリーニング

テスト、H5N1 鳥インフルエンザの診断など 

病原体検索 07 年 2 月 28 日 

～4 月 17 日 

1 名 パルスフィールドゲル電気泳動、インフルエンザウイルスの血球

凝集素試験、破傷風菌、ボツリヌス、カンジダ、アスペルギール

ス、抗真菌剤感受性試験、院内感染菌の同定、など 

 

本邦研修受入実績（関連する集団研修） 

研修科目 受入期間 研修内容 

感染管理指導者養成

研修 

06 年 10 月 31 日 

～12 月 2 日 

院内感染概論、病院における院内感染管理システム、感染管理者の役

割、標準予防策と感染経路別の管理法、ICT ラウンド、アクションプランの

作成、など 

薬剤耐性病原体の実験

室診断Ⅱ 

06 年 11 月 13 日 

～07 年 3 月 25 日 

抗菌剤の薬剤耐性、院内感染対策、肺炎やインフルエンザに対する最新

知見、PCR 技術、臨床微生物学の精度管理、など 
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（3） 機材供与 

プロジェクト開始から中間評価（2007 年 7 月）までの供与機材は総額 405.76 万元である。内容は、快速洗浄機、内視

鏡（胸腔鏡及び気管支鏡）、顕微鏡、移動式 X 線装置等である（詳細は別添資料 1 に含まれる「投入実績表」参照）。 

 

（4） ローカルコスト負担 

日本側が負担したローカルコストはプロジェクト開始から中間評価（2007 年 7 月）まで以下表のとおり総額 114.76 万元。 

 

日本側のローカルコスト負担 

 2006 年度 2007 年度 合計 

日常経費 170,600 元 198,000 元 368,600 元 

セミナー開催費 242,000 元 537,000 元 779,000 元 

合計 412,600 元 735,000 元 1,147,600 元 

 

 

2-2-2. 中国側の投入 
中国側投入は概ね計画通り実施されているが、執務スペース貸与については改善の余地がある。 

 

（1） カウンターパートの配置 

本プロジェクトでは、広州一院院内感染管理科（3 名）/科研管理科（1 名）及び広州市 CDC 科教情報管理科（1 名）

を中心に 4 組織（市科学技術局、広州一院/呼吸研、広州市 CDC）においてのべ 21 名のカウンターパートが配置されている

（別添資料 1 に含まれる「投入実績表」参照）。 

 

（2） 施設の貸与 

本プロジェクトの日本専門家に貸与された執務スペースは、当初は広州一院（本院）まで車で 20 分かかる海印分院に設

置されており、プロジェクト関係者内の意思疎通を図るうえで大きな障害であった。しかし 2006 年 10 月 20 日以降は広州一

院（本院）に呼吸研所長室と廊下を挟んで向かいあった理想的な位置に執務スペースが貸与されることになり、日々の情報

交換を緊密に行うことができるようになった。 

しかし、以上のとおり貸与された現在の執務スペースは長期専門家 2 名と通訳の計 3 名がかろうじて執務できる分のスペー

スしかなく、短期専門家派遣受け入れ時に執務スペースを割く余裕はまったく無い。広州一院の新病棟建設期間中は病院

全体の執務スペースが逼迫している事情を鑑みる必要はあるが、中国側投入としては改善の余地がある。 

 

（3） ローカルコスト 

中国側が負担したローカルコストはプロジェクト開始から中間評価（2007 年 7 月）まで以下表のとおり総額 51.046 万元で

ある。 

中国側のローカルコスト負担 

  2006 年度 2007 年度 合計 

広州一院＆呼吸研 

日常経費 177,200 元 61,100 元 238,300 元 

セミナー開催費 57,400 元 73,000 元 130,400 元 

小計 234,600 元 134,100 元 368,700 元 

広州市 CDC 

日常経費 80,000 元 30,000 元 110,000 元 

セミナー開催費 28,760 元 3,000 元 31,760 元 

小計 108,760 元 33,000 元 141,760 元 

合計 343,360 元 167,100 元 510,460 元 

 

 

 

2-3. 活動の実績 
 

本プロジェクトではこれまで以下表のとおりの活動が実施されている。調査団は既存の資料、報告書、聞き取り調査等によ

り、活動の実績を確認した。プロジェクト活動は概ね計画通りに実施されているが、プロジェクト開始後に発出された新しい院

内感染管理弁法について、細則が中央政府衛生部から依然発出されていないことが大きな遅延要因になっている。 
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表 1：これまでの活動の実績 

PDM（Version 1）に基づく活動項目 活動実績（進捗状況） 

成果 1-1：総合病院として、呼吸研及び広州一院の院内感染管理体制が定まる。 

1-1-1 呼吸研及び広州一院の院内感染対策ガイドラ

インを改訂する。 

院内感染の内規は現在改定中（＝国の院内感染管理弁法細

則が発出されるまでは最終改定できない）。しかし関連部門の職

責については既に明確に取り決められており、日本専門家チーム

からもコメントを得ている。 

1-1-2 呼吸研及び広州一院の院内感染管理委員会

（ICC）及び院内感染対策チーム（ICT）を再編

する。 

再編はされていないが、従来から存在する院内感染管理小グル

ープが院内感染管理科の指導のもとで毎月（消毒グループ）や

四半期に一度（その他グループ）会合を実施している。 

1-1-3 呼吸研及び広州一院の平常時における院内感

染サーベイランス体制を定める。 

院内感染サーベイランスコントロールチームが従来から存在する

が、活動内容の明確化・活発化が課題である。 

成果 1-2：重大感染症患者発生時に呼吸研及び広州一院の医療従事者の対応能力が向上する。 

1-2-1 呼吸研及び広州一院の医療従事者に対し、重

大感染発生時の対応に関する研修・訓練を行

う。 

臨床の医療従事者及び検査室技師に対し突発的な感染症発

生を想定した訓練を実施した。洪水や水害対応の演習とは別

に、突発的感染症の演習は最低年 1 回実施することになってい

る。 

1-2-2 呼吸研及び広州一院における院内感染アウト

ブレーク時の調査ならびに管理体制を定める。 

アウトブレーク時の関連部門の職責については既に明確に取り決

められている。しかし院内感染の内規は現在改定中で、国の院

内感染管理弁法細則が発出されるまでは最終改定できない。 

成果 1-3：呼吸研及び広州一院微生物検査室における検査技術が向上する。 

1-3-1 呼吸研及び広州一院の微生物検査室での検

体採取と分離同定に関する技術研修・指導を

行う。 

日本において感染管理指導者養成研修を実施した。今後は日

本研修に検査技師を派遣し、検査技術研修を実施する予定

である。 

成果 1-4：院内感染対策に関するマニュアル、教育・普及ツールが整う。 

1-4-1 院内感染防止のためのマニュアル、教材（テキス

ト・視聴覚資料等）を作成する。 

マニュアル（「指南」）として、人工呼吸器関連肺炎（VAP）予防

に関するメモが作成された。 

1-4-2 院内感染防止のための広報宣伝資料（ポスタ

ー・パンフレット等）を作成する。 

内視鏡消毒手順、N95 マスク装着手順等の広報宣伝資料が

計 10 種作成された。 

成果 1-5：他の医療機関が院内感染対策の知識と経験に関する情報にアクセスできるようになる。 

1-5-1 呼吸研及び広州一院が院内感染対策にかかる

経験交流のためのセミナーやワークショップを開催

する。 

2007 年 1 月に実施したセミナーでは外部 69 医療機関から 121

名の参加があった。また、電話、現場指導、視察等の形式で広

州一院/呼吸研に院内感染情報を求めたのは 51 医療機関に

達し、広東省以外にも甘粛（5）、貴州・江西（各 2）、広西・海

南・山西・雲南（各 1）と多数にのぼる。 

1-5-2 呼吸研及び広州一院がホームページ等を通じて

院内感染対策にかかるプロジェクト情報及びデ

ータベースを定期的に発信する。 

ホームページ掲載の「院内感染管理通訊」は 2007 年に 3 回更

新された。また、教育ツールとして「広州市院内感染管理通訊

（2007.5。第 1 巻）の編集を広州市中華医学会院内感染管理

学会から委託され、広州市の 71 病院に計 247 部配布した。 

成果 2-1：広州市 CDC の主要な病原体の検索技術が向上する。 

2-1-1 広州市 CDC の病原体検索のためのガイドライン

を改訂する。 

国が制定するガイドラインに従って随時更新予定だが、これまで

更新はされていない。 

2-1-2 広州市 CDC の病原体検索のための適切なマニ

ュアルを改訂する。 

国が制定する病原体検索マニュアルに従って随時更新予定だ

が、これまで更新はされていない。 

2-1-3 広州市CDCの微生物分離担当者に検索技術

に関する研修を行う。 

広州市 CDC ウイルス免疫副科長が薬剤体制病原体の実験室

診断に関する集団研修に 4.5MM 参加した。 

2-1-4 広州市 CDC の微生物分離担当者に検査室の

安全性向上に関する研修を行う。 

2007 年 8 月 23、24 日に CDC スタッフのべ 50 名に対してバイオ

セーフティ研修を実施予定である。 

成果 2-2：広州市 CDC の関連医療機関に対する院内感染制圧のためのサーベイランスと指導能力が向上する 

2-2-1 広州市 CDC が関連医療機関の院内感染に対

するサーベイランスのガイドラインを改訂する。 

新しい院内感染管理弁法により、当該ガイドライン作成は CDC

の職責では無くなった。今後は広州市 CDC が関連医療機関に

対して実施する消毒・滅菌技術に関する業務ガイドラインを作

成する。 
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PDM（Version 1）に基づく活動項目 活動実績（進捗状況） 

2-2-2 広州市CDCの院内感染サーベイランスに関する

マニュアルを改訂する。 

新しい院内感染管理弁法により、当該マニュアル作成は CDC の

直接の職責では無くなった。今後は広州市 CDC が関連医療機

関に対して実施する消毒・滅菌効果のサーベイランス・指導マニ

ュアルを作成する。 

2-2-3 広州市 CDC の院内感染サーベイランスに従事

するスタッフに対しトレーニングを実施する。 

新しい院内感染管理弁法により、当該サーベイランスは CDC の

直接の職責では無くなった。今後は CDC スタッフに対し、院内感

染管理指導に関するトレーニングを実施する。 

成果 2-3：広州市 CDC の関連医療機関の検体採取・保存・輸送の能力が向上する。 

2-3-1  関連医療機関に検体の採取・保存・輸送に関

するトレーニングを実施する。 

2007 年 9 月にのべ 300 人の区・広州市 CDC スタッフに対して法

定感染症検体の採取・輸送技術研修を実施する予定である。

 

 

 

2-4. 成果の達成状況 
 

本調査において、各成果に設定された指標をもとに成果の達成状況が以下のとおり確認された。 

 

 

2-4-1. 成果 1-1 
成果 1-1 総合病院として、呼吸研及び広州一院の院内感染管理体制が定まる。 

指標 1-1 院内感染対策ガイドラインの改訂回数 

院内感染の病院内ガイドラインは現在改定を検討中で草稿を作成したが、国の院内感染弁法細則が発出されるまでは

最終改定できないとの説明である。しかし関連部門の職責を取り決めるメモを 2007 年 4 月に作成し、日本専門家チームも

当該職責に対しては「職責が明確に定められて高く評価できる」とコメントしたメモを提供済みであるなど、関連部門の職責に

ついては既に明確に取り決められている。 

今後はこの取り決めが内規として実際に運用されることが必要だが、院内の関係部門での院内感染に対する取り組みに

は温度差があり、体制を機能させるためには病院全体で取り組むことが必要である。 

 

 

2-4-2. 成果 1-2 
成果 1-2 重大感染症患者発生時に、呼吸研及び広州一院の医療従事者の対応能力が向上する。 

指標 1-2 重大感染症発生時の対応に関する研修・訓練の年間実施回数 

中国では特に 2003 年春の SARS 発生後、大規模な感染症や食中毒等公衆衛生事件への対応能力を向上させるため

に各医療機関（病院、CDC 等）で各種演習を実施している。地級市クラスの医療機関であれば概ね年 1 回以上は実施し

ており、更に活発に実施している医療機関も存在する。広州一院/呼吸研においても 2006 年 3 月に臨床の医療従事者及

び検査室技師に対し突発的な感染症発生を想定した訓練を実施した。一般的に、中国でのこの種の演習では現場での患

者搬送が主体となり、検査技師・検査業務を演習に含まない医療機関もあるが、広州一院/呼吸研の演習では検査技師

も含むとのことで、実際の感染症発生時の対応能力を検証するものとして有効である。広州一院/呼吸研では洪水や水害

対応の演習とは別に、突発的感染症の演習は最低年 1 回実施することになっているとのことで、2006 年には以上のほかに重

大交通事故を想定した演習も 12 月に実施された。 

省・市 CDC でも重大感染症発生を想定した演習を各種主催して地域病院関係者の参加を促しているが、広州一院/

呼吸研はこれまで参加実績は無い模様である。広州一院/呼吸研を含めた地域病院と CDC との連携を通じた感染症への

地域的取り組み強化のため、今後は CDC 主催の感染症演習への参加も望まれる。 

 

 

2-4-3. 成果 1-3 
成果 1-3 呼吸研及び広州一院の検査室における検査技術が向上する。 

指標 1-3-1 検査対象病原体の数 

1-3-2 検査件数と病原体の検出率 

広州一院/呼吸研で検索可能な病原体の数は 4 種類増加し、病原体検出率は 30.49％で、検査技術は向上したと言

える。しかし検査結果を院内感染管理業務に活用する仕組みは確立しておらず、検査部門と院内感染管理科との間には

日常的な情報共有体制やフィードバック体制は不十分である（近く検査室のパソコン上の検査データを院内感染管理科でも

閲覧できるようイントラネットを整備する予定とのこと）。 
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2-4-4. 成果 1-4 
成果 1-4 院内感染対策に関するマニュアル、教育・普及ツールが整う。 

指標 1-4 作成されたマニュアル及びツールを所持する医療従事者の割合 

広州一院/呼吸研内部では医療従事者全員が院内感染対策マニュアルやツールを所持しているが、今後の課題は実務

への反映等、意識の向上である。ワークショップにおいても「院内感染対策の重要性を口では言うが、実践はしない」という同

僚医師が批判された。 

なお、マニュアル・宣伝資料に加え、教育ツールとして広州一院院内感染管理科は「広州市院内感染管理通訊（2007.5。

第 1 巻）」の編集を広州市中華医学会院内感染管理学会から委託され、広州市の 71 病院に計 247 部配布した。同通訊

は院内感染管理に関する論文、技術情報、法令動向等の情報をあつめた不定期刊行物である。これは広州市で同院が

院内感染対策につき活発に取り組んでいることが認識されたからこそ委託されたものであり、名誉であると共に、広州一院/

呼吸研が院内感染対策の情報発信基地としてさらに情報を蓄積するうえでも有益と考えられる。 

 

 

2-4-5. 成果 1-5 
成果 1-5 他の医療機関が、院内感染対策の知識と経験に関する情報にアクセスできるようになる。 

指標 1-5-1 院内感染対策にかかる経験交流のためのワークショップの回数 

1-5-2 プロジェクト情報とデータベースの発信回数・頻度 

広州一院/呼吸研では、2007 年 1 月に実施した日中専門家によるセミナーが広州市内外の医療関係者への最大規模

の院内感染情報の対外発信の一つであったと言える。同セミナーには甘粛省 HIV エイズ予防対策プロジェクトの専門家及び

CP、青年海外協力隊員（看護師隊員）及びその CP も複数参加するという総合的取り組みが行われ、院内感染対策の情

報発信基地としての広州一院/呼吸研の知名度が一挙に向上したイベントでもあった。同セミナーを契機としてその後院内

感染対策に関する電話照会を受けたり、設計図面に対する助言を求められたりする等、院内感染対策に重点的に取り組

む病院としてアドバイスを求められる機会が増えたとのことであった。 

今後は成果 1-1～成果 1-4 を纏めて院内感染対策モデルを確立し、当該モデルをより広く普及することが求められ、広州

一院/呼吸研ではそのために広州市内の病院関係者に対する勉強会の実施を予定している。 

なお、対外的な情報の発信頻度としては前項「2-2：活動の実績」記載のとおりである。ウェブサイトの閲覧回数については

カウンターが無いので不明とのことで、カウンターをつけるためには院内感染情報を広州一院ウェブサイトから独立して新規にデ

ザインすることが必要で経費がかかるため、計画していないとのことであった。 

 

 

2-4-6. 成果 2-1 
成果 2-1 広州市 CDC の主要な病原体の検索技術が向上する。 

指標 2-1-1 広州市 CDC の検査対象病原体の増加数 

2-1-2 広州市 CDC が導入した病原体検索方法の数 

指標 2-1-1 については病原体検索種類 13 種（ウイルス 9、細菌 4）が追加され、検出方法は 5 種（ウイルス 4、細菌 1）

が追加されるなど、検査技術は向上している模様である。しかしこれらはいずれも院内感染対策に直結するものではなく、新

しい院内感染管理弁法において CDC が実施するよう規定されている「院内感染アウトブレーク時の調査」に関する能力は不

足している。院内感染アウトブレークと関係する病原体の検査技術（インフルエンザの迅速診断や鳥インフルエンザの検査等

の技術、検体採取技術等）の向上を今後重点化することが必要である。 

 

 

2-4-7. 成果 2-2 
成果 2-2 広州市 CDC の関連医療機関に対する院内感染制圧のためのサーベイランスと指導の能力が向上する。 

指標 2-2-1 広州市 CDC の院内感染制圧にかかる技術指導を受けた医療機関の数 

2-2-2 院内感染サーベイランスに関するトレーニングを受けた広州市 CDC スタッフの延べ人数 

新しい院内感染管理弁法により、CDC は院内感染サーベイランスに関する直接の職責はなくなり、院内感染アウトブレー

ク時の検査と医療機関の消毒・滅菌、医療廃棄物等の調査にのみ責任を持つことになった（院内感染の発生動向把握は

市衛生局医政処が担当する）。後者（消毒・滅菌）については新しい院内感染管理弁法発出前からの担当業務であったた

め従来どおり活動を実施している。今後は新たに追加された業務である院内感染アウトブレークの検査に関する活動を通し

て更なる成果が生み出されることが期待される。 
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2-4-8. 成果 2-3 
成果 2-3 関連医療機関の検体の採取・保存・輸送の能力が向上する。 

指標 2-3-1 検体の採取・保存・輸送に関するトレーニングの実施回数 

これまでの成果は少ないが、今後 2007 年 9 月に広州市直轄区 12 区（市）の CDC 検査スタッフ及び 14 のこれら偵察機

地サーベイランス病院に対して研修を実施する予定であり、当該活動を通して成果が生み出されることが期待される。 

なお、プロジェクト計画時点で院内感染の検体採取・保存・輸送を主に病院が行うことを前提とし、病院に対する検体採

取・保存・輸送技術のトレーニングをすることが想定されていたが、新しい院内感染管理弁法では院内感染の検査（検体採

取等を含む）は病院独自に実施することが原則とされ、院内感染アウトブレークという場合のみ CDC が検体採取・保存・輸

送・検査を行うことになっており、プロジェクト後半においては成果の見直しが必要となる。 

 

 

 

2-5. プロジェクト目標の達成状況 
 

2-5-1. プロジェクト目標 1  
プロジェクト目標 1 呼吸研及び広州一院が、モデル基地として、市内のその他関連医療機関に重大感染症を含む院内

感染対策の経験を波及させる 

指標 1-1 支援及び指導を受けた医療機関の数 

1-2 重大感染発生時の対応にかかる研修を受講した医療機関の数 

1-3 作成されたマニュアル、及びツールを導入した医療機関の数 

1-4 発表された関連論文集 

広州一院の院内感染対策モデルは未確立であるが、院内感染の経験を広範囲の各種医療機関に各種態様で波及し

ている（以下、括弧内は機関数）。 

・ 電話照会対応・現場指導：広州市（39）、甘粛省（5）、貴州省（2）、江西省（2）、海南・山西・雲南（各 1）。 

・ 短期専門家講義を受けた外部医療関係者：2006 年 62 名（12）、2007 年 121 名（69）。 

・ 2007 年 5 月刊行の広州市院内感染管理通訊配布先：広州市三級医院の 65％（34）、二級医院の 24％（37）。 

 

また、院内感染に関して広州一院/呼吸研関係者が発表した論文は以下のとおり 5 本である。 

題名 第一著者 掲載誌 

入院患者の集団下痢例に関する原因

調査 

葉丹（広州一院院内感染管理科医

師） 

現代医院（2006年4月第6巻第4期）

ICU 入院患者のフラボバクテリア感染に

関する調査と対策 

葉丹（広州一院院内感染管理科医

師） 

中国熱帯医学（2006 年 4 月第 6 巻第

4 期） 

電子空気消毒浄化装置の病院空気

の消毒効果に関する観察 

葉丹（広州一院院内感染管理科医

師） 

現代医院（2006年5月第6巻第5期）

看護スタッフの職業暴露及び防御情況

調査 

高国貞（広州一院看護部看護師） 現代看護（2006、12[141]） 

看護業務における医療廃棄物管理方

法に関する検討 

高国貞（広州一院看護部看護師） 中華医院感染学雑誌 

（2006.16[1]:74-76） 

 

 

2-5-2. プロジェクト目標 2 
（1） プロジェクト目標 2 の達成見込み 

プロジェクト目標 2 広州市 CDC の病原体検索能力及び所管医療機関の関連する技術力が向上する 

指標 2-1 広州市 CDC の新しい病原体検索の項目、種類の数 

2-2 病原体検索方法の更新の回数 

2-3 院内感染にかかる病原体の検出率 

病原体検索の種類（ウィルス 9 種、細菌 4 種、計 13 種）及び検出手法（ウィルス 4 種類、細菌 1 種類、計 5 種類）を新

たに増加するなど、重大感染症に関する病原体検査・検索能力は向上したと言える。 
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2-6. プロジェクトの実施プロセス  
 

成果 1-1～2-3 までの活動は、新しい院内感染管理弁法の細則が発出されていないことによる影響を除けばほぼ計画通

り進展している。しかし、訪日研修については日本国内での関係先が広範囲・多数にわたる影響で調整が遅れがちであると

いう課題がある。また、日本国内で調整を要する関係先が多数であるにもかかわらずプロジェクトが在外主管（中華人民共

和国事務所）となっていることも影響している。 

中国側と日本側のコミュニケーションについては、日本側専門家の執務スペースが海印分院にあった時期は問題があったが、

広州一院本院に移転された 2006 年 10 月以降は意思疎通が円滑化された。 

本プロジェクトに関係する専門分野は細分化されて多岐にわたるため、当初は中国側の希望・質問等が日本側に十分伝

達できない不満があった。しかし 2006 年 5・6 月以降は長期専門家 2 名を派遣する体制をとり、検査、看護等特定分野に

関する照会についても長期専門家経由で福岡市・神戸市の専門家に取り次ぐシステムが機能し始めたため、以上の不満は

基本的に解消されたと中国側から今回説明があった。 
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3. 評価 5 項目による評価結果 
 

本項では、妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性という 5 つの観点（評価 5 項目）からプロジェクトの実績を

分析し、課題を検討する。 

 

 

3-1. 妥当性 （Relevance） 
 

妥当性とは、プロジェクト目標及び上位目標が、受益者のニーズと合致しているか、中国の国内政策と日本の援助政策と

の整合性があるか、など「援助プロジェクトの正当性」を見る評価項目である。中国の開発政策や地域のニーズ、日本の対

中国援助政策に照らして、本プロジェクトの妥当性は極めて高いといえる。 

 

 

3-1-1. 中国の政策との整合性 
中国政府は 2003 年春の SARS により社会的・経済的に大きな打撃を受けた。このため SARS 発生以降保健衛生分野

を大幅に重点化しており、たとえば感染症病院と救急センターの拡充を内容とする「公衆衛生システム整備事業」（総投資

額約 164 億元）、「中国 CDC システム整備事業」（総投資額約 105 億元）等、資金投入も大幅に増え、上掲 2 事業は

2006 年末で 9 割竣工したと発表された。 

院内感染対策が不備であったことも SARS 拡大の一因であったため、保健衛生分野のなかでも院内感染は重視されてい

るテーマの一つである。院内感染に関して新しい弁法が中央政府衛生部から 2006 年 7 月に発出されたことは前述のとおりだ

が、同院内感染管理弁法細則や院内感染に関する各種ガイドライン類（医療機構医務スタッフ手指衛生規範、病院リネン

室管理規範、院内感染サーベイランスマニュアル）も中央政府にて現在草稿が準備されている。 

以上のとおり院内感染は中国政府が最も重視しているテーマの一つであり、本プロジェクトの意義は高い。 

 

 

3-1-2. ターゲットグループのニーズ 
広州市は SARS により最も大きな打撃を受けた地域である。また、広州一院/呼吸研は市レベルの病院としては中国トッ

プクラスの技術水準を持ち、SARS 制御にあたって重大な役割を果して高い評価を受けた病院である。なかでも呼吸研所長

の鐘南山氏は日本の学士院会員に相当する「中国工程院院士」であるうえに「全国政協委員」という政治家としての職責

も併せ持ち、保健衛生分野に絶大な影響力を持つ。中国国内で名声の高い広州一院/呼吸研で院内感染管理が十分

機能するような体制を確立することができれば、当該体制は参照価値が大きいと中国国内で見なされ、情報を広めるうえで

効果が高い。 

 

 

3-1-3. 日本の援助政策との整合性 
JICA 国別事業実施計画によると、我が国は中国支援において保健セクターを重点分野とし、感染症対策は優先的に対

処すべき課題としている。従って院内感染対策を目的とする本プロジェクトは日本の援助政策との整合性を確保している。 

 

 

3-1-4. 手段の適切性 
院内感染に関係する専門分野は細分化されて多岐にわたるが、本プロジェクトにおいてはたとえば神戸市立医療センター

を中心として5つの市民病院群のなかで該当業務を担当している専門家を起用する体制をとっている。また、福岡市立こども

病院では一つの病院として完結した院内感染管理体制を中国側に示す役割も担っている。さらに、神戸市環境保健研究

所・福岡市保健環境研究所の協力を得ることにより、地域のなかでの地方衛生研究所が院内感染にどう取り組むかも示し

ている。なお、プロジェクト期間後半においては、神戸市・福岡市での保健所も訪日研修の視察先に含まれることになっており、

保健所が院内感染に果す役割も学ぶ予定である。このように、多岐にわたる院内感染専門分野の技術移転を行うにあたり、

地域的な保健医療機関の専門性をきめ細かに活用する本プロジェクトの手段は適切であるといえる。 

 

 

 

3-2. 有効性（Effectiveness） 
 

それぞれの成果はプロジェクト目標達成に向けて計画通り進展している。今後も各活動が順調に展開されれば、プロジェク

ト目標が達成される見込みは高いといえる。 
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3-2-1. プロジェクト目標の達成見込み 
（1） プロジェクト目標 1 

呼吸研及び広州一院をモデル基地として市内の他関連医療機関に重大感染症を含む院内感染対策の経験を波及させる

プロジェクト目標 1 については既述「2-4：プロジェクト目標の達成状況」のとおり、呼吸研及び広州一院は既に院内感染

対策に関する経験の情報発信を活発に実施しており、プロジェクト中間地点としては満足すべき程度に到達しているところ、

プロジェクト目標 1 が達成される見込みは十分ある。プロジェクト後半期間において、単なる経験ではなくモデルとして院内感

染管理体制を確立した上でそれを対外的に示せるようになることが期待されている。 

 

（2） プロジェクト目標 2 

広州市 CDC の病原体検索能力及び所管医療機関の関連する技術力が向上する 

プロジェクト目標 2 について、既述「2-4：プロジェクト目標の達成状況」のとおり重大感染症に関する広州市 CDC の病原

体検査・検索能力は向上しており、目標達成の見込みは十分ある。しかしながら、新しい院内感染管理弁法のもとでは、

PDM（Version 1）の設定は、達成度を測るうえで余り適切でなくなっているため、PDM（Version 2）として以下のとおりプロジェ

クト目標と指標を変更した。 

【PDM（Version 2）】 

プロジェクト目標 2 広州市 CDC が院内感染制御（重大感染症含む）における技術指導に関する役割を十分に発揮させ

る 

指標 2-1 院内感染に関する調査・検査の実施回数 

2-2 発表された関連論文集 

プロジェクト目標 2 の達成見込み予測は現時点ではまだ十分できないが、PDM（Version 2）に規定された活動を計画通り

実施することによって、達成が期待できる。 

 

 

3-2-2. 各成果の貢献度 
広州一院/呼吸研に関する各成果のプロジェクト目標達成への貢献について、まず成果 1-1 では管理体制を定めて一定

の貢献はあった。しかし今後は PDM 修正内容のとおり、管理体制を十分機能させることによってプロジェクト目標 1 の達成に

いっそうの貢献を求める必要がある。成果 1-2 では突発的感染症患者発生を想定した演習で医療従事者の対応能力を検

証した。成果 1-3 については検査室の技術が向上し、院内感染対策の一部として職責を果している。成果 1-4 と 1-5 では、

院内感染対策に関して普及ツールを作成して情報発信が活発に行われており、広州一院/呼吸研のモデル基地としての役

割を支えている。 

広州市 CDC に関する各成果のプロジェクト目標達成への貢献度については、今後「5-1.PDM の修正」のとおり、プロジェク

ト目標と成果を見直した結果、各成果（成果 6：病原体検索技術の向上）、成果 7：院内感染抑制のためのサーベイランス

と指導の能力向上）はいずれもプロジェクト目標 2（院内感染制御における技術指導に関する役割を十分発揮させる）に欠

かせないといえる。 

以上のように各成果1-1～1-5（修正後ナンバリングも変更した結果、PDM（Version 2）では成果1～5に相当する）はプロ

ジェクト目標 1 を達成するために、（修正後の）成果 6～7 はプロジェクト目標 2 を達成するために必須の要素である。さらに、

今後は新たに成果 8「呼吸研及び広州一院と広州市 CDC の院内感染対策（重大感染症を含む）に関する連携が強化さ

れる」という成果により 2 グループの成果を総合することとしたため、同成果がプロジェクト目標 1 と 2 の双方につき達成に貢献

することが期待される。 

 

【PDM（Version 2）】 

 

1. 呼吸研及び広州一院をモデル基地として、市内

の他主要医療機関に重大感染症を含む院内感染

対策の経験を波及させる 

2. 広州市CDCが院内感染制御（重大感染症を含

む）における技術指導に関する役割を十分に発揮さ

せる 

2. 重大感染

症 の 対 応 能

力向上 

 

 

3. 検査技術

の向上 

 

 

 

4. 院内感染

マニュアル類の

整備 

 

 

5. 他 の 医 療

機関による院

内 感 染 情 報

へのアクセス 

 

8. 呼吸研/広

州一院と広州

CDC の院内

感 染 対 策 の

連携強化 

6. 主 要 な 病

原 体 の 検 索

技術の向上 

 

 

1. 院内感染

管 理 体 制 の

機能発揮 

 

 

7. 院内感染

抑制のための

サーベイランス

と指導能力の

向上 

プロジェクト目標 

成果 
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3-2-3. プロジェクト目標達成の促進・阻害要因 
プロジェクト目標達成の促進要因として、中国中央政府の保健衛生分野重視の政策が挙げられる。SARS 発生以前と

比べて保健衛生分野への財政投入は格段に増加し、医療従事者の人数も増加している。また、広州一院/呼吸研・広州

市 CDC の幹部が本プロジェクトを重視していることも中国の国情のなかでは促進要因として大きい。なお、プロジェクト目標達

成の阻害要因として、院内感染に関する経費が診療報酬にまだ反映されないシステムであることがワークショップにおいて指

摘された。 

 

 

 

 

3-3. 効率性 （Efficiency） 
 

効率性とは投入と成果の関係性を調べることによって、プロジェクト資源の有効活用ができているかを見る評価項目で、本

プロジェクトにおいて効率性については改善の余地がある。 

 

 

3-3-1. 日本側の投入 
日本側の投入は機材供与及びローカルコスト負担など概ね計画通りに実施された。長期専門家派遣については既述のと

おり計画より拡充した一方で、訪日研修については国内調整や手続きに時間がかかり実施が遅れたことが指摘されている

（日本側投入の詳細は別添資料 1 に含まれる「投入実績表」参照）。 

成果 1-1～1-5 については、検査技術研修による検査技術向上（成果 1-3）、2007 年 1 月の日中院内感染対策高級

セミナーによる広州一院/呼吸研の院内感染関連情報の発信能力強化（成果 1-5）、神戸市立医療センター中央市民病

院及び福岡市立こども病院の研修を通じて得られた知見による院内感染管理体制へのフィードバック（成果 1-1）等、投入

が成果達成につながった。しかし、それ以外については投入が成果達成につながった程度は高いとは言えない。以下「4-1.提

言」のとおり、成果内容の修正と短期専門家や訪日研修の分野検討を通じて、今後は投入が成果に直結することが求めら

れる。 

成果 2-1～2-3 についても、投入が成果達成につながった程度は高いとは言えない。以下「4-1.提言」の通り、成果内容

の修正と短期専門家や訪日研修の分野検討を通じて、今後は投入が成果に直結することが求められる。 

なお、日本側の投入（訪日研修、短期専門家の対象）は中国側の既存組織を対象としている（広州一院/呼吸研の院

内感染管理科、院内感染管理小グループ、院内感染サーベイランスコントロールグループ）。このように日本側の投入を既存

組織に集中していることも効率性を高めることに貢献している。 

 

 

3-3-2. 中国側の投入 
中国側はカウンターパートとして広州一院院内感染管理科（3 名）/科研管理科（1 名）及び広州市 CDC 科教情報管理

科（1 名）を中心に 4 組織（市科学技術局、広州一院/呼吸研、広州市 CDC）において 21 名のカウンターパートを配置して

おり、十分な体制をとっている。日本人専門家のための執務スペースは以前より改善したが、既述のとおりいまだ改善の余地

はある（中国側投入の詳細は別添資料 1 に含まれる「投入実績表」参照）。 

 

 

3-3-3. プロジェクト運営管理体制（モニタリング体制） 
プロジェクト内のコミュニケーションは良好であったといえる。PO がプロジェクト進捗管理に活用され、あらかじめ「プロジェクト

自己評価書（2007 年 6 月 4 日付）」が作成されていたことは中間評価調査を効率的に実施するうえで非常に役立った。 

 

 

3-4. インパクト （Impact） 
 

インパクトとは、プロジェクト実施によってもたらされるより長期的、間接的効果や波及効果を見る評価項目であり、プロジェ

クト計画時に予期しなかった正・負のインパクトも含んでいる。 

PDM（Version 1）の上位目標「広州市の重大感染症を含む感染症対策が強化される」は、十分に達成するためには以

下のような措置も併せて必要となる。 

・ 広州市全人口（登記人口1千万、流入人口400万）の各年齢層に必要な予防接種がなされる。 

・ 広州市のサーベイランスシステムが十分機能を発揮する。 

今回の中間評価において、上位目標については変更せずプロジェクトの方向性は変わらないが、達成度合いに関して、指
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標を修正し、プロジェクト終了後に十分実現可能な水準とした（修正の詳細は「5-1.PDM の修正」参照のこと）。 

プロジェクト計画時に予期しなかった正のインパクトとして、「院内感染対策を重点化する病院として、広州一院/呼吸研の

評価が高まった」という意見が広州一院院内感染科スタッフから聞かれた。この結果として、遠い地方の病院からも院内感染

に関する電話照会を受けるなど、以前は実施したことの無い対応を行ったとのことであった。モデル基地としての院内感染対

策の経験波及が本格的に実施できるようになれば、上述のような効果はさらに強まることが予想され、それはひいては上位目

標達成にも貢献すると考えられる。 

本調査においては、プロジェクト実施によるマイナスの影響は確認されていない。 

 

 

 

3-5. 自立発展性（Sustainability） 
 

自立発展性とは、我が国の協力が終了した後も、プロジェクト実施による便益が持続されるかどうかを見る評価項目であ

る。本プロジェクトの自立発展性は高いが、プロジェクト後半期間に実施することが決まった TOT 研修により今後さらに改善す

る余地もある。 

 

 

3-5-1. 政策面 
中国政府による保健衛生分野、特に感染症重視の政策は SARS 発生以降一貫している。今後もこの政府の高いコミッ

トメントは国レベル及び地方レベルにおいて継続するものと思われ、政策面での自立発展性は高いといえる。 

 

 

3-5-2. 組織面 
広州一院/呼吸研での主要カウンターパートである以下の組織は、いずれも本プロジェクト開始以前から設置されていた組

織である。 

・ 院内感染管理科 

・ 院内感染管理委員会 

・ 院内感染管理小グループ 

・ 院内感染サーベイランスコントロールグループ 

院内感染という分野は技術面に加えて組織面がいっそう重要な分野といえるが、本プロジェクトはこれら既存の組織を強

化する方法で支援を進めており、本プロジェクト終了後もプロジェクトの効果が持続する可能性が高い仕組みであると言え

る。 

広州市 CDC については、新しい院内感染管理弁法の発出を受けて同 CDC に院内感染管理担当部署を設置予定であ

ることが同 CDC 主任から中間評価調査団に対して説明された。新しい弁法に基づく市 CDC の職責を果すうえで、担当の部

署が設置されれば技術移転を行ううえでも効率が向上し、プロジェクト終了後の自立発展性にも貢献が期待できる。 

 

 

3-5-3. 技術面 
検査技術に関する移転は順調に行われ、カウンターパートの技術力は着実に向上している。今後は本プロジェクト後半期

間で実施予定の指導者研修（TOT 研修）で技術移転をうけた人材が他の人材を指導していくことで、院内感染管理体制

の定着と普及は十分可能であるといえる。 

 

 

3-5-4. 財政面 
中国では公立病院の株式会社化など医療分野における各種改革が進行しているが、このような状況下においても広州

一院/呼吸研と広州市 CDC の財政的位置づけは本プロジェクト開始時点以降変化は無い。すなわち、広州一院/呼吸研

は「差額事業単位」として広州市から病床数に応じた補助金を得る公的な病院である。広州市 CDC は「全額事業単位」と

して広州市財政により運営されている。 

 

 

 

3-6. 結論 
 

本プロジェクトは中間時点としては満足すべき達成度に到達している。しかし、これまでに新しい院内感染管理弁法発出
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を含めて外部環境の変化があったため、以下「5-1.PDMの修正」のとおりプロジェクト目標や活動内容を修正することが望まし

い。 

なお、これまでの実績から言えば、終了時までに新しいプロジェクト目標を達成できる見込みは十分あると言える。以下の

「4-1.提言」についても、概ね実施可能であることが合同調整委員会において中国側によって確認されており、今後実現され

る可能性は高い。 
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4. 提言及び教訓 
 

4-1. 提言 
 

（1） 広州一院/呼吸研の院内感染管理体制の強化方法 

広州一院/呼吸研の院内感染管理体制強化については既に各種措置がとられている。しかし、当該体制の機能をさらに

発揮させるため、以下のとおり提言する。 

① 院内感染管理体制強化に関して病院幹部がリーダーシップを更に発揮すること。 

② 院内感染管理は、迅速な報告、迅速かつ適切な対策、対策が適切に行われているかどうかの確認が重要である

ことから、院内感染管理科が上述業務を迅速かつ適切に実行できるよう執行権限の強化すること。 

 

（2） 広州一院/呼吸研における院内感染対策モデルの確立と他医療機関への普及について 

本調査においては、各組織間の連携や抗菌薬管理など広州一院/呼吸研の院内感染管理体制に弱い点がいくつかあ

ることが観察された。残されたプロジェクト期間では、院内感染管理モデル確立と他医療機関への当該モデル波及に注力す

ることが必要である。そのため以下の活動を重点的に行う。 

① 院内感染管理体制が実際に機能するため、関係科室間の連携（院内感染管理科と各科室、検査部門内部、

薬剤部門と臨床医師、薬剤部門内部）、院内感染管理小グループ及びサーベイランスコントロールチームの活動の

促進 

② 病原体検査結果の院内感染管理業務への活用 

③ 抗菌薬管理の改善 

④ 他病院へのモデル波及（研修システムの構築、勉強会の実施等） 

 

（3） 広州市 CDC の成果・活動の修正について 

新しい院内感染管理弁法に基づいて、広州市 CDC の院内感染対策の技術指導能力に関するプロジェクト活動等を見

直すことを提言する。 

 

（4） 広州一院/呼吸研と広州市 CDC の院内感染管理に関する連携の強化について 

残されたプロジェクト期間では、PDM（Version 2）に取り決めたとおり、病院での院内感染管理業務と技術指導機関であ

る市 CDC との連携を図った院内感染対策モデルを確立することが重要であり、そのために以下の活動を行うことを提言する。 

① 広州一院/呼吸研と広州市 CDC の院内感染管理担当部署間の定期的会合の開催（広州一院/呼吸研と広

州市 CDC 共同で実施） 

② 広州市 CDC による広州一院/呼吸研への院内感染管理に関する技術指導の実施（広州市 CDC が主体的に

実施） 

③ 広州一院/呼吸研と広州市CDCの院内感染対策に関する共同研究（広州一院/呼吸研と広州市CDC共同で

実施） 

④ 広州市 CDC との情報共有・連携をはかった広州一院/呼吸研の院内感染対策モデルの確立（広州市 CDC の協

力のもと、広州一院/呼吸研が実施） 

 

（5） PO の作成 

残りのプロジェクト期間の活動を遅延無く実施できるよう、今回の中間評価調査において議論した内容を反映して PO をで

きる限り早期に作成することを提言する。 

 

 

 

4-2. 教訓 
 

（1） 研修ニーズの計画・実施への反映 

本プロジェクトの初期の研修では、訪日研修参加者が持つ研修へのニーズが研修計画・実施に反映されにくかった。このよ

うな場合には日中双方が研修に十分満足しない事態を招くという教訓が得られた。 

 

（2） 中間時点でのプロジェクト内容修正 

本プロジェクトにおいては、新たな院内感染管理弁法がプロジェクト開始後に発出された。プロジェクト前半の教訓や新弁

法の枠組みを踏まえ、中間評価というタイミングでプロジェクト内容を修正したことは、プロジェクトの意義を強めるうえで効果的

であるという教訓が得られた。 
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（3） 効率的な評価 

プロジェクトの基礎となる法令が変わった場合（本件の場合は院内感染管理弁法）、運営指導調査等の形式で可能な

限り早く情報を収集し、PDMや活動内容変更の必要性を検討できれば、中間評価や終了時評価を効率的に実施するうえ

で有益と考えられる。 
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5. 協議結果 
 

 日本側調査団より、別添資料 1 に含まれる「中間評価報告」のとおり評価結果を報告し、合同調整委員会はこれを承認

した。 

 また、評価結果に基づいて、日中双方は、以下のとおり今後のプロジェクトの方向性等について協議した。 

 

 

5-1. PDM の修正 
 

今般中間評価調査において、主に新しい院内感染管理弁法のもとで活動内容をどう修正すべきかを日中双方で協議し

た。また、PDM（Version 1）は表現の点で改善の余地があると日中双方が認識していたため、PDM（Version 1）の修正ぶりに

ついても併せて協議し、PDM（Version 2）につき日中双方で合意に達した。PDM（Version 1）と PDM（Version 2）の主な相

違は①新しい院内感染管理弁法に基づき院内感染に関する CDC の職責が変わったこと、②広州一院/呼吸研と広州市

CDCの連携を活動に含めたことであるが、その他にPDM（Version 1）の和文・中文の不一致の修正、脱字補足等もあり、具

体的には以下のとおりである。 

 

（1） 上位目標及びその指標 

上位目標は変更せずプロジェクトの方向性は変わらないが、達成度合いに関して指標を以下の通り修正した。本修正の

結果、中国側からもプロジェクト終了後に十分実現可能とのコメントがあった。 

 変更後：PDM（Version 2） 変更前：PDM（Version 1） 変更理由 

上
位
目
標 

広州市の重大感染症を含む感染症

対策が強化される 

（修正なし）  

・ 広州市の通常見られる感染症が

制御状態にある。 

・ 広州市の通常見られる感染症が

制圧状態にある。 

・ 本プロジェクトの小規模かつ範囲の

限られた投入からいって、「通常見

られる感染症を制圧（＝ゼロにす

る）」は達成が困難であり、将来達

成すべき程度に関する表現を合理

的にするため。 

・ 広州市の院内感染発生による死

亡数を最大限ゼロに近づける。 

・ 広州市の院内感染発生件数を最

大限ゼロに近づける。 

・ 院内感染を制圧（＝ゼロにする）こ

とは事実上不可能であり、院内感

染のコントロールレベルに関する表

現を合理的にするため。 
指
標 

・ 広州市において重大感染症による

死亡数を最大限低下させる。 

・ 広州市において重大感染症が集

団で発生しない。 

・ 本プロジェクトの小規模かつ範囲の

限られた投入からいって、「重大感

染症が集団で発生しない」は達成

が困難であり、院内感染との関係

から言ってある程度コントロール可

能な「重大感染症による（院内感

染を通じた）死亡数」と表現を合理

的にするため。 

 

（2） プロジェクト目標及びその指標 

プロジェクト目標 1 及びその指標に関しては抜本的な変更はないが、プロジェクト目標 2 及びその指標に関しては、新しい

院内感染管理弁法を踏まえて、修正した。即ち、新しい弁法の枠組みにおける CDC の職責は以下の 2 種に大別されるとこ

ろ、今般中間評価調査において以下（8）～（9）のとおり成果6～7 を整理し、それら成果を通じて実現されるプロジェクト目標

2 についても次のとおり修正することを日中双方で合意した。 

・ 院内感染アウトブレーク及び法定伝染病の院内感染に関する業務：CDC によるアウトブレーク時の立入検査（検体

採取、保存、輸送）、法定伝染病（の院内感染）が生じたときの病院による検体採取、保存、輸送のための病院スタ

ッフへの研修等。 

・ 病院の消毒・滅菌に関する業務：病院の消毒効果に関する CDC による調査実施、消毒に関する病院向け指導マニ
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ュアルの作成等。3 

プロジェクト目標2を以上の通り修正した結果、指標についても修正し、（新しい職責である）立入検査等各種調査・検査

を実施した件数と、発表された関連論文集とした。CDC はもともと論文を発表することが本来業務の一つであり、新弁法のも

とで CDC がどのように院内感染に関わるか全国的にも試行錯誤しているため、広州一院/呼吸研との連携を通じて広州市

CDC が院内感染に取り組む経験・試みが論文として発表されれば意義深い。プロジェクト目標 2 の達成見込み予測はまだ

できないが、各種調査・検査の実施と論文発表等の形で広州市 CDC が院内感染制御（重大感染症を含む）に関する役

割を示すことが期待される。 

 変更後：PDM（Version 2） 変更前：PDM（Version 1） 変更理由 

プ
ロ
目 

1. 呼吸研及び広州一院が、モデル

基地として、市内のその他主要

医療機関に院内感染対策（重

大感染症を含む）の経験を波及

させる。 

1. 呼吸研及び広州一院が、モデル

基地として、市内のその他関連

医療機関に重大感染症を含む

院内感染対策の経験を波及さ

せる。 

（中文 PDM の表現との統一） 

指
標 

1-1 支援及び指導を受けた医療機

関の数 

1-2 重大感染症発生時の対応にか

かる研修を受講した医療機関の

数 

1-3 作成されたマニュアル、及びツー

ルを導入した医療機関の数 

1-4 発表された関連論文集 

1-1 支援及び指導を受けた医療機

関の数 

1-2 重大感染発生時の対応にかか

る研修を受講した医療機関の

数 

1-3 作成されたマニュアル、及びツー

ルを導入した医療機関の数 

1-4 発表された関連論文集 

（脱字の補足） 

プ
ロ
目 

2.  広州市 CDC が院内感染制御

（重大感染症を含む）における技

術指導に関する役割を十分に

発揮させる。 

2.  広州市 CDC の病原体検索能

力、及び所管医療機関の関連

する技術力が向上する。 

新しい院内感染管理弁法のもとでの

広州市 CDC の職責（＝技術指導）

を明示するため。 

指
標 

2-1  院内感染に関する調査・検査

の実施回数 

2-2 発表された関連論文集 

2-1 広州市 CDC の新しい病原体検

索の項目、種類の数 

2-2 病原体検索方法の更新の回数

2-3 院内感染にかかる病原体の検

出率 

新しい院内感染管理弁法に基づい

て整理したため。即ち、CDC の業務と

なった各種調査、またそれら新業務

で得られる知見に基づく「CDC におけ

る院内感染管理業務のありかた」を

論文等の形式で発表することで、達

成度合いを測定することとした。 

 

（3） 成果 1 及びその指標と活動 

院内感染対策の体制を定めるだけでなく、その体制を実際に機能させる方法について、中間評価調査の際のワークショッ

プのテーマの一つとして議論し、そこで得られた活動案をプロジェクト後半期間で実施することになりPDM（Version 2)にも反映

した。 

 変更後：PDM（Version 2） 変更前：PDM（Version 1） 変更理由 

成
果 

1. 総合病院として、呼吸研及び広

州一院の院内感染管理体制が

機能する。 

1-1 総合病院として、呼吸研、及び

広州一院の院内感染管理体

制が定まる。 

「体制が定まる＝規定を作れば足り

る」という誤解を避け、本来の意図を

十分表現するため。 

指
標 

1-1 院内感染対策ガイドラインの改

訂回数 

1-2 院内感染に関する関係科室・

関係者間の情報交換回数（公

式・非公式の会議、イントラネッ

トや紙面による情報交換） 

1-3 院内感染報告漏れ率 

1-1 院内感染対策ガイドラインの改

訂回数 

院内感染管理対策の機能程度を

表現するためには公式・非公式の会

議、情報・データの共有等の回数

（1-2）、院内感染報告漏れ率（1-3）

を指標とすることが適切であることにつ

き合意に達したため。 

活
動 

1-1 呼吸研、および広州一院の院

内感染対策ガイドラインを改訂

する 

（修正なし）  

                                                  
3 当該業務は新弁法には明記されていないが、これは CDC がこれまで実施してきた実績のある業務であり、今後も弁法の細則に明記される予定の業務と

して実施し続ける、というのが広州市 CDC の説明である。 
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 変更後：PDM（Version 2） 変更前：PDM（Version 1） 変更理由 

1-2 呼吸研及び広州一院の院内感

染管理委員会（ICC）、院内感

染管理科及び院内感染管理

小グループが上述（1-1）ガイドラ

インに定められた活動を実施す

る。 

1-1-2 呼吸研及び広州一院の院内

感染管理委員会（ICC）、院

内感染対策チーム（ICT）を再

編する。 

呼吸研/広州一院で院内感染業務

の中核を担う院内感染管理科への

言及がこれまで PDM（Version 1）に

無かったため。 

ICT に類するものが「院内感染管理

小組」と「院内感染サーベイランスコン

トロールチーム」と 2 つ存在するので、

区別を明確化するため。 

「再編する」というだけでは意図を十

分表現し切れず、「ガイドラインに定

められた活動を実施する」と意図を詳

細に表現する必要があったため。 

1-3 呼吸研、および広州一院の平

常時における院内感染サーベイ

ランス体制を定める 

（修正なし）  

1-4 呼吸研及び広州一院の院内感

染サーベイランスコントロールチー

ムが上述（1-3）に定められた活

動を実施する。 

（左記新設） 従来は活動 1-1-2 で一括して記載

していたものを、サーベイランスコントロ

ールチームの活動を独立して記載す

ることにしたため。 

1-5 呼吸研及び広州一院の細菌検

査室と院内感染専用実験室が

連携する仕組みを整備する。 

（左記新設） 院内感染専用実験室の機材支援

の要請を中間評価に際して検討し、

同実験室と従来からの細菌検査室

の連携が重要であることに合意したた

め。 

1-6 呼吸研及び広州一院において

検査データを院内感染管理業

務に活用する仕組みを整備す

る。 

（左記新設） 日常的な臨床検査データを院内感

染管理業務に活用する仕組みが不

十分であること、今後強化が必要で

あることにつき合意したため。 

1-7 呼吸研及び広州一院において

抗菌薬管理の改善を行う。 

（左記新設） 現時点での抗菌薬管理が不十分で

今後強化が必要であることにつき合

意したため。 

 

（4） 成果 2 及びその指標と活動 

 変更後：PDM（Version 2） 変更前：PDM（Version 1） 変更理由 

成
果 

2. 重大感染症患者発生時に、呼

吸研、および広州一院の医療従

事者の対応能力が向上する。 

（修正なし）  

指
標 

2-1 重大感染症発生時の対応に

関する研修・訓練の年間実施

回数 

（修正なし）  

活
動 

2-1 呼吸研、および広州一院の医

療従事者に対し、重大感染発

生時の対応に関する研修・訓

練を行う。 

2-2 呼吸研、および広州一院にお

ける院内感染アウトブレーク時

の調査、ならびに管理体制を

定める。 

（修正なし）  
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（5） 成果 3 及びその指標と活動 

 変更後：PDM（Version 2） 変更前：PDM（Version 1） 変更理由 

成
果 

3. 呼吸研、および広州一院の検査

室における検査技術が向上す

る。 

（修正なし）  

指
標 

3-1 検査対象病原体の数 

3-2 検査件数と病原体の検出率 

（修正なし） 

 

 

 

活
動 

3-1 呼吸研、および広州一院の微

生物検査室での検体採取と分

離同定に関する技術研修・指

導を行う。 

（修正なし）  

 

（6） 成果 4 及びその指標と活動 

 変更後：PDM（Version 2） 変更前：PDM（Version 1） 変更理由 

成
果 

4. 院内感染対策に関するマニュア

ル、教育・普及ツールが整う。 

（修正なし） 

 

 

 

指
標 

1-4 作成されたマニュアル、およびツ

ールを所持する医療従事者の

割合 

（修正なし）  

 

 

 

4-1 院内感染対策に関する研修の

要綱、カリキュラムを作成する。 

（左記新設） 活動 5-1（TOT）実施のための要綱、

カリキュラム作成が必要となったため。

4-2 院内感染防止のためのマニュア

ル、教材（テキスト・視聴覚資料

等）を作成する。 

（修正なし）  

活
動 

4-3 院内感染防止のための広報宣

伝資料（ポスター・パンフレット

等）を作成する。 

（修正なし）  

 

（7） 成果 5 及びその指標と活動 

 変更後：PDM（Version 2） 変更前：PDM（Version 1） 変更理由 

成
果 

5. 他の医療機関が、院内感染対

策の知識と経験に関する情報に

アクセスできるようになる。 

（修正なし）  

指
標 

5-1 指導者研修受講者の延べ人数 

5-2 院内感染対策にかかる経験交

流のためのワークショップの回数 

5-3 プロジェクト情報とデータベースの

発信回数・頻度 

（左記新設） 

1-5-1 院内感染対策にかかる経験

交流のためのワークショップの

回数 

1-5-2 プロジェクト情報とデータベー

スの発信回数・頻度 

プロジェクト終了後の便益持続の観

点からプロジェクト後半期間では TOT

を実施することにつき合意したため。 

5-1 院内感染対策に関する指導者

研修（TOT）を実施する。 

（左記新設） プロジェクト便益持続のため TOT 実

施の必要性につき合意したため。 

5-2 呼吸研および広州一院が院

内感染対策にかかる経験交

流のためのセミナーやワークシ

ョップを開催する。 

（修正なし）  

活
動 

5-3 呼吸研および広州一院がホ

ームページ等を通じて院内感

染対策にかかるプロジェクト情

報およびデータベースを定期

的に発信する。 

（修正なし）  
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（8） 成果 6 及びその指標と活動 

PDM（Version 1）の成果 2-1「検索技術の向上」及び成果 2-3「検体の採取・保存・輸送に関する能力向上」とその指

標・活動を合わせて一つに取り纏め、PDM（Version 2）の成果 6 とその指標・活動とした。 

なお、新しい院内感染管理弁法によると院内感染の検査（検体採取等を含む）は病院独自に実施することが原則とされ、

院内感染アウトブレークという場合のみ CDC が検体採取・保存・輸送・検査を行うことになった。従って、主に CDC スタッフは

院内感染検体の採取技術、病院は法定感染症検体の採取・保存・輸送技術の向上が必要とされるため、当該技術のト

レーニングの対象者の分類を明確化する必要があり、この点を指標で明記することとした。 

 変更後：PDM（Version 2） 変更前：PDM（Version 1） 変更理由 

成
果 

6. 広州市 CDC の主要な病原体の

検索技術が向上する。 

2-1  広州市 CDC の主要な病原体の

検索技術が向上する。 

2-3  関連医療機関の検体の採取・

保存・輸送の能力が向上する。

法定感染症の輸送研修は成果 6 に

含め、指標で明記したため。 

6-1 広州市 CDC の検査対象病原

体の増加数 

（修正なし）  

6-2 広州市 CDC が導入した病原

体検索方法の数 

（修正なし）  

指
標 6-3 検体の採取・保存・輸送に関

するトレーニングを受けた広州

市 CDC 及び下級 CDC、関連

医療機関のスタッフの延べ人数 

2-3-1 検体の採取・保存・輸送に

関するトレーニングの実施回

数 

検体の採取・保存・輸送トレーニング

を対象別に記載することとしたため。 

（右記削除） 2-1-1 広州市 CDC の病原体検索

のためのガイドラインを改訂す

る。 

新しい院内感染管理弁法のもとでは

当該業務はCDCの職責では無くなっ

たため。 

（右記削除） 2-1-2 広州市 CDC の病原体検索

のための適切なマニュアルを改訂す

る。 

新しい院内感染管理弁法のもとでは

当該業務はCDCの職責では無くなっ

たため。 

6-1 広州市 CDC の微生物分離

担当者に検索技術に関する

研修を行う。 

（修正なし）  

6-2 広州市 CDC の微生物分離

担当者に検査室の安全性

向上に関する研修を行う。 

（修正なし）  

活
動 

6-3 広 州 市 CDC 及 び 下 級

CDC、関連医療機関のスタ

ッフに対し、検体の採取・保

存・輸送に関するトレーニン

グを実施する。 

2-3-1 関連医療機関に検体の採

取・保存・輸送に関するトレ

ーニングを実施する。 

検体の採取・保存・輸送トレーニング

の対象者を明確化したため。 

 

（9） 成果 7 及びその指標と活動 

新しい院内感染管理弁法により院内感染に関する CDC の役割が変更されたため、それに一致するようこの箇所の成果と

指標の内容を今般中間評価で修正した。消毒・滅菌に関する業務は PDM（Version 1）には記載されていなかったが、これら

は（院内感染関連業務として）CDC がこれまでも実施してきたことである。新しい院内感染管理弁法に明文規定は無いもの

の、これまで同様業務を継続するとのことで、PDM（Version 2）に定める新しい成果を今後達成する見込みは十分ある。 

 変更後：PDM（Version 2） 変更前：PDM（Version 1） 変更理由 

成
果 

7. 広州市 CDC の広州市関連医

療機関に対する院内感染抑制

のためのサーベイランスと指導の

能力が向上する。 

2-2 広州市 CDC の関連医療機関

に対する院内感染制圧のため

のサーベイランスと指導の能力

が向上する。 

院内感染を制圧（＝ゼロにする）こと

は事実上不可能で、院内感染のコ

ントロールレベルに関する表現を合理

的にするため。 

指
標 

7-1 広州市 CDC の消毒・滅菌、院

内感染管理業務にかかる技術

指導を受けた下級 CDC 及び

医療機関の数 

2-2-1 広州市 CDC の院内感染制

圧にかかる技術指導を受け

た医療機関の数 

新しい院内感染管理弁法のもとでの

CDC の業務が、院内感染のなかでも

消毒・滅菌が中心の一つであること、

医療機関と共に下級 CDC への指導

を行うことを明記するため。 
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 変更後：PDM（Version 2） 変更前：PDM（Version 1） 変更理由 

7-2 院内感染対策指導に関するト

レーニングを受けた広州市 CDC

スタッフの延べ人数 

2-2-2 院内感染サーベイランスに関

するトレーニングを受けた広

州市 CDC スタッフの延べ人

数 

新しい院内感染管理弁法のもとでは

市 CDC スタッフが院内感染サーベイ

ランスにつきトレーニングを受けること

は無くなったため。 

7-1  広州市 CDC が関連医療機関

に対して実施する消毒・滅菌

技術に関する業務ガイドライン

を作成する。 

2-2-1  広州市 CDC が関連医療機

関の院内感染に対するサー

ベイランスのガイドラインを改

訂する。 

新しい院内感染管理弁法のもとで

は、市 CDC が行うのは「消毒・滅菌

技術に関する指導」であるため。 

7-2  広州市 CDC が関連医療機関

に対して実施する消毒・滅菌

効果のサーベイランス・指導マニ

ュアルを作成する。 

2-2-2 広州市 CDC の院内感染サ

ーベイランスに関するマニュア

ルを改訂する。 

新しい院内感染管理弁法のもとで

は、市 CDC が行うのは「消毒・滅菌

技術に関する指導」であり、CDC 職

員が当該業務を実施する際のマニュ

アルが必要であるため。 

7-3  広州市 CDC のスタッフに対し、

院内感染管理指導に関するト

レーニングを実施する。 

2-2-3 広州市 CDC の院内感染サ

ーベイランスに従事するスタッ

フに対しトレーニングを実施す

る。 

新しい院内感染管理弁法のもとで

は、市 CDC が行うのは「（消毒・滅菌

技術、立ち入り検査を中心とする）院

内感染管理指導」であるため。 

活
動 

7-4  広州市 CDC が下級 CDC、関

連医療機関に対し、消毒・滅

菌、院内感染管理業務に関す

る技術指導を行う。 

（左記新設） 新しい院内感染管理弁法のもとで

は、市 CDC が行う消毒・滅菌に関す

る技術指導は下級 CDC 向けと医療

機関向けと両方あることを明文化す

るため。 

 

（10） 成果 8 及びその指標と活動 

病院での院内感染管理業務と技術指導機関である市 CDC との連携を図った院内感染対策モデルを確立することが重

要であるという中間評価調査の提言を踏まえ、以下の通り新たな成果とそのための活動を追加した。これらは、主に中国側

の業務の改善によって達成できるものと見込まれる。 

 変更後：PDM（Version 2） 変更前：PDM（Version 1） 変更理由 

成
果 

8.  呼吸研及び広州一院と広州市

CDC の院内感染対策（重大感

染症含む）に関する連携が強化

される。 

（左記新設） これまでは呼吸研/広州一院と広州

市 CDC が連携することに関する活

動・成果が無かったが、プロジェクトの

意義を高めるうえでは当該連携を今

後行うことにつき今般合意に達したた

め。 

指
標 

8-1 呼吸研及び広州一院と広州市

CDC の情報交換回数（公式・

非公式の会議や紙面による情

報交換） 

（左記新設） 呼吸研/広州一院と広州市 CDC の

各種情報交換回数を連携の指標と

することにつき合意したため。 

8-1 呼吸研及び広州一院が広州

市 CDC と院内感染に関する

情報共有を行う。 

（左記新設） 呼吸研/広州一院と広州市 CDC が

連携強化を目的として今後相互の

会議出席等情報共有を行うことにつ

き合意したため。 活
動 8-2 呼吸研及び広州一院が広州

市 CDC と院内感染に関する

共同研究を行う。 

（左記新設） 呼吸研/広州一院と広州市 CDC が

連携強化を目的として今後院内感

染に関する共同研究を行うことにつき

合意したため。 
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（11） その他 

 変更後：PDM（Version 2） 変更前：PDM（Version 1） 変更理由 

【上位目標の指標入手手段】 

・ 病院サンプル調査 

・ 広州市 CDC からの提供情報 

 

・ 広州市衛生局訪問 

・ 広州市疾病予防コントロールセン

ター（CDC）の訪問 

・ 広州衛生年鑑 

【プロジェクト目標の指標入手手段】 

・ 実施機関からの提供情報 

・ 関連医療機関へのアンケート調査 

 

・ 広州市衛生局訪問 

・ 広州衛生年鑑 

・ 実施機関の統計データ 

・ プロジェクト実施機関のプロジェクト

責任者、プロジェクト管理者への面

接 

・ 医療従事者へのアンケート調査 

・ 関連医療機関へのアンケート調査

指
標
入
手
手
段 

【成果の指標入手手段】 

・ 実施機関からの提供情報 

 

・ ICT メンバーへの面接 

・ 実施機関の統計データ 

・ プロジェクト管理者、研修教員への

訪問 

・ 研修者へのアンケート調査 

・ 本邦研修修了者への訪問 

・ 病原体検査実施者への訪問 

・ 呼吸研、および広州一院の実地

疫学調査記録 

PDM（Version 1）に記載されていた

入手手段からは情報入手できないこ

と（*）が判明すると共に、院内感染

情報は PDM（Version 2）に挙げられ

た 4 つのソースから得ることが主体とな

ることにつき合意したため。 

* 広 州 市 の 法 定 感 染 症 デ ー タ は

CDC にて集計しているが、対外秘。 

*広州市の院内感染発生件数は衛

生局医政処が主管だが、集計してい

ない可能性があり、集計していたとし

ても網羅的でない不完全なデータで

ある。 

外
部
条
件 

【プロ目達成のための外部条件】 

1. 広州市の感染症対策で、呼吸

疾病研究所及び広州医学院

第一付属病院が患者収容の指

定医療機関であり続ける。 

 

1. 広州市の重大感染症対策で、

呼吸疾病研究所、及び広州医

学院第一付属病院が患者収

容の指定医療機関であり続け

る。 

 

当該箇所はもとの中文 PDM に「重

大感染症」との記載が無く、中文に

揃えたため。 

投
入 

IEC 短期専門家 （左記新設） TOT 研修用のカリキュラム作成のた

め。 

 

 

 

 

5-2. 院内感染対策の強化に関する意見交換 
 

中間評価調査の提言を踏まえて、院内感染対策の強化に関し合同調整委員会で協議し、以下の点が重要であること

を日中双方で確認した。 

（1） 院内感染管理体制強化に関して病院幹部がリーダーシップを更に発揮すること 

（2） 院内感染管理においては、迅速な報告、迅速且つ適切な対策、対策が適切に行われているかどうかの確認が重要で

あることから、院内感染管理科が上述業務を迅速且つ適切に行えるよう執行権限を強化すること 

（3） 広州市 CDC と広州一院／呼吸研が本プロジェクトにおいて連携すること 

 

 

 

5-3. 小型院内感染専用実験室の設置と機材調達計画 
 

広州一院の小型院内感染専用実験室に関し、日中双方は、設置の必要性を確認するとともに、当該専用実験室と従

来から存在する細菌検査室との日常的な連携、特に院内感染管理業務において臨床検査データを効率的に活用できる

仕組みが重要であることを確認した。 
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また、小型院内感染専用実験室の設置に関連し、広州一院側より従来予定していた医療用機材のほか、検査機材の

整備支援が求められたところ、日本側の予算的制限内で優先順位の高い機材を調達することとした（優先順位については、

別添資料 1 に含まれる「機材申請リスト」参照）。 

 

 

 

5-4. 本邦研修計画 
 

中国側の関心が高い本邦研修計画に関しては、特に合同調整委員会において以下のとおり確認した。また、改定された

PDM を踏まえて、必要に応じ次の研修において日本の保健所機能（病院への院内感染対策に関する指導）の紹介を含め

ることも検討する。 

 

【2007 年度計画】 

（1） 広州一院／呼吸研の院内感染対策研修： 2007 年 8 月下旬～9 月末（予定）／5 人、2007 年 11 月下旬～12 月

末（予定）／6 人、計 2 回実施する。 

（2） 広州一院／呼吸研の病原体検査研修： 具体的内容については、中国側から計画案が提示されており、これに基づ

き日本側は本邦研修の調整を早急に行うこととした。 

（3） 広州市 CDC の病原体検査研修： 2007 年 10 月下旬～12 月下旬（予定）／1 人、2007 年 10 月下旬～2008 年 2

月中旬（予定）／1 人、計 2 回実施する。 

 

 

 

5-5. 団長所感 
 

「広州市院内感染症対策プロジェクト」の中間評価を行う。プロジェクト自体は、中国側の努力もあり、目標の達成の見

込みは高い。そのようなこともあり、今回の中間評価においては今後のプロジェクトの方向性を決めることに重点が置かれ、上

位目標の達成や自立発展性の確保に向けてプロジェクトデザインの見直しを行った。 

プロジェクトの方向性としては、院内感染症を Entry Point として院内感染などの二次感染によって重大感染症などが拡

大するのを防ぐことを目的としたプロジェクトであることを説明した。そのことにより、日中双方の理解が得られたものと思われる。 

なお、聞くところによると、中国では過剰診療などにより抗生物質の過剰投与は常態化されているようで、このままの状況で

進むならば耐性菌による院内感染が拡大する恐れがある。今ここで対策を講じていくことは時宜を得たプロジェクトという印象

をもつ。 

広州一院／呼吸研における院内感染対策の推進に関しては、院長などの幹部のリーダーシップを重視すると共に、院内

感染管理科の機能強化及び権限の強化を図ることを提案し、院長からそのような方向で推進していく旨の発言があった。 

また、広州市 CDC と広州一院／呼吸研との情報共有や行動研究の実施などを行って、その連携を強化することを提案

し、中国側の理解は得られたと考えている。なお、今後の連携の強化がどのように進んでいくかについては、プロジェクトの進展

によるところが大きく、JICA 専門家による指導に期待するところが大きい。 

今回の中間評価により、広州一院／呼吸研の院内管理体制が強化されたこと並びに、広州一院／呼吸研と広州市

CDC の連携が強化される足がかりができたことは大きな成果と考えている。 

なお、中国側からは機材供与に関する要望が強く出されたが、日中双方で協議を行い、日中で合意が得られたプライオリ

ティにしたがって機材を供与していくこととした。 

また、本邦研修についても強い要望のあることがわかった。広州市 CDC については、通常のカウンターパート研修ではなく、

集団コースのように研修内容の明確となった研修コースへの参加を希望しているようで、到達目標を明確化してほしいとの発

言があった。さらに、中国側から、研修を受ける施設の情報を研修に行く前に教えてほしい旨の発言があったことから、できるだ

け早く情報を提示していく旨の説明をした。 

一方、短期専門家派遣については、病院での院内感染対策というように目的が明確で、日中双方で共通の理解がある

ものであればよいのだが、今後、新規に派遣を検討している分野については、中国側と十分に協議した上で TOR を明確化し

てプロジェクトに必要不可欠な専門家を派遣することが必要と考える。これは、プロジェクトの予算が限られていることから、中

国側の必要とする活動に優先的に配分する等の配慮が必要である。 

最後に、中国側より院内感染対策に関する中日フォーラムの開催を今後とも継続してほしい旨の発言があり、日本側で

検討してほしいとのことで合同調整委員会は締め括られた。 
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別添資料 
 

 

別添資料 1：第二回合同調整委員会協議議事録（2007 年 7 月 17 日署名） 

 添付資料Ⅰ．出席者リスト 

 添付資料Ⅱ．PDM2（2007 年 7 月 17 日付） 

 添付資料Ⅲ．中間評価報告 

  別添 1．PDM１（2006 年 10 月 26 日付） 

  別添 2．PO（2007 年 4 月 18 日付） 

  別添 3．投入実績表 

  別添 4．ワークショップの概要（2007 年 7 月 11 日実施） 

  別添 5．プロジェクト目標及び成果の達成状況 

 添付資料Ⅳ．機材申請リスト 

別添資料 2：評価グリッド 

別添資料 3：プロジェクト自己評価書（2007 年 6 月 4 日付） 

別添資料 4：質問票回答・インタビュー結果 

 

 

 







 

 主な協議内容は以下のとおり。 

 

1． 中間評価調査の評価結果報告 

中間評価報告（添付資料Ⅲ）を調査団より説明し、合同調整委員会はこれを承認した。 

 

2． Project Design Matrix (PDM)の改定 

調査団の提言を踏まえて、合同調整委員会は、より効果的なプロジェクト実施のため、添付資料Ⅱの通り PDM を

改定した。 

 

3． 院内感染対策の更なる強化に関する意見交換 

広州一院／呼吸研の院内感染管理体制強化については既に各種措置が取られている。しかし、当該体制の機能

を更に発揮させるため、日中双方は以下の点が重要であることを確認した。 

（1） 院内感染管理体制強化に関して病院幹部がリーダーシップを更に発揮すること 

（2） 院内感染管理においては、迅速な報告、迅速且つ適切な対策、対策が適切に行われているかどうかの確認が重

要であることから、院内感染管理科が上述業務を迅速且つ適切に行えるよう執行権限を強化すること 

（3） 広州市 CDC と広州一院／呼吸研が本プロジェクトにおいて連携すること 

 

4． 小型院内感染専用実験室について 

2006 年 10 月の第一回合同調整委員会で提案された小型院内感染専用実験室に関し、日中双方は、細菌検

査室と日常的に連携し、院内感染管理業務において臨床検査データを効率的に活用できる仕組みが重要であると

確認した。 

 

5． 機材調達計画 

（1） 広州一院／呼吸研側は、従来の計画に基づいた機材の調達を行うべきであることを主張した。併せて、小型院

内感染専用実験室関連機材の重要性を踏まえ、院内感染管理実験室関連機材も調達対象に含めるべきであ

ると表明した。 

（2） JICA も、全ての機材の重要性を認識しているが、プロジェクト予算の制約があるため、予算の許す範囲内で調達

を進めざるを得ない旨説明し、広州一院／呼吸研はこれに理解を示した。 

（3） 協議の結果、双方は添付資料Ⅳに示す優先順位に基づいて機材を調達することを合意した。 

 

6． 本邦研修 

合同調整委員会は、今年度の本邦研修計画を以下のとおり確認した。なお、時期については調整の結果、変動す

る可能性もある。また、改定された PDM を踏まえて、必要に応じ次の研修において日本の保健所機能（病院への院内

感染対策に関する指導）の紹介を含めることも検討する。 

（1） 広州一院／呼吸研の院内感染対策研修： 2007 年 8 月下旬～9 月末（予定）／5 人、2007 年 11 月下旬～

12 月末（予定）／6 人、計 2 回実施する。 

（2） 広州一院／呼吸研の病原体検査研修： 具体的内容については、中国側から計画案が提示されており、これに

基づき日本側は本邦研修の調整を早急に行うこととした。 

（3） 広州市 CDC の病原体検査研修： 2007 年 10 月下旬～12 月下旬（予定）／1 人、2007 年 10 月下旬～2008

年 2 月中旬（予定）／1 人、計 2 回実施する。 

 

 

 

 

添付資料Ⅰ. 出席者リスト 

添付資料Ⅱ. PDM（Version 2） 

添付資料Ⅲ. 中間評価報告 

添付資料Ⅳ. 機材申請リスト 

 

 



 

添付資料Ⅰ. 出席者リスト 

 

＜中国側＞ 

広州市科学技術局 弓 鴻午 副局長 

 陳 宝栄 対外科技合作処 処長 

 羅 錚 対外科技合作処 処員 

 

広州呼吸疾病研究所 鍾 南山 所長 

 何 建行 副所長 

 頼 克方 教授 

 

広州医学院第一附属医院 葉 広春 院長 

 頼 永洪 常務副院長 

 黎 毅敏 副院長 

                           陳 小清 科研管理科 科長 

                           李 蓮娜 院内感染管理科 科長 

 

広州市疾病預防コントロールセンター 王 鳴 主任 

 楊 智聡 副主任 

 呉 雪紅 科教情報管理科 科長 

 呉 新偉 病毒免疫科 副科長 

 

＜日本側＞ 

中間評価調査団 小野 喜志雄 団長 

 青木 知信 団員（院内感染対策） 

 中川 亜起子 団員（評価分析） 

 桑内 美智子 団員（協力計画） 

 

プロジェクト専門家 水谷 哲夫 チーフアドバイザー 

 山本 雄子 業務調整員 

 

JICA 中国事務所 藤本 正也 次長 

 

日本国駐広州総領事館 吉田 雅治 総領事 

 川崎 誠 領事 
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上
す

る
。

 

3
-
1
 

検
査

対
象

病
原

体
の

数
 

3
-
2
 

検
査

件
数

と
病

原
体

の
検

出
率

 

4
. 

院
内

感
染

対
策

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

教
育

・
普

及
ツ

ー
ル

が

整
う
。

 

4
-1

 
作

成
さ

れ
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
及

び
ツ

ー
ル

を
所

持
す

る
医

療
従

事

者
の

割
合

 

5
. 

他
の

医
療

機
関

が
、

院
内

感
染

対
策

の
知

識
と

経
験

に
関

す

る
情

報
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

5
-
1
 

指
導

者
研

修
受

講
者

の
延

べ
人

数
 

5
-2

 
院

内
感

染
対

策
に

か
か

る
経

験
交

流
の

た
め

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
の

回
数

 

5
-
3
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
情

報
と

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
発

信
回

数
・
頻

度
 

・ 
実

施
機

関
か

ら
の

提
供

情
報

1
 

広
州

市
主

管
部

門
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

政
策

上
、

財
政

上
の

サ
ポ

ー
ト

が
持

続
的

に
得

ら
れ

る
。

 

2
 

研
修

や
研

究
会

に
参

加
し

た
関

係
者

が
、

少
な

く
と

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

に
は

異
動

し
な

い
こ

と
。

 



 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
要

約
 

N
ar

ra
ti
ve

 S
u
m

m
ar

y 

指
標

 

O
b
je

c
ti
ve

 V
e
ri
fi
ab

le
 I
n
d
ic

at
o
rs

 

指
標

入
手

手
段

 

M
e
an

s 
o
f 

V
e
ri
fi
c
at

io
n
 

外
部

条
件

 

Im
p
o
rt

an
t 

A
ss

u
m

p
ti
o
n
 

6
. 

広
州

市
C

D
C

の
主

要
な

病
原

体
の

検
索

技
術

が
向

上
す

る
。

6
-
1
 

広
州

市
C

D
C

の
検

査
対

象
病

原
体

の
増

加
数

 

6
-
2
 

広
州

市
C

D
C

が
導

入
し

た
病

原
体

検
索

方
法

の
数

 

6
-3

 
検

体
の

採
取

・
保

存
・
輸

送
に

関
す

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

受
け

た

広
州

市
C

D
C

及
び

下
級

C
D

C
、

関
連

医
療

機
関

の
ス

タ
ッ

フ
の

延
べ

人
数

 

7
. 

広
州

市
C

D
C

の
広

州
市

関
連

医
療

機
関

に
対

す
る

院
内

感

染
抑

制
の

た
め

の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

と
指

導
の

能
力

が
向

上
す

る
。

 

7
-
1
 

広
州

市
C

D
C

の
消

毒
・
滅

菌
、

院
内

感
染

管
理

業
務

に
か

か
る

技
術

指
導

を
受

け
た

下
級

C
D

C
及

び
医

療
機

関
の

数

7
-2

 
院

内
感

染
対

策
指

導
に

関
す

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

受
け

た
広

州
市

C
D

C
ス

タ
ッ
フ

の
延

べ
人

数
 

8
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
と

広
州

市
C

D
C

の
院

内
感

染
対

策

（
重

大
感

染
症

含
む

）
に

関
す

る
連

携
が

強
化

さ
れ

る
。

 

8
-
1
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
と

広
州

市
C

D
C

の
情

報
交

換
回

数
（
公

式
・非

公
式

の
会

議
や

紙
面

に
よ

る
情

報
交

換
）
 

 
 

活
動

 
A

c
ti
vi

ti
e
s 

投
入

 
In

p
u
ts

 
 

1
-
1
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
の

院
内

感
染

対
策

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を

改
訂

す
る

。
 

1
-
2
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
の

院
内

感
染

管
理

委
員

会

（
IC

C
）
、

院
内

感
染

管
理

科
及

び
院

内
感

染
管

理
小

グ
ル

ー
プ

が
上

述
（1

-1
）ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

定
め

ら
れ

た
活

動
を

実

施
す

る
。

 

1
-
3
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
の

平
常

時
に

お
け

る
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

体
制

を
定

め
る

。
 

1
-
4
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
の

院
内

感
染

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
コ

ン

ト
ロ

ー
ル

チ
ー

ム
が

上
述

（
1
-
3
）
に

定
め

ら
れ

た
活

動
を

実
施

す
る

。
 

1
-
5
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
の

細
菌

検
査

室
と

院
内

感
染

専

用
実

験
室

が
連

携
す

る
仕

組
み

を
整

備
す

る
。

 

1
-
6
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
に

お
い

て
検

査
デ

ー
タ

を
院

内
感

染
管

理
業

務
に

活
用

す
る

仕
組

み
を

整
備

す
る

。
 

1
-
7
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
に

お
い

て
抗

菌
薬

管
理

の
改

善
を

行
う
。

 

2
-
1
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
の

医
療

従
事

者
に

対
し

、
重

大
感

染
症

発
生

時
の

対
応

に
関

す
る

研
修

・
訓

練
を

行
う
。

 

2
-
2
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
に

お
け

る
院

内
感

染
ア

ウ
ト

ブ
レ

ー

ク
時

の
調

査
及

び
管

理
体

制
を

定
め

る
。

 

3
-
1
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
の

微
生

物
検

査
室

で
の

検
体

採

取
と

分
離

同
定

に
関

す
る

技
術

研
修

・
指

導
を

行
う
。

 

中
国

 

 カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

な
人

材
の

 

適
切

な
配

置
 

 施
設

 

・ 
執

務
ス

ペ
ー

ス
等

 

 プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
運

営
経

費
 

・ 
研

修
、

セ
ミ
ナ

ー
等

の
実

施
に

か
か

る
 

経
費

 

・ 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
活

動
経

費
等

 

日
本

 

 長
期

専
門

家
 

・ 
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

 

・ 
調

整
員

 

 短
期

専
門

家
 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

状
況

に
基

づ
い

て
関

連
分

野
の

専
門

家
の

派
遣

（
感

染
症

学
、

疫
学

、
微

生
物

学
、

公
衆

衛
生

学
、

看
護

学
、

IE
C

 
ほ

か
）
 

 本
邦

研
修

 

・ 
院

内
感

染
対

策
 

・ 
検

査
技

術
強

化
 

 機
材

 

・ 
院

内
感

染
対

策
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

必
要

と
な

る
機

材
 

・ 
呼

吸
研

及
び

広
州

一
院

の
検

査
室

強
化

に
必

要
と

な
る

機
材

 

 

1
 

研
修

や
研

究
会

に
参

加
し

た
関

係
者

が
、

少
な

く
と

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

に
は

異
動

し
な

い
こ

と
。

 

 



 

活
動

 
A

c
ti
vi

ti
e
s 

投
入

 
In

p
u
ts

 
 

4
-
1
 

院
内

感
染

対
策

に
関

す
る

研
修

の
要

綱
、

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
を

作
成

す
る

。
 

4
-
2
 

院
内

感
染

防
止

の
た

め
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

教
材

（
テ

キ
ス

ト
・
視

聴
覚

資
料

等
）
を

作
成

す
る

。
 

4
-
3
 

院
内

感
染

防
止

の
た

め
の

広
報

宣
伝

資
料

（
ポ

ス
タ

ー
・
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

等
）
を

作
成

す
る

。
 

5
-
1
 

院
内

感
染

対
策

に
関

す
る

指
導

者
研

修
（
T
O

T
）
を

実
施

す
る

。
 

5
-
2
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
が

院
内

感
染

対
策

に
か

か
る

経

験
交

流
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

を
開

催
す

る
。

 

5
-
3
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
が

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

通
じ

て
院

内
感

染
対

策
に

か
か

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
情

報
及

び
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

定
期

的
に

発
信

す
る

。
 

6
-
1
 

広
州

市
C

D
C

の
微

生
物

分
離

担
当

者
に

検
索

技
術

に
関

す
る

研
修

を
行

う
。

 

6
-
2
 

広
州

市
C

D
C

の
微

生
物

分
離

担
当

者
に

検
査

室
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

修
を

行
う
。

 

6
-
3
 

広
州

市
C

D
C

及
び

下
級

C
D

C
、

関
連

医
療

機
関

の
ス

タ
ッ

フ
に

対
し

、
検

体
の

採
取

・
保

存
・
輸

送
に

関
す

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

す
る

。
 

7
-
1
 

広
州

市
C

D
C

が
関

連
医

療
機

関
に

対
し

て
実

施
す

る
消

毒
・
滅

菌
技

術
に

関
す

る
業

務
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

す
る

。
 

7
-
2
 

広
州

市
C

D
C

が
関

連
医

療
機

関
に

対
し

て
実

施
す

る
消

毒
・
滅

菌
効

果
の

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
・
指

導
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成

す
る

。
 

7
-
3
 

広
州

市
C

D
C

の
ス

タ
ッ
フ

に
対

し
、

院
内

感
染

管
理

指
導

に

関
す

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

す
る

。
 

7
-
4
 

広
州

市
C

D
C

が
下

級
C

D
C

、
関

連
医

療
機

関
に

対
し

、

消
毒

・
滅

菌
、

院
内

感
染

管
理

業
務

に
関

す
る

技
術

指
導

を
行

う
。

 

8
-
1
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
が

広
州

市
C

D
C

と
院

内
感

染
に

関
す

る
情

報
共

有
を

行
う
。

 

8
-
2
 

呼
吸

研
及

び
広

州
一

院
が

広
州

市
C

D
C

と
院

内
感

染
に

関
す

る
共

同
研

究
を

行
う
。

 

 
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
経

費
 

・ 
研

修
、

セ
ミ

ナ
ー

等
の

実
施

に
か

か
る

経
費

の
一

部
 

・ 
専

門
家

の
活

動
に

直
接

必
要

な
経

費
等

 

前
提

条
件

 
P

re
-
c
o
n
di

ti
o
n
 

 1 
日

本
側

の
専

門
家

と
中

国
側

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

、
計

画

通
り

に
配

置
さ

れ
る

。
 

 2 
院

内
感

染
に

関
す

る
全

て
の

資

料
や

デ
ー

タ
が

、
中

国
側

と
日

本
側

で
共

有
さ

れ
る

。
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添付資料Ⅲ 

広州市院内感染対策プロジェクト 

中間評価報告 
 

序 

2005 年 12 月 15 日に日本と中華人民共和国政府との間で署名された討議議事録（R/D）に基づき、2005 年 12 月

15 日から 3 年間、広州市院内感染対策プロジェクト（以下、「本プロジェクト」という）が開始された。プロジェクトの概要は

Project Design Matrix (PDM、別添 1）の通りである。 

 

 

1. 調査目的 

プロジェクトの中間に当たる 2007 年 7 月を契機として、以下の目的のため中間評価調査を実施する。 

1） R/D、PDM 及び Plan of Operations (PO)の記述に沿ったプロジェクトの活動実績や目標達成状況を総合的に検証し、

評価 5 項目の各視点から包括的な評価・分析を行う。 

2） かかる調査結果を踏まえ、プロジェクト終了時までにプロジェクト目標を達成するため、プロジェクト内容を改善すべきか

検討するため協議する。 

3） これら結果を取りまとめた中間評価報告を作成する。 

 

 

2. 評価手法 

2.1 調査項目 

1) プロジェクトの実績： 2006年10月の合同調整委員会で改定されたPDM Version 1（別添1）に基づいて、プロジェクト

の投入、活動、アウトプットを確認した。併せて、各活動の実施にあたっての問題点と対処案を検討した。 

2) 実施プロセス： 本プロジェクトの実施プロセスやプロジェクト目標及び成果等の達成状況を検証した。 

3) 評価5項目： 以上1)と2)の結果を踏まえ、以下の評価5項目の観点から分析を行うこととする。 

妥当性（Relevance） プロジェクトの目指している効果が、評価を実施する時点において妥当か分析する。 

有効性（Effectiveness） プロジェクト目標がプロジェクト終了時までに達成見込みであるかどうか、またプロジェクト活

動の成果を出すことがうまくプロジェクト目標達成に貢献しているかどうかを判断する。 

効率性（Efficiency） 実施プロセスを検証し、また成果の達成のために効率的に貢献しているかどうか判断する。

インパクト（Impact） プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的・間接的効果や波及効果の見込みがある

かを分析する。予期していなかった正・負の効果・影響を含む。 

自立発展性(Sustainability) 協力が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続する見込みがあるかを分析する。 

 

2.2 データの収集・分析 

本プロジェクトの実施状況を検証するため、次のデータ･資料を活用することとする。 

1） R/D、PDM Version 0、PDM Version 1（別添 1）、PO(別添 2)、協議議事録(M/M)、その他本プロジェクト実施中に

合意した文書 

2） 本プロジェクトの投入実績データ（別添 3） 

3） 衛生部、広州一院／呼吸研、広州市 CDC が作成した本プロジェクトに関連する文書 

4） プロジェクト関係者への聞き取り調査や現地視察、ワークショップ（別添 4）等 

 

 

3. プロジェクトの現状及び実施プロセスの検証 

3.1 プロジェクトの現状 

（2） 投入実績 

別添 3 の通りである。 
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（3） 成果の達成状況 

成果 1-1～1-5 に関しては、院内感染管理体制の機能発揮について今後重点化が必要であるが、その他の成果につ

いては中間時点として満足できる程度に到達している。成果 2-1～2-3 に関しては「院内感染管理弁法」が衛生部から

2006 年 7 月に発出された。当該弁法の枠組みに即した CDC の院内感染関連業務について、検査能力と消毒滅菌関連

業務は中間時点として満足できる程度に到達しているが、その他院内感染関連業務については今後重点化や検討が必

要である（詳細は別添 5 参照）。 

 

（4） プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標 1 については院内感染対策の経験を今後モデルとして確立してゆくことが必要であるが、既に広範囲に

各種態様で院内感染対策の経験を波及させて高い達成度に到達している。プロジェクト目標 2 についてもおおむね満足で

きる達成度を示している（詳細は別添 5 参照）。 

 

3.2 実施プロセス 

別添2の通り、成果1-1から2-3の具体的な活動は、新院内感染管理弁法の実施細則がまだ衛生部から公布されてい

ない影響で遅延している活動があることを除き、おおむね予定通り実施されている。 
日本側と中国側のコミュニケーションについては、2006年10月の合同調整員会で実施体制を修正するとともに、日本側

プロジェクト事務室が分院から本院に移転されるなどの改善がなされている。 
 

 

4. 評価 5 項目による評価結果 

4.1 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は当初より強まっている。中国では本プロジェクト開始後の2006年に院内感染管理弁法が発出

され、中央政府衛生部は他にも院内感染に関する各種ガイドラインを制定中である。院内感染を重点化する中国の政策

的枠組みは一層強化されたと言える。 

 

4.2 有効性 

プロジェクト目標1が達成される見込みは十分ある。呼吸研と広州一院はこれまでにも広範囲に各種態様で院内感染

対策の経験を波及させている。今後は院内感染対策の経験を更にモデルとして確立し、広めることが必要となる。 

プロジェクト目標2について、重大感染症に関する広州市CDCの病原体検査・検索能力は向上しており、目標達成の

見込みは十分ある。今回、新しい院内感染管理弁法の枠組みに基づいて市CDCの役割を再検討し、それに即してプロジ

ェクト目標を修正した。 

今後は本プロジェクトにおいて呼吸研/広州一院と広州市CDCは連携に関する成果を出すことを想定しており、当該成

果はプロジェクト目標1及び2の達成度向上への貢献が期待できる。 

 

4.3 効率性 

成果1-1～1-5については、検査技術研修による検査技術向上（成果1-3）、今年1月の日中院内感染対策高級セミ

ナーによる広州一院/呼吸研の院内感染関連情報の発信能力強化（成果1-5）、神戸市立医療センター中央市民病院

及び福岡市立こども病院の研修を通じて得られた知見による院内感染管理体制へのフィードバック（成果1-1）等、投入が

成果達成につながった。しかし、それ以外については投入が成果達成につながった程度は高いとは言えない。以下提言の

通り、成果内容の修正と短期専門家や訪日研修の分野検討を通じて、今後は投入が成果に直結することが求められる。 

成果2-1～2-3についても、投入が成果達成につながった程度は高いとは言えない。以下提言の通り、成果内容の修正

と短期専門家や訪日研修の分野検討を通じて、今後は投入が成果に直結することが求められる。 

 

4.4 インパクト 

現PDMの上位目標「広州市の重大感染症を含む感染症対策が強化される」は、十分に達成するためには以下のよう

な措置も併せて必要となる。 

1） 広州市全人口（登記人口1千万、流入人口400万）の各年齢層に必要な予防接種がなされる。 

2） 広州市のサーベイランスシステムが十分機能を発揮する。 
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4.5 自立発展性 

本プロジェクトの自立発展性（見込み）は強まっている。中央政府衛生部は院内感染に関して2006年に院内感染管理

弁法の改定、院内感染サーベイランスガイドライン草稿の作成、医療機構医務人員手指衛生規範草稿の作成を行うな

ど、院内感染を重視する政策的コミットメントはますます強まっている。 

公立病院改革が進行するなかでも、広州一院が「差額事業単位」、市CDCが「全額事業単位」といずれも市財政によ

りバックアップされている位置づけについては変化無く、財務的な自立発展性も変わりない。 

広州一院/呼吸研の院内感染対策モデルの確立及びそれを波及するための研修システムの確立、広州市CDCの技術

指導体制の確立等の活動を残りのプロジェクト期間で実施されれば自立発展性が強まる可能性が高まったといえる。 

 

 

5. 結論 

本プロジェクトは中間時点としては満足すべき達成度に到達している。しかし、これまでに新法令発出を含めて外部環境

の変化があったため、プロジェクトの意義を高めるためには以下提言の通りプロジェクト目標や活動内容を修正することが望

ましい。 

 

 

6. 提言及び教訓 

6.1 提言 

（1） 広州一院/呼吸研の院内感染管理体制の強化方法 

広州一院/呼吸研の院内感染管理体制強化については既に各種措置がとられている。しかし、当該体制の機能をさら

に発揮させるため、調査団は以下の通り提言する。 

1） 院内感染管理体制強化に関して病院幹部がリーダーシップを更に発揮すること。 

2） 院内感染管理は、迅速な報告、迅速かつ適切な対策、対策が適切に行われているかどうかの確認が重要であること

から、院内感染管理科が上述業務を迅速かつ適切に実行できるよう執行権限の強化すること。 

 

（2） 広州一院/呼吸研における院内感染対策モデルの確立と他医療機関への普及について 

本調査においては、各組織間の連携や抗菌薬管理など広州一院/呼吸研の院内感染管理体制に弱い点がいくつかあ

ることが観察された。残されたプロジェクト期間では、院内感染管理モデル確立と他医療機関への当該モデル波及に注力

することが必要である。そのため以下の活動を重点的に行う。 

1） 院内感染管理体制が実際に機能するため、関係科室間の連携（院内感染管理科と各科室、検査部門内部、薬剤

部門と臨床医師、薬剤部門内部）、院内感染管理小グループ及びサーベイランスコントロールチームの活動の促進 

2） 病原体検査結果の院内感染管理業務への活用 

3） 抗菌薬管理の改善 

4） 他病院へのモデル波及（研修システムの構築、勉強会の実施等） 

 

（3） 広州市 CDC の成果・活動の修正について 

新しい院内感染管理弁法に基づいて、広州市 CDC の院内感染対策の技術指導能力に関するプロジェクト活動等を

見直すことを提言する。 

 

（4） 広州一院/呼吸研と広州市 CDC の院内感染管理に関する連携の強化について 

残されたプロジェクト期間では、以下の通り、病院での院内感染管理業務と技術指導機関である市 CDC との連携を図

った院内感染対策モデルを確立することが重要であり、そのために以下の活動を行うことを提言する。 

1） 広州一院/呼吸研と広州市 CDC の院内感染管理担当部署間の定期的会合の開催（広州一院/呼吸研と広州市

CDC 共同で実施） 

2） 広州市 CDC による広州一院/呼吸研への院内感染管理に関する技術指導の実施（広州市 CDC が主体的に実施） 

3） 広州一院/呼吸研と広州市 CDC の院内感染対策に関する共同研究（広州一院/呼吸研と広州市 CDC 共同で実

施） 

4） 広州市 CDC との情報共有・連携をはかった広州一院/呼吸研の院内感染対策モデルの確立（広州市 CDC の協力

のもと、広州一院/呼吸研が実施） 
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（5） PO の作成 

残りのプロジェクト期間の活動を遅延無く実施できるよう、今回の中間評価調査において議論した内容を反映して PO を

できる限り早期に作成することを提言する。 

 

6.2 教訓 

（1） 研修ニーズの計画・実施への反映 

本プロジェクトの初期の研修では、訪日研修参加者が持つ研修へのニーズが研修計画・実施に反映されにくかった。この

ような場合には日中双方が研修に十分満足しない事態を招くという教訓が得られた。 

 

（2） 中間時点でのプロジェクト内容修正 

本プロジェクトにおいては、新たな院内感染管理弁法がプロジェクト開始後に発出された。プロジェクト前半の教訓や新

弁法の枠組みを踏まえ、中間評価というタイミングでプロジェクト内容を修正したことは、プロジェクトの意義を強めるうえで効

果的であるという教訓が得られた。 

 

（3） 効率的な評価 

プロジェクトの基礎となる法令が変わった場合（本件の場合は院内感染管理弁法）、運営指導調査等の形式で可能な

限り早く情報を収集し、PDM や活動内容変更の必要性を検討できれば、中間評価や終了時評価を効率的に実施するう

えで有益と考えられる。 

 

 

 

 

別添 1.  PDM （version 1） 

別添 2.  PO 

別添 3.  投入実績表 

別添 4.  ワークショップの概要 

別添 5.  プロジェクト目標及び成果の達成状況 
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2 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

情
報

と
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

発
信

回
数

・
頻

度
 

2
-
1
. 

広
州

市
C

D
C

の
主

要
な

病
原

体
の

検
索

技
術

が
向

上
す

る
。

 

2
-1

-
1 

広
州

市
C

D
C

の
検

査
対

象
病

原
体

の

増
加

数
 

2
-
1
-
2
 

広
州

市
C

D
C

が
導

入
し

た
病

原
体

検
索

方
法

の
数

 

2
-
2
. 

広
州

市
C

D
C

の
関

連
医

療
機

関
に

対
す

る
院

内
感

染
制

圧
の

た
め

の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

と
指

導
の

能
力

が

向
上

す
る

。
 

2
-
2
-
1
 

広
州

市
C

D
C

の
院

内
感

染
制

圧
に

か
か

る
技

術
指

導
を

受
け

た
医

療
機

関
の

数
 

2
-2

-
2 

院
内

感
染

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
に

関
す

る
ト

レ

ー
ニ

ン
グ

を
受

け
た

広
州

市
C

D
C

ス
タ

ッ
フ

の
延

べ
人

数
 

2
-3

. 
関

連
医

療
機

関
の

検
体

の
採

取
・
保

存
・
輸

送
の

能

力
が

向
上

す
る

。
 

2
-3

-
1 

検
体

の
採

取
・
保

存
・
輸

送
に

関
す

る
ト

レ

ー
ニ

ン
グ

の
実

施
回

数
 

 
 

活
動

 
A

c
ti
vi

ti
e
s 

投
入

 
In

pu
ts

 
 

1
-
1
-
1
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

院
内

感
染

対
策

ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

改
訂

す
る

 

1
-
1
-
2
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

院
内

感
染

管
理

委

員
会

（
IC

C
）
、

お
よ

び
院

内
感

染
対

策
チ

ー
ム

（
IC

T
)を

再
編

す
る

。
 

1
-
1
-
3
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

平
常

時
に

お
け

る
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

体
制

を
定

め
る

 

1
-
2
-
1
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

医
療

従
事

者
に

対

し
、

重
大

感
染

発
生

時
の

対
応

に
関

す
る

研
修

・訓

練
を

行
う
。

 

1
-
2
-
2
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
に

お
け

る
院

内
感

染
ア

ウ
ト

ブ
レ

ー
ク

時
の

調
査

、
な

ら
び

に
管

理
体

制
を

定

め
る

。
 

1
-
3
-
1
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

微
生

物
検

査
室

で

の
検

体
採

取
と

分
離

同
定

に
関

す
る

技
術

研
修

・

指
導

を
行

う
。

 

1
-
4
-
1
 

院
内

感
染

防
止

の
た

め
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

教
材

（
テ

キ

ス
ト

・
視

聴
覚

資
料

等
）
を

作
成

す
る

。
 

1
-
4
-
2
 

院
内

感
染

防
止

の
た

め
の

広
報

宣
伝

資
料

（
ポ

ス
タ

ー
・
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

等
）
を

作
成

す
る

。
 

中
国

 

 カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

な
人

材
の

 

適
切

な
配

置
 

 施
設

 

・ 
執

務
ス

ペ
ー

ス
等

 

 プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
運

営
経

費
 

・ 
研

修
、

セ
ミ
ナ

ー
等

の
実

施
に

か
か

る
 

経
費

の
一

部
 

・ 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
活

動
経

費
等

 

日
本

 

 長
期

専
門

家
 

・ 
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

 

・ 
調

整
員

 

 短
期

専
門

家
 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

状
況

に
基

づ
い

て
関

連

分
野

の
専

門
家

を
野

派
遣

（
感

染
症

学
、

疫

学
、

微
生

物
学

、
公

衆
衛

生
学

、
看

護
学

ほ
か

）
 

 本
邦

研
修

 

・ 
院

内
感

染
対

策
 

・ 
検

査
技

術
強

化
 

  

1 
研

修
や

研
究

会
に

参
加

し
た

関
係

者
が

、
少

な
く
と

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

に
は

異
動

し
な

い
こ

と
。
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1
-
5
-
1
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
が

院
内

感
染

対
策

に

か
か

る
経

験
交

流
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

す
る

。
 

1
-
5
-
2
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
が

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

通
じ

て
院

内
感

染
対

策
に

か
か

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
情

報

お
よ

び
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

定
期

的
に

発
信

す
る

。
 

2
-
1
-
1
 

広
州

市
C

D
C

の
病

原
体

検
索

の
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ

ン
を

改
訂

す
る

。
 

2
-
1
-
2
 

広
州

市
C

D
C

の
病

原
体

検
索

の
た

め
の

適
切

な
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
改

訂
す

る
。

 

2
-
1
-
3
 

広
州

市
C

D
C

の
微

生
物

分
離

担
当

者
に

検
索

技

術
に

関
す

る
研

修
を

行
う
。

 

2
-
1
-
4
 

広
州

市
C

D
C

の
微

生
物

分
離

担
当

者
に

検
査

室

の
安

全
性

向
上

に
関

す
る

研
修

を
行

う
。

 

2
-
2
-
1
 

広
州

市
C

D
C

が
関

連
医

療
機

関
の

院
内

感
染

に

対
す

る
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

改
訂

す
る

。

2
-
2
-
2
 

広
州

市
C

D
C

の
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

に
関

す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
改

訂
す

る
。

 

2
-
2
-
3
 

広
州

市
C

D
C

の
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

に
従

事

す
る

ス
タ

ッ
フ

に
対

し
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

す
る

。
 

2
-
3
-
1
 

関
連

医
療

機
関

に
検

体
の

採
取

・
保

存
・
輸

送
に

関
す

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

す
る

。
 

 
 機

材
 

・ 
院

内
感

染
対

策
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

直
接

必
要

と
な

る
機

材
 

・ 
呼

吸
研

、
お

よ
び

広
州

一
院

の
検

査
室

強

化
に

必
要

と
な

る
機

材
 

 プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
運

営
経

費
 

・ 
研

修
、

セ
ミ

ナ
ー

等
の

実
施

に
か

か
る

経
費

の

一
部

 

・ 
専

門
家

の
活

動
に

直
接

必
要

な
経

費
等

 

前
提

条
件

 
P

re
-
c
o
n
di

ti
o
n
 

 1 
日

本
側

の
専

門
家

と
中

国
側

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

、
計

画

通
り

に
配

置
さ

れ
る

。
 

 2 
院

内
感

染
に

関
す

る
全

て
の

資
料

や
デ

ー
タ

が
、

中
国

側
と

日
本

側
で

共
有

さ
れ

る
。
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別
添

2
. 

P
O

 
<
P
ro
gr
e
ss
 s
c
o
re
>

1
: 
n
o
t 
ye
t 
st
ar
te
d
  
 2
, 
b
e
h
in
d
 t
h
e
 p
la
n
  
 3
, 
as
 p
la
n
n
e
d
  
 4
, 
c
o
m
p
le
te
d

2
0
0
7
年
4
月
1
8
日
　
現

在

8
月

1
2月

4
月

8
月

1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

9
～

1
0月

1
1
～

1
2月

1
～

2月
3
～

4月
5
～
6月

7
～
8
月

9
～
1
0月

1
1
～
1
2
月

1
～

2月
3
～
4月

5
～
6
月

7
～

8月
9
～
1
0
月

1
1
～
1
2
月

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

呼
吸

研
、
お
よ
び
広

州
一

院
の

院
内

感
染

対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
訂

す
る 呼

吸
研

お
よ
び
広

州
一

院
の

院
内
感

染
管

理
委

員
会

（
IC
C
）
、
お
よ
び
院

内
感

染
対
策
チ
ー
ム

（
IC
T
)を

再
編
す
る

呼
吸

研
、
お
よ
び
広

州
一

院
の

平
常

時
に
お
け

る
院

内
感
染
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
体

制
を
定

め
る

呼
吸

研
、
お
よ
び
広

州
一

院
の

医
療

従
事

者
に

対
し
、
重
大

感
染

発
生

時
の

対
応
に
関

す
る
研

修
・
訓

練
を
行

う

1
-
1
-
1

1
-
1
-
2

1
-
1
-
3

1
-
2
-
1

感
染
管

理
科
、
看

護
部

院
長
、
感

染
管
理

科 感
染
管

理
科
、
看

護
部
、
関

係
部
署

人
事
研

修
科
・
医

務
科
・
感

染
管
理

科

2
0
0
8年

2
0
0
6年

活
動
内

容

活
動

項
目

担
当

部
門

2
0
0
6年

2
0
0
7年

2
0
0
8年

P
ro
gr
e
ss
 S
c
o
re
 

2
0
0
7年

（
政
府

か
ら
の

追
加

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
待

つ
。
そ
の
後

、
院

内
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

。
）

メ
ン
バ
ー
変

更

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
対
象

の
選
択

・決
定

IC
T
ラ
ウ
ン
ド
の
定

例
化

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
レ
ポ
ー
ト

様
式
の
確

認
お
よ
び
改

訂

第
一

段
階
：
サ

ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の

現
状
分

析
お
よ
び
問
題

点
の
抽
出

感
染

管
理
委

員
会

の
開

催

感
染
管

理
委

員
会
の
開

催
感
染
管

理
委

員
会
の
開

催

感
染
管

理
委

員
会
の
開
催

第
二

段
階

：
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
の
精
度

向
上

統
計

処
理

法
の
確

立

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
デ
ー
タ
の

発
信
方
法

の
確
立

　
　
　
　
　
　
　
第
三

段
階
：
サ

ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
有

効
活
用

他
の
医

療
機
関

へ
の
教
育

や
学

術
活
動

サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス

シ
ス
テ

ム
の
総

合
評
価

中
間
評
価

終
了

時
評
価

(C
T
)

(C
T
)

(C
T
)

(C
T
)

感
染

管
理

委
員

会
の

開
催

研
修

・訓
練

研
修

・訓
練

研
修
・
訓
練

合
同
委
員

会
合

同
委

員
会

合
同
委

員
会

専
門

の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
チ
ー
ム
を
設
立

。
例

え
ば

消
毒
隔

離
サ

ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
チ
ー
ム

変
更

第
一

段
階

：サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

の
現

状
分

析
お
よ
び
問

題
点

の
抽

出

第
二

段
階
：

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

の
精

度
向

上

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
対
象

の
決

定
：

IC
U
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
行

う

院
内

感
染

管
理

委
員

会
の
開

催
院

内
感

染
管

理
委

員
会
の

院
内

感
染

管
理

委
員

会
の
開

催

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
レ
ポ
ー
ト
様

式
の

改
訂

実
践
応

用

研
修

・訓
練

研
修
・
訓
練

研
修
・
訓
練

日
本

で
の

研
修
：
6
名

合
同
調

整
委

員
会
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8
月

1
2月

4
月

8
月

1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

9
～

1
0月

1
1
～

1
2月

1
～

2月
3
～

4月
5
～
6月

7
～
8
月

9
～
1
0月

1
1
～
1
2
月

1
～

2月
3
～
4月

5
～
6月

7
～

8月
9
～
1
0月

1
1
～
1
2月

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

（中
国

か
ら
研

修
員

を
派

遣
=
C
T
）

（日
本
か

ら
専

門
家
を
招

請
=
J
E
）

院
内

感
染
防

止
の

た
め

の
広

報
宣
伝

資
料
（
ポ

ス
タ
ー
・
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

等
）
を
作

成
す
る

呼
吸

研
、
お
よ
び
広

州
一

院
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
通

じ
て
院

内
感
染

対
策

に
か

か
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
情
報
お
よ
び

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
定

期
的

に
発

信
す
る

1
-
2
-
2

1
-
4
-
1

1
-
4
-
2

呼
吸

研
、
お
よ
び
広

州
一

院
に
お
け
る
院

内
感

染
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
時
の

調
査

、
な
ら
び
に
管
理

体
制

を
定

め
る

院
内

感
染
防

止
の

た
め

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
教

材
（
テ
キ
ス
ト
・視

聴
覚

資
料

等
）
を
作

成
す
る

1
-
5
-
1

1
-
5
-
2

感
染
管

理
科
、
看

護
部
、
関

係
部
署

感
染
管

理
科
、
看

護
部

感
染
管

理
科
、
看

護
部
看

護
部

呼
吸

研
、
お
よ
び
広

州
一

院
が

院
内

感
染

対
策

に
か

か
る
経
験

交
流
の

た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る

人
事
研

修
科
、
科

研
科
、
教

学
管
理

科
、
感

染
管

理
科

医
院
事

務
室
、
呼

吸
研

活
動
内

容

2
0
0
6年

1
-
3
-
1

呼
吸

研
、
お
よ
び
広

州
一

院
の

微
生

物
検

査
室

で
の
検

体
採

取
と
分

離
同

定
に
関

す
る
技

術
研

修
・
指

導
を
行

う

院
長
、
感

染
管
理

科
、
看

護
部

、
検

査
科

活
動

項
目

担
当

部
門

P
ro
gr
e
ss
 S
c
o
re
 

2
0
0
6年

2
0
0
7年

2
0
0
8年

2
0
0
7年

2
0
0
8年

危
機
管

理
体
制

の
現
状

分
析

（
過

去
の

事
例
研

究
）

危
機
管

理
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
の

作
成

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の

見
直
し
、
完

成

日
本
で
の
検

査
技

術
研
修

V
A
P
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル

U
T
I管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル

B
S
I管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル

S
S
I管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ポ
ス
タ
ー
作

成
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

学
術

セ
ミ
ナ
ー

学
術
セ
ミ
ナ
ー

学
術

セ
ミ
ナ
ー

広
州
呼

吸
疾

病
研
究

所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載

(J
E
）

(J
E
）

(J
E
）

(J
E
)

(J
E
)

(J
E
)

（
J
E
)

感
染

管
理

指
導
者

養
成

研
修

福
岡
市

の
研
究

所
で
研
修

(2
名

）

危
機
管
理

体
制
の
分

析
危
機

管
理

フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
の
初

期
作
成

日
本

で
研

修
：
１
名

日
本

で
研

修
：
２
名

IC
U
の
V
A
P
予
防
ア
ド
バ
イ
ス
作
成
、
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

IC
U
の
U
T
Iコ

ン
ト
ロ
ー
ル

ア
ド
バ
イ
ス
を
起
草

魔
法

瓶
の
栓

交
換

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

手
洗
い
ポ
ス
タ
ー
作
成

内
視
鏡

洗
浄
時
の

ス
タ
ッ
フ
防

護
法

院
内
感

染
通

信
：
１
，
２

C
O
S
M
O
マ
ス
ク
の

着
用

方
法
な
ど

薬
剤
の

静
脈

投
与
マ
ニ
ュ
ア
ル

内
視
鏡

の
超

音
波
洗

浄
法

日
本

専
門
家 セ

ミ
ナ
ー
開
催

セ
ミ
ナ
ー
情

報
を
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
院
内

感
染
関

連
対
策
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載

 



 

 
1
0

<
P
ro
gr
e
ss
 s
c
o
re
>

1
: 
n
o
t 
ye

t 
st
ar
te
d
  
 2
, 
b
e
h
in
d
 t
h
e
 p
la
n
  
 3
, 
as
 p
la
n
n
e
d
  
 4
, 
c
o
m
p
le
te
d

2
0
0
7年

4
月
1
8
日
　
現
在

8 月
1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

9
～
1
0
月

1
1
～
1
2
月

1
～

2
月

3
～
4
月

5
～
6
月

7
～

8
月

9
～
1
0
月

1
1
～
1
2
月

1
～
2
月

3
～

4
月

5
～
6
月

7
～
8
月

9
～
1
0
月

1
1
～
1
2
月

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

3
3

2
-
1
-
1

広
州
市

C
D
C
の

病
原
体

検
索
の

た
め
の

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
改
訂

す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
担
当
官
・

微
生
物
検

査
科

2
-
1
-
2

広
州
市

C
D
C
の

適
切
な
病

原
体
検

索
の
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル

を
改

訂
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
担
当
官
・

微
生
物
検

査
科

3
3

2
-
1
-
3

広
州
市

C
D
C
の

微
生
物

分
離
担

当
者
に
検

査
技
術

に
関

す
る
研

修
を
行

う

日
本
側
専

門
家
・
中
国

側
担
当
官

3
3

2
-
1
-
4

広
州
市

C
D
C
の

微
生
物

分
離
担

当
者
に
検

査
室
の

安
全
性

向
上
に
関

す
る
研

修
を
行

う

中
国
側
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

担
当
官

3
3

2
-
2
-
1

広
州
市

C
D
C
が

関
連
医

療
機
関

の
院
内

感
染
に
対

す
る
サ

ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改

訂
す
る

C
D
C
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
担

当
官
・
微
生

物
検
査
科
・

消
毒
滅
菌

科

3
3

2
-
2
-
2

広
州
市

C
D
C
の

院
内
感

染
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
関

す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
改

訂
す
る

C
D
C
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
担

当
官
・
微
生

物
検
査
科
・

消
毒
滅
菌

科

3
3

2
-
2
-
3

広
州
市

C
D
C
の

院
内
感

染
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
従

事
す
る
ス
タ
ッ
フ
に
対

し
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
す
る

中
国
側
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

担
当
官

3
3

2
-
3
-
1

関
連
医

療
機
関

に
検

体
の

採
取
・
保

存
・
輸
送

に
関

す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施

す
る

中
国
側
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

担
当
官
・
伝

染
予
防
科
・

微
生
物
検

査
科

3
3

活
動

内
容

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

随
時
、
国

家
が

制
定

す
る
サ

ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、
更
新

す
る
。

随
時

、
国
家

が
制

定
す
る
病
原

体
検

索
の

た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従

い
、
更

新
す
る
。

活
動

項
目

担
当
部

門

P
ro
gr
e
ss
 S
c
o
re
 

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

日
本

で
の

研
修

日
本
で
の
研

修
日

本
で
の

研
修

研
修

研
修

研
修

資
料

収
集

、
お
よ

び
整
理

人
員

の
組
織

化
、
お
よ

び
初
稿
作

成
専
門

家
に
よ

る
校
正

最
終

校
の
整

理
印
刷

配
布

、
な
ら
び
に
関

係
者
の

訓
練

資
料

収
集

、
お
よ
び
整

理
人
員

の
組
織

化
、

お
よ
び
初
稿
作

成

専
門
家
に
よ

る
校

正
最
終
校

の
整
理

印
刷

実
際
の
応

用

一
人
・
国

内
留
学

一
人
・
日
本

留
学

一
人
・
日
本
留

学

セ
ミ
ナ
ー
開

催
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

訪
日

研
修
：
１
名

、
5
ヶ
月

研
修

資
料
収

集
、
お
よ

び
整

理

国
内
研
修

：
１
名

セ
ミ
ナ
ー
開
催

人
員
の

組
織
化

、
お
よ
び

初
稿
作

成

資
料
収

集
、
お
よ
び
整
理

 
  



 

 
1
1

別
添

3
. 

投
入

実
績

表
 

 （
1
）
 
専

門
家

派
遣

実
績

〈
日

本
側

投
入

実
績

〉
 

N
o
. 

専
門

家
氏

名
 

指
導

科
目

 
派

遣
期

間
 

本
邦

所
属

先
 

【
長

期
専

門
家

】
 

 
 

 
 

 
 

1
 

山
本

 
雄

子
 

業
務

調
整

 
2
0
0
6

年
5

月
16

日
～

2
0
0
8

年
12

月
1
4

日
 

な
し

 

2
 

水
谷

 
哲

夫
 

チ
ー

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
 

2
0
0
6

年
6

月
28

日
～

2
0
0
8

年
6

月
27

日
 

な
し

 

【
短

期
専

門
家

】
 

 
 

 
 

 
 

1
 

山
本

 
雄

子
 

業
務

調
整

 
2
0
0
5

年
12

月
2
0

日
～

2
0
0
6

年
3

月
17

日
 

な
し

 

2
 

春
田

 
恒

和
 

院
内

感
染

対
策

（
1
）
 

2
0
0
6

年
2

月
27

日
～

3
月

4
日

 
神

戸
市

立
中

央
市

民
病

院
 
小

児
科

、
感

染
症

科
 

3
 

林
 

卓
郎

 
救

急
受

入
対

応
 

2
0
0
6

年
2

月
27

日
～

3
月

5
日

 
神

戸
市

立
中

央
市

民
病

院
 
救

急
部

 

4
 

江
口

 
克

彦
 

院
内

感
染

対
策

（
2
）
 

2
0
0
6

年
2

月
27

日
～

3
月

6
日

 
福

岡
市

立
こ

ど
も

病
院

・
感

染
症

セ
ン

タ
ー

 感
染

症
科

 

5
 

林
 

三
千

雄
 

院
内

感
染

対
策

（
1
）
 

2
0
0
6

年
11

月
1
3

日
～

1
1

月
18

日
 

神
戸

市
立

中
央

市
民

病
院

 
呼

吸
器

内
科

 

6
 

三
木

 
寛

二
 

感
染

症
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

 
2
0
0
6

年
11

月
1
3

日
～

1
1

月
1
8
 
日

 
神

戸
市

立
中

央
市

民
病

院
 
臨

床
検

査
技

術
部

 

7
 

坂
本

 
悦

子
 

看
護

学
（
1
）
 

2
0
0
6

年
11

月
1
3

日
～

1
1

月
18

日
 

神
戸

市
立

中
央

市
民

病
院

 
看

護
部

 

8
 

西
村

 
シ

ゲ
子

 
看

護
学

（
2
）
 

2
0
0
6

年
11

月
1
3

日
～

1
1

月
18

日
 

福
岡

市
立

こ
ど

も
病

院
・
感

染
症

セ
ン

タ
ー

 看
護

部
 

9
 

伊
藤

 
正

寛
 

病
原

体
検

索
 

2
0
0
6

年
12

月
3

日
～

1
2

月
9

日
 

神
戸

市
立

環
境

保
健

研
究

所
 所

長
 

1
2
 

青
木

 
知

信
 

院
内

感
染

対
策

（
2
）
 

2
0
0
7

年
1

月
23

日
～

1
月

27
日

 
福

岡
市

立
こ

ど
も

病
院

・
感

染
症

セ
ン

タ
ー

 副
院

長
 

1
0
 

春
田

 
恒

和
 

院
内

感
染

対
策

（
3
）
 

2
0
0
7

年
1

月
22

日
～

1
月

27
日

 
神

戸
市

立
中

央
市

民
病

院
 
小

児
科

、
感

染
症

科
 

1
1
 

廣
瀬

 
千

也
子

 
看

護
学

（
3
）
 

2
0
0
7

年
1

月
23

日
～

1
月

25
日

 
日

本
看

護
協

会
 
常

任
理

事
 

 （
2
）
 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

受
入

実
績

〈
日

本
側

投
入

実
績

〉
 

N
o
. 

研
修

員
名

研
修

実
施

時
の

役
職

 
現

在
の

役
職

 
受

入
期

間
 

研
修

科
目

 
研

修
内

容
及

び
受

入
機

関
 

1
 

李
 

蓮
娜

 
広

州
一

院
 
院

内
感

染
管

理
科

 
科

長
 

左
に

同
じ

 

2
 

関
 

麗
嬋

 
広

州
一

院
 
看

護
部

 主
任

 
左

に
同

じ
 

3
 

莫
 

自
耀

 
広

州
市

C
D

C
 
微

生
物

検
査

科
 
科

長
、

毒
物

学
検

査
科

 
科

長
 

呼
吸

研
、

中
心

検

査
室

  
 

2
00

6
年

3
月

18
日

 

～
3

月
30

日
 

広
州

市
院

内

感
染

対
策

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

感
染

症
病

棟
に

お
け

る
標

準
予

防
策

、
医

療
と

ケ
ア

の
手

法
に

つ
い

て

の
改

善
、

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
職

場
環

境
の

改
善

、
な

ど
 

【
受

入
機

関
】
福

岡
市

立
こ

ど
も

病
院

、
福

岡
市

保
健

環
境

研
究

所
、

神
戸

市
立

中
央

市
民

病
院

、
神

戸
市

環
境

保
健

研
究

所
 

4
 

鄭
 

蕾
 

広
州

一
院

 
院

内
感

染
管

理
科

 
主

管
看

護
師

 

左
に

同
じ

 

5
 

董
 

偉
強

 
広

州
一

院
 
整

形
外

科
 
副

主
任

医
師

 
左

に
同

じ
 

6
 

熊
 

桂
華

 
広

州
一

院
 
消

毒
供

給
室

 
副

主
任

看
護

師
 

左
に

同
じ

 

7
 

程
 

国
雄

 
広

州
一

院
 
脳

神
経

外
科

 
主

治
医

師
 

左
に

同
じ

 

8
 

楊
 

少
芳

 
広

州
一

院
 
手

術
室

副
 
主

任
看

護
師

 
左

に
同

じ
 

9
 

王
 

莉
 

広
州

一
院

 
手

術
室

 主
管

看
護

師
 

左
に

同
じ

 

2
00

6
年

9
月

3
日

 

～
9

月
16

日
 

院
内

感
染

対

策
（1

）
 

院
内

感
染

管
理

体
制

の
確

立
、

感
染

管
理

チ
ー

ム
の

確
立

、
感

染
に

対
す

る
標

準
予

防
策

、
感

染
性

廃
棄

物
の

適
正

な
処

理
、

重
大

感

染
症

発
生

時
の

対
応

策
、

な
ど

 

【
受

入
機

関
】
福

岡
市

立
こ

ど
も

病
院

、
神

戸
市

立
中

央
市

民
病

院
 



 

 
1
2

N
o
. 

研
修

員
名

研
修

実
施

時
の

役
職

 
現

在
の

役
職

 
受

入
期

間
 

研
修

科
目

 
研

修
内

容
及

び
受

入
機

関
 

1
0
 

葉
 

丹
 

広
州

一
院

 
院

内
感

染
管

理
科

 
医

師
 

左
に

同
じ

 

1
1
 

何
 

為
群

 
広

州
一

院
 
IC

U
 
医

師
 

左
に

同
じ

 

1
2
 

梁
 

建
新

 
広

州
一

院
 
感

染
科

 医
師

 
左

に
同

じ
 

1
3
 

郭
 

敏
軍

 
広

州
一

院
 
救

急
科

 医
師

 
左

に
同

じ
 

1
4
 

邵
 

霞
 

広
州

一
院

 
小

児
科

 看
護

師
長

 
左

に
同

じ
 

1
5
 

黄
 

小
群

 
広

州
一

院
 
IC

U
 
看

護
師

 
左

に
同

じ
 

2
00

6
年

12
月

3
日

 

～
12

月
16

日
 

院
内

感
染

対

策
（2

）
 

院
内

感
染

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

つ
い

て
、

院
内

感
染

発
生

時
の

報
告

体

制
に

つ
い

て
、

院
内

感
染

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

手
の

衛

生
の

重
要

性
に

つ
い

て
、

針
刺

し
事

故
に

つ
い

て
、

救
急

科
に

お
け

る
医

療
従

事
者

の
感

染
予

防
に

つ
い

て
、

な
ど

 

【
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別添 4. ワークショップの概要 

 

1． ワークショップの目的 

院内感染に関与する病院関係者が PCM 手法を学び、PDM のプロジェクト目標１を達成するため残りのプロジェクト期間

で実行する活動を討論する。 

広州一院／呼吸研では、院内感染対策に関する制度･体制が整備されつつある段階であるが、この制度･体制を実際に

機能させるために人材育成と仕組み作りが必要である。広州一院／呼吸研内において定められた院内感染管理体制につ

いて、実際に機能させる上で、現在どのような課題があるのか、また何を行うべきか等協議し、共通認識を作り上げることを目

的として、ワークショップを開催する。 

 

2． タイムスケジュール 

9:30-9:35 冒頭挨拶（成果 1-1 のワークショップを行う理由説明） 協力計画団員 

9:35-10:10 PCM/PDM 全般、関係者分析の説明 評価分析団員 

10:10-10:25 問題分析に関する説明 評価分析団員 

10:25-10:35 問題系図の作成：直接原因の列挙 参加者全員 

10:35-11:30 問題系図の作成：テーマ A（抗菌薬管理）とテーマ B（連携強化）に分けてグループワ

ーク 

参加者全員 

15:00-15:25 問題系図の相互報告と必要に応じて手直し 評価分析団員司会

15:25-15:40 目的分析に関する説明 評価分析団員 

15:40-16:25 目的系図の作成（テーマ A&B） 参加者全員 

16:25-16:55 目的系図の相互報告、手段の選択に関する全体での討論 評価分析団員司会

16:55-17:00 終わりの言葉 チーフアドバイザー 

 

3． 参加者 

（1） Group A：抗菌薬管理について（院内感染管理科・細菌検査室・薬剤科の連携強化を含む） 

・ 李蓮娜 院内感染管理科 

・ 袁錦屏 細菌検査室 

・ 蘇丹虹 細菌検査室 

・ 単靖嵐 細菌検査室 

・ 肖翔林 薬剤科 

・ 楊新雲 薬剤科 

・ 譚紅愉 神経内科 院内感染管理小グループ 医師 

・ 葉楓 呼研所 院内感染管理小グループ 医師 

・ 孫北望 整形外科院内感染管理小グループ 医師 

（2） Group B：院内感染リスクの高い科室の院内感染管理小グループと院内感染管理科の連携強化について 

・ 葉丹 院内感染管理科 

・ 鄭蕾 院内感染管理科 

・ 何為群 ICU 院内感染管理小グループ 医師 

・ 邵霞 小児科病区 婦長 

・ 張還珠 血液腫瘍科 院内感染管理小グループ医師 

・ 古利平 感染内科病区 婦長 

・ 林佩玉 神経内科病区 婦長 

・ 董偉強 骨科 院内感染管理小グループ 医師 

・ 羅群 呼研所 院内感染管理小グループ医師 

（3） 日方長期専門家： 水谷 チーフアドバイザー、山本 業務調整員 

（4） 中間評価調査団： 桑内 協力計画団員 

（5） 主持人：中川 評価分析団員 

 

4． ワークショップでの議論概要 

（1） ワークショップの進め方 

まず全員で問題系図を作成した（下記 6.（1））。そして「院内感染管理体制が十分機能していない」という中心問題につき

多くの直接原因があることを分析し、その中で「連携が不十分」という直接原因が重要であることにつき全員の確認を得た後、

グループ B が当該テーマの問題分析を更に進めることにした（下記 6.（2））。 
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また、「院内感染管理体制が十分機能していない」という中心問題が多くの直接結果を生んでいることを分析したが、その

中で「抗菌薬管理が十分機能していない」という直接結果が重要であることにつき全員の確認を得た後、グループ A が当該

テーマを中心課題として設定し、問題分析を進めることにした（下記 6.（3））。 

（2） 手段の選択 

目的系図（下記6.（4）、（5））を2グループで作成した後、「手段の選択」につき全体で議論を行った。その結果、目的系図

で出された活動案は概ね本プロジェクトで実施可能なものであるとの意見が得られた。モデレーターから、ワークショップで作成

した活動（案）は、「中国側実務者意見」として提案し今後日中双方が協議・検討する旨説明した。 

（3） ワークショップで得られた背景情報 

グループ A&B の問題系図と目的系図につき全体で議論するなかで得られた背景情報については以下の通り。 

・ 院内感染に関する報告漏れが発見されると、当事者（＝個人）は罰せられるが所属科室の主任は罰せられない。当

事者に対する処罰の内容も「報告漏れを起こした」という情報が病院内で公表されるというもので、「若干不名誉」とい

う程度のもの。院内感染関連活動に誠実に取り組んでも奨励制度は無い。 

・ 抗菌薬管理については系図の通り、薬剤部門に関連する各種活動を行う必要性が高い。しかしこれらは十分実施

可能な活動であると薬剤部スタッフは考えている。 

・ 訪日研修に参加した医師は「院内感染管理活動を行うべき」と口では言うものの、自らは実践しないという問題があ

る。 

・ 神戸市立中央市民病院のような ICT 活動は条件さえ揃えば広州一院でも実現可能である。条件とは、院長・副院

長が指示すること、院内感染につき実績を持つ著名な専門家が ICT 活動メンバーに入ることである。 

 

5． その他 

今回はPCMワークショップに初めて参加するスタッフばかりだったが、殆どの参加者が活発に発言を行い、以下のような感想

が聞かれた。 

・ 参加型手法で意見を出し合うのは非常に有効であると実感した。 

・ 実施中のプロジェクトをモニタリングするために PDM のようなツールを使う PCM 手法は病院での他の活動にも取り入れ

たい。 

・ ワークショップは非常に短時間で内容が多かったが、PCM 手法の詳細を更に習得する機会があることが望ましい。 

 

 

 

 



 

 
1
7

6
．

 問
題

系
図

及
び

目
的

系
図

 

（
1
） 

全
体

で
作

成
し

た
問

題
系

図
 

  

 
    

直
接

結
果

 

中
心

問
題

 

直
接

原
因

 

院
内

感
染

管
理

体
制

が
十

分
機

能
し

て
い

な
い

 

患
者

治
療

実
績

が
 

悪
化

す
る

 

抗
菌

薬
管

理
が

 

な
さ

れ
な

い
 

(患
者

の
)院

内
感

染

率
が

上
昇

す
る

 

(ス
タ

ッ
フ

の
)院

内
感

染

率
が

上
昇

す
る

 

院
内

感
染

経
費

が
診

療

報
酬

に
反

映
さ

れ
な

い
 

政
策

の
支

持
が

無
い

 

ス
タ

ッ
フ

の
認

識
が

 

不
足

し
て

い
る

 

 

ス
タ

ッ
フ

の
知

識
が

 

不
足

し
て

い
る

 

 

院
内

感
染

に
つ

き
（経

済
的

）賞
罰

が
無

い
 

 

部
門

間
の

連
携

が
 

不
足

し
て

い
る

 

 

病
院

幹
部

の
重

視
が

不
足

し
て

い
る

 

 

病
院

の
評

価
が

 

下
が

る
 

国
の

負
担

が
 

増
え

る
 

社
会

安
定

に
 

影
響

を
与

え
る

 



 

 
1
8

（
2
） 

グ
ル

ー
プ

A
（
抗

菌
薬

管
理

）
が

作
成

し
た

問
題

系
図

 

  

 
   

直
接

結
果

 

中
心

問
題

 

直
接

原
因

 

抗
菌

薬
管

理
が

十
分

な
さ

れ
な

い
 

薬
剤

副
反

応
が

 

増
え

る
 

医
療

資
源

が
 

浪
費

さ
れ

る
 

患
者

の
治

療
成

績
が

下
が

る
 

耐
性

菌
が

 

増
え

る
 

薬
剤

管
理

が
 

適
切

に
 

行
わ

れ
て

い
な

い

一
般

社
会

へ
の

啓
発

が
 

不
足

し
て

い
る

 

ス
タ

ッ
フ

へ
の

 

啓
発

が
 

不
足

し
て

い
る

 

細
菌

培
養

に
 

時
間

が
か

か
る

 

 

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

チ
ー

ム
に

権
威

が
無

い

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
 

結
果

が
出

る
の

に
 

時
間

が
か

か
る

 

院
内

感
染

が
 

多
発

す
る

 

薬
剤

利
用

が
 

混
乱

す
る

 

薬
剤

部
門

と
臨

床

医
師

と
の

連
携

が

不
足

し
て

い
る

 

薬
剤

部
門

内
(調

達
/薬

局

/
在

庫
管

理
各

担
当

者
)の

連
携

が
不

足
し

て
い

る
 

薬
剤

の
調

達
が

適
切

で
な

い
 

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
チ

ー

ム
メ

ン
バ

ー
の

構
成

が
適

切
で

な

投
入

資
源

が
 

少
な

い
 

薬
剤

の
情

報
管

理
が

適
切

で
な

い



 

 
1
9

（
3
） 

グ
ル

ー
プ

B
（
連

携
）
が

作
成

し
た

問
題

系
図

 

  

 
   

院
内

感
染

管
理

体
制

が
十

分
機

能
し

て
い

な
い

 

院
内

感
染

委
員

会
が

 

十
分

機
能

し
て

い
な

い
 

連
携

が
 

不
足

し
て

い
る

 

監
督

制
度

が
 

不
完

全
で

あ
る

 

ス
タ

ッ
フ

の
知

識
が

不
足

し
て

い
る

 

科
主

任
の

認
識

が
 

不
足

し
て

い
る

 

 

（
定

期
会

議
等

）
連

携

す
る

制
度

的
仕

組
み

が

無
い

 

（
院

内
感

染
業

務
を

行
う

動
機

と
な

る
金

銭
的

な
）

賞
罰

制
度

が
無

い
 

院
内

感
染

業
務

が
科

主
任

の
人

事
評

価
項

目
に

入
っ

て
い

な
い

 

科
構

成
員

の
認

識
が

 

不
足

し
て

い
る

 

 

研
修

が
 

不
足

し
て

い
る

 

中
心

問
題

 

直
接

原
因

 



 

 
2
0

（
4
） 

グ
ル

ー
プ

A
（
抗

菌
薬

管
理

）
が

作
成

し
た

目
的

系
図

 

    

直
接

目
的

 

中
心

目
的

 

直
接

手
段

 
薬

剤
管

理
が

 

適
切

に
 

行
わ

れ
る

 

一
般

社
会

へ
各

種

情
報

発
信

を
実

施

す
る

 

ス
タ

ッ
フ

へ
各

種
研

修
・
啓

発
を

実
施

す

る
 

細
菌

培
養

の
時

間

が
短

く
な

る
 

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
コ

ン

ト
ロ

ー
ル

チ
ー

ム
が

権
威

を
持

つ
 

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
結

果

が
出

る
時

間
が

短
く

な
る

 

薬
剤

部
門

と
臨

床

医
師

と
の

連
携

を
強

化
す

る
 

薬
剤

部
門

内
部

の

連
携

を
 

強
化

す
る

 

薬
剤

調
達

の
 

効
率

を
改

善
す

る
 

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
チ

ー

ム
メ

ン
バ

ー
の

構
成

を
改

善
す

る
 

投
入

資
源

を
 

増
や

す
 

薬
剤

の
情

報
管

理
が

適

切
に

行
わ

れ
る

 

抗
菌

薬
管

理
が

十
分

な
さ

れ
る

 



 

 
2
1

（
5
） 

グ
ル

ー
プ

B
（
連

携
）
が

作
成

し
た

目
的

系
図

 

  

 
  

院
内

感
染

管
理

体
制

が
十

分
機

能
し

て
い

る
 

連
携

が
十

分
 

な
さ

れ
る

 

科
主

任
の

認
識

が
 

向
上

す
る

 

 

定
期

会
議

を
開

催
す

る

実
効

性
の

あ
る

サ
ー

ベ
イ

ラ

ン
ス

シ
ス

テ
ム

を
確

立
す

る

（
院

内
感

染
業

務
を

行
う

動
機

と
な

る
）
賞

罰
制

度
を

作
る

 

院
内

感
染

業
務

を
 

科
主

任
の

人
事

評
価

項
目

に
入

れ
る

 

科
構

成
員

の
認

識
が

向
上

す
る

 

 

研
修

を
 

強
化

す
る

 

中
心

目
的

 

直
接

手
段

 

院
内

感
染

管
理

科
の

権
威

が
増

す
 

 

院
長

が
院

内
感

染
管

理

科
へ

の
授

権
を

強
め

る
 



 

 
2
2

別
添

5
. 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
及

び
成

果
の

達
成

状
況

 

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

要
約

 
指

標
 

中
国

側
の

実
績

自
己

申
告

 
評

価
団

に
よ

る
達

成
状

況
の

検
証

 

1
-
1
. 支

援
、

お
よ

び
指

導
を

受
け

た
医

療
機

関
の

数
 

5
（
竜

洞
医

院
、

広
医

二
院

、
広

医
三

院
、

広
医

口
腔

医

院
、

荔
湾

医
院

）
 

1
-
2
. 重

大
感

染
発

生
時

の
対

応

に
か

か
る

研
修

を
受

講
し

た

医
療

機
関

の
数

 

5
（
竜

洞
医

院
、

広
医

二
院

、
広

医
三

院
、

広
医

口
腔

医

院
、

荔
湾

医
院

）
 

1
-
3
. 作

成
さ

れ
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

お

よ
び

ツ
ー

ル
を

導
入

し
た

医

療
機

関
の

数
 

5
（
竜

洞
医

院
、

広
医

二
院

、
広

医
三

院
、

広
医

口
腔

医

院
、

荔
湾

医
院

）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

1
 

呼
吸

研
お

よ
び

広
州

一
院

が
、

モ
デ

ル
基

地
と

し
て

、
市

内
の

そ
の

他
関

連
医

療
機

関
に

重
大

感
染

症
を

含
む

院
内

感
染

対
策

の
経

験
を

波
及

さ
せ

る
 

1
-
4
. 発

表
さ

れ
た

関
連

論
文

集
 

3
篇

 

広
州

一
院

の
院

内
感

染
対

策
モ

デ
ル

は
未

確
立

で
あ

る
が

、

広
範

囲
の

各
種

医
療

機
関

に
各

種
態

様
で

院
内

感
染

の
経

験
を

波
及

し
て

い
る

（
括

弧
内

は
機

関
数

）。
 

・ 
電

話
照

会
対

応
・
現

場
指

導
：
広

州
市

（
3
9
）
、

甘
粛

省
（
5
）
、

貴
州

省
（
2
）
、

江
西

省
（
2
）
、

海
南

・
山

西
・
雲

南
（各

1
）
。

 

・ 
短

期
専

門
家

講
義

を
受

け
た

外
部

医
療

関
係

者
：

2
0
0
6

年
62

名
（
1
2
）
、

2
0
07

年
1
2
1

名
（6

9
）。

 

・ 
20

07
年

5
月

刊
行

の
広

州
市

院
内

感
染

管
理

通
訊

配
布

先
：
広

州
市

三
級

医
院

の
6
5
％

（
34

）
、

二
級

医

院
の

2
4
％

（
3
7
）
。

 

論
文

数
は

そ
の

後
更

に
増

え
、

合
計

5
篇

と
な

っ
た

。
 

2
-
1
. 広

州
市

C
D

C
の

新
し

い
病

原
体

検
索

の
項

目
、

種
類

の
数

 

病
原

体
検

索
種

類
1
3

種
を

新
し

く
増

加
し

た
（
ウ

ィ
ル

ス
9

お

よ
び

細
菌

4
）
。

 

2
-
2
. 病

原
体

検
索

方
法

の
更

新

の
回

数
 

検
出

方
法

5
種

類
を

新
し

く
増

加
（
更

新
）し

た
（ウ

ィ
ル

ス
4

及
び

細
菌

類
１

種
）。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

2
 

広
州

市
C

D
C

の
病

原
体

検
索

能
力

、
お

よ
び

所
管

医
療

機
関

の
関

連
す

る
技

術
力

が
向

上
す

る
 

2
-
3
. 院

内
感

染
に

か
か

る
病

原

体
の

検
出

率
 

新
し

い
院

内
感

染
管

理
法

に
基

づ
き

、
院

内
感

染
発

生
時

の

病
原

体
検

索
の

仕
事

は
、

所
属

病
院

の
院

内
感

染
実

験
室

が
責

任
を

持
ち

検
索

し
、

院
内

感
染

の
流

行
或

い
は

技
術

支

持
を

得
た

い
時

の
み

C
D

C
実

験
室

が
検

索
に

介
入

す
る

。
そ

の
た

め
C

D
C

実
験

室
は

院
内

感
染

病
原

体
検

索
面

で
は

検

索
サ

ン
プ

ル
量

は
減

少
し

、
今

年
は

病
院

が
提

出
す

る
サ

ン
プ

ル
は

ま
だ

受
取

っ
て

い
な

い
。

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
前

半
に

お
い

て
は

、
広

州
C

D
C

の
検

査
技

術
が

向
上

し
た

と
言

え
る

。
 

医
療

機
関

の
関

連
技

術
力

の
向

上
に

関
し

て
は

、
20

06
年

7

月
に

改
訂

さ
れ

た
「
院

内
感

染
管

理
弁

法
」
に

よ
っ

て
、

院
内

感
染

管
理

に
お

け
る

C
D

C
の

役
割

が
明

ら
か

に
な

り
、

当
該

弁
法

を
踏

ま
え

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
計

画
を

検
討

・
準

備
し

て
い

る
段

階
で

あ
る

。
具

体
的

に
は

、
広

州
市

の
病

院
や

下
級

C
D

C
に

対
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

消
毒

滅
菌

業
務

や
病

原

体
の

採
取

・
輸

送
技

術
に

関
す

る
研

修
を

実
施

す
る

予
定

で

あ
る

。
 

成
果

1
-
1
 

総
合

病
院

と
し

て
、

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

院
内

感
染

管
理

体
制

が

定
ま

る
 

1
-
1
. 

院
内

感
染

対
策

ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
の

改
訂

回
数

 

院
内

感
染

管
理

体
制

を
完

備
し

、
か

つ
徐

々
に

そ
れ

を
完

全

な
も

の
に

し
て

い
る

。
ま

た
現

在
一

院
内

の
《
院

内
感

染
管

理

規
範

》
を

改
訂

中
で

あ
る

。
 

院
内

感
染

の
内

規
は

現
在

改
定

中
で

あ
る

が
、

関
連

部
門

の
職

責
に

つ
い

て
は

既
に

明
確

に
取

り
決

め
ら

れ
て

い
る

。
今

後
は

こ
の

取
り

決
め

が
内

規
と

し
て

実
際

に
運

用
さ

れ
る

こ
と

が

必
要

だ
が

、
院

内
の

関
係

部
門

で
の

院
内

感
染

に
対

す
る

取

り
組

み
に

は
温

度
差

が
あ

り
、

体
制

を
機

能
さ

せ
る

た
め

に
は

病
院

全
体

で
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

成
果

1
-
2
 

重
大

感
染

症
患

者
発

生

時
に

、
呼

吸
研

、
お

よ
び

広

州
一

院
の

医
療

従
事

者

の
対

応
能

力
が

向
上

す
る

 

1
-
2
. 

重
大

感
染

症
発

生
時

の
対

応
に

関
す

る
研

修
・

訓
練

の
年

間
実

施
回

数
 

20
06

年
医

療
従

事
者

に
対

し
突

発
的

な
感

染
症

訓
練

を
実

施
、

ま
た

同
年

演
習

１
回

を
実

施
し

た
。

 

臨
床

の
医

療
従

事
者

及
び

検
査

室
技

師
に

対
し

突
発

的
な

感
染

症
発

生
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施
し

た
。

洪
水

や
水

害

対
応

の
演

習
と

は
別

に
、

突
発

的
感

染
症

の
演

習
は

最
低

年
1

回
実

施
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

 



 

 
2
3

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

要
約

 
指

標
 

中
国

側
の

実
績

自
己

申
告

 
評

価
団

に
よ

る
達

成
状

況
の

検
証

 

1
-
3
-
1
. 
検

査
対

象
病

原
体

の

数
 

病
原

体
検

索
種

類
4

種
を

新
し

く増
加

し
た

（
ウ

ィ
ル

ス
3

及
び

細
菌

1
）
 

成
果

1
-
3
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

検
査

室
に

お
け

る
検

査
技

術
が

向
上

す
る

 
1
-
3
-
2
. 
検

査
件

数
と

病
原

体
の

検
出

率
 

3
0
.4

9
％

 

検
索

可
能

な
病

原
体

が
増

加
し

、
20

07
年

に
も

さ
ら

に
4

種

類
増

加
予

定
で

あ
り

、
検

査
技

術
は

向
上

し
た

と
言

え
る

。
 

検
査

結
果

を
院

内
感

染
管

理
業

務
に

活
用

す
る

た
め

仕
組

み
作

り
は

不
十

分
。

 

成
果

1
-
4
 

院
内

感
染

対
策

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

教
育

・
普

及

ツ
ー

ル
が

整
う
 

1-
4
. 

作
成

さ
れ

た
マ

ニ
ュ

ア

ル
、

お
よ

び
ツ

ー
ル

を
所

持
す

る
医

療
従

事
者

の

割
合

 

新
た

に
院

内
感

染
に

関
す

る
操

作
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
宣

伝
資

料
等

11
種

類
を

作
成

し
た

。
 

マ
ニ

ュ
ア

ル
及

び
ツ

ー
ル

を
所

持
す

る
医

療
従

事
者

割
合

5
0
％

 

マ
ニ

ュ
ア

ル
・
宣

伝
資

料
に

加
え

、
教

育
ツ

ー
ル

と
し

て
上

掲

「
広

州
市

院
内

感
染

管
理

通
訊

(2
0
0
7
.5

。
第

1
巻

)の
編

集

を
広

州
市

中
華

医
学

会
院

内
感

染
管

理
学

会
か

ら
委

託
さ

れ
、

広
州

市
の

7
1

病
院

に
計

24
7

部
配

布
し

た
。

 

1
-
5
-
1
. 
院

内
感

染
対

策
に

か
か

る
経

験
交

流
の

た
め

の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

の
回

数
 

短
期

専
門

家
と

の
交

流
2

回
 

2
0
0
7

年
1

月
に

は
「日

中
院

内
感

染
対

策
高

級
セ

ミ
ナ

ー
」

を
開

催
し

、
14

省
・
区

・
市

よ
り

約
2
50

名
が

参
加

。
 

成
果

1
-
5
 

他
の

医
療

機
関

が
、

院
内

感
染

対
策

の
知

識
と

経
験

に
関

す
る

情
報

に
ア

ク
セ

ス

で
き

る
よ

う
に

な
る

 
1
-
5
-
2
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
情

報
と

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
発

信
回

数
・

頻
度

 

2
～

3
ヶ

月
ご

と
に

一
院

ウ
ェ
ブ

サ
イ

ト
に

院
内

感
染

対
策

関
係

ニ
ュ

ー
ス

を
発

信
し

て
い

る
。

 

他
の

医
療

機
関

が
ア

ク
セ

ス
可

能
な

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
院

内
感

染
対

策
情

報
を

掲
示

す
る

活
動

に
着

手
し

て
い

る
。

 

成
果

1
-
1
～

成
果

1
-
4

を
纏

め
て

院
内

感
染

対
策

モ
デ

ル
を

確
立

し
、

当
該

モ
デ

ル
を

よ
り

広
く普

及
す

る
た

め
、

広
州

市
内

の
病

院
関

係
者

に
対

す
る

勉
強

会
の

実
施

を
予

定
し

て
い

る
。

 

2
-
1
-
1
. 
広

州
市

C
D

C
の

検
査

対
象

病
原

体
の

増
加

数
 

病
原

体
検

索
種

類
1
3

種
を

新
し

く
増

加
し

た
（
ウ

ィ
ル

ス
9

お

よ
び

細
菌

4
）
。

 

成
果

2
-
1
 

広
州

市
C

D
C

の
主

要
な

病
原

体
の

検
索

技
術

が

向
上

す
る

 
2
-
1
-
2
. 
広

州
市

C
D

C
が

導
入

し
た

病
原

体
検

索
方

法

の
数

 

検
出

方
法

5
種

類
を

新
し

く
増

加
（
更

新
）し

た
（ウ

ィ
ル

ス
4

及
び

細
菌

類
1

種
）
。

 

新
し

い
院

内
感

染
管

理
弁

法
に

よ
り

、
C

D
C

は
院

内
感

染
ア

ウ
ト

ブ
レ

ー
ク

時
に

調
査

を
行

う
こ

と
と

な
っ

た
。

こ
れ

ま
で

の
活

動
で

全
体

的
な

検
査

技
術

は
向

上
し

た
も

の
の

、
院

内
感

染

ア
ウ

ト
ブ

レ
ー

ク
と

関
係

す
る

病
原

体
の

検
査

技
術

（
イ

ン
フ

ル

エ
ン

ザ
の

迅
速

診
断

や
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

検
査

等
の

技

術
、

検
体

採
取

技
術

等
）
は

不
足

し
て

い
る

。
 

2
-
2
-
1
. 
広

州
市

C
D

C
の

院
内

感
染

制
圧

に
か

か
る

技

術
指

導
を

受
け

た
医

療

機
関

の
数

 

成
果

2
-
2
 

広
州

市
C

D
C

の
関

連
医

療
機

関
に

対
す

る
院

内
感

染
制

圧
の

た
め

の
サ

ー
ベ

イ

ラ
ン

ス
と

指
導

の
能

力
が

向

上
す

る
 

2
-
2
-
2
. 
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン

ス
に

関
す

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

を
受

け
た

広
州

市
C

D
C

ス
タ

ッ
フ

の
延

べ
人

数
 

2
0
0
7

年
6

月
に

5
5

の
市

レ
ベ

ル
の

病
院

、
5

の
区

、
県

レ
ベ

ル
の

病
院

に
対

し
消

毒
・
滅

菌
技

術
及

び
消

毒
・
滅

菌
効

果

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
研

修
の

初
期

準
備

の
仕

事
に

着
手

し
て

い

る
。

こ
れ

ら
の

研
修

を
受

け
る

医
療

機
関

の
医

療
従

事
者

は
、

延
べ

7
0

人
に

達
す

る
と

見
込

ま
れ

る
。

 

新
し

い
院

内
感

染
管

理
弁

法
に

よ
り

、
C

D
C

は
院

内
感

染
ア

ウ
ト

ブ
レ

ー
ク

の
検

査
と

医
療

機
関

の
消

毒
・
滅

菌
、

医
療

廃

棄
物

等
の

調
査

に
の

み
責

任
を

持
つ

こ
と

に
な

っ
た

。
消

毒
・

滅
菌

に
つ

い
て

は
新

弁
法

発
出

前
か

ら
の

担
当

業
務

で
あ

っ

た
た

め
左

記
の

通
り

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

今
後

は
新

た
に

追
加

さ
れ

た
業

務
で

あ
る

院
内

感
染

ア
ウ

ト
ブ

レ
ー

ク
の

検
査

に
関

す
る

活
動

を
通

し
て

更
な

る
成

果
が

生
み

出
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

成
果

2
-
3
 

関
連

医
療

機
関

の
検

体

の
採

取
・

保
存

・
輸

送
の

能
力

が
向

上
す

る
 

2
-
3
-
1
. 
検

体
の

採
取

・
保

存
・

輸
送

に
関

す
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
実

施
回

数
 

2
0
07

年
9

月
に

行
う
広

州
市

直
轄

区
12

の
区

（市
）
の

C
D

C

検
査

ス
タ

ッ
フ

の
現

場
技

能
、

1
4

の
コ

レ
ラ

偵
察

基
地

サ
ー

ベ

イ
ラ

ン
ス

病
院

の
サ

ン
プ

ル
採

取
、

輸
送

技
術

研
修

の
初

期
準

備
に

着
手

し
て

い
る

。
研

修
を

受
け

る
人

数
は

延
べ

3
0
0

人
達

す
る

と
見

込
ま

れ
る

。
 

こ
れ

ま
で

の
成

果
は

少
な

い
が

、
今

後
左

記
の

活
動

を
通

し
て

成
果

が
生

み
出

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

 



 

 添
付

資
料

Ⅳ
. 

機
材

申
請

リ
ス

ト
 

 

優
先

順
位

 
機

器
名

称
 

数
量

 
用

途
 

1
 

セ
イ

フ
テ

ィ
ー

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

 
B

io
lo

gi
c
al

 S
af

e
ty

 

C
ab

in
e
t 

外
排

、
直

排
各

1
台

 
院

内
感

染
実

験
室

で
用

い
る

。
外

排
器

は
汚

染
性

、
感

染
性

標
本

の
処

理
に

用
い

る
。

直
接

排
気

は

無
菌

物
の

検
出

と
試

薬
の

配
合

に
用

い
る

。
無

菌
操

作
に

よ
く用

い
る

。
 

2
 

顕
微

鏡
 

M
e
ta

llu
rg

ic
al

 

M
ic

ro
sc

o
py

 

1
台

 
院

内
感

染
実

験
室

で
用

い
る

。
顕

微
鏡

下
で

細
菌

の
形

と
細

菌
の

運
動

等
を

観
察

す
る

。
細

菌
同

定

の
た

め
の

必
需

器
械

の
一

つ
で

あ
る

。
 

3
 

高
圧

蒸
気

滅
菌

器
 

A
u
to

c
la

ve
s 

S
te

ri
liz

e
rs

 
2

台
 

院
内

感
染

実
験

室
で

用
い

る
。

一
台

は
、

試
薬

配
合

（
機

材
の

消
毒

）
に

用
い

る
。

消
毒

無
菌

物
は

、

検
査

中
に

用
い

ら
れ

る
。

も
う
一

台
は

、
感

染
性

・汚
染

性
標

本
の

消
毒

や
、

細
菌

培
養

後
の

平
板

試

験
管

な
ど

の
処

理
に

用
い

る
。

 

4
 

ピ
ペ

ッ
ト

 
V

ar
ia

bl
e 

V
o
lu

m
e
 

P
ip

e
tt

e
 

1
セ

ッ
ト

 
院

内
感

染
実

験
室

で
用

い
る

。
各

種
の

試
薬

や
サ

ン
プ

ル
の

使
用

量
の

調
節

、
調

剤
、

接
種

な
ど

に
用

い
る

。
 

5
 

空
気

清
浄

機
 

ai
r 

st
e
ri
liz

e
 &

 p
u
ri
fy

 

ap
pa

ra
tu

s 

1
台

 
院

内
感

染
実

験
室

で
用

い
る

。
空

気
中

の
細

菌
や

ウ
イ

ル
ス

な
ど

微
生

物
を

殺
菌

し
、

空
気

中
の

揮
発

性
有

機
物

を
分

解
す

る
。

 

6
 

培
養

器
 

C
o
n
st

an
t 

T
e
m

pe
ra

tu
re

 

In
c
u
ba

to
rs

 

5
5
L
、

2
2
2
L

各
1

台
 

院
内

感
染

実
験

室
で

用
い

る
。

2
2
2
L

の
は

、
３

７
℃

の
一

般
細

菌
培

養
に

用
い

る
。

5
5
L

の
は

、
２

５
℃

で
真

菌
培

養
に

用
い

る
。

 

7
 

pH
メ

ー
タ

ー
 

pH
 M

e
te

r 
1

台
 

院
内

感
染

実
験

室
で

用
い

る
。

試
薬

の
配

合
、

例
え

ば
中

和
剤

培
養

基
な

ど
必

要
な

時
に

、
ｐ
H

測
定

を
行

う
。

細
菌

培
養

の
ｐ
H

値
範

囲
内

で
あ

れ
ば

、
試

薬
を

配
合

し
て

使
用

で
き

る
。

 

8
 

炭
酸

ガ
ス

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

タ
ー

 
C

O
2
 I
nc

u
ba

to
rs

 
1

台
 

院
内

感
染

実
験

室
で

用
い

る
。

ナ
イ

セ
リ
ア

、
ブ

ル
セ

ラ
な

ど
の

初
期

分
離

培
養

に
用

い
る

。
 

9
 

低
温

フ
リ
ー

ザ
ー

 
lo

w
 T

e
m

pe
ra

tu
re

 

F
re

e
ze

r 
 

 
-
8
6
℃

、
-
5
0
℃

各
1

台
院

内
感

染
実

験
室

で
用

い
る

。
ー

５
０

℃
の

冷
蔵

庫
は

、
菌

種
の

保
存

に
用

い
る

。
 

1
0
 

遠
心

器
 

C
e
n
tr

if
u
ge

 
1

台
 

院
内

感
染

実
験

室
で

用
い

る
。

血
液

標
本

或
い

は
混

合
溶

液
な

ど
の

快
速

分
離

と
沈

殿
に

用
い

る
。

 

1
1
 

純
水

精
製

シ
ス

テ
ム

 
U

lt
ra

-
pu

re
 W

at
e
r 

P
u
ri
fi
e
r 

S
ys

te
m

 

1
台

 
院

内
感

染
実

験
室

で
用

い
る

。
試

薬
の

調
整

や
培

養
基

に
必

要
な

水
を

作
る

。
イ

オ
ン

水
を

作
る

。
 

1
2
 

振
盪

器
 

S
h
ak

e
rs

 
1

台
 

院
内

感
染

実
験

室
で

用
い

る
。

試
薬

或
い

は
試

験
管

内
の

液
体

標
本

を
振

盪
さ

せ
る

。
 

1
3
 

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

滅
菌

器
 

G
as

 B
u
rn

e
r 

 
1

台
 

院
内

感
染

実
験

室
で

用
い

る
。

セ
イ

フ
テ

ィ
ー

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

の
中

で
は

、
ア

ル
コ

ー
ル

ラ
ン

プ
は

使
え

な
い

。

セ
イ

フ
テ

ィ
ー

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

の
中

で
m

ic
ro

 l
o
o
p,

 m
ic

ro
 n

e
ed

le
な

ど
の

消
毒

に
用

い
る

。
 

1
4
 

小
型

遠
心

器
 

m
ic

ro
 c

e
n
tr

if
u
ge

 
1

台
 

院
内

感
染

実
験

室
で

用
い

る
。

血
液

標
本

或
い

は
混

合
溶

液
な

ど
の

快
速

分
離

と
沈

殿
に

用
い

る
。

小
型

の
は

、
外

排
気

セ
イ

フ
テ

ィ
ー

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

内
に

設
置

し
、

特
発

的
な

感
染

性
標

本
の

特
殊

処
理

に

用
い

る
。

 

1
5
 

恒
温

水
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
タ

ー
 

C
o
n
st

an
t 

T
em

pe
ra

tu
re

 

w
at

e
r 

In
cu

ba
to

rs
 

1
台

 
院

内
感

染
実

験
室

で
用

い
る

。
普

通
は

血
清

学
反

応
及

び
分

子
微

生
物

学
検

査
時

の
加

温
、

恒
温

に
用

い
る

。
 

1
6
 

自
動

連
続

分
液

器
 

A
u
to

m
at

ic
 

D
is

tr
im

an
/
pl

u
s 

 
 

1
台

（
1
0
0
-
1
0
0
0
u
l）

 
院

内
感

染
実

験
室

で
用

い
る

。
各

種
の

試
薬

や
サ

ン
プ

ル
の

使
用

量
の

調
節

、
調

剤
、

接
種

、
な

ど
に

用
い

る
。

同
一

の
標

本
液

体
を

、
連

続
し

て
等

量
ず

つ
サ

ン
プ

ル
に

加
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

1
7
 

ア
イ

ソ
レ

ー
タ

ー
 

P
at

ie
nt

 T
ra

n
sp

o
rt

 B
e
d 

（
P

ar
am

o
u
nt

） 

2
台

(担
架

式
と

車
椅

子

式
) 

院
内

で
の

患
者

の
運

送
に

用
い

る
。

陰
圧

を
保

ち
、

院
内

感
染

の
発

生
を

予
防

す
る

。
 



 

 優
先

順
位

 
機

器
名

称
 

数
量

 
用

途
 

1
8
 

冷
蔵

庫
 

 
T
e
m

pe
ra

tu
re

 F
re

e
ze

r 
2

台
 

院
内

感
染

実
験

室
で

用
い

る
。

試
薬

、
培

養
基

、
各

種
の

細
菌

培
養

に
必

要
な

平
板

な
ど

を
保

管
す

る
。

 

1
9
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
 

C
o
m

pu
te

r 
1

台
 

院
内

感
染

実
験

室
で

用
い

る
。

資
料

の
入

力
、

資
料

記
録

、
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

、
検

出
結

果
の

入
力

に
用

い
る

。
 

2
0
 

ド
ッ
ト

マ
ト

リ
ッ
ク

ス
プ

リ
ン

タ
ー

 
D

o
t-

M
at

ri
x 

P
ri
n
te

r 
1

台
 

院
内

感
染

実
験

室
で

用
い

る
。

検
査

結
果

の
打

ち
出

し
に

用
い

る
。

 

2
1
 

全
自

動
血

液
ガ

ス
分

析
装

置
 

A
u
to

c
h
e
c
k 

B
lo

o
d 

ga
s 

an
d 

O
xi

m
e
tr

y 
an

al
yz

e
r 

(R
ad

io
m

e
te

r 
A

B
L
7
2
0
) 

1
台

 
陰

圧
病

棟
患

者
の

血
液

ガ
ス

分
析

検
査

に
用

い
る

。
 

2
2
 

血
球

計
数

装
置

 
H

e
m

at
o
lo

gy
 A

n
al

yz
e
r 

(S
ys

m
e
x 

21
00

 o
r 

L
H

7
5
0
) 

1
台

 
陰

圧
病

棟
患

者
の

血
液

細
胞

学
検

査
に

用
い

る
。

 

2
3
 

超
音

波
診

断
装

置
 

C
o
lo

r 
D

ia
gn

o
st

ic
 

U
lt
ra

so
u
n
d 

S
ys

te
m

 
 

(s
ie

m
e
n
s)

 

1
台

 
主

に
、

陰
圧

病
棟

患
者

の
腹

部
超

音
波

検
査

に
用

い
る

。
 

     







主要协议内容如下。 
 
1．中期评估调查的评估结果报告 

调查团说明了中期评估报告（附件Ⅲ），联合协调委员会认可了该报告。 
 
2．修改Project Design Matrix（PDM） 

根据调查团的建议，联合协调委员会为了更有效地实施项目，修改了如附件Ⅱ所示的PDM。 
 
3．关于进一步加强医院感染对策的意见交换 

广医一院/呼研所就加强医院感染管理体制已经采取了各种措施。然而，为了更好的发挥该体制的作用，

中日双方一致认为以下几点很重要。 
（1）进一步发挥医院领导在加强医院感染管理体制中的领导作用。 
（2）在医院感染管理上，迅速报告、迅速且妥善的对策、确认对策是否得到妥善的执行等非常重要，所

以需要加强医院感染管理科及时、妥善开展上述工作的执行权限。 
（3）广州市CDC与广医一院/呼研所在本项目上进行协作。 
 
4．关于小型医院感染专用实验室 

对于2006年10月第一次联合协调委员会提出的小型医院感染专用实验室事宜，中日双方确认了在与细

菌检查室进行日常协作、及在医院感染管理工作中高效应用临床检验数据机制的重要性。 
 
5．器材采购计划 
（1）广医一院／呼研所主张应该根据原计划进行器材的采购，同时基于小型医院感染专用实验室相关器

材的重要性，应该将医院感染管理实验室的相关器材也列入采购对象。 
（2）JICA也认识到所有器材的重要性，但由于项目有预算上的制约，只能在预算允许的范围内进行采购，

JICA对此进行了说明，广医一院／呼研所对此表示理解。 
（3）协议结果，双方同意按附件Ⅳ所示的优先顺序购买器材。 
 
6．关于赴日研修 

联合协调委员会确认了今年的研修计划如下。根据调整的结果，赴日研修日期可能会有变动。 
另根据修改的PDM，如果必要下次研修可以考虑安排包括介绍日本保健所机能（针对医院有关医院感

染对策的指导）的内容。 
（1）广医一院/呼研所的医院感染对策研修：2007年8月下旬～9月末（计划）/5人、2007年11月下旬～12

月末（计划）/6人，总计实施2次。 
（2）广医一院/呼研所的病原体检测研修：由中方已经提出具体的研修计划方案，日方根据此方案尽早进

行有关赴日研修的调整。 
（3）广州市CDC的病原体检测研修：2007年10月下旬～12月下旬（计划）/1人、2007年10月下旬～2008

年2月中旬（计划）/1人，共2次。 
 
 
 
 
附件Ⅰ.  出席者名单 
附件Ⅱ.  PDM（Version2） 
附件Ⅲ. 中期评估报告 
附件Ⅳ. 器材申请一览表 
 
 
 



附件Ⅰ. 出席者名单 
 
 
＜中方＞ 

广州市科学技术局 弓  鸿午 副局长 
 陈 宝荣 对外科技合作处 处长 
 罗   铮 对外科技合作处 处员 
 
广州呼吸疾病研究所 钟 南山 所长 
 何  建行       副所长 
 赖  克方 教授 
 
广州医学院第一附属医院 叶  广春 院长 
 赖 永洪 常务副院长 
 黎  毅敏 副院长 
 陈  小清 科研管理科 科长 
 李  莲娜 医院感染管理科 科长 
 
广州市疾病预防控制中心 王    鸣 主任 
 杨  智聪 副主任 
 吴  雪红 科教信息管理科 科长 
 吴 新伟 病毒免疫科 副科长 
 
 

＜日方＞ 
中期评估调查团 小野  喜志雄 团长 
 青木  知信 团员（医院感染对策） 
 中川  亚起子 团员（评估分析） 
 桑内  美智子 团员（协力计划） 
 
项目专家 水谷  哲夫 专家组长 
 山本  雄子 业务协调员 
 
JICA 中国事务所 藤本  正也 副所长 
 
日本国驻广州总领事馆 吉田  雅治 总领事 
 川崎  诚 领事 

 



附
件
Ⅱ

. P
D

M
（

V
er

si
on

2）
 

作
成

日
：

20
07

年
7
月

17
日

 
项
目
名
称
：

广
州

市
医

院
感

染
对

策
项

目
 

项
目
周
期
：

20
05

年
12

月
～

20
08

年
12

月
 

对
象
地
域
：

中
华

人
民

共
和

国
广

东
省

广
州

市
 

受
益
群
体
：
广
州
市
呼
吸
病
研
究
所
、
广
州
医
学
院
附
属
第
一
医
院

、
广
州

市
疾

病
控

制
中

心
以

及
市

内
其

他
相

关
医

疗
机

构
 

概
  

要
 

N
ar

ra
tiv

e 
Su

m
m

ar
y 

指
  
标

 
O

bj
ec

tiv
el

y 
Ve

ri
fia

bl
e 

In
di

ca
to

rs
 

指
标

数
据

采
集

方
法

 
M

ea
ns

 o
f V

er
ifi

ca
tio

n 
外

部
条

件
 

Im
po

rt
an

t A
ss

um
pt

io
ns

 
总

体
目

标
 O

ve
ra

ll 
G

oa
l 

完
善

广
州

市
感

染
性

疾
病

（
包

括
重

大
感

染
性

疾
病

）
的

对

策
。

 

 ・
 广

州
市
常
见
感
染
症
得
到
控
制
。

  
・
 最

大
限
度
降
低
广
州

市
由
医
院
感
染

导
致
的
死
亡
人

数
，

使
之
接
近
零
。

 
・
 最

大
限
度
降
低
广
州

市
重
大
感
染
性

疾
病
导
致
的
死

亡
人

数
。

 

 ・
 对

医
院

进
行

抽
样

调
查

 
・

 广
州

市
C

D
C
提

供
的

信
息

 

项
目

目
标

 P
ro

je
ct

 P
ur

po
se

  
1.

 
以

呼
研

所
及

广
医

一
院

作
为

样
板

基
地

向
广

州
市

其
他

主
要

医
院
推

广
医

院
感

染
（

包
括

重
大

感
染

性
疾

病
）
对

策
的

经
验
。

 

 1-
1 

获
得
呼
研
所
及
广
医
一
院
帮
助
和
指
导
的
医
院
的
数
量

1-
2 

为
对

应
重

大
感

染
性

疾
病

，
医

疗
机

构
中

接
受

研
修

的

医
院
的
数
量
。

 
1-

3 
其

他
利

用
呼

研
所

及
广

医
一

院
编

制
的

指
南

、
宣

传
资

料
的
相
关
医
疗
机
构
数
的
数
量
。

 
1-

4 
发
表
论
文
数
量
。

 
2.

 
充
分
发

挥
广

州
市

C
D

C
在

医
院

感
染

（
包

括
重

大
感
染

性
疾

病
）
控

制
上

的
技

术
指

导
作

用
。

 
2-

1 
实
施
医
院
感
染
调
查
、
检
查
的
次
数
。

 
2-

2 
发
表
论
文
数
量
。

 

 ・
 实

施
机

构
提

供
的

信
息

 
・

 相
关

医
疗
机

构
问

卷
调

查
 

 1 
广

州
市

将
呼

研
所

及
广

医
一

院
作

为
全

市
治

疗
感

染
性

疾

病
指

定
医

疗
机

构
的

方
针

不

变
。

 
2 

广
州

市
C

D
C

继
续

作
为
病

原

体
感

染
症
监

测
的

实
施

机
构

 

成
果

O
ut

pu
ts

  
1.

 
发

挥
呼

研
所

及
广

医
一

院
作

为
综

合
性

医
院

的
医

院
感

染
管

理
体
制

的
作

用
。

 

 1-
1 

医
院
感
染
对
策
指
南
的
修
订
次
数
。

 
1-

2 
有

关
医

院
感

染
相

关
科

室
和

相
关

人
员

之
间

的
信

息
交

换
次
数
（
正
式
、
非
正
式
的
会
议
和
内
部
网
络
（

in
tra

ne
t）

和
书
面
信
息
的
交
换
）。

 
1-

3 
医
院
感
染
漏
报
率

 
2.

 
提

高
呼

研
所

及
广

医
一

院
医

务
人

员
应

对
重

大
感

染
性

疾
病
的

能
力

。
 

2-
1 

为
对

应
重

大
感

染
性

疾
病

，
每

年
实

施
研

修
训

练
的

次

数
。

 
3.

 
提
高
呼

研
所

及
广

医
一

院
检

验
室

的
检

测
技

术
。

 
3-

1 
病
原
体
检
测
数
量
。

 
3-

2 
检
查
次
数
和
病
原
体
检
出
率
。

 
4.

 
完
善
有

关
医

院
感

染
的

操
作

规
程

，
制

作
宣

传
资

料
。

 
4-

1 
 医

务
人
员
拥
有
指
南
及
宣
传
资
料
人
数
的
比
例
。

 
5.

 
完

善
信

息
发

布
渠

道
，

推
广

宣
传

医
院

感
染

对
策

的
经

验
和

相
关
知

识
。

 
5-

1 
参
加
师
资
培
训
的
累
计
人
次

 
5-

2 
呼

研
所

及
广

医
一

院
举

办
有

关
医

院
感

染
对

策
经

验
交

流
研
讨
会
的
次
数
。

 
5-

3 
呼

研
所

及
广

医
一

院
发

布
有

关
医

院
感

染
对

策
信

息
和

数
据
的
次
数
。

 

 ・
 实

施
机

构
提

供
的

信
息

 
 1 

广
州

市
主

管
部

门
对

项
目

给

予
政

策
、
财

政
上

的
持

续
支

持
 

2 
参

训
人

员
工

作
稳

定
 

 

 



概
  

要
 

N
ar

ra
tiv

e 
Su

m
m

ar
y 

指
  
标

 
O

bj
ec

tiv
el

y 
Ve

ri
fia

bl
e 

In
di

ca
to

rs
 

指
标

数
据

采
集

方
法

 
M

ea
ns

 o
f V

er
ifi

ca
tio

n 
外

部
条

件
 

Im
po

rt
an

t A
ss

um
pt

io
ns

 
6.

 
提
高
广

州
市

C
D

C
主

要
病

原
体

的
检

测
技

术
。

 
6-

1 
广
州
市

C
D

C
病
原
体
检
测
种
类
增
加
的
数
量
。

 
6-

2 
广
州
市

C
D

C
引
进
病
原
体
检
测
新
方
法
的
数
量
。

 
6-

3 
接

受
有

关
样

品
采

集
、

保
存

、
运

输
研

修
的

广
州

市

C
D

C
、
下
级

C
D

C
及
相
关
医
疗
单
位
工
作
人
员
的
累
计

人
次
。

 
7.

 
提
高
广

州
市

C
D

C
对

广
州
医
疗

机
构

医
院

感
染

控
制
的

监
测

和
指
导

能
力

。
 

 

7-
1 

接
受
广
州
市

C
D

C
有
关
消
毒
灭
菌
、
医
院
感
染
管
理
工

作
技
术
指
导
的
下
级

C
D

C
和
医
疗
机
构
的
数
量
。

 
7-

2 
接
受
有
关
医
院
感
染
对
策
指
导
研
修
的
广
州
市

C
D

C
员

工
的
累
计
人
次
。

 
8.

 
加
强
呼

研
所

、
广

医
一

院
与

广
州

C
D

C
有

关
医

院
感
染

对
策

的
协
作

（
包

括
重

大
感

染
性

疾
病

）
 

8-
1 

呼
研
所
、
广
医
一
院
和
广
州
市

C
D

C
进
行
信
息
交
换
次

数
（
正
式
、
非
正
式
的
会
议
和
书
面
信
息
的
交
换
）
。

 

 
 

活
动

A
ct

iv
iti

es
  

In
pu

ts
投

入
 

 
1-

1 
修
订

呼
研
所

及
广

医
一

院
医

院
感

染
对

策
指

南
。

 
1-

2 
呼

研
所

及
广

医
一

院
医

院
感

染
管

理
委

员
会

（
IC

C
）
、

医
院

感
染

管
理

科
及

医
院

感
染

管
理

小
组

开
展

上
述

（
1-

1）
指

南
所

规
定

的
活

动
。

 
1-

3 
确

立
呼

研
所

及
广

医
一

院
日

常
工

作
中

院
内

感
染

监
测

体
制

。
 

1-
4 

呼
研

所
及

广
医

一
院

的
医

院
感

染
监

控
小

组
开

展
上

述

（
1-

3）
所

规
定

的
活

动
。

 
1-

5 
建

立
、
健

全
呼
研

所
、
广

医
一
院

的
细

菌
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附件Ⅲ 
广州市医院感染对策项目 

中期评估报告 
 
前言 

根据中华人民共和国和日本国各有关部门于 2005 年 12 月 15 日签署的会谈纪要（R/D），从 2005 年 12 月

15 日起的 3 年间，开始实施广州市医院感染对策项目（以下称项目）。项目概要如 Project Design Matrix（PDM、

附件 1）所示。 
 
 
1. 调查目的 

在项目进行到中期的 2007 年 7 月，实施了如下目的的中期评估调查。 
1）按照 R/D、PDM 及 Plan of Operations（PO）的内容对项目的活动实际成绩以及目标完成程度进行综合验证

从 5 项评估的观点进行综合性评估。 
2）为了在项目结束前完成项目目标，根据验证结果对是否需要改善项目的活动内容进行协商。并根据上述结

果制作中期评估报告。 
 
 
2. 评估方法 
2.1 调查项目 
1）项目的成绩：根据 2006 年 10 月联合协调委员会修改的第一版 PDM（附件 1），确认项目的投入、活动、

成果等。同时就开展各项活动时存在的问题和对策进行讨论。 
2）实施过程：检验本项目的实施过程、项目目标及成果的完成情况。 
3）5 项评估的观点：结合上述 1）和 2）的结果，从以下 5 项评估的观点进行分析。 
妥当性（Relevance） 在进行评估阶段分析项目追求的效果是否恰当。 
有效性（Effectiveness） 判断项目目标在项目结束前完成的可能性及项目活动的成果是否为完成项目目标

做出了贡献。 
效率性（Efficiency） 验证实施过程，判断是否有效的为获取成果做出了贡献。 
影响（Impact） 分析是否存在项目带来的更长远、间接的效果及波及效果。其中包括未预期到的

正、负面效果和影响。 
自力发展性（Sustainability） 对于项目产出的效果，在援助结束后是否仍然可以持续下去的可能性进行分析。

 
2.2 数据的收集、分析 

为验证本项目的实施情况，决定应用下述的数据和资料。 
1） R/D、PDM Version 0、PDM Version 1（附件 1）、PO（附件 2）、备忘录（M/M）、其他本项目实施过程中

达成共识的文件 
2） 本项目的投入实际情况数据（附件 3） 
3） 卫生部、广医一院/呼研所、广州市 CDC 编写的与本项目有关的文件 
4） 针对项目有关人员的访问调查、现场考察、研讨会（附件 4）等 
 
 
3. 项目的实际情况和实施过程的验证 
3.1 项目的实际情况 
（1）投入实现情况 

如附件 3。 
 
（2）成果的完成情况 

针对成果 1-1～1-5，今后要重点发挥医院感染管理体制的作用，其他成果达到了项目中期预期的令人满意

的程度。针对成果 2-1～2-3，卫生部于 2006 年 7 月颁布了“医院感染管理办法”，在基于该办法的 CDC 的医
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院感染相关工作中，检验能力和消毒灭菌相关工作达到了项目中期预期的令人满足的程度，今后需要重点讨论

其他的医院感染相关工作（详见附件 5）。 
 
（3）项目目标的完成情况 

对于目标 1，今后有必要确立医院感染对策(经验)模式。广医一院/呼研所已经在广泛的范围里、以各种形

态传播医院感染对策的经验，完成度很高。对于项目目标 2 也大致达到令人满意的程度。（详见附件 5） 
 
3.2 实施过程 

如附件2所示，从成果1-1到2-3的具体活动，除了受到卫生部未颁布新医院感染管理办法的实施细则影响

而耽搁的一些活动外，基本上按预定计划得以实施。 
关于日方与中方的沟通事宜，在2006年10月召开的联合协调委员会上修改了实施体制，同时日方项目办

公室也从分院搬到了本院等方面均有了改善。 
 
 
4. 按照评估5项进行评估的结果 
4.1 妥当性 

本项目的妥当性比项目实施初期在加强。中国政府卫生部于本项目启动后的2006年颁布了医院感染管理

办法，中国卫生部正在制定有关医院感染的各种指南。可以说，中国以医院感染为重点的政策性结构进一步

得到了加强。 
 
4.2 有效性 

项目目标1预计可以充分完成，广医一院/呼研所迄今为止在很广的范围里、以各种形式推广普及医院感染

对策的经验。今后需要进一步确立医院感染对策的模式，并予以推广。 
由于广州市CDC关于重大感染性疾病的病原体检查能力得到了提高，项目目标2预计可以充分的完成。 
根据新的医院感染管理办法的框架，重新讨论CDC的职责，修改了该项目的目标。 
广医一院/呼研所和广州市CDC的协作有可能获得成果，期待该成果能为提高项目目标1及2的完成度做出

贡献。 
 
4.3 效率性 

成果1-1～1-5表示：通过实施检验技术研修提高了检验技术水平（成果1-3）；通过今年1月中日医院感染

对策高级研讨会广医一院/呼研所医院感染相关信息的发布能力得到了提高（成果1-5）；通过神户市立医疗中

心中央市民医院和福冈市立儿童医院的研修加强了医院感染管理体制（成果1-1）等、投入获得了成果。其他

方面还不能说投入已经获得了很大的成果。如下建议，今后有待于通过对成果内容的修改和短期专家及访日

研修方面讨论，来提高投入的产出效果。 
关于成果2-1～2-3，不能说投入已经获得了很大的成果。故建议如下：今后通过修改成果内容和探讨短期

专家和赴日研修的领域，要求投入能产出效果。 
 
4.4 影响 

为充分实现目前PDM的总目标，即“完善广州市（包括重大传染性疾病）感染性疾病的对策”，此外还

需要采取如下措施。 
1）对广州市全市人口（登记人口 1 千万、外来人口 400 万）的各年龄层进行必需的预防接种。 
2）充分发挥广州市监测指南机能。 
 
4.5 自主发展性 

本项目的自主发展性（预测）正在加强。在医院感染方面，中国卫生部于2006年修改了医院感染管理办

法、编写了医院感染监测指南的草稿及医疗单位医务人员手指卫生规范草稿等，正在逐步加强重视医院感染

的政策保障。 
在公立医院改革中，广医一院的“差额补贴事业单位”和市CDC的“全额事业单位”的定位依旧未变，

两家单位仍继续获得市财政支持，财务的自主发展性也未变。 
如果在项目余下的时间里，确立了广医一院/呼研所的医院感染对策模式、确立了为普及该成果的研修体
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系、还确立了广州市CDC的技术指导体系等，可以说自主发展性会得到加强。 
 
 
5. 总结 

本项目达到了项目中期预期的满意程度。但由于迄今的外部环境（包括颁布新的法令）发生了变化，为了

提高项目的意义，希望修改项目目标和活动内容，特提出如下的建议。 
 
 
6. 建议及经验 
6.1 建议 
（1）广医一院/呼研所的医院感染管理体制的强化方法 

广医一院/呼研所在加强医院感染管理体制上已经采取了各种措施。为了更好的发挥该体制的作用，调查

团提出如下建议。 
1）进一步发挥医院领导在加强医院感染管理体制中的领导作用。 
2）在医院感染管理上，迅速报告、迅速且妥善的对策、确认对策是否都得到妥善的执行等非常重要，所以需

要加强医院感染管理科及时、妥善开展上述工作的执行权限。 
 
（2）关于广医一院/呼吸研建立医院感染对策模式和向其他医疗机构普及该经验 

在本次调查中，发现各部门间的协作和抗菌药物管理等广医一院/呼研所的医院感染管理体制上存在的几

个弱点。在项目余下的时间里，需要确立医院感染管理模式并致力于向其他的医疗机构普及该模式。因此，

着重进行如下的活动。 
1）为真正发挥医院感染管理体制的作用，促进相关科室间的协作（医院感染管理科和各科室、检验部门的内

部、药剂科和临床医生、药剂部门的内部）、以及医院感染管理小组及监控小组开展活动。 
2）把病原体检测的结果应用于医院感染管理工作中 
3）改善抗菌药物管理状况 
4）向其他医院推广普及该模式（构建研修体制、召开学习班等） 
 
（3）关于修改广州市 CDC 的成果、活动 

根据新的医院感染管理办法，建议修改有关广州市 CDC 医院感染对策的技术指导能力的项目活动内容等。 
 
（4）关于强化广医一院/呼研所、广州市 CDC 医院感染管理的合作 

在项目余下的时间里，建立由医院负责的医院感染管理工作和作为技术指导机构的市 CDC 合作的医院感

染对策模式极其重要，故建议开展以下活动。 
1）定期召开广医一院/呼研所、广州市 CDC 的医院感染管理负责部门间的碰头会。（广医一院/呼研所和广州

市 CDC 共同实施） 
2）广州市 CDC 对广医一院/呼研所实施有关医院感染管理的技术指导。（广州市 CDC 作为主体实施） 
3）广医一院/呼研所和广州市 CDC 开展有关医院感染对策的共同研究。（广医一院/呼研所和广州市 CDC 共同

实施） 
4）广医一院/呼研所与广州市 CDC 合作、共享信息，建立医院感染对策的模式。（在广州市 CDC 协力下由广

医一院/呼研所实施） 
 
（5）PO 的制作 

为了在本项目余下的时间内如期实施活动，建议根据本次中期评估调查中讨论的结果尽早制作 PO。 
 
6.2 经验 
（1）对研修需求计划和实施情况做出反应 

在本项目初期的研修上，参加赴日研修人员对研修的需求在研修计划和实施上体现出来有一定难度。在

这种情况下，中日双方对研修结果不十分满意。 
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（2）修改中期的项目内容 
新的医院感染管理办法是在本项目启动后颁布的。基于项目前半阶段得到的经验和新办法的规定，利用

中期评估设个时机，对项目内容进行修改从加强项目的意义上来说具有成效，这点也是一个经验。 
 
（3）高效率性评价 

如果项目的基本法令发生了变化（指医院感染管理办法），则需要以“经营指导调查”等方式尽早收集信

息、探讨修改 PDM 和活动内容的必要，能做到这一点将有利于高效率实施“中期评估”和“终了时评估”。 
 
 
 
別添 1. PDM （Version 1） 
別添 2. PO 
別添 3. 投入的实际情况表 
別添 4. 研讨会的概要 
別添 5. 项目目标及成果的完成情况 
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20
05

年
12

月
～

20
08

年
12

月
 

对
象
地
域
：
中
华
人
民

共
和

国
广

东
省
广
州
市

 
受
益

群
体
：
广
州

市
呼

吸
病
研
究
所

、
广
州
医
学

院
附

属
第
一
医
院
、
广
州
市
疾

病
控

制
中
心
以
及

市
内
其
他
相

关
医

疗
机
构

 
概

  
要

 
N

ar
ra

tiv
e 

Su
m

m
ar

y 
指

  
标

 
O

bj
ec

tiv
el

y 
Ve

rif
ia

bl
e 

In
di

ca
to

rs
 

指
标
数

据
采
集

方
法

 
M

ea
ns

 o
f V

er
ifi

ca
tio

n 
外

部
条

件
 

Im
po

rta
nt

 A
ss

um
pt

io
ns

 
总

体
目
标

 O
ve

ra
ll 

G
oa

l 
完

善
广
州

市
感

染
性
疾

病
（

包
括
重

大
感

染
性
疾

病
）

的
对

策
。

 

1.
 

广
州

常
见

感
染

性
疾

病
得

到
控

制
。

 
2.

 
最

大
限

度
降

低
广

州
市

医
院

感
染

发
生
率

，
使

之
接
近

零
。

 
3.

 
广

州
市

不
发

生
大

面
积

重
大

感
染

性
疾
病
。

 

 
访

问
广

州
市
卫
生
局

 
 

访
问
广

州
市

C
D

C
 

 
查

阅
广

州
卫
生
年
鉴

 

 

项
目

目
标

 P
ro

je
ct

 P
ur

po
se

  
1：

 以
呼

研
所

及
广
医

一
院

为
样
板

基
地

向
广
州

市
其

他
主

要
医
院
推
广
医
院
感
染
（

包
括
重
大

感
染
性

疾
病

）
对
策

的
经
验
。

 
  

 

1-
1 

获
得

呼
研

所
及

广
医

一
院

帮
助

和

指
导
的

医
院

的
数

量
 

1-
2 

为
对
应

突
发

的
感

染
性
疾
病
，
医
疗

机
构
中

接
受

培
训

的
医
院
的
数
量
。

 
1-

3 
其

他
利

用
呼

研
所

及
广

医
一

院
编

制
的
指

南
、
宣
传

资
料
的
相
关
医
疗

机
构
的

数
量
。

 
1-

4 
发
表
论

文
数

量
。

 
2：

提
高
广
州
市

C
D

C
病
原
体

检
测

能
力

及
所
辖

医
疗
机
构

的
相

关
技
术
能
力

。
 

 

2-
1 

广
州

市
C

D
C

新
病

原
体

检
测

项

目
、
种

类
。

 
2-

2 
病

原
体

检
测
方
法
的

更
新
数
目
。

 
2-

3 
医

院
院

内
感
染
病
原

体
的
检
出
率

。
 

 
访

问
广

州
市
卫
生
局

 
 

查
阅
广

州
卫
生
年
鉴

 
 

实
施
机

构
统
计
数
据

 
 

面
访

项
目

实
施

机
构

的
项

  
  

  
目

负
责

人
、
项

目
协

调
窗
口

 
 

相
关
医

务
人
员
问
卷

调
查

 
 

相
关
医

疗
机
构
问
卷

调
查

 
 

1.
 

广
州

市
将

呼
研

所

及
广

医
一

院
作

为

全
市

治
疗

感
染

性

疾
病

指
定

医
疗

机

构
的

方
针
不
变
。

 
2.

 
广
州

市
C

D
C

继
续

作
为

病
原

体
感

染

症
监

测
的

实
施

机

构
 

 

成
果

O
ut

pu
ts

  
1-

1 
呼

研
所

及
广
医

一
院

作
为
综

合
性

医
院
，

完
善

医
院

感
染
管

理
体
制
。

 

 1-
1 

医
院

感
染

对
策

指
南

的
修

订
次

数
。

 
1-

2 
提

高
呼

研
所
及

广
医

一
院
医

务
人

员
应
对

突
发

感
染

性
疾
病

的
能
力
。

 
1-

2 
  

为
对

应
突
发
的
感

染
性

疾
病
，
每

年
实

施
研
修

训
练

的
次
数
。

 
1-

3 
提

高
呼

研
所
及
广
医

一
院
检
验
室

的
检

测
技
术
。

 
 

1-
3-

1 
 病

原
体
检
测

数
量

。
 

1-
3-

2 
 检

查
次
数
和

病
原

体
检
出
率
。

 
1-

4 
完

善
有

关
医
院
感
染

的
操
作
规
程

，
制
作
宣
传
资
料

。
 

1-
4 

  
医

务
人

员
拥

有
指
南

及
宣

传
资

料

人
数

的
比
例
。

 

面
访

IC
T
成
员

 
实
施
机

构
统

计
数
据

 
访
问
项

目
协

调
窗
口
、
培
训
教
员

 
培
训
学

员
问

卷
调
查

 
访
问
赴

日
研

修
归
国

人
员

 
访
问
流

行
病

实
地
调

查
实
施
人
员

 
呼

研
所

及
广

医
一

院
的

流
行

病
实

地
调

查
记
录

 
  

1.
 

广
州

市
主

管
部

门

对
项
目

给
予

政
策
、

财
政

上
的

持
续

支

持
 

2.
 

参
训

人
员

工
作

稳

定
 

 

 



 
6

1-
5 

完
善
信

息
发
布

渠
道

，
推
广

宣
传

医
院
感

染
对

策
的

经
验
和

相
关
知
识
。

 
1-

5-
1 

呼
研

所
及

广
医

一
院

举
办

有
关

医
院

感
染

对
策

经
验

交
流

研
讨

会
的

次
数
。

 
1-

5-
2 

呼
研

所
及

广
医

一
院

发
布

有
关

医

院
感

染
对

策
信

息
和

数
据

的
频

率
。

 
2-

1 
提
高

广
州
市

C
D

C
主

要
病

原
体
的

检
测
技
术
。

 
2-

1-
1 

 广
州

市
C

D
C

病
原
体

检
测

种
类

增
加

的
数
量
。

 
2-

1-
2 

广
州

市
C

D
C

引
进
病

原
体

检
测

新
方

法
的
数

量
。

 
2-

2 
提
高

广
州
市

C
D

C
对
广

州
医
疗
机
构

医
院

感
染

控
制

的
监

测
和
指
导
能
力
。

 
2-

2-
1 

 接
受

广
州
市

C
D

C
医

院
感

染
技

术
指

导
的
医

疗
机

构
的
数
量
。

 
2-

2-
2 

接
受

广
州
市

C
D

C
医

院
感

染
监

测
培

训
的

医
务

人
员

的
累

计
人

数
。

 
2-

3 
提
高

C
D

C
及
其
它
医

疗
机

构
在
样

品
采
集
、
保
存
、

运
输

过
程
中
的
能
力
。

 
2-

3-
1 

对
相

关
机
构

进
行

样
品
采
集
、
保

存
、

运
输
的

培
训

的
次
数
。

 

 
 

In
pu

ts
投

入
 

活
動

A
ct

iv
iti

es
  

1-
1-

1 
修

订
呼
研
所
及
广
医

一
院
医

院
感

染
对
策
指
南
。

1-
1-

2 
重

建
呼

研
所

及
广

医
一

院
医

院
感

染
对

策
委

员
会

（
IC

C
）
和
医
院

感
染
管
理
小
组
（

IC
T)
。

 
1-

1-
3 

确
立

呼
研

所
及

广
医

一
院

日
常

工
作

中
院

内
感

染

监
测
体
制
。

 
1-

2-
1 

对
呼

研
所

及
广

医
一

院
的

医
护

人
员

进
行

应
对

突

发
重
大
感
染
性
疾
病

能
力
的

培
养

、
训
练
。

 
1-

2-
2 

确
立

呼
研

所
及

广
医

一
院

在
爆

发
院

内
感

染
时

的

调
查
及
管
理
体
制
。

 
1-

3-
1 

对
呼

研
所

及
广

医
一

院
的

检
验

人
员

进
行

微
生

物

检
查
室
的
标
本
采
集

和
分
离

鉴
定

的
培
训

、
指
导

。

1-
4-

1 
编

制
预

防
医

院
感

染
指

南
、

教
材

（
教

材
、

音
像

資
料
等
）。

 
1-

4-
2 

制
作
预
防
医
院
感
染

的
宣
传

资
料
（

张
贴
画

・
手
册

等
）
。

 
1-

5-
1 

 呼
研

所
及

广
医

一
院

举
办

有
关

医
院

感
染

对
策

的

经
验

交
流
讲

座
及

研
讨

会
 

1-
5-

2 
 呼

研
所

及
广

医
一

院
通

过
网

页
定

期
发

布
有

关
医

院
感

染
对
策

的
信

息
 

中
国

 
 对

口
人
员

 
切
实

配
备
项

目
实

施
所
需
要
的
人
员

 
 施

設
 

提
供

办
公
场

所
地

 
 

运
营
管
理
费

 
研
修

培
训
等

所
需

经
费

 
对
口

人
员
的

活
动

经
费

 

日
本

 
 长

期
专

家
 

专
家

组
长

 
项
目

协
调
员

 
 短

期
专

家
 

根
据

项
目

实
施

状
况

派
遣

相
关

领
域

的
专

家
（

感
染
症

学
、
流
行

病
学
、
微

生
物

学
、
公

共
卫

生
学
、
护
理
学

、
等
）

 赴
日
研

修
 

医
院

感
染
对

策
强

化
检

测
技
术

 
 器

材
 

医
院

感
染

对
策

研
修

培
训

等
所

需
的

器
材

 
强

化
呼

研
所

及
广

医
一

院
检

验
室

设

备
所

需
器
材

 
 

1.
 

参
加

研
修
、
研
究

会

的
相

关
人

员
在

项

目
实

施
期

内
不

脱

离
现

岗
位
。
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 2-
1-

1 
编

制
广
州
市

C
D

C
的
病
原

体
检

测
指

南
。

 
2-

1-
2 

编
制
广
州
市

C
D

C
的
病
原

体
检

测
实
用
手
册
。

 
2-

1-
3 

对
广
州
市

C
D

C
从
事

微
生
物
分

离
工
作
的
人
员
进

行
检
测
技
术
培
训
。

 
2-

1-
4 

对
广
州
市

C
D

C
从
事

微
生
物
分

离
工
作
的
人
员
进

行
提
高
实
验
室
安
全

性
的
培

训
。

 
2-

2-
1 

编
制
广
州
市

C
D

C
开

展
医

疗
机
构

医
院
感
染
监
测

工
作
指
南
。

 
2-

2-
2 

编
制
广
州
市

C
D

C
医
院
感

染
监

测
指

导
手
册
。

 
2-

2-
3 

对
广
州
市

C
D

C
从
事

医
院
感
染

监
测
的
医
技
人
员

进
行
培
训
。

 
2-

3-
1 

对
相

关
机

构
进

行
样

品
采

集
、

保
存

、
运

输
的

培

训
。

 

 
 项

目
运

营
经
费

 
研
修

培
训
所

需
经

费
 

专
家

活
动
需

要
的

直
接

经
费

 

前
提
条
件

Pr
e-

co
nd

iti
on

s 
 1.

 
日

方
专

家
和

中
方

对
口

人
员

按
计

划

配
置

。
 

 2.
 

关
于

院
内

感
染

的

所
有

相
关

资
料

及

数
据

，
由
中

日
双

方

共
有

。
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別
添

2.
 

PO
 

 
<
P

ro
gr

e
ss

 s
c
o
re

>
1
: 
n
o
t 

ye
t 

st
ar

te
d
  

 2
, 
b
e
h
in

d
 t

h
e
 p

la
n
  

 3
, 
as

 p
la

n
n
e
d
  

 4
, 
c
o
m

p
le

te
d

8
月

1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

1
～

2
月

3
～

4
月

5
～

6
月

7
～

8
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

1
～

2
月

3
～

4
月

5
～

6
月

7
～

8
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

初
定

实
际

初
定

变
更

实
际

 
 
 
 
变
更

初
定

 

实
际

初
定

赴
日
研

修
赴

日
研

修
赴
日

研
修

赴
日
研

修

实
际

1
-
2
-
1

1
-
1
-
1

1
-
1
-
2

1
-
1
-
3

修
订

呼
研

所
及
广

医
一

院
医

院
感

染
对
策

指
南

重
建

呼
研

所
及
广

医
一

院
医

院
感

染
委
员

会
（

IC
C
）
和

医
院

感
染

管
理

小
组

（
IC

T）

确
立

呼
研

所
及
广

医
一

院
日

常
工

作
中
流

行
病

实
地

调
查

实
施
体

制

对
呼

研
所

及
广
医

一
院

的
医

务
人

员
进
行

突
发

重
大

感
染

性
疾
病

能
力

的
培

养
、

训
练

医
院
感
染

管

理
科
、
护

理
部

院
领
导
、

医
院

感
染
管

理
科

医
院
感
染

管

理
科
、
护

理
部

、
有
关

科
室

人
事
培
训

、
医

务
科
、

医
院

感
染
管

理
科

2
0
0
6
年

活
动

項
目

担
当
部

門
2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

P
ro

gr
e
ss

 S
c
o
re

 

2
0
0
8
年

活
动
内

容

2
0
0
8
年

2
0
0
7
年

  中
间
评
价

终
末
前

评
价

第
一

阶
段
：

分
析

目
标
监

测
调

查
现
状

，
找

出
问
题

第
二
阶

段
：
提

高
目

标
监
测

水
平

第
三

阶
段
：

有
效

运
用
目

标
监

测
调
查

结
果

召
开

医
院
感

染
管

理
委

员
会

会
议

修
改
目
标

监
测

调
查
表

确
定
目
标

监
测

调
查
对

象

确
立

统
计

学
计
算

方
法

及
有
效

的
反

馈
方

式
召

开
医
院

感
染

管
理
委

员
会
会
议

参
加
院

外
学
术

教
育

活
动
、

发
表

论
文

召
开
医

院
感

染
管
理

委
员

会
会
议

召
开

医
院

感
染
管

理
委

员
会
会

议

全
员
培

训
、
演

练
全
员
培

训
、

演
练

全
员
培

训

召
开

医
院
感

染
管

理
委

员
会
会
议

综
合

评
价

联
合
委

员
会

联
合
委

员
会

联
合
委
员

会

 联
合
委
员

会

 召
开
院

感
委

员
会

会
议

 召
开

院
感
委

员
会
会
议

 召
开

院
感

委

员
会
会

议

第
一
阶

段
：
分

析
目

标
监
测

调
查

现
状
，

找
出
问

题
第

二
阶

段
：
提

高
目

标
监

测
水
平

确
定
目
标
监
测
调
查
对
象
：

I
C
U
、
并
进
行
监
测

修
改
目
标
监
测
调
查
表

实
践
中
应
用

 全
员
培

训

 赴
日
研

修
：

6人

成
立
专

门
的

监
控

小
组
：

如
消

毒
隔

离
监
控

小
组

 全
员
培

训
 全

员
培
训
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8月
1
2
月

4
月

8
月

12
月

4
月

8月
1
2
月

9
～

1
0月

11
～

1
2
月

1
～

2
月

3
～

4
月

5
～

6
月

7
～

8
月

9～
10

月
1
1
～

1
2月

1
～

2月
3
～

4
月

5
～

6
月

7
～

8
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

初
定

实
际

初
定

实
际

初
定

培
训
教
育

培
训
教
育

培
训
教
育

培
训

教
育

实
际

初
定

制
作

   
 海

报

实
际

初
定

实
际

初
定

实
际

活
动
項
目

担
当
部
門

活
动

内
容

20
0
6
年

20
0
7年

2
0
08

年

P
ro

gr
e
ss

 S
c
or

e
 

20
0
6年

2
0
07

年
20

0
8年

1
-
4-

2

1
-
5-

1

1
-
5-

2

1
-
2-

2

1
-
3-

1

1
-
4-

1

呼
研
所
及
广

医
一
院
通

过
网
页
定
期

发
布
有
关

医
院
感
染
对

策
的
信
息

确
立
呼
研
所

及
广
医
一

院
在
发
生
疑

似
医
院
感

染
时
的
流
行

病
实
地
调

查
实
施
体
制

编
制
预
防
医

院
感
染
指

南
、
教
材
（

教
材
、
音

像
资
料
等
）

制
作
预
防
医

院
感
染
的

宣
传
资
料
（

张
贴
画
、

手
册
等
）

医
院
感

染
管

理
科
、

护
理

部
、
有

关
科

室

医
院
感

染
管

理
科
、

护
理

部

医
院
感

染
管

理
科
、

护
理

部

呼
研
所
及
广

医
一
院
举

办
有
关
医
院

感
染
对
策

的
研
讨
会

人
事
培
训

科
、
科
研

科
、
教

学
管

理
科
、

医
院

感
染
管

理
科

对
呼
研
所
及

广
医
一
院

的
检
验
人
员

进
行
微
生

物
检
查
室
的

标
本
采
集

和
分
离
鉴
定

的
培
训
、

指
导

院
领
导

、
医

院
感
染

管
理

科
、
护
理

部
、
检

验
科

医
院
办
公

室
、
呼

研
所

分
析
危
机

管
理
体
制
现
状

   
 日

本
检
验
技
术
进

修
研
修

制
作

IC
U
呼
吸

机
相

关
性
肺
炎
控
制
指
南

制
作

IC
U
尿
路

感
染
控
制
指
南

制
作

IC
U
血
流

感
染

控
制
指
南

制
作

IC
U
手
术

伤

口
感
染
控
制
指
南

制
作
手
册

（
供
病
人
、
病
人
家

属
、
职
工

等
）

学
术
性
讲
座

（
日
本
专
家
）

学
术
性
讲
座

（
日
本
专
家
）

确
立
危

机
管

理
的
工

作
程

序
模

拟
训
练

重
新

确
认

工
作
程

序
并

最
后
完

成
模

拟
训

练

学
术
性

讲
座

（
日
本

专
家
）

感
染
管
理
人
员
培
训
进

修
福
冈
市
研
究
所
进
修
（

2名
）

日
本
专
家

在
呼

研
所
网

页
发

布
有
关

医
院

感
染
对

策
信

息

 赴
日
研
修
：

2 人
检
验

 赴
日
研
修
：

1人

 制
作

IC
U
呼

吸
机
相
关
性
肺
炎
预
防

建
议
，
并
进
行
相
应
的

培
训
教
育

 草
拟

IC
U
尿
路

感
染
控
制
建
议

分
析

危
机
管

理
体

制
现

状
初
步
制

定
危

机
管
理
工

作
程

序

 制
作
手

卫
生
海
报

 日
本
专
家

研
讨
会

在
医
院

网
页
发
布
研

讨
会
信

息 院
感
通
讯

1 、
2 期

 更
换
暖
水
瓶
水

程
序

 清
洗
内
镜
时
工
作

人

员
的
个
人
防
护

 C
O

SM
O
全
面
罩

的
佩
戴
方

法
等

 内
窥
镜
附

件
超
声
的
清
洗
方
法

 静
脉
加
药
流
程

在
医
院
网
页

发
布
院

感
对
策
的
相

关
内
容
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Im

pl
em

en
ta

tio
n 

Pl
an

 fo
r 

G
ua

ng
zh

ou
 C

D
C

 in
 G

ua
ng

zh
ou

 H
os

pi
ta

l I
nf

ec
tio

n 
C

on
tr

ol
 P

ro
gr

am
  

 

进
展
指
数

 
 

活
动

进
展

 

06
 

20
07

 
20

08
 

 
20

06
 

20
07

 
20

08
 

编
码

 
活

动
 

负
责

人
 

12
 

4 
8 

12
 

4 
8

12
 

9
10

11
12

1
2

3
4

5 
6 

7
8

9
10

11
12

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

 
11

 
12

 

计
划

随
时
跟
踪

国
家
制

定
的
指

南
更
新

情
况
，
依
据

国
家
制

定
的
检
测

指
南
进

行
工
作

 
2-

1-
1 

编
制
广

州
市

C
D

C
的

病
原

体

检
测
指

南
 

C
D

C
 

微
检 科

 
3 

3 
 

 
 

实
施

 
 

计
划

随
时

跟
踪

国
家
制

订
的
实
用

手
册
更

新
情
况

，
依
据

国
家
制

定
的

实
用
手

册
进
行
工

作
 

2-
1-

2 
编
制
广

州
市

C
D

C
的

病
原

体

检
测
实

用
手
册

 

C
D

C
  

微
检 科

 
3 

3 
 

 
 

实
施

 
 

计
划

 
 

1
人
赴

日
学

习
  

  
 

5
个
月

 
 

 
1
人
赴
日

学
习

  
  

  
 

6
个
月

 
1
人
赴

日
学

习
  

  
  

6
个

月
 

 
 

 
 

 
 

2-
1-

3 

对
广
州

市
C

D
C

从
事
微

生
物
检

验
分
离

工
作
的

人
员
进

行
检
验

技
术
研

修
 

日
方

专
家

/
中
方

项
目

官
员

3 
3 

 
 

 
实
施

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

计
划

 
 

举
办

  
 

研
修

 
 

 
举

办

研
修

 
 

 
举
办

研
修

 
 

 
 

 
 

2-
1-

4 

对
广
州

市
C

D
C

从
事
微

生
物
检

验
分
离

工
作
的

人
员
进

行
提
高

实
验
室

安
全
研

修
 

C
D

C
质
控 科

 
3 

3 
 

 
 

实
施

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

计
划

收
集

、
整

理
现
有

资
料

组
织

人
员

编
写
初

稿
 

请
专

家
审

阅
、

修
改

组
织
整

理
修

订
稿

  
完
成

印

刷
 

分
发
印

刷
版
指

南
，
并
对

医
院

相

关
人
员

进
行
研

修
 

 
 

 
 

 
 

2-
2-

1 

编
制
广

州
市

C
D

C
开

展
医

疗

机
构
医

院
感
染

监
测
工

作
指
南

 

C
D

C
消
杀 科

 
3 

3 
 

 
 

实
施

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

计
划

收
集
整
理

现
有
资

料
 

组
织
人
员

编
写
初

稿
请
专

家
审

阅
、

修
改

组
织

整
理

修
订
稿

 
完

成

印
刷

实
际
应

用
 

2-
2-

2 
编
制
广

州
市

C
D

C
医

院
感

染

监
测
指

导
手
册

 

C
D

C
消
杀

科
 

3 
3 

 
 

 
实
施

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

计
划

 
 

1
人

国
内

学
习

 
 

 
1
人

赴
日

 
 

 
1
人

赴
日

 
 

 
 

 
 

2-
2-

3 

对
广
州

市
C

D
C

从
事
医

院
感
染

监
测
的

医
技
人

员
进
行

研
修

 

日
方

专
家

/C
D

C
3 

3 
 

 
 

实
施

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

计
划

筹
划
召
开

研
讨
会

 
 

 
筹
办
、
组

织

研
修
班

 
 

 
 

筹
办
、
组

织
研
修

班
 

 
 

 
 

 
 

2-
3-

1 
对
相
关

机
构
进

行
样
品

采
集
、
保

存
、
运
输

的
研
修

传
防

及
质

控
科

3 
3 

 
 

 
实
施
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別
添

3.
 
投
入
的
实

际
情
况
表

 
 （

1）
 派

遣
专
家

〈
日
方

投
入

的
实
际

情
况
〉

 
N

o.
 

专
家

姓
名

 
指

导
领

域
 

派
遣

期
间

 
所

属
单
位

 
【

长
期
专
家
】

 
 

 
 

 
 

 
1 

山
本

 
雄
子

 
业
务

协
调

 
20

06
年

5
月

16
日
～

20
08

年
12

月
14

日
 

无
 

2 
水
谷

 
哲
夫

 
专
家

组
组
长

 
20

06
年

6
月

28
日
～

20
08

年
6
月

27
日

 
无

 
【

短
期
专
家
】

 
1 

山
本

 
雄
子

 
业
务

协
调

 
20

05
年

12
月

20
日
～

20
06

年
3
月

17
日

 
无

 
2 

春
田

 
恒
和

 
医
院

感
染
对
策
（

1）
 

20
06

年
2
月

27
日
～

3
月

4
日

 
神
户

市
立
中
央
市

民
医

院
 小

儿
科
、
感
染
症
科

 
3 

林
 

卓
郎

 
救
急

接
待
对
应

 
20

06
年

2
月

27
日
～

3
月

5
日

 
神
户

市
立
中
央
市

民
医

院
 急

诊
科

 
4 

江
口

 
克
彦

 
医
院

感
染
对
策
（

2）
 

20
06

年
2
月

27
日
～

3
月

6
日

 
福
冈

市
立
儿
童
医

院
 感

染
症
中

心
 感

染
症
科

 
5 

林
 

三
千
雄

 
医
院

感
染
对
策
（

3）
 

20
06

年
11

月
13

日
～

11
月

18
日

 
神
户

市
立
中
央
市

民
医

院
 呼

吸
内
科

 
6 

三
木

 
宽
二

 
感
染

症
监
测

 
20

06
年

11
月

13
日
～

11
月

18
 日

 
神
户

市
立
中
央
市

民
医

院
 临

床
检
验
技
术
部

 
7 

坂
本

 
悦
子

 
护
理

学
（

1）
 

20
06

年
11

月
13

日
～

11
月

18
日

 
神
户

市
立
中
央
市

民
医

院
 护

理
部

 
8 

西
村

 
重
子

 
护
理

学
（

2）
 

20
06

年
11

月
13

日
～

11
月

18
日

 
福
冈

市
立
儿
童
医

院
 感

染
症
中

心
 护

理
部

 
9 

伊
藤

 
正
宽

 
病
原

体
检
测

 
20

06
年

12
月

3
日
～

12
月

9
日

 
神
户

市
环
境
保
健

研
究

所
 所

长
 

12
 

青
木

 
知
信

 
医
院

感
染
对
策
（

2）
 

20
07

年
1
月

23
日
～

1
月

27
日

 
福
冈

市
立
儿
童
医

院
 感

染
症
中

心
 副

院
长

 
10

 
春
田

 
恒
和

 
医
院

感
染
对
策
（

3）
 

20
07

年
1
月

22
日
～

1
月

27
日

 
神
户

市
立
中
央
市

民
医

院
 小

儿
科
、
感
染
症
科

 
11

 
广
濑

 
千
也
子

 
护
理

学
（

3）
 

20
07

年
1
月

23
日
～

1
月

25
日

 
日
本

护
理
协
会

 常
任
理
事

 
  （

2）
 对

口
人
员

研
修
〈

日
方

投
入
的

实
际

情
况
〉

 
N

o 
姓

名
 

实
施
研

修
时
的

职
务

 
现

在
的
职

务
 

接
收
期
间

 
研

修
领

域
 

研
修

内
容

及
接
收

单
位

 
1 

李
 

莲
娜

广
医
一

院
 

医
院
感

染
管
理
科
长

 
同
左

 
2 

关
 

丽
嬋

广
医
一

院
 

护
理
部

主
任

 
同
左

 
3 

莫
 

自
耀

广
州
市

C
D

C
 

微
生
物
检
验
科
长
、

有
毒
物

检
验

科
长

 
呼

吸
研

、
中

心

检
验

室
 

20
06

年
3
月

18
日

～
3
月

30
日

 
广

州
市

医
院

感
染

对
策

项

目
 

改
善

传
染

病
病

房
的

标
准

预
防

对
策

、
医

疗
/护

理
方

法
、

开
展
医

疗
服
务
的
工

作
环
境
等
。

 
【

接
收

单
位
】
福

冈
市

立
儿
童
医
院
、
福
冈

市
保
健

环
境
研

究
所
、
神

戸
市
立

中
央

市
民
医
院
、
神
戸
市

环
境
保

健
研
究

所
 

4 
郑
 

蕾
 

广
医

一
院

 
医

院
感

染
管

理
科

主
任

护
师

 
同
左

 

5 
董
 

伟
强

广
医
一

院
 

整
形
外

科
副
主
任
医

師
同
左

 
6 

熊
 

桂
华

广
医

一
院

 
消

毒
供

給
室

副
主

任
护

师
 

同
左

 

7 
程
 

国
雄

广
医
一

院
 

脳
神
経

外
科
主
治
医

師
同
左

 
8 

杨
 

少
芳

广
医
一

院
 

手
術
室

副
主
任
护
师

 
同
左

 
9 

王
 

莉
 

广
医
一

院
 

手
术
室

主
管
护
师

 
同
左

 

20
06

年
9
月

3
日

～
9
月

16
日

 
医

院
感

染
对

策
（

1）
 

建
立
医

院
感
染
管
理

体
制
和
感
染

管
理

队
伍
，
制
定

针
对
感

染
的
标

准
化
预
防
对

策
，
妥
善
处
理

传
染
性
废
弃

物
，
重

大

感
染
症

发
生
时
的
对

策
等

 
【

接
收

单
位
】
福

冈
市

立
儿
童
医
院

、
神
戸
市
立
中

央
市
民

医
院

 



 
12

 N
o 

姓
名

 
实

施
研

修
时
的

职
务

 
现

在
的
职

务
 

接
收
期
间

 
研

修
领

域
 

研
修

内
容

及
接
收

单
位

 
10

 
叶
 

丹
 

广
医
一

院
 

医
院
感

染
管
理
科
医

师
同
左

 
11

 
何
 

为
群

广
医
一

院
 

IC
U
医
师

 
同
左

 
12

 
梁
 

建
新

广
医
一

院
 

感
染
科

医
師

 
同
左

 
13

 
郭
 

敏
军

广
医
一

院
 

救
急
科

医
師

 
同
左

 
14

 
邵
 

霞
 

广
医
一

院
 

小
児
科

看
護
師
長

 
同
左

 
15

 
黄
 

小
群

广
医
一

院
 

IC
U
护
师

 
同
左

 

20
06

年
12

月
3
日

～
12

月
16

日
 

医
院

感
染

对

策
（

2）
 

有
关

医
院

感
染

对
策

手
册

、
医

院
感

染
发

生
时

的
报

告
体

系
、
医
院
感

染
监
测

系
统
、
手
卫
生
的

重
要

性
、
针
刺
事

故
、

急
诊
科

医
务
人
员
的

感
染
预
防
等

 
【

接
收

单
位
】
福

冈
市

立
儿
童
医
院
、
神
戸

市
立
中

央
市
民

医
院

 

同
左

 
20

07
年

2
月

28
日

～
3
月

31
日

 
病
原

体
检
测

 
军

团
菌

诊
断
的
即
时

PC
R
检
测

、
H

IV
筛
查
试

验
等

 
 

【
接
收

单
位
】
福
冈

市
保
健
环
境

研
究

所
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杨
 

子
峰

广
医
一

院
 

检
验
科

 

同
左

 
20

07
年

4
月

1
日

～
4
月

17
日

 
病
原

体
检
测

 
H

5N
1
禽
流

感
的

诊
断

 
【

接
收

单
位
】
国
立

感
染
症
研
究

所
 

同
左

 
20

07
年

2
月

28
日

～
3
月

31
日

 
病
原

体
检
测

 
脉

冲
凝

胶
电
泳
、
流

感
病
毒

的
血

凝
素

试
验
等

 
【

接
收

单
位
】
福
冈

市
保
健
环
境

研
究

所
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高
 

俊
 

广
医
一

院
 

检
验
科

 

同
左

 
20

07
年

4
月

1
日

～
4
月

17
日

 
病
原

体
检
测

 
破

伤
风

菌
、
肉
毒
菌

、
念
珠
菌
、
曲
霉
菌

、
抗
真
菌

药
物
的

灵
敏
性

试
验
、
医
院

感
染
菌
的
鉴

定
等

 
【

接
收

单
位
】
国
立

感
染
症
研
究

所
 

 ※
参

加
有

关
团
体

组
织

的
研
修

的
成

绩
 

N
o 

姓
名

 
实

施
研
修

时
的

职
务

 
现

职
务

 
接

收
期
间

 
研

修
领

域
 

研
修

内
容

及
接
收

单
位

 
1 

叶
 
枫

 
广

医
一

院
/呼

吸
研
、
内
科
医
师

 
同
左

 
20

06
年

10
月

31
日

～
12

月
2
日

 
培

养
感

染
管

理
领

导
者

的

研
修

 

医
院
感
染
概
论
、
医
院

的
医
院
感
染

管
理
系

统
、
感

染
管
理

者
的

职
责

、
标

准
化

预
防

对
策

和
不

同
感

染
渠

道
的

管
理

法
、
制
定

IC
T
方

针
和
活
动
计
划
等

 
【

接
收
单
位
】
国
立

国
际
医

疗
中

心
 

2 
吴

 
新
伟

广
州
市

C
D

C
 
病

毒
免
疫
副
科
长

 
同
左

 
20

06
年

11
月

13
日

～
20

07
年

3
月

25
日

 

耐
药

性
病

原

体
的

实
验

室

诊
断

Ⅱ
 

对
抗
菌
素
的
耐
药
性

、
医

院
感
染
对
策
、
肺
炎
、
流

感
的

最

新
见
解
，

PC
R
技
术

，
临
床
微
生
物
学

的
质

控
管
理

等
 

【
接
收
单
位
】
熊
本

医
疗
中

心
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（
3）

 提
供

器
材

〈
日
方

投
入

的
实
际

情
况
〉

 
主

要
器

材
 

到
达

时
间

 
采

购
地

点
 

金
额

 
快

速
清
洗
机

 
20

06
年

12
月

当
地

采
购

 
44

6,
00

0 
元

内
窥
镜

(胸
腔
镜

) 
20

06
年

12
月

当
地

采
购

 
67

9,
00

0 
元

内
窥
镜
（
支
气
管
镜
）

 
20

06
年

12
月

当
地

采
购

 
66

5,
00

0 
元

高
级
萤
光
显
微
镜

 
20

07
年

1
月

 
当
地

采
购

 
28

7,
60

0 
元

移
动
式

X
光
机

和
数

码
画
像
处
理

系
统

 
20

07
年

2
月

 
当
地

采
购

 
1,

98
0,

00
0 
元

合
计

 
4,

05
7,

60
0 
元

 （
4）

 当
地

经
费

的
负
担

 
日

方
投
入

的
实
际

情
况

 
 

 
20

06
年

度
 

20
07

年
度

 
20

08
年

度
 

20
09

年
度

 
合

计
 

项
目
运
营
费

 
17

0,
60

0 
元

19
8,

00
0 

元
 

 
 

 
36

8,
60

0 
元

研
讨
会
经
费

 
24

2,
00

0 
元

53
7,

00
0 

元
 

 
 

 
77

9,
00

0 
元

合
计

 
41

2,
60

0 
元

73
5,

00
0 

元
0 

元
0 
元

1,
14

7,
60

0 
元

 中
方

投
入

的
实
际

情
况

 
 

 
20

06
年

度
 

20
07

年
度

 
20

08
年

度
 

20
09

年
度

 
合

计
 

＜
广
医
一

院
&
呼

研
所
＞

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
项

目
运
营
费

 
17

7,
20

0 
元

61
,1

00
 元

 
 

 
 

23
8,

30
0 
元

研
讨
会
经
费

 
57

,4
00

 元
73

,0
00

 元
 

 
 

 
13

0,
40

0 
元

合
计

 
23

4,
60

0 
元

13
4,

10
0 

元
 

 
 

 
36

8,
70

0 
元

＜
广
州
市

C
D

C
＞

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
项

目
运
营
费

 
80

,0
00

 元
30

,0
00

 元
 

 
 

 
11

0,
00

0 
元

研
讨
会
经
费

 
28

,7
60

 元
3,

00
0 

元
 

 
 

 
31

,7
60

 元
合

计
 

10
8,

76
0 
元

33
,0

00
 元

 
 

 
 

14
1,

76
0 
元

合
计

 
34

3,
36

0 
元

16
7,

10
0 

元
0 
元

0 
元

51
0,

46
0 
元
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（
5）

 对
口

人
员

的
安
排

〈
中

方
投
入

的
实

际
情

况
〉

 
N

o 
C

/P
姓
名

职
名

 
负

责
领

域
 

赴
日
研

修
研

修
领
域

 
广

州
市
科

学
技
术

局
 

1 
弓
 
鸿

午
广

州
市
科
学
技
术
局

 副
局
长

 
项
目

行
政
负
责
人

 
无

 
 

 
广

医
一
院

 
1 

叶
 
広

春
广

医
一
院
 
院
长

 
项
目

实
施
负
责
人

 
无

 
 

 
2 

赖
 
永

洪
广

医
一
院
 
常
务
副
院

长
 

项
目

执
行
委
员
会

成
员
、
感
染
管
理

委
员
会
委
员
长

无
 

 
 

3 
黎
 
毅

敏
广

医
一
院
 
副
院
长

 
IC

U
中
心

 主
任
医

生
 

无
 

 
 

4 
白
 
波

 
广

医
一
院
 
副
院
长

 
骨
科

主
任

 
无

 
 

 
5 

李
 
莲

娜
广

医
一
院
 
医
院
感
染

管
理

科
 科

长
 

医
院

感
染
管
理
业

务
的

总
负
责
人

 
有

 
医
院

感
染
对
策
项
目

 
6 

关
 
丽

嬋
广

医
一
院
 
护
理
部
主

任
 

护
理

部
的
总
负
责

人
 

有
 

医
院

感
染
对
策
项
目

 
7 

陈
 
小

清
广

医
一
院
 
科
研
科

 科
长

 
文
件

管
理

 
无

 
 

 
8 

叶
 
丹

 
广

医
一
院
 
医
院
感
染

管
理

科
 

专
科
医
生

 
医
院

感
染
管
理
业

务
 

有
 

医
院

感
染
对
策
（

2）
 

9 
郑
 
蕾

 
广

医
一
院
 
医
院
感
染

管
理

科
 

专
科
护
师

 
医
院

感
染
管
理
业

务
 

有
 

医
院

感
染
对
策
（

1）
 

呼
吸

研
 

1 
钟
 
南

山
呼

研
所
 
所
长

 
项
目

技
术
负
责
人

 
无

 
 

 
2 

何
 
建

行
呼

研
所
 
副
所
长

 
项
目

执
行
委
员
会

委
员

 
无

 
 

 
3 

赖
 
克

方
呼

研
所
 
教
授

 
呼
吸

科
 
主
任
医

生
 

无
 

 
 

广
州

市
C

D
C

 
1 

王
 
鸣

 
广

州
C

D
C
 
主
任

 
项
目

负
责
人

 
无

 
 

 
2 

杨
 
智

聪
广

州
C

D
C
 
副
主

任
 

项
目

小
组
副
组
长

 
无

 
 

 
3 

吴
 
雪

红
广

州
C

D
C
 
科
教

信
息
管
理
科

 科
长

 
项
目

协
调
窗
口

 
无

 
 

 
4 

狄
 
飚

 
广

州
C

D
C
 
病
毒

免
疫
科

 科
长

 
项
目

小
组
成
员

 
无

 
 

 
5 

陈
 
守

义
广

州
C

D
C
 
微
生

物
检
查
科

 科
长

 
项
目

小
组
成
员

 
无

 
 

 
6 

胡
 
志

刚
广

州
C

D
C
 
消
毒

杀
虫
科

 科
長

 
项
目

小
组
成
员

 
无

 
 

 
7 

刘
 
于

飞
广

州
C

D
C

  
质
量

控
制
科

 科
長

 
项
目

小
组
成
员

 
无

 
 

 
8 

黄
 
冰

 
广

州
C

D
C
 
传
染

病
预
防
控
制

科
 科

长
 

项
目

小
组
成
员

 
无
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別添 4. 研讨会的概要 
 
1． 研讨会的目的 

与医院感染有关的医院员工，为学习 PCM 手法，完成 PDM 的项目目标１，讨论项目余下的时间内要开展

的活动内容。   
广医一院和呼研所正处在完善有关医院感染对策制度和体制的阶段，为真正发挥该制度、体制的作用，需

要进行人才培养和制度建设。在实际发挥已在广医一院和呼研所内确立的医院感染管理体制作用的基础上，就

目前还存在哪些课题、应该做哪些工作等进行讨论，以便统一认识，为此召开本次研讨会。 
 
2． 日程 
9:30-9:35 致词（说明实施成果 1-1 的研讨会的理由） 协力计划团员 
9:35-10:10 说明 PCM/PDM 全貌、有关人员分析 评价分析团员 
10:10-10:25 关于问题分析的说明 评价分析团员 
10:25-10:35 制作问题系列图：列举出直接原因 全体人员 
10:35-11:30 制作问题系列图：分别讨论题目 A（抗菌素管理）和题目 B（加强合作） 全体人员 
15:00-15:25 互相报告问题系列图以及根据需要进行修改 评价分析团员主持 
15:25-15:40 有关目的分析的说明 评价分析团员 
15:40-16:25 制作目的系列图（题目 A&B） 全体人员 
16:25-16:55 互相报告制作目的系列图的情况。全体人员讨论有关手法的选择 评价分析团员主持 
16:55-17:00 结束语 专家组长 
 
3． 参加者 
（1） Group A： 关于抗菌药管理（包括医院感染管理科・细菌检验室・药剂科的协作） 
・ 李莲娜 医院感染管理科 
・ 袁锦屏 细菌检验室 
・ 苏丹虹 细菌检验室 
・ 单靖岚 细菌检验室 
・ 肖翔林 药剂科 
・ 杨新云 药剂科 
・ 谭红愉 神经内科 医院感染管理小组 医师 
・ 叶枫 呼研所 医院感染管理小组 医师 
・ 孙北望 整形外科 医院感染管理小组 医师 

（2） Group B： 医院感染高危科室的医院感染管理小组同医院感染管理科的协作 
・ 叶丹 医院感染管理科 
・ 郑蕾 医院感染管理科 
・ 何为群 ICU 医院感染管理小组 医师 
・ 邵霞 儿科病区 护士长  
・ 张还珠 血液肿瘤科医院感染管理小组 医师 
・ 古利平 感染内科病区 护长 
・ 林佩玉 神经内科病区 护长 
・ 董伟强 骨科 医院感染管理小组 医师 
・ 罗群 呼研所 医院感染管理小组 医师 

（3） 日方长期专家：水谷 专家组长，山本 业务协调员 
（4） 桑内 协力计划团员 
（5） 主持人：中川 评估分析团员 
 
4． 研讨会的讨论概要 
（1） 研讨会的进行方法  

首先，全体人员制作了问题系列图（下记 6.(1））。然后，就“医院感染管理体制未充分发挥作用”这个中

心问题的诸多直接原因进行了分析，大家认为其中的“相互间的协作不充分”这个直接原因最重要，B 组就这

个题目进行了更加深入的问题分析（下记 6.(2））。 
此外，分析了“医院感染管理体制未充分发挥作用”这个中心问题导致的诸多的直接结果，大家认为其中

的“抗菌素管理不到位”这个直接结果最重要，A 组把该题目设定为中心课题，进行了分析（下记 6.(3））。 
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（2） 手法的选择 
两个小组制定了目的系列图（下记 6.(4）、(5））后，全体人员就“手法的选择”进行了讨论。大家认为，目

的系列图上列出的活动方案基本上可在本项目中实现。研讨会主持人说明在研讨会上制作的活动（案）今后将

作为中方具体工作人员的意见向中日双方有关人员提出，由中日双方进行协商讨论。 
（3） 研讨会上得到的背景信息 

全体人员就 A 和 B 组的问题系列图和目的系列图进行了讨论，得到了如下的背景信息：  
・ 一旦有关医院感染漏报时间被发现，当事人（个人）将受到惩罚，但所属科室的主任不受到惩罚。对当

事人惩罚的内容也不过是在医院内公布“发生了漏报”的消息，仅仅是“有些丢面子”而已。即使认真

努力地进行与医院感染相关的工作也得不到奖励。 
・ 关于抗菌药物的管理如图所示，十分必要开展与药剂部门有关的各种活动。药剂部的人员认为这些活动

完全有可能开展起来。 
・ 参加过赴日研修的医生讲：尽管口头说应该开展医院感染管理活动，但存在自己不付诸行动的问题。 
・ 类似神户市中央市民医院的 ICT 活动，只要具备条件广医一院也可以做到。所谓的条件就是院长、副院

长进行指示、请有名的具有实践经验的医院感染专家进入 ICT 活动小组。 
 
5． 其他 

大多数员工都是第一次参加这样的 PCM 研讨会，几乎所有的参会人员都积极发言，听到了如下的感想。 
・ 真正感到了参与型手法的长处，大家都可以提建议，十分有效。 
・ 为了监视实施中的项目，希望把使用类似 PDM 工具的 PCM 手法应用到医院的其他活动中。 
・ 研讨会时间非常短、内容很多，希望以后有机会更详细地学习 PCM 手法。 
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6．
 问

题
系
列
图
及
目

的
系

列
图

 
（

1）
 全

体
人
员
制
作
的
问
题

系
列

图
 

  

 
    

直
接

结
果

 

中
心
问
题

 

直
接
原
因

 

医
院
感
染
管
理
体
制

未
充
分

发
挥

作
用
 

病
人
治

疗
 

成
绩
恶

化
 

未
进
行

抗
生

素
管
理

 
（

病
人
的
）
 

医
院

感
染
率

上
升

 

（
员
工
的
）
 

医
院

感
染
率

上
升

 

医
院
感

染
经

费
不

能
反

映
到
医

疗
报
酬
上
，

 

缺
少
政

策
上
的
支
持

 

员
工
的

认
识

不
够
 

员
工

的
知
识
不
够

 
无

少
医

院
感

染
（

经

济
上

的
）
赏
罚
制

度
 

相
互

间
的
协

作
 

不
充

分
 

医
院
领

导
的

重
视

度

不
够

 

医
院
的

评
价
下
降
 

 

国
家
负
担
增
加
 

影
响
社

会
稳
定
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（
2）

 A
组
（
抗

菌
药
管
理

）
制
作

的
问

题
系
列
图

 
  

 
   

直
接

结
果

 

中
心
问
题

 

直
接

原
因

 

抗
菌

素
管
理
不
到

位
 

药
品
副

作
用
增
加

 
医

疗
资
源
浪
费

 
病

人
治

疗
效
果
 

下
降

 

耐
药
菌
增
加

 

未
进
行

妥
善
的

药
剂

管
理

 

对
一

般
社
会
的

宣
教
不

够
 

对
员
工
的
宣
教

不
够

 

细
菌
培
养
时
间

过
长

 

监
控

小
组
缺

少

权
威

性
 

报
告

监
测
结
果

花
费
时

间
 

医
院
感
染
多
发

 
药

品
使

用
混
乱

 

药
剂
部

门
和

临

床
医
生

间
的

沟

通
不

够
 

药
剂
部
门
内
的
（
进
药

、

药
房
）
的
库
存
管
理
人

员

间
）
的
沟
通
不
够

 

药
剂
采
购

 

不
合

理
 

监
控

小
组
成
员
的

构
成

不
合
理

 

投
入

资
源
少

 
药

剂
的

信
息
管

理
不

合
理
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（
3）

 B
组
（

协
作

）
制
作

的
问
题
系
列

图
 

  

 
   

医
院

感
染
管
理
体

制
未

充
分
发
挥
作

用
 

医
院

感
染
委
员
会

未
充

分
发

挥
作
用

 

相
互
间

的
协

作
 

不
充
分

 

监
督
制

度
不

完
善

 
员

工
的
知
识
不
够
 

科
主
任

的
认

识
不
够

 
无
（
例

会
等

）
合

作

的
制

度
组
织

 

无
（
促

进
医
院
感
染

工
作

实
施
的

金
钱

上
的
）
赏
罚

制
度
 

医
院
感
染
工
作
未
列

入
科
主
任
的
人
事
考

评
项
目

 

员
工

的
认
识

不
够

 

研
修
不
够

 

中
心
问

题
 

直
接
原
因

 



 
20

（
4）

 A
组
（
抗

菌
药
管
理

）
制
作

的
目

的
系
列
图

 
    

直
接
目
的

 

中
心
目

的
 

直
接
手
法

 
妥

善
进
行

 

药
剂
管
理

 

对
一
般
社
会
发
布

各
种
信

息
 

对
员

工
实
施
各
种

研
修
和

宣
教

 

缩
短
细

菌
培

养
 

时
间
 

监
控
小

组
 

有
权
威

性
 

缩
短
监

测
结

果
的

报
告

时
间

 

加
强

药
剂
部
门
与

临
床
医

生
间

的
 

合
作

 

加
强
药

剂
部

门
内

部
的
合

作
 

改
善
药
剂
调
配
的
效
率

改
善
监
控
小
组
成
员

的

构
成

 

增
加
投

入
资

源
 

妥
善
进

行
药

剂
的
 

信
息
管

理
 

抗
菌

素
管
理
到
位
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（
5）

 B
组
（

协
作

）
制
作

的
目
的
系
列

图
 

  

 
   

医
院

感
染
管

理
体

制
充
分
发
挥
作
用

 

充
分
进

行
协
作

 

提
高
科

主
任

的
认
识

 
定

期
召

开
例
会
，

 

确
立
富

有
实

效
性

的

监
测
体

系
 

建
立
（

促
进
医
院
感

染
工

作
开
展
的
）
赏
罚
制

度

把
医

院
感
染
工
作

 

列
入
科

主
任

人
 

事
考
评
项
目

 

提
高

各
科
员

工
的

 

认
识

 

加
强
研
修

 

中
心
问

题
 

直
接
手
法

 

增
强
医
院
感
染
管
理

科
权

威
性

 

院
长

加
强
对
医
院

 

感
染
管

理
科
的
授
权
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別
添

4.
 

项
目
目
标

及
成
果
的
完
成
情
况

 
 

概
要

 
指

标
 

中
方
申
报

的
成
绩

 
评

估
团

验
证

的
完

成
情

况
 

1-
1.

 获
得

呼
研

所
及

广
医

一
院

帮

助
和

指
导
的

医
院
的
数
量

 
5（

龙
洞
医
院
、
广
医
二
院
、
广
医
三
院
、
广
州
医
学

院
口

腔

医
院
、
荔
湾
医
院
）

 
1-

2.
 为

对
应

突
发

的
感

染
性

疾

病
，

医
疗

机
构

中
接

受
研

修

的
医

院
的
数

量
。

 

5（
龙
洞
医
院
、
广
医
二
院
、
广
医
三
院
、
广
州
医
学

院
口

腔

医
院
、
荔
湾
医
院
）

 

1-
3.

 其
他

利
用

呼
研

所
及

广
医

一

院
编

制
的

指
南

、
宣

传
资

料

的
相

关
医
疗

机
构
的
数
量
。

 

5（
龙
洞
医
院
、
广
医
二
院
、
广
医
三
院
、
广
州
医
学

院
口

腔

医
院
、
荔
湾
医
院
）

 

项
目
目

标
1 

以
呼

研
所

及
广

医
一

院
为

样
板

基
地

向
广

州
市

其
他

主
要

医
院

推
广

医
院

感
染

（
包
括

重
大

感
染

性
疾

病
）

对
策
的

经
验

。
 

1-
4.

 发
表

论
文
数

量
。

 
3
篇

 

广
医

一
院

的
医

院
感

染
对

策
模

式
虽

然
还

未
确

立
，

但
已

经

在
很

大
范

围
内

向
各

医
疗

机
构

、
以

各
种

形
式

普
及

推
广

该

经
验

（
括
弧

内
为

医
疗

机
构

数
）
。

 
进

行
电

话
问

询
、
进

行
现

场
指
导

：
广
州

市
（

39
）、

甘
肃
省

（
5）
，
贵
州
（

2）
，
江

西
（

2）
，
海

南
、
陕

西
、
云

南
（

1）
。 

听
过

短
期

专
家

讲
义

的
外

部
医

疗
人

员
：

20
06

年
62

名

（
12

），
20

07
年

12
1
名
（

69
）
。

 
20

07
年

5
月
创

刊
的

广
州

市
医

院
感

染
管

理
通

讯
的

分
发

单

位
：

广
州

市
三

级
医

院
中

的
65

%
（

34
）
、

二
级

医
院

中
的

24
%
（

37
）
。

 
发

表
论

文
数

在
项

目
启

动
后

有
了

增
加

，
共

5
篇

。
 

2-
1.

 广
州

市
C

D
C

新
病

原
体

检

测
项

目
、
种

类
。

 
新
增
加
病
原
体
检
测
种
类

13
种
（
病
毒

9
以
及
细
菌

4）
。

 

2-
2.

 病
原

体
检

测
方

法
的

更
新

数

目
。

 
新
增
加
（
更
新
）
检
测
方
法

5
种
（

病
毒

类
4
以
及
细

菌
类

1
种
）
。

 

项
目
目

标
2 

提
高
广

州
市

C
D

C
有
关

医

院
感
染
的
流

行
病

学
调

查
、

监
测

及
病

原
体

检
测

等
能

力
。

 
2-

3.
 医

院
医

院
感

染
病

原
体

的
检

出
率

。
 

根
据
新
的
“
医
院
感
染
管
理
办
法
”
，
发
生
医
院
感
染

时
病

原

体
检

测
的

工
作

可
以

由
所

在
医

院
的

“
院

感
实

验
室

”
负

责

检
测

，
只

有
发

生
院

感
流

行
或

者
希

望
得

到
技

术
支

持
时

，

C
D

C
实
验
室
才
介
入
检
验
，
因
此

C
D

C
实
验
室
在
医
院

感
染

病
原

体
检

测
方

面
的

检
测

样
本

量
逐

渐
减

少
，

今
年

尚
未

收

到
医
院
提
交
的
检
验
样
本
。

 

在
项

目
的
前

半
阶

段
，
可

以
说
广

州
C

D
C
的
检

验
技

术
水

平

得
到

了
提
高

。
 

在
提

高
相
关

医
疗

机
构

的
技

术
能

力
上

，
20

06
年

7
月
修

改

的
“

医
院
感

染
管

理
办

法
”
已
明

确
了

C
D

C
在

医
院

感
染

管

理
中

的
职
责

，
根

据
该

办
法

，
C

D
C
正

在
讨
论

、
准

备
本

项

目
的

活
动

计
划

。
具

体
讲

，
就

是
计

划
对

相
关

医
院

和
下

级

C
D

C
，

分
别

实
施

有
关

消
毒

灭
菌

业
务

和
病

原
体

的
采

集
、

运
送

技
术
的

研
修

。
 

成
果

1-
1 

呼
研

所
及

广
医

一
院

作
为

综
合
性

医
院

，
完

善
医

院
感

染
管
理

体
制

。
 

1-
1.

 
医

院
感

染
对

策
指

南
的

修
订

次
数
。

 
建

立
了

完
整

的
医

院
感

染
管

理
体

制
，

并
逐

渐
完

善
；

医
院

内
部
的
《
医
院
感
染
管
理
规
范
》
正
在
修
订
当
中
。

 
目

前
正

在
修

改
医

院
感

染
的

内
部

规
定

，
已

就
相

关
部

门
的

职
责

做
了

明
确

规
定

。
今

后
，

要
把

该
规

定
作

为
内

部
规

定

应
用

于
实

践
，

目
前

在
开

展
医

院
感

染
的

工
作

上
，

院
内

各

部
门

间
还

存
在

差
距

，
因

此
，

为
发

挥
医

院
感

染
管

理
体

制

的
作

用
，
需

要
全

院
统

一
步

调
开

展
工

作
。

 
成
果

1-
2 

提
高

呼
研

所
及

广
医

一
院

医
务

人
员

应
对

突
发

感
染

性
疾
病

的
能

力
。

 

1-
2.

 
为

对
应

突
发

的
感

染
性

疾
病

，
每

年
实
施
研
修
训

练
的

次
数
。

 

20
06

年
对
医
疗
工
作
人
员
医
进
行
突
发
感
染
性
疾
病

的
研

修
,

也
进
行
了

1
次
演
练
。

 
对

临
床

医
务

人
员

和
检

验
技

师
，

在
假

定
发

生
突

发
性

感
染

症
的

前
提

下
实

施
了

演
习

，
该

演
习

除
了

抗
洪

、
抗

涝
演

习

外
，

每
年
至

少
演

习
一

次
。
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概
要

 
指

标
 

中
方
申
报

的
成
绩

 
评

估
团

验
证

的
完

成
情

况
 

1-
3-

1.
 病

原
体

检
测

数
量
。

 
新
增
加
病
原
体
检
测
种
类

4
种
（
病
毒

3
种
、
细
菌

1
种
）

成
果

1-
3 

提
高
呼

研
所

及
广

医
一

院

检
验
室

的
检

测
技

术
。

 
1-

3-
2.

 检
查

次
数

和
病

原
体

检

出
率

。
 

30
.4

9％
 

可
以

检
测
的

病
原

体
数

量
在

增
加

，
计

划
在

20
07

年
新
增

加

4
种
，

可
以
说
检

验
技

术
水

平
得

到
了

提
高

。
 

把
检

查
结

果
活

用
到

医
院

感
染

管
理

工
作

中
的

体
制

建
设

还

不
充

分
。

 
成
果

1-
4 

完
善

有
关

医
院

感
染

的
操

作
规
程

，
制

作
宣

传
资

料
。

1-
4.

 
医

务
人

员
拥

有
指

南
及

宣
传

资
料
人

数
的
比
例
。

新
制
作
有
关
医
院
感
染
的
操
作
规
程
、
宣
传
资
料

11
种

。
 

医
务
人
员
拥
有
指
南
及
宣
传
资
料
人
数
的
比
例

50
％

 
除

了
编

写
指

南
和

宣
传

资
料

外
，

还
接

受
中

华
医

学
会

医
院

感
染

管
理

学
会

广
州

分
会

的
委

托
，

作
为

教
育

工
具

编
辑

出

版
了
“

广
州

市
医

院
感

染
管

理
通

讯
（

20
07

年
5
月
第

1
卷
），

分
发

给
广
州
市

71
家

医
院
共

24
7
册
。

 
1-

5-
1.

 呼
研

所
及

广
医

一
院

举

办
有

关
医

院
感

染
对

策

经
验

交
流

研
讨

会
的

次

数
。

 

与
短
期
专
家
交
流

2
次

 
20

07
年

1
月
召
开
了
“
中
日
医
院
感
染
对
策
高
級
研
讨
会

”，

来
自

14
个
省
、
区
、
市
的
约

25
0
名
代
表
参
加
了
会
议

。
 

成
果

1-
5 

完
善
信

息
发

布
渠

道
，
推

广

宣
传

医
院

感
染

对
策

的
经

验
和
相
关
知

识
。

 
1-

5-
2.

 呼
研

所
及

广
医

一
院

发

布
有

关
医

院
感

染
对

策

信
息

和
数
据

的
频
率
。

 

2-
3

个
月

在
医

院
网

页
上

发
布

有
关

医
院

感
染

对
策

的
相

关

信
息
。

 
在

其
它

医
疗

机
构

可
浏

览
的

网
站

上
，

登
载

医
院

感
染

对
策

信
息
。

 

总
结

成
果

1-
1～

成
果

1-
4，

确
立

医
院
感

染
对

策
模

式
，

为

更
广

泛
地

推
广

该
模

式
，

计
划

针
对

广
州

市
内

的
医

务
人

员

举
办

学
习
班

。
 

2-
1-

1.
 广

州
市

C
D

C
病
原
体
检

测
种

类
增
加

的
数
量
。

 
新
增
加
病
原
体
检
测
种
类

13
种
（
病
毒

19
以
及
细
菌

4）
。

成
果

2-
1 

提
高
广

州
市

C
D

C
主
要

病

原
体
的

检
测

技
术

。
 

2-
1-

2.
 广

州
市

C
D

C
引
进
病
原

体
检

测
新
方

法
的
数
量
。

新
增
加
（
更
新
）
检
测
方
法

5
种
（

病
毒

类
4
以
及
细
菌
类

1
种
）
。

 

根
据

新
的

医
院

感
染

管
理

办
法

，
发

生
医

院
感

染
暴

发
时

C
D

C
要

进
行
调

查
。
到

目
前
为

止
，
项

目
活
动

虽
然

从
总

体

上
提

高
了

检
验

技
术

水
平

，
但

与
医

院
感

染
暴

发
有

关
的

病

原
体

检
测

技
术

（
流

感
的

快
速

诊
断

和
禽

流
感

的
检

测
等

技

术
、

标
本
的

采
集

技
术

等
）

还
有

待
提

高
。

 
2-

2-
1.

 接
受

广
州
市

C
D

C
医
院

感
染

技
术

指
导

的
医

疗

机
构

的
数
量

。
 

成
果

2-
2 

提
高
广

州
市

C
D

C
对
广

州

医
疗

机
构

医
院

感
染

控
制

的
监
测

和
指

导
能

力
。

 
2-

2-
2.

 接
受

广
州
市

C
D

C
医
院

感
染

监
测

研
修

的
医

务

人
员

的
累
计

人
数
。

 

正
在
着
手
将
于

20
07

年
6
月
对

55
家
市
级
医
院
、

5
家
区

县

级
医

院
进

行
医

疗
机

构
消

毒
与

灭
菌

技
术

以
及

消
毒

与
灭

菌

效
果

监
测

研
修

的
前

期
准

备
工

作
。

预
计

医
疗

机
构

接
受

消

毒
与

灭
菌

技
术

以
及

消
毒

与
灭

菌
效

果
监

测
研

修
的

医
务

人

员
达

70
人
次
。

 

根
据

新
的
医

院
感

染
管

理
办

法
，

C
D

C
只

负
责

医
院

感
染

爆

发
时

的
检

测
和

对
医

疗
机

构
的

消
毒

、
灭

菌
、

医
疗

废
弃

物

处
理

等
的

调
查

。
消

毒
和

灭
菌

在
新

的
办

法
出

台
前

也
是

C
D

C
的

常
规
工

作
，

因
此

依
旧

开
展

如
左

面
记

载
的

活
动

。

今
后

期
待

通
过

实
施

有
关

医
院

感
染

爆
发

流
行

的
调

查
工

作

（
新

增
加
的

工
作

）
来

取
得

更
大

的
成

果
。

 
成
果

2-
3 

提
高

C
D

C
及
其

它
医

疗
机

构
在
样

品
采

集
、
保

存
、
运

输
过
程

中
的

能
力

。
 

2-
3-

1.
 对

相
关

机
构

进
行

样
品

采
集

、
保
存

、
运
输
的
研

修
的

次
数
。

 

正
在
着
手
将
于

20
07

年
9
月
进
行
的
提
高
广
州
市

辖
区

12
个
区
（
市
）

C
D

C
检
验
人
员
现
场
技
能
、

14
个
霍
乱

哨
点
监

测
医

院
样

品
采

送
检

技
术

研
修

的
前

期
准

备
工

作
，

预
计

受

训
人
员
达

30
0
人
次
。

 

到
目

前
为

止
取

得
的

成
果

还
不

多
，

今
后

期
待

通
过

左
记

活

动
来

取
得
成

果
。

 

  



 附
件
Ⅳ

. 
器
材
申

请
一
览
表
 

 优
先

顺
序

 
设

备
名

称
 

数
量

 
用

途
 

1
 

生
物

安
全
柜

 
B

io
lo

gi
ca

l S
af

et
y 

C
ab

in
et

 
外
排
、
直
排
各
一
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
外

排
用

于
具

有
污

染
性

，
感

染
性

标
本

的
处

理
。

直
排

用
于

作
无

菌

物
品
的
检
测
与
试

剂
配

制
，

常
用

作
无

菌
操

作
。

 

2
 

显
微

镜
 

M
et

al
lu

rg
ic

al
 

M
ic

ro
sc

op
y 

1
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
镜

下
观

察
细

菌
形

态
和

观
察

细
菌

的
运

动
等

，
鉴

定
细

菌
必

备
仪

器

之
一
 

3
 

高
压

蒸
汽
灭

菌
炉

 
A

ut
oc

la
ve

s S
te

ril
iz

er
s 

2
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
一

台
用

于
配

制
试

剂
，

消
毒

无
菌

物
品

用
于

实
验

中
。

另
一

台
用

于

消
毒
感
染
性
污
染

性
的

标
本

，
培

养
细

菌
后

的
平

板
试

管
等

处
理

 

4
 

单
道

微
量
可

调
移

液

器
 

V
ar

ia
bl

e 
V

ol
um

e 
Pi

pe
tte

 
一
套
(
含

0
.5
-
10
u
l,
2
-2
0
ul
,
20
-
20
0
ul
，

1
0-
1
00
u
l,
1
00
-
10
0
0u
l
)
 

用
于
院
感
实
验
室

。
各

种
试

剂
及

样
品

的
使

用
量

的
调

节
，

加
样

和
接

种
等

。
 

5
 

净
化

机
 

ai
r s

te
ril

iz
e 

&
 p

ur
ify

 
ap

pa
ra

tu
s 

1
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
杀

灭
空

气
中

的
细

菌
、

病
毒

等
微

生
物

，
分

解
空

气
中

的
可

挥
发

性

有
机
物
 

6
 

恒
温

培
养
箱

 
C

on
st

an
t T

em
pe

ra
tu

re
 

In
cu

ba
to

rs
 

5
5
L
和

2
2
2
L
各
一
台
 

用
于
院
感
实
验
室
。
2
2
2
L
用
于

3
7
℃
一
般
的
细
菌
培
养
，
5
5
L
用
于

25
℃
真
菌
培
养
 

7
 

pH
计

 
pH

 M
et

er
 

1
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
配

制
试
剂
，
如

中
和

剂
培
养

基
等

需
要

时
需

要
进
行

PH
测

定
，
符

合

细
菌
培
养
的

PH
值
范

围
内
才
可

配
制

使
用

。
 

8
 

二
氧

化
碳
培

养
箱

 
C

O
2 

In
cu

ba
to

rs
 

1
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
组

织
细
胞
培

养
以

及
奈

瑟
菌

、
布

鲁
菌
苛
氧

菌
等

的
初

次
分

离
培

养
。
 

9
 

低
温

冰
箱

 
lo

w
 T

em
pe

ra
tu

re
 

Fr
ee

ze
r 

 
 
-
8
6
℃
 
和
-
5
0
℃
各
一
台
 

用
于
院
感
实
验
室
。
冰
箱
-
5
0
℃
 
用
于
菌
种
的
保
存
。
 

1
0
 

台
式

离
心
机

 
C

en
tri

fu
ge

 
1
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
用

于
血

液
标

本
或

混
合

溶
液

等
的

快
速

分
离

和
沉

淀
 

1
1
 

实
验

室
用
超

纯
水

系

统
 

U
ltr

a-
pu

re
 W

at
er

 
Pu

rif
ie

r S
ys

te
m

 
1
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
用

于
制

备
配

制
试

剂
培

养
基

时
所

需
用

水
，

制
备

去
离

子
水

 

1
2
 

振
荡

器
 

Sh
ak

er
s 

1
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
摇

匀
试

剂
或

液
体

管
装

标
本

，
便

于
接

种
。

 

1
3
 

电
子

火
焰
灭

菌
器

(
接

种
环
灭
菌
器
)
 

G
as

 B
ur

ne
r 

 
1
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
生

物
安

全
柜

中
，

不
能

使
用

酒
精

灯
等

明
火

设
备

。
用

于
在

生
物

安

全
柜
中
接
种
环
，

接
种

针
等

的
消

毒
。

 

1
4
 

小
型

离
心
机

 
m

ic
ro

 c
en

tri
fu

ge
 

1
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
用

于
血

液
标

本
或

混
合

溶
液

等
的

快
速

分
离

和
沉

淀
，

小
型

放
置

于

外
排
安
全
柜
的
缓

冲
间

中
，

用
于

特
发

时
期

感
染

性
标

本
特

殊
处

理
。

 

1
5
 

恒
温

水
浴
箱

 
C

on
st

an
t T

em
pe

ra
tu

re
 

w
at

er
 In

cu
ba

to
rs

 
1
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
一

般
用

作
血

清
学

反
应

及
分

子
微

生
物

学
实

验
时

加
温

及
恒

温
用

 

1
6
 

自
动

连
续
分

液
器

 
A

ut
om

at
ic

 
D

is
tri

m
an

/p
lu

s 
  

1
台
（
1
0
0
-
1
0
0
0
u
l
）
 

用
于
院
感
实
验
室
。
各
种
试
剂
及
样
品
的
使
用
量
的
调
节
，
加
样
和
接
种
等
。
可
使
同
一

标
本
液
体
连
续
加

等
量

样
品

。
 

1
7
 

病
人

转
运
床

 
Pa

tie
nt

 T
ra

ns
po

rt 
B

ed
 

（
Pa

ra
m

ou
nt
）

 
2
台
(
含
担

架
式

和
轮

椅
式

)
 

用
于

院
内
转

运
患

者
，

可
保

持
负

压
，

预
防

院
内

感
染

的
发

生
。

 

1
8
 

普
通

冰
箱

 
 T

em
pe

ra
tu

re
 F

re
ez

er
 

2
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
存

放
试

剂
，

培
养

基
，

各
种

细
菌

培
养

所
需

平
板

。
 

1
9
 

电
脑

 
co

m
pu

te
r 

1
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
资

料
录

入
，

资
料

记
录

，
医

院
信

息
系

统
联

网
，

录
入

检
测

报
告

 

2
0
 

打
印

机
（
针

孔
）

 
D

ot
-M

at
rix

 P
rin

te
r 

1
台
 

用
于
院
感
实
验
室

。
发

检
验

报
告

结
果

 



 优
先
顺

序
 

设
备

名
称

 
数

量
 

用
途

 

2
1
 

全
自

动
血
气

分
析

仪
 

A
ut

oc
he

ck
 B

lo
od

 g
as

 
an

d 
O

xi
m

et
ry

 a
na

ly
ze

r 
(R

ad
io

m
et

er
 A

B
L7

20
)

1
台
 

用
于
负
压
病
区
内

患
者

的
血

气
分

析
检

查
。

 

2
2
 

血
球

计
数
仪

 
H

em
at

ol
og

y 
A

na
ly

ze
r 

(S
ys

m
ex

 2
10

0 
or

 
LH

75
0)

 

1
台
 

用
于
负
压
病
区
内

患
者

的
血

夜
细

胞
学

检
查

。
 

2
3
 

超
声

波
诊
断

仪
 

C
ol

or
 D

ia
gn

os
tic

 
U

ltr
as

ou
nd

 S
ys

te
m

  
(s

ie
m

en
s)

 

1
台
 

主
要
用
于
负
压
病

区
内

患
者

的
腹

部
B
超
检

查
 

 





 
9
3

別
添

資
料

2
：
 

評
価

グ
リ
ッ
ド

 
 評

価
 

項
目

 
調

査
項

目
 

必
要

な
デ

ー
タ

・
情

報
 

情
報

源
・
情

報
 

収
集

方
法

 

上
位

目
標

達
成

度
（
見

込
み

）
 

広
州

市
の

院
内

感
染

発
生

状
況

 
広

州
市

C
D

C
聞

取
り

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
資

料
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
達

成
度

（
見

込
み

）
：
 

1
．

呼
吸

研
・
広

州
一

医
が

モ
デ

ル
基

地
と

し

て
市

内
の

そ
の

他
医

療
機

関
に

重
大

感
染

症
を

含
む

院
内

感
染

対
策

の
経

験
波

及
 

自
己

評
価

（
6

月
4

日
付

）
の

ア
ッ
プ

デ
ー

ト
（
新

情
報

が
あ

れ
ば

）
 

長
期

専
門

家
聞

取
り

 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

聞
取

り
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
資

料
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
達

成
度

（
見

込
み

）
：
 

2
．

広
州

市
C

D
C

の
病

原
体

検
索

能
力

及

び
所

管
医

療
機

関
の

関
連

技
術

力
向

上
 

自
己

評
価

（
6

月
4

日
付

）
の

ア
ッ
プ

デ
ー

ト
（
新

情
報

が
あ

れ
ば

）
 

長
期

専
門

家
聞

取
り

 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

聞
取

り
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
資

料
 

成
果

の
達

成
度

 

 成
果

1-
1
：
呼

吸
研

・
広

州
一

医
の

院
内

感
染

管
理

体
制

の
確

定
 

（
1）
 市

衛
生

局
に

よ
る

院
内

感
染

監
督

受
け

入
れ

の
際

の
チ

ェ
ッ
ク

項
目

（
院

内
感

染
管

理
弁

法
§

2
9
。

内
規

の
制

定
・

実
施

情
況

、
院

内
感

染
関

連
各

業
務

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
情

況
等

）
 

（
2）
 院

内
感

染
管

理
委

の
職

責
実

施
状

況
(院

内
感

染
管

理
弁

法
§

7
の

8
項

目
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

作
成

を
含

む
) 

（
3）
 院

内
感

染
科

の
職

責
実

施
状

況
（
院

内
感

染
管

理
弁

法
§

8
の

1
2

項
目

）
 

（
4）
 医

療
ス

タ
ッ
フ

の
手

指
衛

生
に

関
す

る
措

置
（
院

内
感

染
管

理
弁

法
§

1
3
）
（
管

理
弁

法
や

内
規

に
定

め
る

体
制

が

実
際

ど
う
機

能
し

て
い

る
か

、
あ

る
い

は
ど

う
機

能
さ

せ
る

か
に

つ
い

て
は

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

で
確

認
予

定
）
 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

聞
取

り
 

成
果

1-
2
：
呼

吸
研

・
広

州
一

医
の

重
大

感
染

症
発

生
時

の
対

応
能

力
向

上
 

①
 

演
習

の
評

価
点

数
 

②
 

演
習

の
参

加
者

（
所

属
先

、
資

格
、

人
数

等
）
 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

聞
取

り
 

成
果

1-
3
：
呼

吸
研

・
広

州
一

医
の

検
査

技
術

の
向

上
 

①
 

院
内

感
染

に
関

す
る

検
査

の
実

績
（
回

数
、

病
原

体
種

類
等

＝
投

入
活

用
状

況
を

示
す

情
報

）
 

②
 

現
在

の
院

内
感

染
病

原
体

検
索

・
検

査
能

力
の

水
準

（
＝

今
後

必
要

な
投

入
を

示
す

情
報

）
 

③
 

そ
の

他
自

己
評

価
（
6

月
4

日
付

）
の

ア
ッ
プ

デ
ー

ト
（
新

情
報

が
あ

れ
ば

）
 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

聞
取

り
 

成
果

1-
4
：
呼

吸
研

・
広

州
一

医
の

院
内

感
染

マ
ニ

ュ
ア

ル
類

の
整

備
 

自
己

評
価

（
6

月
4

日
付

）
の

ア
ッ
プ

デ
ー

ト
（
新

情
報

が
あ

れ
ば

）
 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

聞
取

り
 

成
果

1
-
5
：
他

の
医

療
機

関
に

よ
る

院
内

感

染
対

策
情

報
へ

の
ア

ク
セ

ス
 

自
己

評
価

（
6

月
4

日
付

）
の

ア
ッ
プ

デ
ー

ト
（
新

情
報

が
あ

れ
ば

）
 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

聞
取

り
 

成
果

2
-
1
：
広

州
市

C
D

C
の

主
要

病
原

体

の
検

索
技

術
向

上
 

①
 

市
C

D
C

の
病

原
体

検
索

の
実

績
（
回

数
、

病
原

体
種

類
等

）
＝

投
入

活
用

状
況

を
示

す
情

報
）
 

②
 

現
在

の
病

原
体

検
索

・
検

査
能

力
の

水
準

（
＝

今
後

必
要

な
投

入
を

示
す

情
報

）
 

③
 

そ
の

他
自

己
評

価
（
6

月
4

日
付

）
の

ア
ッ
プ

デ
ー

ト
（
新

情
報

が
あ

れ
ば

）
 

広
州

市
C

D
C

聞
取

り
 

成
果

2
-
2
：
広

州
市

C
D

C
に

よ
る

関
連

医

療
機

関
へ

の
院

内
感

染
制

圧
の

た
め

の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

と
指

導
能

力
向

上
 

①
 

院
内

感
染

管
理

弁
法

§
2
1

実
施

状
況

（
＝

院
内

感
染

ア
ウ

ト
ブ

レ
ー

ク
が

あ
れ

ば
現

地
C

D
C

が
立

ち
入

り
検

査
し

て
感

染
源

特
定

、
感

染
拡

大
防

止
措

置
の

実
施

等
を

行
う
旨

規
定

さ
れ

て
い

る
）
。

 

②
 

そ
の

他
自

己
評

価
（
6

月
4

日
付

）
の

ア
ッ
プ

デ
ー

ト
（
新

情
報

が
あ

れ
ば

）
 

広
州

市
C

D
C

聞
取

り
 

実 績 の 検 証 

成
果

2-
3
：
関

連
医

療
機

関
の

検
体

採

取
・
保

存
・
輸

送
能

力
向

上
 

①
 

院
内

感
染

検
体

の
採

取
・
保

存
・
輸

送
の

実
施

者
確

認
（
C

D
C

は
現

在
実

施
し

て
な

い
様

子
）
 

②
 

そ
の

他
自

己
評

価
（
6

月
4

日
付

）
の

ア
ッ
プ

デ
ー

ト
（
新

情
報

が
あ

れ
ば

）
 

広
州

市
C

D
C

聞
取

り
 



 
9
4

評
価

 

項
目

 
調

査
項

目
 

必
要

な
デ

ー
タ

・
情

報
 

情
報

源
・
情

報
 

収
集

方
法

 

投
入

の
実

績
：
中

国
側

 
計

画
と

実
績

の
比

較
（
ス

タ
ッ
フ

、
施

設
、

経
費

）
 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
資

料
 

実 績 の 検 証 

投
入

の
実

績
：
日

本
側

 
計

画
と

実
績

の
比

較
（
専

門
家

、
機

材
、

経
費

）
 

長
期

専
門

家
聞

取
り

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
資

料
 

活
動

の
進

捗
状

況
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
進

捗
状

況
、

計
画

と
乖

離
し

た
（
も

し
、

あ
れ

ば
）
理

由
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
状

況
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
資

料
 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

実
施

上
の

課
題

と
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

運
営

実
施

上
の

課
題

、
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

実
施

体
制

と
関

係
部

署
と

の
連

携
状

況
 

実
施

体
制

図
、

連
携

情
況

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

C
P

、
日

本
人

専
門

家
の

業
務

遂
行

状
況

 
①

 
数

・
配

置
時

期
・
能

力
（
経

験
）
の

適
切

性
 

②
 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
資

料
 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

実 施 プ ロ セ ス 

相
手

国
実

施
機

関
の

主
体

性
 

人
員

配
置

、
積

極
性

、
当

事
者

意
識

 
広

州
一

院
/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

中
国

の
開

発
政

策
/
セ

ク
タ

ー
政

策
と

の
整

合
性

 

開
発

政
策

、
公

衆
衛

生
政

策
 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

日
本

の
援

助
政

策
・
J
IC

A
国

別
事

業
実

施
計

画
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

 

援
助

政
策

・
国

別
事

業
実

施
計

画
 

政
策

資
料

 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

妥 当 性 

タ
ー

ゲ
ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
設

定
の

適
切

性
 

適
切

性
を

示
す

情
報

 
広

州
一

院
/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

有 効 性 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

の
見

込
み

 
（
「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

績
」
に

既
述

） 
 

 



 
9
5

評
価

 

項
目

 
調

査
項

目
 

必
要

な
デ

ー
タ

・
情

報
 

情
報

源
・
情

報
 

収
集

方
法

 

有 効 性 

各
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
と

の
関

連
性

 

成
果

 1
-
1
 

・ 
院

内
感

染
管

理
の

体
制

・
制

度
が

機
能

す
る

こ
と

を
阻

害
す

る
要

因
は

何
か

検
討

す
る

。
 

・ 
院

内
感

染
管

理
の

体
制

・
制

度
が

機
能

す
る

よ
う
今

後
必

要
な

協
力

の
方

針
を

検
討

す
る

。
（
詳

細
は

、
「
（
3
）
そ

の

他
懸

案
事

項
 

2
）
院

内
感

染
管

理
体

制
の

強
化

に
つ

い
て

」
参

照
）
 

成
果

 1
-
2
 

・ 
こ

れ
ま

で
の

日
本

側
の

投
入

が
少

な
い

と
思

わ
れ

る
と

こ
ろ

、
ど

の
よ

う
な

貢
献

が
あ

っ
た

の
か

確
認

す
る

。
今

後
日

本
側

に
協

力
を

期
待

し
て

い
る

の
か

、
期

待
し

て
い

る
と

す
れ

ば
ど

の
よ

う
な

協
力

な
の

か
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
日

本
側

の

協
力

が
必

要
と

さ
れ

て
い

な
け

れ
ば

、
P

D
M

に
お

い
て

修
正

す
る

必
要

が
な

い
か

確
認

す
る

。
 

成
果

 1
-
3
 

・ 
院

内
感

染
対

策
の

た
め

の
検

査
室

の
技

術
向

上
で

あ
る

と
い

う
認

識
の

共
有

化
が

必
要

。
 

・ 
院

内
感

染
対

策
の

強
化

に
つ

な
げ

る
た

め
今

後
必

要
な

協
力

の
方

針
を

検
討

す
る

。
（
詳

細
は

、
「（

3）
そ

の
他

懸
案

事
項

 
3
）
病

原
体

検
索

に
つ

い
て

①
」
参

照
）
 

成
果

 1
-
4
 

・ 
ほ

と
ん

ど
中

国
側

で
作

成
。

日
本

側
は

参
考

資
料

の
提

出
や

作
成

後
の

コ
メ

ン
ト

依
頼

な
ど

の
協

力
を

行
っ

た
。

今
後

も
同

様
の

協
力

で
良

い
か

確
認

す
る

。
 

成
果

 1
-
5
 

・ 
セ

ミ
ナ

ー
に

お
い

て
短

期
専

門
家

に
よ

る
講

義
を

実
施

し
た

が
、

ウ
ェ
ブ

サ
イ

ト
に

関
し

て
は

こ
れ

ま
で

の
日

本
側

の
協

力

が
少

な
い

と
思

わ
れ

る
と

こ
ろ

、
ど

の
よ

う
な

貢
献

が
あ

っ
た

の
か

確
認

す
る

。
今

後
も

同
様

の
協

力
で

良
い

か
確

認
す

る
。

 

・ 
広

州
市

の
病

院
を

対
象

と
し

た
研

修
の

実
施

に
つ

い
て

、
そ

の
実

施
体

制
・
方

針
及

び
日

本
側

に
期

待
さ

れ
る

協
力

内
容

を
確

認
す

る
。

 

成
果

 2
-
1
 

・ 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

の
た

め
に

、
ど

の
よ

う
な

種
類

の
病

原
体

の
検

査
能

力
を

向
上

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

の
か

日

中
双

方
で

認
識

の
共

有
化

が
為

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
（
詳

細
は

、
「
（
3
）
そ

の
他

懸
案

事
項

4
）
病

原
体

検
索

に
つ

い
て

②
」
参

照
）
 

・ 
日

本
側

に
協

力
で

き
る

リ
ソ

ー
ス

が
あ

る
の

か
検

討
す

る
。

 

成
果

 2
-
2
 

・ 
新

し
い

「
院

内
感

染
管

理
弁

法
」
（
別

添
5

参
照

）
に

よ
っ

て
新

た
に

規
定

さ
れ

た
C

D
C

の
職

責
を

確
認

す
る

。
C

D
C

の
職

責
の

規
定

が
変

化
し

た
こ

と
に

伴
っ

て
協

力
の

妥
当

性
を

改
め

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
（
詳

細
は

、
「
（
3
）
そ

の

他
懸

案
事

項
 

5
）
C

D
C

の
院

内
感

染
制

圧
の

た
め

の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

及
び

指
導

に
つ

い
て

」
参

照
）
 

・ 
医

療
機

関
に

対
す

る
研

修
、

C
D

C
職

員
に

対
す

る
研

修
は

、
こ

れ
ま

で
の

日
本

側
の

投
入

が
少

な
い

と
思

わ
れ

る
と

こ

ろ
、

ど
の

よ
う
な

貢
献

が
あ

っ
た

の
か

確
認

す
る

。
今

後
日

本
側

に
協

力
を

期
待

し
て

い
る

の
か

、
期

待
し

て
い

る
と

す
れ

ば
ど

の
よ

う
な

協
力

な
の

か
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
日

本
側

の
協

力
が

必
要

と
さ

れ
て

い
な

れ
ば

、
P

D
M

に
お

い
て

修

正
す

る
必

要
が

な
い

か
確

認
す

る
。

 

 
 



 
9
6

評
価

 

項
目

 
調

査
項

目
 

必
要

な
デ

ー
タ

・
情

報
 

情
報

源
・
情

報
 

収
集

方
法

 

各
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
と

の
関

連
性

 

成
果

 2
-
3
 

・ 
検

体
の

採
取

・
保

存
・
輸

送
に

関
す

る
研

修
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
の

日
本

側
の

投
入

が
少

な
い

と
思

わ
れ

る
と

こ

ろ
、

ど
の

よ
う
な

貢
献

が
あ

っ
た

の
か

確
認

す
る

。
今

後
日

本
側

に
協

力
を

期
待

し
て

い
る

の
か

、
期

待
し

て
い

る
と

す
れ

ば
ど

の
よ

う
な

協
力

な
の

か
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。
日

本
側

の
協

力
が

必
要

と
さ

れ
て

い
な

れ
ば

、
P

D
M

に
お

い
て

修

正
す

る
必

要
が

な
い

か
確

認
す

る
。

 

 

有 効 性 

阻
害

・
促

進
要

因
、

成
果

・
外

部
条

件
と

の

因
果

関
係

 

阻
害

・
促

進
要

因
の

確
認

 
広

州
一

院
/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

日
本

側
投

入
の

適
切

性
（
質

、
量

、
タ

イ
ミ

ン
グ

）
 

①
 

訪
日

研
修

内
容

及
び

参
加

者
と

し
て

の
意

見
、

研
修

後
の

成
果

活
用

状
況

（
特

に
院

内
感

染
へ

の
活

用
を

聞
取

る
）
 

②
 

短
期

専
門

家
活

動
内

容
及

び
短

期
専

門
家

と
し

て
の

意
見

、
短

期
専

門
家

派
遣

後
の

現
地

に
お

け
る

成
果

活
用

状
況

（
特

に
院

内
感

染
へ

の
活

用
を

聞
取

る
）
 

③
 

長
期

専
門

家
活

動
内

容
及

び
長

期
専

門
家

と
し

て
の

意
見

 

④
 

日
本

側
投

入
に

係
る

C
P

と
し

て
の

意
見

 

⑤
 

供
与

機
材

の
活

用
状

況
 

各
当

事
者

聞
取

り
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
資

料
 

中
国

側
投

入
の

適
切

性
（
質

、
量

、
タ

イ
ミ

ン
グ

）
 

中
国

側
投

入
に

係
る

長
期

専
門

家
と

し
て

の
意

見
 

長
期

専
門

家
聞

取
り

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
資

料
 

効 率 性 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

運
営

体
制

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
推

進
に

効
果

的
に

な
さ

れ
て

い
る

か
 

①
 

訪
日

研
修

計
画

策
定

方
法

に
関

す
る

情
報

と
参

加
者

と
し

て
の

意
見

 

②
 

短
期

専
門

家
派

遣
計

画
策

定
方

法
に

関
す

る
情

報
と

参
加

者
と

し
て

の
意

見
 

③
 

長
期

専
門

家
活

動
計

画
策

定
方

法
に

関
す

る
情

報
と

参
加

者
と

し
て

の
意

見
 

各
当

事
者

聞
取

り
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
資

料
 

上
位

目
標

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

と
し

て
発

現
が

見
込

ま
れ

る
か

 

P
D

M
上

に
示

さ
れ

た
指

標
に

関
し

て
は

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

績
」
に

既
述

 
広

州
一

院
/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

長
期

専
門

家
聞

取
り

 

予
期

し
な

か
っ

た
正

の
イ

ン
パ

ク
ト

(政
策

、

経
済

、
社

会
・
文

化
、

環
境

) 

プ
ラ

ス
の

波
及

効
果

の
事

例
 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

長
期

専
門

家
聞

取
り

 

イ ン パ ク ト 

予
期

し
な

か
っ

た
負

の
イ

ン
パ

ク
ト

 
マ

イ
ナ

ス
の

波
及

効
果

の
有

無
確

認
 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

長
期

専
門

家
聞

取
り

 

①
政

策
、

②
制

度
面

、
③

財
政

面
、

④
技

術
面

の
自

立
発

展
性

 

①
関

連
政

策
、

②
継

続
的

実
施

体
制

、
③

政
府

予
算

、
運

営
の

健
全

性
、

④
人

材
定

着
度

、
機

材
維

持
管

理
能

力
広

州
一

院
/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

長
期

専
門

家
聞

取
り

 

自 立 発 展 性 

自
立

発
展

性
の

貢
献

要
因

・
阻

害
要

因
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

実
施

さ
れ

た
活

動
が

、
継

続
実

施
さ

れ
る

た
め

に
必

要
な

条
件

な
ど

 
広

州
一

院
/
呼

吸
研

、
広

州

市
C

D
C

聞
取

り
 

長
期

専
門

家
聞

取
り

 



 
9
7

評
価

 

項
目

 
調

査
項

目
 

必
要

な
デ

ー
タ

・
情

報
 

情
報

源
・
情

報
 

収
集

方
法

 

投
入

、
活

動
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
内

容
を

軌
道

修
正

す
る

必
要

性
 

院
内

感
染

専
用

ラ
ボ

の
是

非
の

検
討

：
臨

床
検

査
部

門
か

ら
独

立
さ

せ
る

必
要

性
に

係
る

国
の

指
導

の
有

無
、

現
場

の

必
要

性
（
＊

C
D

C
で

実
施

さ
れ

て
い

る
ラ

ボ
集

約
化

の
趨

勢
と

は
逆

行
）
 

法
令

・
内

規
等

収
集

 

広
州

一
院

/
呼

吸
研

聞
取

り
 

長
期

専
門

家
聞

取
り

 

軌 道 修 正 の 必 要 性 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に

影
響

を
与

え
る

新
た

な
外

部

条
件

 

C
D

C
が

院
内

感
染

に
つ

き
果

す
役

割
に

関
す

る
情

報
 

①
 

従
来

と
現

行
の

規
定

（
法

令
、

内
規

等
）
の

比
較

 

②
 

現
行

の
規

定
（
法

令
、

内
規

等
）
と

実
態

の
比

較
（
＊

法
令

で
は

C
D

C
の

役
割

は
立

ち
入

り
検

査
と

市
政

府
へ

の
助

言
の

み
。

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
、

監
督

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
策

定
、

院
内

感
染

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
、

技
術

指
導

等
は

実
施

し
な

い
こ

と

に
な

っ
て

い
る

）
 

法
令

・
内

規
等

収
集

 

広
州

市
C

D
C

聞
取

り
 

長
期

専
門

家
聞

取
り

 

  



 
9
8

別
添

資
料

3
：
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
自

己
評

価
書

（
2
0
0
7

年
6

月
4

日
付

）
 

2
00

7
年

5
月

18
日

現
在

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
作

成
） 

I. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
過

程
に

お
け

る
特

記
事

項
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
名

 

 

（
和

）
広

州
市

院
内

感
染

対
策

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

（
英

）
H

o
sp

it
al

 I
n
fe

ct
io

n
 C

o
nt

ro
l 
P

ro
je

c
t 

in
 G

u
an

gz
h
o
u
 

相
手

国
 

中
華

人
民

共
和

国
 

実
施

機
関

 

 

広
州

市
科

学
技

術
局

 

広
州

呼
吸

疾
病

研
究

所
（
呼

吸
研

）
 

広
州

医
学

院
第

一
附

属
病

院
（
広

州
一

院
）
 

広
州

市
疾

病
予

防
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
（
広

州
C

D
C

）
 

協
 

力
 

期
 

間
 

2
00

5
年

12
月

15
日

～
20

08
年

12
月

14
日

（3
年

間
）
 

協
力

実
施

過
程

に
お

け
る

特
記

事
項

 

（
1
）
 実

施
中

に
当

初
計

画
の

変
更

は
あ

っ
た

か
 

・
前

提
条

件
 

・
投

入
 

・
活

動
 

・
成

果
 

・
外

部
条

件
 

・
指

標
 

 前
提

条
件

：
 

下
記

の
条

件
を

追
加

：
 

「院
内

感
染

に
関

す
る

全
て

の
資

料
や

デ
ー

タ
が

、
中

国
側

と
日

本
側

で
共

有
さ

れ
る

」
 

 投
入

：
 

1
） 

チ
ー

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

追
加

し
た

。
 

2
） 

機
材

面
に

お
い

て
、

2
0
0
6

年
10

月
に

中
国

側
か

ら
「
小

型
院

内
感

染
管

理
実

験
室

」
の

設
立

が
提

唱
さ

れ
、

そ
の

た
め

の
機

材
提

供
が

J
IC

A
側

に

求
め

ら
れ

て
い

る
。

 

 活
動

：
 

1
） 

1
-1

-2
：
「
呼

吸
研

、
お

よ
び

広
州

一
院

の
院

内
感

染
対

策
チ

ー
ム

（
IC

T
）
を

再
編

す
る

」
を

、
「
呼

吸
研

、
お

よ
び

広
州

一
院

の
院

内
感

染
管

理
委

員
会

（
IC

C
）
、

お
よ

び
院

内
感

染
対

策
チ

ー
ム

（
IC

T
）
を

再
編

す
る

」に
改

変
し

た
。

 

2
） 

1
-1

-3
：
「
呼

吸
研

、
お

よ
び

広
州

一
院

の
平

常
時

の
実

地
疫

学
調

査
実

施
体

制
を

定
め

る
」
を

、
「
呼

吸
研

、
お

よ
び

広
州

一
院

の
平

常
時

に
お

け

る
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

体
制

を
定

め
る

」
に

改
変

し
た

。
 

3
） 

1
-2

-
2
：
「
呼

吸
研

、
お

よ
び

広
州

一
院

に
お

け
る

院
内

感
染

発
生

疑
い

時
の

実
地

疫
学

調
査

実
施

体
制

を
定

め
る

」
を

、
「
呼

吸
研

、
お

よ
び

広
州

一
院

に
お

け
る

院
内

感
染

ア
ウ

ト
ブ

レ
ー

ク
時

の
調

査
、

な
ら

び
に

管
理

体
制

を
定

め
る

」
に

改
変

し
た

。
 

 成
果

：
な

し
 

 外
部

条
件

：
な

し
 

 指
標

：
 

指
標

の
目

標
値

が
未

設
定

で
あ

っ
た

が
、

2
0
0
6

年
1
0

月
に

日
中

間
で

協
議

し
設

定
し

た
。

 

（
2
）
 実

施
中

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
体

制
の

変
更

は
あ

っ
た

か
 

2
00

6
年

1
1

月
以

降
、

日
本

側
の

実
施

体
制

を
見

直
し

た
。

具
体

的
に

は
、

1
）
当

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
は

在
外

主
管

案
件

で
あ

る
も

の
の

、
J
IC

A
人

間
開

発
部

や

J
IC

A
九

州
国

際
セ

ン
タ

ー
・
J
IC

A
兵

庫
国

際
セ

ン
タ

ー
も

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
管

理
（
技

術
支

援
、

な
ら

び
に

連
絡

・
協

議
）
に

参
画

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
2
）
ま

た
、

国
内

支
援

機
関

（
神

戸
市

立
中

央
市

民
病

院
、

福
岡

市
立

こ
ど

も
病

院
、

神
戸

市
環

境
保

健
研

究
所

、
福

岡
市

保
健

環
境

研
究

所
）
と

中
国

側
の

個
別

分
野

カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
と

が
、

技
術

的
事

項
に

つ
い

て
直

接
連

絡
・
協

議
で

き
る

こ
と

と
し

た
。

（
下

記
図

参
照

）
 

他
の

援
助

事
業

と
の

関
連

 

 

1
） J

IC
A

甘
粛

省
H

IV
/
エ

イ
ズ

予
防

対
策

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

2
） 国

際
協

力
銀

行
（
J
IB

C
）「

江
西

省
円

借
款

公
衆

衛
生

事
業

セ
ミ
ナ

ー
」
 

3
） J

IC
A

中
国

・
青

年
海

外
協

力
隊

（
J
O

C
V

）
の

保
健

医
療

隊
員

と
の

意
見

交
流

 



 
9
9

II
. 

計
画

達
成

度
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

要
約

 
指

 
標

 
実

 
績

 
外

部
条

件
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
：
 

 
 

1
. 

呼
吸

研
お

よ
び

広
州

一
院

が
、

モ
デ

ル
基

地

と
し

て
、

市
内

の
そ

の
他

関
連

医
療

機
関

に

重
大

感
染

症
を

含
む

院
内

感
染

対
策

の
経

験
を

波
及

さ
せ

る
 

1
-1

. 支
援

、
お

よ
び

指
導

を
受

け
た

医
療

機
関

の
数

 

1
-2

. 重
大

感
染

発
生

時
の

対
応

に
か

か
る

研

修
を

受
講

し
た

医
療

機
関

の
数

 

1
-3

. 作
成

さ
れ

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
お

よ
び

ツ
ー

ル
を

導
入

し
た

医
療

機
関

の
数

 

1
-4

. 発
表

さ
れ

た
関

連
論

文
集

 

＜
一

院
＋

呼
吸

研
＞

 

1
-1

: 
5
（
広

医
一

院
、

広
医

三
院

、
広

医
口

腔
医

院
、

荔
湾

医

院
、

竜
洞

医
院

）
 

1
-2

: 
5
（
広

医
一

院
、

広
医

三
院

、
広

医
口

腔
医

院
、

荔
湾

医

院
、

竜
洞

医
院

）
 

1
-3

: 
5
（
広

医
一

院
、

広
医

三
院

、
広

医
口

腔
医

院
、

荔
湾

医

院
、

竜
洞

医
院

）
 

1
-4

: 
3

篇
 

 

2
. 

広
州

市
C

D
C

の
病

原
体

検
索

能
力

、
お

よ

び
所

管
医

療
機

関
の

関
連

す
る

技
術

力
が

向
上

す
る

 

2
-1

. 広
州

市
C

D
C

の
新

し
い

病
原

体
検

索
の

項
目

、
種

類
の

数
 

2
-2

. 院
内

感
染

に
か

か
る

病
原

体
の

検
出

率
 

2
-3

. 病
原

体
検

索
方

法
の

更
新

の
回

数
 

＜
C

D
C

>
 

2
-
1
: 
病

原
体

検
索

種
類

1
3

種
を

新
し

く
増

加
し

た
（
ウ

ィ
ル

ス
9

お
よ

び
細

菌
4）

。
 

2
-
2
: 
検

出
方

法
5

種
類

を
新

し
く
増

加
（
更

新
）
し

た
（
ウ

ィ
ル

ス
4

及

び
細

菌
類

１
種

）
。

 

2
-
3
: 
新

し
い

「
院

内
感

染
管

理
弁

法
」
に

基
づ

き
、

院
内

感
染

発
生

時
の

病
原

体
検

索
の

仕
事

は
、

所
属

病
院

の
院

内
感

染
実

験
室

が
責

任
を

持
ち

検
索

し
、

院
内

感
染

の
流

行
或

い
は

技

術
支

持
を

得
た

い
と

き
だ

け
C

D
C

実
験

室
が

検
索

に
介

入
す

る
。

そ
の

た
め

、
C

D
C

実
験

室
は

院
内

感
染

病
原

体
検

索
面

で
は

検
索

サ
ン

プ
ル

量
は

だ
ん

だ
ん

と
少

な
く
な

り
、

今
年

は
病

院
が

提
出

す
る

検
索

サ
ン

プ
ル

は
ま

だ
受

け
取

っ
て

い
な

い
。

 

 広
州

市
の

重
大

感
染

症
対

策
で

、
呼

吸
疾

病
研

究
所

、

お
よ

び
広

州
医

学
院

第
一

附

属
医

院
が

患
者

収
容

の
指

定

医
療

機
関

で
あ

り
続

け
る

。
 

 

 広
州

市
C

D
C

が
、

病
原

体
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
実

施
機

関
で

あ
り

続
け

る
。

 

  

成
果

：
 

 
 

1
-1

. 総
合

病
院

と
し

て
、

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

院
内

感
染

管
理

体
制

が
定

ま

る
 

1
-1

. 
院

内
感

染
対

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

改
訂

回
数

 

＜
一

院
＋

呼
吸

研
＞

 

1
-
1
: 
改

訂
中

 

1
-2

. 重
大

感
染

症
患

者
発

生
時

に
、

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

医
療

従
事

者
の

対
応

能
力

が
向

上
す

る
 

1
-2

. 
重

大
感

染
症

発
生

時
の

対
応

に
関

す
る

研
修

・
訓

練
の

年
間

実
施

回
数

 

＜
一

院
＋

呼
吸

研
＞

 

1
-
2
: 
2
0
0
6

年
医

療
従

事
者

に
対

し
突

発
的

な
感

染
症

訓
練

を
実

施
、

ま
た

同
年

演
習

１
回

を
実

施
し

た
。

 

1
-3

. 呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

検
査

室
に

お
け

る
検

査
技

術
が

向
上

す
る

 

1
-
3
-
1
. 
検

査
対

象
病

原
体

の
数

 

1
-
3
-
2
. 
検

査
件

数
と

病
原

体
の

検
出

率
 

＜
一

院
＋

呼
吸

研
＞

 

1
-
3
-
1
: 

病
原

体
検

索
種

類
4

種
を

新
し

く増
加

し
た

（
ウ

ィ
ル

ス
3

及

び
細

菌
1）

 

1
-3

-
2
: 

病
原

体
検

出
率

30
.4

9
％

 

 広
州

市
主

管
部

門
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

政
策

上
、

財
政

上
の

サ
ポ

ー
ト

が
持

続
的

に
得

ら
れ

る
。

 

 

 研
修

や
研

究
会

に
参

加
し

た

関
係

者
が

、
少

な
く
と

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

に
は

異
動

し
な

い
こ

と
。

 

 



 
1
00

1
-4

. 院
内

感
染

対
策

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

教

育
・
普

及
ツ

ー
ル

が
整

う
 

1
-4

. 
作

成
さ

れ
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

お
よ

び
ツ

ー

ル
を

所
持

す
る

医
療

従
事

者
の

割
合

 

＜
一

院
＋

呼
吸

研
＞

 

1
-4

: 
5
0％

 

1
-5

. 他
の

医
療

機
関

が
、

院
内

感
染

対
策

の

知
識

と
経

験
に

関
す

る
情

報
に

ア
ク

セ
ス

で

き
る

よ
う
に

な
る

 

1
-5

-
1
. 
院

内
感

染
対

策
に

か
か

る
経

験
交

流

の
た

め
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

の
回

数
 

1
-5

-
2
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
情

報
と

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の

発
信

回
数

・
頻

度
 

＜
一

院
＋

呼
吸

研
＞

 

1
-
5
-
1
: 

短
期

専
門

家
と

の
交

流
2

回
、

セ
ミ
ナ

ー
で

の
交

流
1

回
 

1
-5

-
2
: 

1
回

/2
～

3
ヶ

月
 

2
-1

. 広
州

市
C

D
C

の
主

要
な

病
原

体
の

検
索

技
術

が
向

上
す

る
 

2
-
1
-
1
. 
広

州
市

C
D

C
の

検
査

対
象

病
原

体

の
増

加
数

 

2
-1

-
2
. 
広

州
市

C
D

C
が

導
入

し
た

病
原

体

検
索

方
法

の
数

 

2
-
1
-
3
. 
広

州
市

C
D

C
の

検
査

件
数

と
病

原

体
検

出
率

 

＜
C

D
C

>
 

2
-
1
-
1
: 

病
原

体
検

索
種

類
13

種
を

新
し

く
増

加
し

た
（
ウ

ィ
ル

ス
9

お
よ

び
細

菌
4
）
。

 

2
-
1
-
2
: 

検
出

方
法

5
種

類
を

新
し

く
増

加
（
更

新
）
し

た
（
ウ

ィ
ル

ス
4

及
び

細
菌

類
1

種
）
。

 

2
-2

. 広
州

市
C

D
C

の
関

連
医

療
機

関
に

対
す

る
院

内
感

染
制

圧
の

た
め

の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン

ス
と

指
導

の
能

力
が

向
上

す
る

 

2
-
2
-
1
. 
広

州
市

C
D

C
の

院
内

感
染

制
圧

に

か
か

る
技

術
指

導
を

受
け

た
医

療
機

関
の

数
 

2
-2

-
2
. 
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

に
関

す
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
受

け
た

広
州

市
C

D
C

ス
タ

ッ
フ

の
延

べ
人

数
 

＜
C

D
C

>
 

2
-
2
-
1
: 

2
0
0
7

年
6

月
に

5
5

の
市

レ
ベ

ル
の

病
院

、
5

の
区

、
県

レ

ベ
ル

の
病

院
に

対
し

医
療

機
関

の
消

毒
と

滅
菌

技
術

、
お

よ
び

消
毒

と
滅

菌
効

果
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

研
修

の
初

期
準

備

の
仕

事
に

着
手

し
て

い
る

。
 

2
-2

-
2
: 

消
毒

と
滅

菌
技

術
、

お
よ

び
消

毒
と

滅
菌

効
果

サ
ー

ベ
イ

ラ

ン
ス

研
修

を
受

け
る

医
療

機
関

の
医

療
従

事
者

は
、

延
べ

7
0

人
に

達
す

る
と

見
込

ま
れ

る
。

 

2
-3

. 関
連

医
療

機
関

の
検

体
の

採
取

・
保

存
・

輸
送

の
能

力
が

向
上

す
る

 

2
-3

-
1
. 
検

体
の

採
取

・
保

存
・
輸

送
に

関
す

る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
実

施
回

数
 

＜
C

D
C

>
 

2
-3

-
1
: 

2
00

7
年

9
月

に
行

う
広

州
市

直
轄

区
1
2

の
区

（
市

）
の

C
D

C
検

査
ス

タ
ッ
フ

の
現

場
技

能
、

1
4

の
コ

レ
ラ

偵
察

基
地

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
病

院
サ

ン
プ

ル
採

取
、

輸
送

技
術

研
修

の

初
期

準
備

に
着

手
し

て
い

る
。

研
修

を
受

け
る

人
数

は
、

延

べ
3
0
0

人
達

す
る

と
見

込
ま

れ
る

。
 

 

活
動

：
 

1
-
1
-
1
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

院
内

感
染

対
策

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
改

訂
す

る
 

1
-
1
-
2
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

院
内

感
染

管
理

委
員

会
（
IC

C
）
、

お
よ

び
院

内
感

染
対

策

チ
ー

ム
（
IC

T
)を

再
編

す
る

。
 

1
-
1
-
3
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

平
常

時
に

お
け

る
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

体
制

を
定

め
る

1
-
2
-
1
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

医
療

従
事

者
に

対
し

、
重

大
感

染
発

生
時

の
対

応
に

関
す

る
研

修
・
訓

練
を

行
う
。

 

1
-
2
-
2
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
に

お
け

る
院

内
感

染
ア

ウ
ト

ブ
レ

ー
ク

時
の

調
査

、
な

ら
び

に
管

理
体

制
を

定
め

る
。

 

1
-
3
-
1
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

微
生

物
検

査
室

で
の

検
体

採
取

と
分

離
同

定
に

関
す

る
技

投
入

（
日

本
）
 

 長
期

専
門

家
 

チ
ー

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
 

1
名

 

業
務

調
整

 
1

名
 

 

 短
期

専
門

家
 

2
00

5
年

度
： 

4
名

 

2
00

6
年

度
： 

8
名

 

  

投
入

 

（
中

国
、

一
院

＆
呼

吸
研

）
 
 

 カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

 

科
技

局
局

長
 

1
名

呼
吸

研
所

長
 

1
名

医
院

院
長

 
1

名

医
院

感
染

管
理

科
科

長
 

1
名

同
科

、
専

任
医

師
 

1
名

同
科

、
専

任
看

護
師

 
1

名

科
研

管
理

科
科

長
 

1
名

前
提

条
件

 

 日
本

側
の

専
門

家
と

中
国

側

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

、
計

画

通
り

に
配

置
さ

れ
る

。
 

 

 院
内

感
染

に
関

す
る

全
て

の

資
料

や
デ

ー
タ

が
、

中
国

側
と

日
本

側
で

共
有

さ
れ

る
。

 

  



 
1
01

術
研

修
・
指

導
を

行
う
。

 

1
-
4
-
1
 

院
内

感
染

防
止

の
た

め
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

教
材

（
テ

キ
ス

ト
・
視

聴
覚

資
料

等
）
を

作
成

す
る

。
 

1
-
4
-
2
 

院
内

感
染

防
止

の
た

め
の

広
報

宣
伝

資
料

（
ポ

ス
タ

ー
・
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

等
）
を

作
成

す
る

。
 

1
-
5
-
1
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
が

院
内

感
染

対
策

に
か

か
る

経
験

交
流

の
た

め
の

セ
ミ
ナ

ー
や

ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

を
開

催
す

る
。

 

1
-
5
-
2
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
が

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

通
じ

て
院

内
感

染
対

策
に

か
か

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
情

報
お

よ
び

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
定

期
的

に
発

信
す

る
。

 

 
 

2
-
1
-
1
 

広
州

市
C

D
C

の
病

原
体

検
索

の
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
改

訂
す

る
。

 

2
-
1
-
2
 

広
州

市
C

D
C

の
病

原
体

検
索

の
た

め
の

適
切

な
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
改

訂
す

る
。

 

2
-
1
-
3
 

広
州

市
C

D
C

の
微

生
物

分
離

担
当

者
に

検
索

技
術

に
関

す
る

研
修

を
行

う
。

 

2
-
1
-
4
 

広
州

市
C

D
C

の
微

生
物

分
離

担
当

者
に

検
査

室
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

修
を

行
う
。

2
-
2
-
1
 

広
州

市
C

D
C

が
関

連
医

療
機

関
の

院
内

感
染

に
対

す
る

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を

改
訂

す
る

。
 

2
-
2
-
2
 

広
州

市
C

D
C

の
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

改
訂

す
る

。
 

2
-
2
-
3
 

広
州

市
C

D
C

の
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

に
従

事
す

る
ス

タ
ッ
フ

に
対

し
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実

施
す

る
。

 

2
-
3
-
1
 

関
連

医
療

機
関

に
検

体
の

採
取

・
保

存
・
輸

送
に

関
す

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

す
る

。
 

 資
機

材
供

与
 

2
00

6
年

度
： 

6
2
,1

07
千

円
 

 

 現
地

業
務

費
等

 

2
00

5
年

度
： 

5
64

千
円

 

2
00

6
年

度
： 

6
,8

79
千

円
 

 

 研
修

員
受

入
 

2
00

5
年

度
： 

3
名

 

2
00

6
年

度
： 

14
名

 

※
集

団
研

修
へ

の
参

加
 

2
00

6
年

度
： 

2
名

 

 執
行

委
員

会
メ

ン
バ

ー
 

常
務

副
院

長
 

1
名

 

呼
吸

研
副

所
長

 
1

名
 

看
護

部
主

任
 

1
名

 

 

 施
設

 

日
本

側
専

用
事

務
室

 
1

室
 

会
議

室
（
必

要
時

の
み

）
 
1

室
 

車
両

（
必

要
時

の
み

）
 

1
台

 

 

 予
算

措
置

 

2
00

5
年

度
： 

4
2
,0

00
元

 

2
00

6
年

度
： 

2
34

,6
00

元
 

 （
中

国
C

D
C

）
  

 長
期

 

調
整

窓
口

 
1

名
 

小
グ

ル
ー

プ
構

成
員

 
7

名
 

参
加

科
室

 
5

科
室

 

参
加

人
数

 
77

名
 

 短
期

 

日
本

語
翻

訳
 

1
名

 

英
語

翻
訳

 
1

名
 

運
転

手
 

1
名

 

   

 施
設

（
必

要
時

の
み

）
 

会
議

室
 

1
部

屋
 

会
議

場
所

 
1

部
屋

 

交
通

車
両

 
2

台
 

 

 予
算

措
置

 

2
00

5
年

度
： 

1
0
,0

00
元

 

2
00

6
年

度
： 

8
0
,0

00
元

 

           

 



 
1
02

P
la

n
 o

f 
O

p
e
ra

ti
o
n
 b

as
e
d
 o

n
 P

D
M

  
(H

o
sp

it
al

 I
n
fe

c
ti
o
n
 C

o
n
tr

o
l 
P

ro
je

c
t,
 2

0
0
5
.1

2
.1

5
-
2
0
0
8
.1

2
.1

4
)

<
P

ro
gr

e
ss

 s
c
o
re

>
1
: 
n
o
t 

ye
t 

st
ar

te
d
  

 2
, 
b
e
h
in

d
 t

h
e
 p

la
n
  

 3
, 
as

 p
la

n
n
e
d
  

 4
, 
c
o
m

p
le

te
d

20
07

年
4月

18
日

　
現

在

8
月

1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

1
～

2
月

3
～

4
月

5
～

6
月

7
～

8
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

1
～

2
月

3
～

4
月

5
～

6
月

7
～

8
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

2
0
0
8
年

活
動

内
容

活
動

項
目

担
当

部
門

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

P
ro

gr
e
ss

 S
c
o
re

 

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

感
染

管
理

科
、

看
護

部

院
長

、
感

染
管

理
科

感
染

管
理

科
、

看
護

部
、

関
係

部
署

1
-
1
-
1

1
-
1
-
2

1
-
1
-
3

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

院
内

感
染

対
策

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
改

訂
す

る

呼
吸

研
お

よ
び

広
州

一
院

の
院

内
感

染
管

理
委

員
会

（
IC

C
）
、

お
よ

び
院

内
感

染
対

策
チ

ー
ム

（
IC

T
)を

再
編

す
る

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

平
常

時
に

お
け

る
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

体
制

を
定

め
る

（
政

府
か

ら
の

追
加

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
待

つ
。

そ
の

後
、

院
内

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作

メ
ン

バ
ー

変
更

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
対

象
の

選
択

・
決

定
IC

T
ラ

ウ
ン

ド
の

定
例

化

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
レ

ポ
ー

ト
様

式
の

確
認

お
よ

び
改

訂

第
一

段
階

：
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
現

状
分

析
お

よ
び

問
題

点
の

抽
出

感
染

管
理

委
員

会
の

開
催

感
染

管
理

委
員

会
の

開
催

感
染

管
理

委
員

会
の

開
催

感
染

管
理

委
員

会
の

開
催

第
二

段
階

：
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
精

度
向

上

統
計

処
理

法
の

確
立

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
デ

ー
タ

の
発

信
方

法
の

確
立

　
　

　
　

　
　

　
第

三
段

階
：
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
有

効
活

用

他
の

医
療

機
関

へ
の

教
育

や
学

術
活

動

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
シ

ス
テ

ム
の

総
合

評
価

中
間

評
価

終
了

時
評

価

感
染

管
理

委
員

会
の

開
催合
同

委
員

会
合

同
委

員
会

合
同

委
員

会

専
門

の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

チ
ー

ム
を

設
立

。
例

え
ば

消
毒

隔
離

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
ム

変
更

第
一

段
階

：
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
現

状
分

析
お

よ
び

問
題

点
の

抽
出

第
二

段
階

：
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
精

度
向

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
対

象
の

決
定

：
IC

U
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

を
行

う

院
内

感
染

管
理

委
員

会
の

開
催

院
内

感
染

管
理

委
員

会
の

院
内

感
染

管
理

委
員

会
の

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
レ

ポ
ー

ト
様

式
の

改
訂

実
践

応
用

合
同

調
整

委
員

会

 



 
1
03

8
月

1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

1
～

2
月

3
～

4
月

5
～

6
月

7
～

8
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

1
～

2
月

3
～

4
月

5
～

6
月

7
～

8
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

活
動

項
目

担
当

部
門

P
ro

gr
e
ss

 S
c
o
re

 

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

1
-
3
-
1

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

微
生

物
検

査
室

で
の

検
体

採
取

と
分

離
同

定
に

関
す

る
技

術
研

修
・
指

導
を

行
う

院
長

、
感

染
管

理
科

、
看

護
部

、
検

査
科

活
動

内
容

2
0
0
6
年

人
事

研
修

科
・

医
務

科
・
感

染
管

理
科 感

染
管

理
科

、
看

護
部

、
関

係
部

署

感
染

管
理

科
、

看
護

部

感
染

管
理

科
、

看
護

部
看

護
部

1
-
2
-
1

1
-
2
-
2

1
-
4
-
1

1
-
4
-
2

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
に

お
け

る
院

内
感

染
ア

ウ
ト

ブ
レ

イ
ク

時
の

調
査

、
な

ら
び

に
管

理
体

制
を

定
め

る 院
内

感
染

防
止

の
た

め
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

教
材

（
テ

キ
ス

ト
・
視

聴
覚

資
料

等
）
を

作
成

す
る

院
内

感
染

防
止

の
た

め
の

広
報

宣
伝

資
料

（
ポ

ス
タ

ー
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

）
を

作
成

す
る呼

吸
研

、
お

よ
び

広
州

一
院

の
医

療
従

事
者

に
対

し
、

重
大

感
染

発
生

時
の

対
応

に
関

す
る

研
修

・
訓

練
を

行
う

危
機

管
理

体
制

の
現

状
分

析
（
過

去
の

事
例

研
究

）
危

機
管

理
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

の
作

成
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
ト

レ
ー

ニ
ン

グ

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
の

見
直

し
、

完
成

日
本

で
の

検
査

技
術

研
修

V
A

P
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

U
T
I管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

B
S
I管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

S
S
I管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

ポ
ス

タ
ー

作
成

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成

(J
E
)

(J
E
)

(J
E
)

(C
T
)

(C
T
)

(C
T
)

(C
T
)

（
J
E
)

研
修

・
訓

練
研

修
・
訓

練
研

修
・
訓

練

感
染

管
理

指
導

者
養

成
研

修

福
岡

市
の

研
究

所
で

研
修

(2
名

）

研
修

・
訓

練
研

修
・
訓

練
研

修
・
訓

練

日
本

で
の

研
修

：
6
名

危
機

管
理

体
制

の
分

析
危

機
管

理
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

の
初

期
作

成

日
本

で
研

修
：
１

名

日
本

で
研

修
：
２

名

IC
U

の
V

A
P

予
防

ア
ド

バ
イ

ス
作

成
、

関
連

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催

IC
U

の
U

T
Iコ

ン
ト

ロ
ー

ル
ア

ド
バ

イ
ス

を
起

草

魔
法

瓶
の

栓
交

換
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

手
洗

い
ポ

ス
タ

ー
作

成

内
視

鏡
洗

浄
時

の
ス

タ
ッ

フ
防

護

院
内

感
染

通
信

：
１

，
２

C
O

S
M

O
マ

ス
ク

の
着

用
方

法
な

 



 
1
04

8
月

1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

1
～

2
月

3
～

4
月

5
～

6
月

7
～

8
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

1
～

2
月

3
～

4
月

5
～

6
月

7
～

8
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

予
定

実
際

予
定

実
際

（
中

国
か

ら
研

修
員

を
派

遣
=
C

T
）

（
日

本
か

ら
専

門
家

を
招

請
=
J
E
）

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

活
動

項
目

担
当

部
門

P
ro

gr
e
ss

 S
c
o
re

 
活

動
内

容

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

人
事

研
修

科
、

科
研

科
、

教
学

管
理

科
、

感
染

管
理

科 医
院

事
務

室
、

呼
吸

研

1
-
5
-
1

1
-
5
-
2

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
が

院
内

感
染

対
策

に
か

か
る

経
験

交
流

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
す

る

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
が

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

通
じ

て
院

内
感

染
対

策
に

か
か

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
情

報
お

よ
び

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
定

期
的

に

学
術

セ
ミ

ナ
ー

学
術

セ
ミ

ナ
ー

学
術

セ
ミ

ナ
ー

広
州

呼
吸

疾
病

研
究

所
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載

(J
E
）

(J
E
）

(J
E
）

薬
剤

の
静

脈
投

与
マ

ニ
ュ

ア
ル

内
視

鏡
の

超
音

波
洗

浄
法

日
本

専
門

家 セ
ミ

ナ
ー

開
催

セ
ミ

ナ
ー

情
報

を
病

院
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

院
内

感
染

関
連

対
策

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

 



 
1
05

<
P

ro
gr

e
ss

 s
c
o
re

>
1
: 
n
o
t 

ye
t 

st
ar

te
d
  

 2
, 
b
e
h
in

d
 t

h
e
 p

la
n
  

 3
, 
as

 p
la

n
n
e
d
  

 4
, 
c
o
m

p
le

te
d

2
00

7年
4
月

1
8日

　
現

在

8 月
1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

4
月

8
月

1
2
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

1
～

2
月

3
～

4
月

5
～

6
月

7
～

8
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

1
～

2
月

3
～

4
月

5
～

6
月

7
～

8
月

9
～

1
0
月

1
1
～

1
2
月

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

予
定

実
際

随
時

、
国

家
が

制
定

す
る

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
従

い
、

更
新

す
る

。

随
時

、
国

家
が

制
定

す
る

病
原

体
検

索
の

た
め

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
従

い
、

更
新

す
る

。

活
動

項
目

担
当

部
門

P
ro

gr
e
ss

 S
c
o
re

 

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

活
動

内
容

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

3
3

2
-
3
-
1

関
連

医
療

機
関

に
検

体
の

採
取

・
保

存
・
輸

送
に

関
す

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

す
る

中
国

側
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
担

当
官

・
伝

染
予

防
科

・
微

生
物

検
査

科

2
-
2
-
3

広
州

市
C

D
C

の
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

に
従

事
す

る
ス

タ
ッ

フ
に

対
し

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
す

る

中
国

側
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
担

当
官

3
3

3
3

2
-
2
-
2

広
州

市
C

D
C

の
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

改
訂

す
る

C
D

C
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
担

当
官

・
微

生
物

検
査

科
・
消

毒
滅

菌
科

2
-
2
-
1

広
州

市
C

D
C

が
関

連
医

療
機

関
の

院
内

感
染

に
対

す
る

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
改

訂
す

る

C
D

C
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
担

当
官

・
微

生
物

検
査

科
・
消

毒
滅

菌
科

3
3

3
3

2
-
1
-
4

広
州

市
C

D
C

の
微

生
物

分
離

担
当

者
に

検
査

室
の

安
全

性
向

上
に

関
す

る
研

修
を

行
う

中
国

側
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
担

当
官

2
-
1
-
3

広
州

市
C

D
C

の
微

生
物

分
離

担
当

者
に

検
査

技
術

に
関

す
る

研
修

を
行

う

日
本

側
専

門
家

・
中

国
側

担
当

官

3
3

3
3

2
-
1
-
2

広
州

市
C

D
C

の
適

切
な

病
原

体
検

索
の

た
め

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
改

訂
す

る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

担
当

官
・
微

生
物

検
査

科

3
3

2
-
1
-
1

広
州

市
C

D
C

の
病

原
体

検
索

の
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
改

訂
す

る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

担
当

官
・
微

生
物

検
査

科

日
本

で
の

研
修

日
本

で
の

研
修

日
本

で
の

研
修

研
修

研
修

研
修

資
料

収
集

、
お

よ
び

整
理

人
員

の
組

織
化

、
お

よ
び

初
稿

作
成

専
門

家
に

よ
る

校
正

最
終

校
の

整
理

印
刷

配
布

、
な

ら
び

に
関

係
者

の
訓

練

資
料

収
集

、
お

よ
び

整
理

人
員

の
組

織
化

、
お

よ
び

初
稿

成

専
門

家
に

よ
る

校
正

最
終

校
の

整
理

印
刷

実
際

の
応

用

一
人

・
国

内
留

学
一

人
・
日

本
留

学
一

人
・
日

本
留

学

セ
ミ

ナ
ー

開
催

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

訪
日

研
修

：
１

名
、

5
ヶ

月

研
修

資
料

収
集

、
お

よ
び

整
理

国
内

研
修

：
１

名

セ
ミ

ナ
ー

開
催

人
員

の
組

織
化

、
お

よ
び

初
稿

作
成

資
料

収
集

、
お

よ
び

整
理

 
 



 
1
06

II
I. 

評
価

結
果

要
約

 

1
. 

目
標

達
成

度
 

（
1
）
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

各
「
成

果
」
が

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
」
に

つ
な

が
っ

た
度

合
い

 

成
果

の
達

成
度

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
を

促
進

／
阻

害
し

た
要

因
 

成
果

 1
-
1
 

総
合

病
院

と
し

て
、

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

院
内

感
染

管
理

体
制

が
定

ま
る

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

達
成

度
：
5
0
 

%
 

院
内

感
染

管
理

体
制

を
完

備
し

、
か

つ
徐

々
に

そ
れ

を
完

全

な
も

の
に

し
て

い
る

。
ま

た
現

在
一

院
内

の
《
院

内
感

染
管

理

規
範

》
を

改
訂

中
で

あ
る

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

＜
促

進
要

因
＞

 

政
府

が
《
院

内
感

染
管

理
弁

法
》
を

発
布

し
、

管
理

及
び

監
督

機
構

を
徐

々
に

改
善

し
て

い
る

。
一

院
指

導

者
の

重
視

、
J
IC

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

促
進

。
 

＜
阻

害
要

因
＞

 

一
部

の
医

療
従

事
者

の
院

内
感

染
に

対
す

る
認

識
を

、
引

き
続

き
よ

り
向

上
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

 

成
果

 1
-
2
 

重
大

感
染

症
患

者
発

生
時

に
、

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

医

療
従

事
者

の
対

応
能

力
が

向
上

す
る

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

達
成

度
：
7
5
 

%
 

臨
床

の
医

療
従

事
者

に
対

し
突

発
的

な
感

染
症

の
訓

練
を

実
施

し
た

が
、

医
療

技
術

部
門

従
事

者
に

対
す

る
訓

練
が

不
足

し
て

い
る

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

＜
促

進
要

因
＞

 

一
院

指
導

者
の

重
視

、
多

く
の

ル
ー

ト
、

様
々

な
方

法
を

通
じ

医
療

従
事

者
の

対
応

能
力

を
向

上
さ

せ
る

。
 

＜
阻

害
要

因
＞

 

訓
練

方
法

を
さ

ら
に

改
善

し
て

、
訓

練
効

果
を

あ
げ

る
必

要
が

あ
る

。
 

成
果

 
1
-
3
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

検

査
室

に
お

け
る

検
査

技
術

が
向

上

す
る

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

達
成

度
：
5
0
 %

 

新
た

に
9

種
類

を
病

原
体

検
査

品
種

に
加

え
て

そ
れ

を
完

成

さ
せ

る
計

画
で

あ
る

。
2
0
0
7

年
新

た
な

病
原

体
検

査
品

種
は

4
種

類
で

あ
る

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

＜
促

進
要

因
＞

 

多
ル

ー
ト

を
通

じ
た

学
習

、
検

査
技

術
の

向
上

、
J
IC

A
プ

ル
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

検
査

技
術

の
向

上
。

 

＜
阻

害
要

因
＞

 

検
査

員
の

訪
日

研
修

期
間

が
短

い
。

研
修

内
容

と
一

院
が

必
要

と
す

る
も

の
と

合
致

し
な

い
。

 

成
果

 1
-
4
 

院
内

感
染

対
策

に
関

す
る

マ
ニ

ュ

ア
ル

、
教

育
・
普

及
ツ

ー
ル

が
整

う
 

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

達
成

度
：
1
0
0
 

%
 

新
た

に
院

内
感

染
に

関
す

る
操

作
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
宣

伝
資

料

等
11

種
類

を
作

成
し

た
。

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

＜
促

進
要

因
＞

 

一
院

指
導

者
の

重
視

、
J
IC

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

促
進

、
院

内
感

染
管

理
従

事
者

の
努

力
と

働
き

。
 

＜
阻

害
要

因
＞

 

一
部

の
医

療
従

事
者

の
、

院
内

感
染

に
対

す
る

意
識

の
向

上
が

待
た

れ
る

。
従

事
す

る
者

の
数

に
限

界
が

あ

り
、

精
力

、
時

間
と

も
に

限
界

が
あ

る
。

 

成
果

 
1
-
5
 

他
の

医
療

機
関

が
、

院
内

感
染

対
策

の
知

識
と

経
験

に
関

す
る

情

報
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
に

な
る

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

達
成

度
：
5
0
 %

 

2
～

3
ヶ

月
ご

と
に

一
院

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
院

内
感

染
対

策
関

係
ニ

ュ
ー

ス
を

発
信

し
て

い
る

。
 

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

＜
促

進
要

因
＞

 

一
院

指
導

者
の

重
視

、
専

任
と

兼
任

の
職

員
が

J
IC

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
及

び
そ

の
他

の
ル

ー
ト

を
通

じ
て

研
修

を

受
け

た
。

 

＜
阻

害
要

因
＞

 

一
院

ウ
ェ
ブ

サ
イ

ト
を

建
設

中
、

様
々

な
主

観
的

客
観

的
な

要
素

が
存

在
し

て
い

る
。

 



 
1
07

（
1
）
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

各
「
成

果
」
が

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
」
に

つ
な

が
っ

た
度

合
い

 

成
果

の
達

成
度

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
を

促
進

／
阻

害
し

た
要

因
 

成
果

 
2
-
1
 

広
州

市
C

D
C

の
主

要
な

病
原

体

の
検

索
技

術
が

向
上

す
る

 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

達
成

度
：
5
0
 %

 

（
実

績
の

2-
1
-1

、
2-

1-
2

に
記

載
済

み
）
 

2
-
1
-
1
: 

病
原

体
検

索
種

類
13

種
を

新
し

く
増

加
し

た
（
ウ

ィ

ル
ス

9
お

よ
び

細
菌

4
）
。

 

2
-
1
-
2
: 

検
出

方
法

5
種

類
を

新
し

く
増

加
（
更

新
）
し

た
（ウ

ィ
ル

ス
4

及
び

細
菌

類
1

種
）
。

 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

＜
促

進
要

因
＞

 

C
D

C
は

、
検

査
室

の
能

力
の

確
立

と
発

展
を

重
視

し
た

。
C

D
C

検
査

室
は

、
衛

生
局

の
重

点
的

プ
ロ

グ
ラ

ム

を
取

得
し

た
。

 

＜
阻

害
要

因
＞

 

現
在

、
検

査
室

は
急

速
に

力
を

増
し

て
い

る
。

よ
り

多
く
の

人
材

養
成

の
機

会
を

通
じ

て
技

術
レ

ベ
ル

と
実

務
能

力
を

向
上

さ
せ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

成
果

 
2
-
2
 

広
州

市
C

D
C

の
関

連
医

療
機

関

に
対

す
る

院
内

感
染

制
圧

の
た

め

の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

と
指

導
の

能
力

が
向

上
す

る
 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

達
成

度
：
2
5
 %

 

（
実

績
の

2-
2
-1

、
2-

2-
2

に
記

載
済

み
）
 

2
-2

-
1
: 

2
00

7
年

6
月

に
5
5

の
市

レ
ベ

ル
の

病
院

、
5

の
区

、

県
レ

ベ
ル

の
病

院
に

対
し

医
療

機
関

の
消

毒
と

滅

菌
技

術
、

お
よ

び
消

毒
と

滅
菌

効
果

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
研

修
の

初
期

準
備

の
仕

事
に

着
手

し
て

い
る

。
 

2
-2

-
2
: 

消
毒

と
滅

菌
技

術
、

お
よ

び
消

毒
と

滅
菌

効
果

サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

研
修

を
受

け
る

医
療

機
関

の
医

療
従

事
者

は
、

延
べ

70
人

に
達

す
る

と
見

込
ま

れ
る

。
 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

＜
促

進
要

因
＞

 

中
国

政
府

は
、

院
内

感
染

管
理

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
と

指
導

業
務

を
重

視
し

て
い

る
。

2
0
0
6

年
に

新
し

く「
院

内
感

染
管

理
弁

法
」
が

施
行

さ
れ

た
。

新
し

い
管

理
法

は
、

C
D

C
の

院
内

感
染

管
理

に
関

す
る

職
責

を
明

確
に

し

た
。

 

＜
阻

害
要

因
＞

 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

新
し

い
管

理
法

で
は

、
C

D
C

を
院

内
感

染
管

理
の

予
防

と
制

御
に

関
す

る
専

門
家

グ
ル

ー
プ

と
し

、
衛

生
局

の

も
と

で
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

に
参

加
し

、
医

療
機

関
の

消
毒

や
殺

菌
滅

菌
に

関
し

て
活

動
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

政
府

に
よ

り
新

し
い

院
内

感
染

管
理

弁
法

が
施

行
さ

れ
、

そ
れ

に
伴

い
C

D
C

の
職

務
が

一
部

変
更

さ
れ

た
。

こ

の
こ

と
が

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
活

動
の

促
進

を
妨

げ
た

。
 

成
果

 
2
-
3
 

関
連

医
療

機
関

の
検

体
の

採

取
・
保

存
・
輸

送
の

能
力

が
向

上

す
る

 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

達
成

度
：
5
0
 %

 

（
実

績
の

2-
3
-1

に
記

載
済

み
） 

2
-3

-
1
: 

2
00

7
年

9
月

に
行

う
広

州
市

直
轄

区
12

の
区

（
市

）
の

C
D

C
検

査
ス

タ
ッ
フ

の
現

場
技

能
、

1
4

の
コ

レ
ラ

偵
察

基
地

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
病

院
サ

ン
プ

ル
採

取
、

輸
送

技
術

研
修

の
初

期
準

備
に

着
手

し
て

い

る
。

研
修

を
受

け
る

人
数

は
、

延
べ

3
0
0

人
達

す
る

と
見

込
ま

れ
る

。
 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

＜
促

進
要

因
＞

 

C
D

C
の

検
査

室
は

2
0
0
5

年
9

月
に

国
家

検
査

室
に

認
定

さ
れ

た
。

C
D

C
は

“
精

度
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

“
に

も
と

づ
い

て
検

査
サ

ン
プ

ル
の

採
取

・
保

存
・
運

送
を

行
っ

て
い

る
。

 

＜
阻

害
要

因
＞

 

医
療

機
関

の
技

術
員

の
変

動
が

大
き

く
、

人
材

養
成

の
困

難
さ

と
そ

の
た

め
の

仕
事

量
が

増
え

て
い

る
。

 

 



 
1
08

 （
2
）
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

各
「
活

動
」
が

「
成

果
」
に

つ
な

が
っ

た
度

合
い

 

活
動

の
状

況
【
広

州
一

院
／

呼
吸

研
】
 

成
果

に
つ

な
が

る
の

を
促

進
／

阻
害

し
た

要
因

 

院
内

感
染

管
理

能
力

の
向

上
／

院
内

感
染

管
理

体
制

の
整

備
（1

-1
）、

重
大

感
染

症
発

生
時

の
対

応
能

力
の

向
上

（1
-2

）、
マ

ニ
ュ

ア
ル

＆
教

育
・普

及
ツ

ー
ル

の
作

成
（1

-4
）に

繋
が

っ
て

い
る

か
？

 
（
帰

国
後

研
修

員
は

ど
の

よ
う

に
院

内
感

染
管

理
の

強
化

等
に

貢
献

し
て

い
る

の
か

？
）  

 
院

内
感

染
対

策
（
研

修
）
 

 
C

P
研

修
「
院

内
感

染
対

策
：
内

科
」
 

（
6

人
×

0
.5

ヶ
月

）
 

 
C

P
研

修
「
院

内
感

染
対

策
：
外

科
」
 

（
6

人
×

0
.5

ヶ
月

）
 

※
 集

団
研

修
「
感

染
管

理
指

導
者

」
参

加
 

（
1

人
×

2
ヶ

月
）
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

J
IC

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ

た
訪

日
研

修
は

、
医

療
従

事
者

の
院

内
感

染
の

意
識

を
向

上
さ

せ
た

。
ま

た
研

修
員

は
訪

日
研

修
終

了
後

に
帰

国
し

、
院

内
感

染
管

理
事

業
に

積
極

的
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

＜
促

進
要

因
＞

 

国
家

の
法

律
制

度
が

引
き

続
き

改
善

さ
れ

て
い

る
。

一
院

指
導

者
の

重
視

、
院

内
感

染
専

任
職

員
の

知
識

レ
ベ

ル
は

、
研

修
後

に
向

上
し

て
い

る
。

 

＜
阻

害
要

因
＞

 

一
部

の
医

療
従

事
者

で
は

、
自

発
的

な
参

加
が

欠
如

し
、

積
極

性
が

高
く
な

い
。

 

院
内

感
染

管
理

能
力

の
向

上
／

院
内

感
染

管
理

体
制

の
整

備
（1

-1
）、

重
大

感
染

症
発

生
時

の
対

応
能

力
の

向
上

（1
-2

）、
マ

ニ
ュ

ア
ル

＆
教

育
・普

及
ツ

ー
ル

の
作

成
（1

-4
）に

繋
が

っ
て

い
る

か
？

 
（短

期
専

門
家

の
提

言
を

そ
の

後
ど

の
よ

う
に

院
内

感
染

管
理

の
強

化
等

に
活

用
し

て
い

る
の

か
？

）  

 
院

内
感

染
対

策
（
短

期
専

門
家

）
 

 
院

内
感

染
対

策
 

 
感

染
症

学
 

 
看

護
学

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

訪
日

研
修

及
び

短
期

専
門

家
と

の
交

流
を

通
じ

て
、

日
本

の
先

進
経

験
を

仕
事

の
な

か
で

運
用

し
て

い
る

。
例

え
ば

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
の

見
直

し
、

宣
伝

ポ
ス

タ
ー

の
制

作
等

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

＜
促

進
要

因
＞

 

国
家

の
法

律
制

度
は

、
引

き
続

き
改

善
さ

れ
て

い
る

。
一

院
指

導
者

の
重

視
、

院
内

感
染

専
任

職
員

は
、

研
修

後
に

知
識

レ
ベ

ル
を

向
上

さ
せ

た
。

宣
伝

、
研

修
、

指
導

方
面

で
も

レ
ベ

ル
が

向
上

し
た

。
 

＜
阻

害
要

因
＞

 

短
期

専
門

家
と

の
交

流
、

討
論

の
時

間
に

限
界

。
相

互
理

解
の

不
足

。
 

検
査

技
術

の
向

上
（1

-3
）に

繋
が

っ
て

い
る

か
？

 
（帰

国
後

研
修

員
は

ど
の

よ
う

に
院

内
感

染
管

理
の

強
化

等
に

貢
献

し
て

い
る

の
か

？
）  

 
病

原
体

検
索

に
係

る
本

邦
研

修
の

実
施

 

 
2

人
×

1.
5

ヶ
月

（
20

06
年

）
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

学
習

し
た

知
識

を
実

践
の

な
か

で
応

用
し

て
い

る
。

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

＜
促

進
要

因
＞

 

積
極

的
、

自
発

的
な

共
同

参
加

。
 

＜
阻

害
要

因
＞

 

一
院

で
は

、
検

査
技

師
の

院
内

感
染

管
理

に
つ

い
て

の
知

識
研

修
が

欠
如

し
て

い

る
。

訪
日

研
修

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

不
備

。
実

際
の

応
用

、
実

施
に

へ
だ

た
り

が
あ

る
。

 

他
医

療
機

関
へ

の
普

及
（1

-5
）に

繋
が

っ
て

い
る

か
？

 
 

院
内

感
染

対
策

セ
ミ
ナ

ー
の

開
催

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

そ
の

他
の

医
療

機
関

に
対

し
、

院
内

感
染

対
策

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
時

期
を

、
前

も
っ

て
通

知
し

た
。

セ
ミ

ナ
ー

の
内

容
、

手
法

が
割

合
良

好
で

あ
っ

た
。

実
用

性
、

操
作

可
能

性
と

も
に

高
か

っ
た

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

＜
促

進
要

因
＞

 

一
院

指
導

者
の

重
視

、
セ

ミ
ナ

ー
の

内
容

と
手

法
が

割
合

好
ま

し
か

っ
た

。
院

内
感

染

管
理

科
の

対
外

宣
伝

の
手

法
が

妥
当

で
あ

っ
た

。
 

＜
阻

害
要

因
＞

 

病
院

間
の

直
接

的
な

交
流

が
相

対
的

に
少

な
く
、

自
発

性
に

欠
け

る
。

 

  



 
1
09

 活
動

の
状

況
【
広

州
C

D
C

】
 

成
果

に
つ

な
が

る
の

を
促

進
／

阻
害

し
た

要
因

 

病
原

体
検

索
技

術
の

向
上

（2
-1

）、
検

体
の

採
取

・保
存

・輸
送

能
力

の
向

上
（2

-2
）、

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
・指

導
能

力
の

向
上

（2
-3

）に
繋

が
っ

て
い

る
か

？
 

（帰
国

後
研

修
員

は
ど

の
よ

う
に

院
内

感
染

管
理

の
強

化
等

に
貢

献
し

て
い

る
の

か
？

）  

 
病

原
体

検
索

（
研

修
）
 

 
集

団
研

修
「
薬

剤
体

制
病

原
体

の
実

験

室
診

断
」
参

加
（1

人
×

4
ヶ

月
） 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
開

始
後

、
C

D
C

は
相

次
い

で
2

名
の

実
験

室
技

術
ス

タ
ッ

フ
を

派
遣

し
た

。
１

名
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

支
援

機
関

を
視

察
し

、
も

う
１

名

は
日

本
国

内
で

行
わ

れ
た

集
団

研
修

セ
ミ
ナ

ー
に

参
加

し
た

。
研

修
終

了
後

、
2

名
の

研
修

ス
タ

ッ
フ

は
、

「
学

術
討

論
」
の

形
式

で
所

属
す

る

科
に

お
い

て
研

修
内

容
と

研
修

体
験

に
つ

い
て

伝
え

、
議

論
し

た
。

 

1
．

 実
験

室
管

理
、

特
に

実
験

室
生

物
安

全
管

理
能

力
の

向
上

を

援
助

す
る

。
 

2
．

 本
部

門
の

院
内

感
染

関
連

微
生

物
の

検
索

能
力

の
向

上
を

援

助
す

る
。

 

内
容

は
以

下
を

含
む

：
 

（
1）
 
検

索
範

囲
を

拡
大

す
る

。
以

前
に

は
軽

視
さ

れ
て

い
た

目
標

微
生

物
を

増
や

す
。

例
え

ば
、

レ
ジ

オ
ネ

レ
ラ

、
ビ

ブ
リ
オ

等
 

（
2）
 
検

索
の

特
異

性
を

強
化

す
る

。
そ

の
た

め
選

択
的

培
養

基
の

使
用

を
強

化
す

る
 

（3
） 

検
索

速
度

を
速

め
る

。
簡

易
検

索
キ

ッ
ト

の
使

用
を

広
め

る
 

＜
促

進
要

因
＞

 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

C
D

C
は

、
検

査
室

の
能

力
向

上
と

発
展

を
重

視
し

て
い

る
。

広
州

市
C

D
C

の
検

査

室
は

、
2
0
0
5

年
9

月
に

国
家

検
査

室
に

認
定

さ
れ

、
2
0
0
6

年
に

広
州

市
衛

生
局

“
第

1
1

期
5

ヵ
年

計
画

”
の

重
点

学
術

建
設

に
お

け
る

専
門

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
を

取
得

し
、

毎
年

、
衛

生
局

の
経

費
と

協
力

を
得

て
い

る
。

 

＜
阻

害
要

因
＞

 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

1
．

 院
内

感
染

の
予

防
と

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

に
お

け
る

C
D

C
の

管
理

権
限

は
、

以
前

に
比

べ
小

さ
く
な

っ
て

い
る

。
医

療
機

関
で

は
、

病
原

体
検

索
に

お
い

て
自

立
発

展
が

で
き

て
お

り
、

そ
の

た
め

C
D

C
へ

送
ら

れ
て

く
る

検
査

標
本

の
数

が
減

っ
て

い
る

。
 

2
．

 一
部

の
試

薬
や

試
薬

キ
ッ
ト

が
、

中
国

で
は

得
が

た
い

。
 

3
．

 一
部

の
検

査
技

師
が

経
験

に
か

け
て

お
り

、
人

材
養

成
の

必
要

性
が

あ
る

。
 

病
原

体
検

索
技

術
の

向
上

（2
-1

）、
検

体
の

採
取

・保
存

・輸
送

能
力

の
向

上
（2

-2
）、

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
・指

導
能

力
の

向
上

（2
-3

）に
繋

が
っ

て
い

る
か

？
 

（短
期

専
門

家
の

提
言

を
そ

の
後

ど
の

よ
う
に

院
内

感
染

管
理

の
強

化
等

に
活

用
し

て
い

る
の

か
？

）  

 
病

原
体

検
索

（
短

期
専

門
家

）
 

 
病

原
体

検
索

技
術

 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

日
本

側
専

門
家

が
紹

介
し

た
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

の
標

本
採

取
・

保
存

に
つ

い
て

、
C

D
C

の
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

調
査

の
現

場
従

事
者

は
、

大
き

な
啓

発
を

受
け

た
。

広
州

市
C

D
C

感
染

症
予

防
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

科
は

既
に

広
州

地
区

C
D

C
内

で
日

本
の

専
門

家
が

紹
介

し
た

経
験

に
つ

い
て

議
論

し
、

広
州

地
区

で
広

め
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
の

検

出
率

を
高

め
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

＜
促

進
要

因
＞

 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

C
D

C
の

検
査

室
は

20
0
5

年
9

月
に

国
家

検
査

室
に

認
定

さ
れ

た
。

C
D

C
は

“
精

度

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
“
に

も
と

づ
い

て
検

査
サ

ン
プ

ル
の

採
取

・
保

存
・
運

送
を

行
っ

て
い

る
。

 

＜
阻

害
要

因
＞

 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

医
療

機
関

の
技

術
員

の
変

動
が

大
き

く
、

人
材

養
成

の
困

難
さ

と
そ

の
た

め
の

仕
事

量
が

増
え

て
い

る
。

 

 



 
1
10

2
. 

効
果

（
イ

ン
パ

ク
ト

）
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

実
施

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

生
じ

る
直

接
的

、
間

接
的

な
プ

ラ
ス

・
マ

イ
ナ

ス
の

効
果

を
検

討
）
 

効
果

の
広

が
り

 
効

果
の

内
容

 （
制

度
、

技
術

、
経

済
、

社
会

文
化

、
環

境
面

で
の

効
果

）
 

（
1
）
直

接
的

効
果

 

（
「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
」
レ

ベ
ル

）
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
C

D
C

、
広

州
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
後

、
双

方
の

技
術

者
交

流
に

よ
っ

て
、

広
州

一
院

検
査

室
、

呼
吸

研
検

査
室

、
広

州
市

C
D

C
の

検
査

室
は

新
し

い
検

査
技

術
お

よ
び

手
法

を

学
習

し
導

入
し

た
。

こ
れ

に
よ

っ
て

、
伝

染
病

病
原

体
と

院
内

感
染

に
関

係
す

る
微

生
物

の
検

査
能

力
が

向
上

し
、

強
化

さ
れ

た
。

ま
た

、
病

原
体

の
検

査
項

目
、

種
類

、
検

査
方

法
が

増
え

た
。

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
後

1
年

6
ヶ

月
の

現
段

階
で

は
、

イ
ン

パ
ク

ト
と

位
置

づ
け

で
き

る
ほ

ど
の

も
の

は
な

い
。

 

（
2
）
間

接
的

効
果

 

（
「
上

位
目

標
」
レ

ベ
ル

）
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
C

D
C

、
広

州
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
後

、
双

方
の

技
術

者
交

流
に

よ
っ

て
、

広
州

一
院

検
査

室
、

呼
吸

研
検

査
室

、
広

州
C

D
C

検
査

室
技

術
者

は
、

日
本

に
お

け
る

研
修

機
関

の
検

査
室

の
技

術
レ

ベ
ル

や
管

理
レ

ベ
ル

、
さ

ら
に

操
作

モ
デ

ル
に

つ
い

て
認

識
を

得
た

。
新

し
い

管
理

概
念

を
導

入
し

て
、

C
D

C
検

査
室

の
管

理
、

特
に

生
物

安

全
管

理
に

関
す

る
能

力
は

向
上

し
強

化
さ

れ
た

。
検

査
室

の
安

全
で

な
い

因
子

に
よ

り
引

き
起

こ
さ

れ
る

伝
染

性
疾

病
を

減
少

さ
せ

根
絶

し
、

良
好

な
予

防
作

用

を
も

た
ら

し
た

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
後

1
年

6
ヶ

月
の

現
段

階
で

は
、

イ
ン

パ
ク

ト
と

位
置

づ
け

で
き

る
ほ

ど
の

も
の

は
な

い
。

 

 3
. 

効
率

性
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

「
投

入
」
か

ら
生

み
出

さ
れ

る
「
成

果
」の

程
度

を
把

握
し

、
手

法
、

方
法

、
費

用
、

期
間

等
の

適
切

度
を

検
討

）
 

（
1
）
 投

入
の

タ
イ

ミ
ン

グ
の

妥
当

性
 

（
日

本
側

）
 

・
 専

門
家

の
派

遣
 

・
 機

材
の

供
与

 

・
 研

修
員

の
受

入
れ

 

 （
中

国
側

）
 

・
 施

設
、

機
材

の
措

置
 

・
 カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

配
置

 

・
 ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

の
負

担
 

・
 そ

の
他

 

 

日
本

側
投

入
：
 

・
 本

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
が

開
始

さ
れ

た
2
0
0
5

年
12

月
1
5

日
の

時
点

で
は

、
業

務
調

整
員

一
人

が
短

期
専

門
家

と
し

て
3

ヶ
月

間
の

み
派

遣
さ

れ
た

。
そ

の
後

2
ヶ

月
間

は
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
サ

イ
ト

に
専

門
家

が
不

在
で

あ
り

、
妥

当
性

を
や

や
欠

い
た

。
そ

の
後

、
長

期
専

門
家

と
し

て
、

2
0
0
6

年
5

月
1
6

日
か

ら
業

務
調

整
員

が
、

2
00

6

年
6

月
28

日
か

ら
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

が
派

遣
さ

れ
た

。
そ

の
後

は
、

2
名

の
長

期
専

門
家

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
サ

イ
ト

に
常

時
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

管
理

運
営

、
技

術

情
報

の
収

集
・
伝

達
、

に
お

い
て

妥
当

と
思

わ
れ

る
。

 

・
 中

方
の

要
望

す
る

派
遣

内
容

・
時

期
に

基
づ

い
て

、
短

期
専

門
家

は
20

0
6

年
2

月
に

3
名

、
2
0
0
6

年
1
1

月
に

4
名

、
2
0
0
6

年
1
2

月
に

1
名

、
2
0
0
7

年
1

月
に

3
名

派
遣

さ
れ

た
。

い
ず

れ
も

中
国

側
か

ら
の

派
遣

要
請

に
基

づ
く
内

容
と

時
期

に
行

わ
れ

、
妥

当
で

あ
っ

た
。

特
に

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

主
管

し
た

日
中

合
同

院

内
感

染
セ

ミ
ナ

ー
に

合
わ

せ
て

派
遣

さ
れ

た
専

門
家

は
、

高
い

評
価

を
受

け
た

。
 

・
 機

材
に

関
し

て
は

、
2
0
0
6

年
度

は
、

①
光

学
顕

微
鏡

、
②

可
搬

型
デ

ジ
タ

ル
化

X
線

撮
影

装
置

、
③

気
管

支
鏡

セ
ッ
ト

、
④

胸
腔

鏡
セ

ッ
ト

、
⑤

快
速

洗
浄

機
、

が
供

与
さ

れ
た

。
い

ず
れ

も
院

内
感

染
の

診
断

・
治

療
・
予

防
に

と
っ

て
重

要
な

機
器

で
あ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
開

始
ほ

ぼ
１

年
で

納
入

で
き

た
こ

と
は

意
義

が
あ

る
。

 

・
 中

国
側

か
ら

の
研

修
員

受
け

入
れ

に
つ

い
て

は
、

20
0
6

年
3

月
に

3
名

、
2
0
0
6

年
9

月
に

6
名

、
2
0
0
6

年
10

月
に

1
名

、
2
0
0
6

年
11

月
に

1
名

、
2
0
0
6

年

1
2

月
に

6
名

、
2
0
0
7

年
3

月
に

3
名

で
あ

っ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
1

年
4

ヶ
月

間
で

こ
れ

だ
け

多
く
の

研
修

員
を

受
け

入
れ

て
い

た
だ

い
た

こ
と

は
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト

の
促

進
に

大
い

に
効

果
的

で
あ

っ
た

。
 

中
国

側
投

入
：
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
C

D
C

、
広

州
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

・
 日

本
側

の
長

期
・
短

期
専

門
家

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

協
力

す
る

た
め

、
会

議
室

・
業

務
ス

ペ
ー

ス
・
交

通
手

段
・
通

信
設

備
・
事

務
機

器
を

提
供

し
た

。
 

・
 広

州
一

院
及

び
呼

吸
研

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

実
施

や
日

本
側

専
門

家
の

活
動

の
た

め
、

十
分

な
人

材
配

置
を

行
っ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
活

動
に

参
加

す
る

技
術

員
及

び
管

理
者

・
事

務
員

は
1
5
2

名
で

あ
る

。
 

・
 広

州
市

C
D

C
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

実
施

や
日

本
側

専
門

家
の

活
動

の
た

め
、

充
分

な
人

材
配

置
を

行
っ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
活

動
に

参
加

す
る

技
術

員
お

よ



 
1
11

び
管

理
者

・
事

務
員

は
、

約
9
0

名
で

あ
る

。
 

・
 中

国
側

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
実

施
や

日
本

側
専

門
家

の
活

動
の

た
め

、
必

要
な

技
術

員
の

ほ
か

に
臨

時
の

通
訳

・
運

転
手

・
車

両
を

提
供

し
た

。
そ

の
費

用

は
中

国
側

の
活

動
経

費
か

ら
出

し
て

お
り

、
大

き
な

問
題

は
な

い
。

 

・
 中

国
側

は
、

人
材

を
派

遣
し

て
国

内
の

関
連

す
る

学
習

会
や

養
成

訓
練

に
参

加
さ

せ
た

。
ま

た
、

他
の

業
務

と
結

び
つ

け
て

訓
練

活
動

を
行

っ
た

。
 

（
2
）
 投

入
と

成
果

の
関

係
 

（
投

入
の

量
・
質

と
成

果
の

妥
当

性
）
 

・
 専

門
家

の
派

遣
 

・
 機

材
の

供
与

 

・
 研

修
員

の
受

入
れ

 

・
 土

地
、

施
設

、
機

材
の

措
置

 

・
 カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

配
置

 

・
 ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

の
負

担
 

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
C

D
C

、
広

州
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

・
 日

本
側

専
門

家
と

広
州

一
院

、
呼

吸
研

、
広

州
市

C
D

C
の

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
チ

ー
ム

は
密

接
が

共
同

活
動

を
し

、
計

画
に

基
づ

い
た

様
々

な
活

動
を

実
施

し
た

。
プ

ロ

ジ
ェ
ク

ト
活

動
は

、
順

調
に

推
移

し
て

い
る

。
 

・
 広

州
一

院
、

呼
吸

研
、

広
州

市
C

D
C

は
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
活

動
に

必
要

な
人

員
・
交

通
手

段
・
会

議
室

な
ど

を
配

置
し

て
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
活

動
が

速
や

か
に

効
果

的

に
実

施
さ

れ
る

こ
と

を
保

証
し

て
い

る
。

そ
れ

に
よ

っ
て

、
所

期
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

基
礎

作
り

を
行

っ
た

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

・
 専

門
家

派
遣

：
長

期
専

門
家

2
名

、
短

期
専

門
家

1
2

名
。

こ
れ

ら
の

専
門

家
に

よ
り

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

運
営

・
管

理
の

み
な

ら
ず

、
日

本
に

お
け

る
院

内
感

染
管

理

の
行

政
側

の
取

り
組

み
や

人
材

育
成

シ
ス

テ
ム

が
紹

介
さ

れ
た

。
ま

た
院

内
感

染
対

策
に

お
け

る
病

院
内

の
組

織
構

成
が

提
示

さ
れ

、
標

準
予

防
策

の
重

要
性

が

示
さ

れ
た

。
こ

れ
ら

は
い

ず
れ

も
中

国
に

と
っ

て
、

外
国

に
お

け
る

院
内

感
染

管
理

体
制

の
具

体
的

な
事

例
で

あ
り

、
質

的
に

も
量

的
に

も
成

果
に

つ
な

が
る

点
で

妥

当
と

言
え

る
。

 

・
 機

材
の

供
与

：
供

与
し

た
機

材
は

、
上

に
述

べ
た

。
投

入
量

や
質

に
関

し
て

は
、

院
内

感
染

対
策

の
初

年
度

と
し

て
は

妥
当

と
言

え
る

が
、

2
0
0
7

年
度

に
お

い
て

は
、

感
染

管
理

の
精

度
向

上
の

観
点

で
投

入
量

や
質

を
考

慮
し

、
供

与
機

材
を

決
定

す
る

の
が

望
ま

し
い

。
 

・
 研

修
員

の
受

け
入

れ
：
個

別
研

修
と

し
て

1
7

名
、

集
団

研
修

枠
で

2
名

、
の

計
1
9

名
で

あ
っ

た
。

成
果

の
1
-
1
、

1
-
2
、

1
-
3
、

2
-
1
、

2
-
2
、

2-
3

に
繋

が
る

重
要

な

投
入

要
素

で
あ

り
、

量
的

に
は

妥
当

と
言

え
る

。
た

だ
質

的
に

は
、

成
果

に
よ

り
結

び
つ

く
形

で
の

研
修

目
的

の
設

定
や

研
修

員
の

選
択

が
望

ま
れ

る
。

 

・
 土

地
、

施
設

、
機

材
の

措
置

：
第

3
回

日
本

側
事

前
調

査
団

と
中

国
側

実
施

機
関

と
の

協
議

議
事

録
（
2
0
0
5

年
4

月
2
9

日
付

け
）
に

お
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事

務
室

（
専

門
家

執
務

室
）
の

設
置

に
つ

い
て

は
、

広
州

医
学

院
第

一
附

属
医

院
と

広
州

市
C

D
C

の
両

者
に

設
置

す
る

こ
と

と
な

っ
て

い
た

。
し

か
し

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
が

開
始

さ
れ

た
2
0
0
5

年
12

月
の

時
点

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
室

は
、

院
内

感
染

管
理

科
が

あ
る

広
州

医
学

院
第

一
附

属
医

院
の

本
院

で
は

な
く
、

車
で

20
分

以
上

離
れ

た
分

院
に

あ
っ

た
。

そ
の

後
、

2
0
0
6

年
1
0

月
2
0

日
に

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事

務
室

は
本

院
に

移
動

し
た

。
こ

の
間

、
日

本
側

と
中

国
側

と
の

一
体

感
が

形
成

さ

れ
に

く
く
、

ま
た

日
本

側
に

余
分

な
時

間
や

費
用

の
負

担
が

発
生

し
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
組

織
と

し
て

妥
当

性
に

問
題

が
あ

っ
た

。
現

在
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事

務
室

は
広

州
医

学
院

第
一

附
属

医
院

の
本

院
内

に
あ

り
、

ス
ペ

ー
ス

が
狭

い
。

そ
の

た
め

、
J
IC

A
中

国
事

務
所

か
ら

の
出

張
者

と
の

協
議

や
短

期
専

門
家

受
け

入
れ

時
の

打
ち

合

わ
せ

な
ど

の
場

合
、

会
議

す
る

ス
ペ

ー
ス

が
な

く
問

題
で

あ
る

。
広

州
市

C
D

C
に

は
現

時
点

で
も

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事

務
室

は
な

く
、

若
干

問
題

が
あ

る
。

 

・
 カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

配
置

：
中

国
側

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

行
政

責
任

者
（
広

州
市

科
学

技
術

局
副

局
長

）
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
技

術
責

任
者

（
広

州
呼

吸
疾

病
研

究
所

所
長

）
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
（
広

州
医

学
院

第
一

附
属

医
院

院
長

、
広

州
市

C
D

C
主

任
）
・
院

内
感

染
管

理
科

・
科

研
科

・
実

験
室

な

ど
が

適
切

に
配

置
さ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

2
0
0
6

年
8

月
以

降
、

広
州

医
学

院
第

一
附

属
医

院
お

よ
び

広
州

呼
吸

疾
病

研
究

所
と

日
本

側
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
サ

イ
ト

の
間

で
「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
執

行
委

員
会

」
が

設
置

さ
れ

た
。

中
国

側
メ

ン
バ

ー
に

広
州

医
学

院
第

一
附

属
医

院
副

院
長

、
そ

し
て

広
州

呼
吸

疾
病

研
究

所
副

所
長

が
入

っ

て
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

実
施

運
営

に
効

果
を

も
た

ら
し

て
い

る
。

広
州

市
C

D
C

に
お

い
て

は
「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
指

導
チ

ー
ム

」
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
広

州
一

院
科

研
管

理
科

長
、

広
州

市
C

D
C

科
学

教
育

情
報

管
理

科
長

が
日

本
側

と
の

窓
口

と
な

っ
て

い
る

。
以

上
よ

り
、

中
国

側
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
配

置
は

、
妥

当
と

言
え

る
。

 

・
 ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

の
負

担
：
中

国
側

は
、

①
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
室

の
電

気
料

金
、

②
J
IC

A
中

国
事

務
所

か
ら

の
出

張
者

の
空

港
送

迎
、

③
短

期
専

門
家

の
空

港

送
迎

、
④

訪
日

研
修

員
の

パ
ス

ポ
ー

ト
・
ビ

ザ
取

得
料

、
広

州
市

⇔
北

京
市

間
の

航
空

運
賃

、
を

負
担

し
て

い
る

。
負

担
額

の
算

定
は

難
し

く
、

そ
の

た
め

金
額

的

な
妥

当
性

は
評

価
で

き
な

い
が

、
負

担
項

目
は

妥
当

と
言

え
る

。
 

 

（
3
）
 無

償
等

他
の

協
力

形
態

と
の

リ
ン

ケ
ー

・
 2
0
0
7

年
3

月
16

日
～

1
9

日
：
甘

粛
省

で
運

営
さ

れ
て

い
る

J
IC

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

も
と

で
開

催
さ

れ
た

「
天

水
市

エ
イ

ズ
予

防
院

内
感

染
研

修
セ

ミ
ナ

ー
」
に

お
い



 
1
12

ジ
／

J
B

IC
、

第
3

国
国

際
援

助
機

関

に
よ

る
協

力
と

の
リ
ン

ケ
ー

ジ
 

て
、

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

水
谷

チ
ー

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

講
演

を
行

っ
た

。
 

・
 2
0
0
7

年
3

月
20

日
～

22
日

：
J
B

IC
の

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
サ

イ
ト

で
あ

る
江

西
省

南
昌

市
で

開
催

さ
れ

た
「
江

西
省

円
借

款
公

衆
衛

生
事

業
セ

ミ
ナ

ー
」
に

お
い

て
、

当

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

水
谷

チ
ー

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

講
演

を
行

っ
た

。
 

・
 こ

れ
ら

は
い

ず
れ

も
、

J
IC

A
・
J
B

IC
の

類
似

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
へ

の
参

画
活

動
で

あ
り

、
日

中
双

方
の

知
識

や
技

術
交

流
に

お
い

て
有

効
で

あ
っ

た
。

 

（
4
）
 そ

の
他

 
＜

J
IC

A
青

年
海

外
協

力
隊

員
（
医

療
保

健
分

野
）
と

の
交

流
＞

 

・
 2
0
0
6

年
9

月
20

日
：
江

蘇
省

太
倉

市
で

開
催

さ
れ

た
隊

員
と

の
交

流
会

で
、

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

現
況

を
説

明
し

た
。

 

・
 2
0
0
6

年
1
0

月
1
6

日
～

1
8

日
：
貴

州
省

遵
義

市
の

遵
義

医
学

院
附

属
医

院
で

、
そ

こ
に

派
遣

さ
れ

て
い

る
酒

井
隊

員
と

と
も

に
“院

内
感

染
対

策
週

間
”
で

講

演
を

行
っ

た
。

 

・
 2
0
0
6

年
12

月
2
2

日
：
J
IC

A
中

国
事

務
所

で
開

催
さ

れ
た

隊
員

と
の

交
流

会
で

、
遵

義
医

学
院

に
お

け
る

J
O

C
V

隊
員

と
J
IC

A
専

門
家

と
の

共
同

活
動

に
つ

い
て

報
告

し
た

。
 

・
 J
IC

A
専

門
家

と
J
O

C
V

隊
員

と
の

情
報

交
換

・
意

見
交

流
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

活
動

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

で
き

る
も

の
が

多
く
、

非
常

に
有

効
で

あ
っ

た
。

 

 4
. 

計
画

の
妥

当
性

（
評

価
時

に
お

け
る

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
計

画
の

妥
当

性
を

検
討

）
 

（
1
）
上

位
目

標
の

妥
当

性
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
C

D
C

、
広

州
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
上

位
目

標
は

、
広

州
一

院
、

呼
吸

研
の

目
標

、
ま

た
広

州
市

C
D

C
の

一
部

で
あ

る
疾

病
の

予
防

及
び

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

と
い

う
目

標
と

一
致

す
る

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

・
 中

国
で

は
、

20
07

年
に

な
っ

て
も

広
州

市
を

中
心

と
し

た
華

南
地

区
で

ヒ
ト

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
発

生
が

見
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

広
州

市
の

大
病

院
で

は
市

中
感

染
へ

の
対

応
や

院
内

感
染

対
策

の
重

要
性

が
よ

り
強

ま
っ

て
い

る
。

こ
の

こ
と

よ
り

、
当

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

上
位

目
標

で
あ

る
「
広

州
市

の
重

大
感

染
症

を
含

む
感

染
症

対
策

が
強

化
さ

れ
る

」
は

、
妥

当
と

い
え

る
。

 

（
2
）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

妥
当

性
 

・
上

位
目

標
と

の
整

合
性

 

・
実

施
機

関
の

組
織

ニ
ー

ズ
と

の
整

合
性

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
C

D
C

、
広

州
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

、
広

州
一

院
、

呼
吸

研
の

院
内

感
染

管
理

レ
ベ

ル
の

向
上

と
い

う
目

標
と

一
致

す
る

。
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

、
C

D
C

の
実

験
室

能
力

の
発

展
と

そ
の

設
立

目
標

と
、

一
致

す
る

。
 

 

・
 感

染
症

病
原

体
の

検
査

能
力

の
向

上
は

、
C

D
C

が
掲

げ
る

感
染

症
予

防
の

向
上

と
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
活

動
の

正
確

性
・
有

効
性

を
向

上
さ

せ
る

と
い

う
目

標
に

一
致

す
る

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

・
 上

位
目

標
を

達
成

さ
せ

る
に

は
、

医
学

院
第

一
附

属
医

院
と

同
院

内
に

併
設

さ
れ

て
い

る
広

州
市

呼
吸

疾
病

研
究

所
の

感
染

症
へ

の
対

応
能

力
、

特
に

院
内

感
染

管
理

レ
ベ

ル
を

あ
げ

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
広

州
市

C
D

C
の

感
染

症
に

対
す

る
対

応
能

力
を

あ
げ

る
必

要
が

あ
る

。
こ

れ
ら

3
つ

の
機

関
は

感
染

症
対

策
に

積

極
的

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
は

実
施

機
関

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

、
ま

た
上

位
目

標
と

の
整

合
性

も
高

い
。

 

（
3
）
計

画
設

定
の

妥
当

性
 

（
目

標
設

定
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

、
成

果

お
よ

び
投

入
の

相
互

関
連

性
、

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
）
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
C

D
C

、
広

州
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
お

よ
び

投
入

は
、

基
本

的
に

理
に

か
な

っ
て

い
る

。
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
1
-
3
-
1
「
微

生
物

検
査

室
で

の
検

体
採

取
と

分
離

同
定

に
関

す
る

技
術

研
修

・
指

導
を

行
う
」
に

つ
い

て
は

、
進

展
が

遅
い

。
不

に
地

研
修

の
内

容
と

実
際

の
業

務
内

容
が

完
全

に
一

致
し

な
い

。
も

し
訪

日
研

修
の

内
容

が
実

際
の

業
務

内
容

と
一

致
さ

せ
ら

れ
れ

ば
、

研
修

員
帰

国
後

も
っ

と
よ

り
良

く
仕

事
が

で
き

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

も
っ

と
大

き
な

促
進

作
用

が
あ

る
。

 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
2
－

1
－

4
「
広

州
市

C
D

C
微

生
物

検
査

分
離

の
仕

事
に

従
事

す
る

ス
タ

ッ
フ

に
実

験
室

安
全

向
上

の
研

修
を

行
う
」
は

進
展

が
遅

い
。

も
し

訪

日
研

修
の

時
期

が
早

く
設

定
で

き
る

な
ら

ば
、

ス
タ

ッ
フ

が
帰

っ
て

き
た

後
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
終

了
す

る
ま

で
も

っ
と

よ
り

良
く
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

仕
事

が
で

き
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

に
も

っ
と

大
き

な
促

進
作

用
が

あ
る

。
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【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

指
標

や
成

果
指

標
の

目
標

値
に

つ
い

て
は

、
2
0
0
6

年
1
0

月
に

設
定

さ
れ

た
。

ま
た

成
果

を
達

成
さ

せ
る

た
め

の
P

la
n
 o

f 
O

pe
ra

ti
o
n

も
設

定

さ
れ

た
。

2
0
0
6

年
10

月
末

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
合

同
調

整
委

員
会

で
今

後
の

計
画

を
日

中
双

方
で

確
認

す
る

予
定

で
あ

っ
た

が
、

合
意

す
る

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
遅

れ
た

。

そ
の

た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

内
容

は
、

部
分

的
に

計
画

よ
り

も
遅

れ
て

い
る

。
 

（
4
）
妥

当
性

を
欠

い
た

要
因

 

（
ニ

ー
ズ

把
握

状
況

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計

画
立

案
、

相
手

国
実

施
体

制
、

国
内

支

援
体

制
等

の
観

点
か

ら
記

述
）
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
C

D
C

、
広

州
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

・
 広

州
一

院
、

呼
吸

研
、

広
州

市
C

D
C

は
、

C
D

C
検

査
室

の
業

務
内

容
に

近
い

業
務

を
行

う
日

本
の

検
査

室
あ

る
い

は
研

究
機

関
へ

技
術

ス
タ

ッ
フ

を
派

遣
す

る

こ
と

を
希

望
す

る
。

し
か

し
、

研
修

員
を

受
け

入
れ

る
日

本
側

機
関

の
理

解
が

少
な

く
、

交
流

と
情

報
が

ス
ム

ー
ズ

で
な

い
。

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

・
 2
0
0
7

年
度

の
計

画
を

具
体

化
す

る
段

階
で

、
国

内
支

援
体

制
の

関
係

見
直

し
が

必
要

に
な

っ
た

。
ま

た
、

中
国

側
の

人
材

育
成

を
図

る
視

点
を

重
視

し
て

、
訪

日

研
修

計
画

を
見

直
す

必
要

性
が

生
じ

た
。

 

 5
. 

自
立

発
展

の
見

通
し

（
中

間
評

価
時

点
の

見
通

し
）
（
評

価
時

に
お

け
る

自
立

発
展

の
見

通
し

を
、

自
立

発
展

に
必

要
な

要
素

が
整

備
さ

れ
つ

つ
あ

る
か

を
中

心
に

評
価

）
 

（
1
）
制

度
的

側
面

 

（
政

策
的

支
援

、
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

・
定

着

状
況

、
類

似
組

織
と

の
連

携
、

運
営

管

理
能

力
等

の
観

点
か

ら
記

述
）
 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

・
 「
感

染
症

の
予

防
と

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

」
は

、
C

D
C

が
政

府
か

ら
与

え
ら

れ
た

職
務

の
重

要
な

一
部

で
あ

る
。

2
0
0
6

年
、

国
は

新
し

い
「
病

院
感

染
管

理
法

」
を

公
布

し

た
。

新
し

い
管

理
法

は
、

C
D

C
の

院
内

感
染

対
策

上
で

の
職

務
を

更
に

明
確

に
し

た
。

広
州

市
は

、
行

政
事

業
部

門
と

し
て

資
源

が
豊

富
で

、
技

術
ス

タ
ッ
フ

チ
ー

ム
も

安
定

し
て

い
る

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
広

州
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

・
 2
0
0
6

年
、

国
は

新
し

い
「
病

院
感

染
管

理
法

」
を

公
布

し
た

。
新

し
い

管
理

法
は

、
医

療
機

関
、

C
D

C
の

組
織

管
理

・
予

防
・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
・
人

材
研

修
・
監

督
管

理
等

院
内

感
染

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

に
関

す
る

職
責

を
更

に
明

確
化

し
た

。
講

習
一

院
、

呼
吸

研
は

資
源

が
豊

富
で

、
技

術
ス

タ
ッ
フ

チ
ー

ム
も

安
定

し
て

い
る

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

・
 院

内
感

染
管

理
に

関
す

る
国

家
法

規
や

規
範

は
存

在
し

、
ま

た
院

内
で

の
組

織
機

構
は

で
き

つ
つ

あ
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

院
内

に
お

け
る

組
織

横
断

的
な

シ
ス

テ

ム
の

形
成

や
、

そ
の

シ
ス

テ
ム

に
基

づ
い

た
情

報
の

共
有

が
弱

い
。

今
後

の
自

立
発

展
性

を
考

え
た

場
合

、
院

内
に

お
け

る
組

織
間

の
連

携
や

異
な

っ
た

職
種

間
の

連
携

が
改

善
さ

れ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

（
2
）
財

政
的

側
面

 

（
必

要
経

費
の

資
金

源
、

公
的

補
助

の

有
無

、
自

主
財

源
、

経
理

処
理

状
況

等

の
観

点
か

ら
記

述
）
 

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
広

州
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

・
 広

州
一

院
、

呼
吸

研
は

、
広

州
医

学
員

の
下

に
属

し
、

差
額

予
算

支
給

衛
生

事
業

機
関

で
あ

り
、

政
府

計
画

に
含

ま
れ

る
業

務
活

動
は

、
財

政
特

定
項

目
業

務
活

動
の

経
費

支
持

が
得

ら
れ

て
い

る
。

 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

・
 広

州
市

C
D

C
は

、
広

州
市

衛
生

局
の

下
に

属
す

る
全

額
支

給
衛

生
事

業
機

関
で

あ
り

、
政

府
計

画
に

含
ま

れ
る

業
務

活
動

は
、

財
政

特
定

項
目

業
務

活
動

の
経

費
の

支
持

が
得

ら
れ

て
い

る
。

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
サ

イ
ト

は
大

学
の

附
属

病
院

（
お

よ
び

そ
れ

に
属

す
る

研
究

所
）
と

行
政

検
査

機
関

で
あ

り
、

基
本

的
に

は
財

政
面

で
の

問
題

は
な

い
と

思
わ

れ
る

。
今

後
、

感
染

管
理

制
度

の
シ

ス
テ

ム
改

善
を

優
先

と
し

た
人

・
物

に
対

す
る

財
政

投
入

が
、

よ
り

増
強

さ
れ

る
の

が
望

ま
れ

る
。

 

（
3
）
技

術
的

側
面

 

（
移

転
さ

れ
た

技
術

の
定

着
状

況
、

施

設
・
機

材
の

保
守

管
理

状
況

、
現

地
の

技
術

的
ニ

ー
ズ

と
の

合
致

状
況

等
の

観
点

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
C

D
C

、
広

州
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
後

、
日

方
専

門
家

と
の

交
流

を
通

じ
て

、
広

州
一

院
、

呼
吸

研
は

、
日

本
の

院
内

感
染

の
理

念
を

学
び

、
取

り
入

れ
、

現
在

既
に

日
常

業
務

の

中
で

応
用

と
普

及
を

行
っ

て
い

る
。

 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
後

、
双

方
の

技
術

ス
タ

ッ
フ

の
交

流
を

通
じ

て
、

広
州

一
院

実
験

室
、

呼
吸

研
実

験
室

、
広

州
市

C
D

C
実

験
室

は
、

新
し

い
検

査
技

術
と

方
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か
ら

記
述

）
 

 

法
を

学
び

、
取

り
入

れ
、

現
在

す
で

に
セ

ン
タ

ー
検

査
室

の
日

常
業

務
の

中
で

応
用

と
普

及
を

行
っ

て
い

る
。

 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

・
 感

染
管

理
技

術
の

標
準

化
を

め
ざ

し
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

整
備

す
る

の
が

必
要

で
あ

る
。

広
州

医
学

院
第

一
附

属
医

院
お

よ
び

広
州

呼
吸

疾
病

研
究

所

に
お

け
る

自
立

発
展

性
を

考
え

た
場

合
、

院
内

感
染

管
理

科
を

中
心

と
し

た
感

染
管

理
技

術
の

向
上

が
望

ま
れ

、
こ

の
視

点
で

の
技

術
移

転
が

望
ま

れ
る

。
広

州

市
C

D
C

に
お

け
る

自
立

発
展

性
で

は
、

新
た

な
検

査
技

術
の

習
得

や
病

原
体

検
査

技
術

の
精

度
向

上
の

観
点

で
人

材
育

成
が

望
ま

れ
る

。
 

（
4
）
そ

の
他

 

 
 

  （
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

意
識

改
革

と
 

 
行

動
変

容
に

つ
い

て
）
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
C

D
C

、
広

州
一

院
＆

呼
吸

研
】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
後

、
日

本
に

お
け

る
関

連
研

修
機

関
の

検
査

室
の

管
理

や
運

営
を

参
考

に
し

て
、

広
州

一
院

実
験

室
、

呼
吸

研
実

験
室

、
広

州
市

C
D

C
検

査
室

の
管

理
、

特
に

安
全

管
理

面
の

能
力

は
、

向
上

・
強

化
さ

れ
た

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

・
 広

州
医

学
院

第
一

附
属

医
院

お
よ

び
広

州
呼

吸
疾

病
研

究
所

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
後

、
院

内
感

染
対

策
の

重
要

性
が

よ
り

高
ま

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
そ

の

重
要

性
を

理
解

し
て

い
な

か
っ

た
り

、
理

解
し

な
が

ら
も

実
際

の
行

動
に

結
び

つ
い

て
い

な
い

医
療

従
事

者
が

い
る

。
自

立
発

展
性

を
考

え
た

場
合

、
医

療
従

事
者

の
意

識
改

革
と

行
動

変
容

は
必

要
不

可
欠

で
あ

り
、

病
院

で
働

く
す

べ
て

人
の

自
己

改
革

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

情
報

提
供

や
研

修
を

通
じ

て
感

染
管

理
や

予
防

の

重
要

性
を

啓
蒙

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

   IV
. 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

展
望

お
よ

び
教

訓
・
提

言
 

1
. 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
軌

道
修

正
の

必
要

性
 

（
P

D
M

の
再

検
討

）
 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

指
標

２
－

３
（
日

本
語

版
で

は
２

－
２

）
「
院

内
感

染
に

か
か

る
病

原
体

検
出

率
」
：
新

し
い

「
病

院
感

染
管

理
法

」
に

基
づ

く
と

、
院

内
感

染

時
の

病
原

体
の

検
索

は
そ

の
病

院
の

「
院

内
感

染
実

験
室

」
が

責
任

を
持

っ
て

行
い

、
院

内
感

染
が

流
行

し
た

と
き

や
或

い
は

技
術

的
支

援
を

得
た

い
と

き
だ

け
Ｃ

Ｄ
Ｃ

検
査

質
が

検
索

に
介

入
す

る
。

そ
の

た
め

、
Ｃ

Ｄ
Ｃ

検
査

室
で

は
、

院
内

感
染

病
原

体
の

検
索

サ
ン

プ
ル

量
は

だ
ん

だ
ん

と
少

な
くな

っ
て

お
り

、
今

年
は

病
院

か

ら
の

検
索

サ
ン

プ
ル

を
ま

だ
受

け
取

っ
て

い
な

い
。

「
検

出
率

」
は

、
過

去
の

概
念

と
比

較
し

違
う
定

義
も

含
ま

れ
て

い
る

。
こ

の
指

標
を

削
除

す
る

よ
う
提

言
す

る
。

 

・
 成

果
２

－
２

「
広

州
市

Ｃ
Ｄ

Ｃ
の

関
連

医
療

機
関

に
対

す
る

院
内

感
染

制
圧

の
た

め
の

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
と

指
導

能
力

が
向

上
す

る
」
：
２

０
０

６
年

衛
生

部
が

新
し

く

公
布

し
た

「
病

院
感

染
管

理
法

」
に

基
づ

き
、

Ｃ
Ｄ

Ｃ
は

「
院

内
感

染
の

予
防

と
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
の

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
チ

ー
ム

」
の

メ
ン

バ
ー

と
し

て
衛

生
局

管
下

の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

に
参

加
し

、
医

療
機

関
の

消
毒

や
殺

菌
滅

菌
に

関
す

る
監

督
活

動
と

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
に

だ
け

責
任

を
持

つ
こ

と
に

な
っ

た
。

よ
っ

て
こ

の
部

分
を

、
「
広

州
市

C
D

C
の

直
轄

区
に

お
け

る
医

療
機

関
の

消
毒

と
滅

菌
効

果
に

関
す

る
指

導
な

ら
び

に
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

能
力

の
向

上
」
に

改
変

す
る

よ
う
提

言
す

る
。

 

・
 成

果
指

標
の

２
－

２
－

１
「
広

州
市

C
D

C
の

院
内

感
染

制
圧

に
か

か
る

技
術

指
導

を
受

け
た

医
療

機
関

の
数

」
：
「
広

州
市

C
D

C
に

よ
り

消
毒

と
滅

菌
技

術
に

関
す

る
指

導
を

受
け

た
医

療
機

関
の

数
」
に

改
変

す
る

よ
う
提

言
す

る
。

 

・
 成

果
指

標
の

２
－

２
－

２
「
院

内
感

染
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

に
関

す
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
受

け
た

広
州

市
C

D
C

ス
タ

ッ
フ

の
延

べ
人

数
」
：
「
広

州
市

Ｃ
Ｄ

Ｃ
に

よ
り

消
毒

と

滅
菌

技
術

な
ら

び
に

効
果

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
研

修
を

受
け

た
医

療
従

事
者

の
延

べ
人

数
」
に

改
変

す
る

よ
う
提

言
す

る
。

 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
２

－
２

－
１

「
広

州
市

Ｃ
Ｄ

Ｃ
が

関
連

医
療

機
関

の
院

内
感

染
に

対
す

る
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

改
訂

す
る

」
：
２

０
０

６
年

衛
生

部
が

新
し

く
公

布
し

た
「
病

院
感

染
管

理
法

」
に

基
づ

き
、

Ｃ
Ｄ

Ｃ
は

「
院

内
感

染
の

予
防

と
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
の

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
チ

ー
ム

」
の

メ
ン

バ
ー

と
し

て
衛

生
局

管
下

の
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

に
参

加
し

、
医

療
機

関
の

消
毒

や
殺

菌
滅

菌
に

関
す

る
監

督
活

動
と

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
に

だ
け

責
任

を
持

つ
こ

と
に

な
っ

た
。

よ
っ

て
こ

の
部

分
を

、
「
広

州
市

の
医

療
機

関
に

お
け

る
消

毒
と

滅
菌

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
改

訂
す

る
」
に

改
変

す
る

よ
う
提

言
す

る
。

 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
２

－
２

－
２

「
広

州
市

Ｃ
Ｄ

Ｃ
の

院
内

感
染

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
に

関
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
改

訂
す

る
」
：
２

－
２

－
１

と
理

由
が

同
じ

な
の

で
、

「
広

州
市

の
医

療
機

関
に

お
け

る
消

毒
と

滅
菌

効
果

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
に

関
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
改

訂
す

る
」
に

改
変

す
る

よ
う
提

言
す

る
。

 



 
1
15

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

開
始

し
た

時
点

で
の

P
D

M
バ

ー
ジ

ョ
ン

０
か

ら
、

第
１

回
合

同
調

整
委

員
会

で
の

協
議

を
経

て
P

D
M

バ
ー

ジ
ョ
ン

１
へ

改
訂

し
て

お
り

、
P

D
M

自
身

に
つ

い
て

は
再

検
討

す
る

必
要

性
は

な
い

と
思

わ
れ

る
。

た
だ

、
今

回
の

中
間

評
価

の
過

程
で

、
中

国
側

か
ら

当
合

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
取

り
組

み
に

関
す

る
基

本

姿
勢

の
変

更
が

表
明

さ
れ

れ
ば

、
P

D
M

の
再

検
討

も
あ

り
う
る

。
 

2
. 

教
訓

と
提

言
 

【
W

ri
tt

en
 b

y 
C

D
C

】
 

・
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

設
計

か
ら

実
施

ま
で

長
い

時
間

が
か

か
っ

た
。

中
国

政
府

は
S
R

S
A

以
降

、
院

内
感

染
の

予
防

と
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
を

強
化

し
、

一
連

の
政

策
と

管
理

法
を

相
次

い
で

公
布

し
、

衛
生

行
政

部
門

、
医

療
機

関
自

身
、

そ
し

て
C

D
C

の
院

内
感

染
の

予
防

と
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
に

お
け

る
役

目
と

職
責

を
更

に
明

確
に

し
た

。

C
D

C
の

院
内

感
染

の
予

防
と

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

に
関

す
る

職
務

も
、

そ
れ

に
伴

い
変

化
し

た
。

こ
の

よ
う
な

こ
と

は
、

各
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

お
い

て
起

こ
り

う
る

状
況

で
あ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

活
動

を
そ

れ
に

伴
っ

て
調

整
し

て
い

く
こ

と
は

必
要

で
あ

り
、

必
然

で
も

あ
る

。
 

【
W

ri
tt

e
n
 b

y 
長

期
専

門
家

】
 

・
 ま

だ
中

間
評

価
で

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
の

教
訓

や
提

言
を

コ
メ

ン
ト

す
る

段
階

で
は

な
い

。
 

    



 
1
16

別
添

資
料

4
：
 

質
問

票
回

答
・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
結

果
 

 

広
州

院
内

感
染

対
策

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
：
中

間
評

価
調

査
質

問
状

（
院

内
感

染
管

理
科

）
 

 【
実

績
の

検
証

に
つ

い
て

】
 

（
1）

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
1

の
達

成
度

 

概
要

 
指

標
／

実
績

 
質

問
 

回
答

 

1
-1

 
支

援
、

お
よ

び
指

導
を

受
け

た
医

療
機

関

の
数

：
5
（
竜

洞
病

院
、

広
医

二
院

、
広

医

三
院

、
広

医
口

腔
病

院
、

荔
湾

病
院

）
 

 支
援

・
指

導
内

容
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

1
、

 病
棟

消
毒

隔
離

措
置

 

2
、

 リ
ネ

ン
室

設
計

 

3
、

 ア
ウ

ト
ブ

レ
－

ク
時

の
処

理
方

法
と

手
順

 

一
軒

の
病

院
を

新
増

：
広

東
河

源
市

人
民

病
院

 

（
「
２

．
」
は

他
病

院
が

提
供

す
る

設
計

図
に

基
づ

き
助

言
し

た
り

、
設

計
指

導

を
行

う
こ

と
。

設
計

対
象

の
現

場
視

察
も

実
施

す
る

こ
と

が
あ

る
。

「
３

．
」
は

他

病
院

が
提

供
す

る
資

料
に

基
づ

き
書

面
上

の
助

言
を

行
う

。
電

話
で

の
照

会

へ
の

対
応

も
行

う
。

他
病

院
か

ら
院

内
感

染
に

つ
き

電
話

で
の

ア
ド

バ
イ

ス
依

頼
を

受
け

る
と

い
う

こ
と

は
以

前
は

無
く
、

「
院

内
感

染
に

つ
い

て
は

広
州

一
院

に
聞

け
ば

わ
か

る
」
と

い
う

名
声

が
広

が
っ

て
き

た
こ

と
と

受
け

止
め

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
各

種
態

様
で

情
報

発
信

を
受

け
た

病
院

は
別

添
表

の
通

り
で

、
広

州

市
内

3
7
、

そ
の

他
広

東
省

内
2
、

甘
粛

省
と

雲
南

各
1

と
大

き
な

広
が

り
を

見

せ
て

い
る

）
。

 

1
-2

 
重

大
感

染
発

生
時

の
対

応
に

か
か

る
研

修
を

受
講

し
た

医
療

機
関

の
数

：
5
（
竜

洞

病
院

、
広

医
二

院
、

広
医

三
院

、
広

医

口
腔

病
院

、
荔

湾
病

院
）
 

 研
修

内
容

、
研

修
期

間
、

参
加

人
数

等
の

概
要

を
ご

教
示

下
さ

い
。

 

詳
細

は
2
0
0
6

年
1
1

月
の

J
IC

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
短

期
専

門
家

技
術

協
力

総

括
を

参
照

。
 

1
-3

 
作

成
さ

れ
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

お
よ

び
ツ

－
ル

を

導
入

し
た

医
療

機
関

の
数

：
5
（
竜

洞
病

院
、

広
医

二
院

、
広

医
三

院
、

広
医

口

腔
病

院
、

荔
湾

病
院

）
 

 他
の

医
療

機
関

が
導

入
し

た
マ

ニ
ュ

ア

ル
・
ツ

－
ル

を
提

供
下

さ
い

。
 

詳
細

は
一

覧
表

を
参

照
。

 

二
軒

の
病

院
を

新
増

：
広

東
河

源
市

人
民

病
院

・
広

州
市

胸
科

病
院

 

（
一

覧
表

の
通

り
、

20
05

年
指

南
を

導
入

し
た

病
院

は
11

．
最

近
発

行
し

た

医
学

会
委

託
の

通
訊

の
配

布
範

囲
は

広
東

省
三

級
病

院
の

4
4
％

（
2
3

病

院
）
、

二
級

病
院

の
6
％

（
1
0

病
院

）
を

占
め

る
）
 

1
： 

呼
吸

研
お

よ
び

広
州

一
院

が
、

モ
デ

ル
基

地
と

し
て

、

市
内

の
そ

の
他

関
連

医
療

機
関

に
重

大
感

染
症

を

含
む

院
内

感
染

対
策

の

経
験

を
波

及
さ

せ
る

。
 

 

1
-
4
 

発
表

さ
れ

た
関

連
論

文
集

：
3

篇
 

 左
記

論
文

の
論

文
名

及
び

執
筆

者
（
リ

ス
ト

）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

詳
細

は
一

覧
表

を
参

照
。

 

新
た

に
論

文
2

編
を

増
加

。
 

 



 
1
17

（
2
）
成

果
1
－

1
の

達
成

度
 

成
果

の
達

成
度

 
質

問
 

回
答

 

達
成

度
：
50

 
% 

院
内

感
染

管
理

体
制

を
完

備
し

、
か

つ
徐

々
に

そ
れ

を
完

全
な

も
の

に
し

て
い

る
。

ま
た

現
在

一

院
内

の
《
院

内
感

染
管

理
規

範
》
を

改
訂

中
で

あ
る

。
 

成
果

 1
-
1
 

総
合

病
院

と
し

て
、

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

院
内

感

染
管

理
体

制
が

定
ま

る
 

1
-1

 
院

内
感

染
対

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

改
訂

回

数
：
改

訂
中

 

 院
内

感
染

管
理

に
関

す
る

関
係

各
者

の
職

責
つ

い
て

、
日

本
側

専
門

家
チ

－

ム
よ

り
コ

メ
ン

ト
を

付
し

て
い

ま
す

。
今

後

ど
の

よ
う
に

改
訂

す
る

予
定

か
ご

教
示

下

さ
い

。
 

中
華

人
民

共
和

国
衛

生
部

の
制

定
し

た
《
院

内
感

染
管

理
弁

法
》
の

要
求

に
基

づ
き

、
当

院
の

関
連

職
員

に
関

す
る

職
責

を
制

定
し

た
。

 

（
中

央
政

府
が

作
成

中
の

管
理

弁
法

実
施

細
則

が
発

出
さ

れ
な

い
と

内
規

作
成

に
は

着
手

で
き

な
い

。
内

規
の

草
稿

は
作

成
し

た
が

、
や

は
り

実
施

細
則

発
出

を
待

つ
必

要
が

あ
る

）
 

 （
3
）
成

果
1
－

2
の

達
成

度
 

成
果

の
達

成
度

 
質

問
 

回
答

 

達
成

度
：
75

 
% 

臨
床

の
医

療
従

事
者

に
対

し
突

発
的

な
感

染

症
の

訓
練

を
実

施
し

た
が

、
医

療
技

術
部

門
従

事
者

に
対

す
る

訓
練

が
不

足
し

て
い

る
。

 

成
果

 1
-
2
 

重
大

感
染

症
患

者
発

生
時

に
、

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

医
療

従
事

者
の

対
応

能

力
が

向
上

す
る

 
1
-2

 
重

大
感

染
症

発
生

時
の

対
応

に
関

す
る

研
修

・
訓

練
の

年
間

実
施

回
数

：
20

0
6

年
医

療
従

事
者

に
対

し
突

発
的

な
感

染

症
訓

練
を

実
施

、
ま

た
同

年
演

習
１

回
を

実
施

し
た

。
 

 左
記

演
習

の
内

容
（
研

修
テ

－
マ

、
カ

リ

キ
ュ

ラ
ム

、
参

加
者

リ
ス

ト
等

）
を

ご
教

示

下
さ

い
（
業

務
总

结
报

告
书

が
あ

れ
ば

ご
提

供
願

い
ま

す
）。

 

 広
州

一
院

/
呼

吸
研

で
は

突
発

的
公

衆
衛

生
事

件
対

応
演

習
を

定
期

的
に

行
っ

て
い

ま
す

か
。

そ
の

場
合

の
頻

度
を

教
え

て
く
だ

さ
い

。
 

 広
州

一
院

/
呼

吸
研

で
は

突
発

的
公

衆
衛

生
事

件
対

応
演

習
は

何
年

か
ら

始
め

ま
し

た
か

。
 

 今
後

の
広

州
一

院
/
呼

吸
研

に
お

け
る

突
発

的
公

衆
衛

生
事

件
対

応
演

習
の

実
施

計
画

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

研
修

内
容

は
一

覧
表

を
参

照
。

 

演
習

の
総

括
報

告
書

は
2

回
分

提
供

可
能

だ
が

、
い

ず
れ

も
各

2
ペ

－
ジ

の

簡
単

な
も

の
。

評
価

点
数

は
つ

け
ら

れ
て

い
な

い
。

定
性

的
な

評
価

は
さ

れ
て

い
る

 

突
発

的
公

衆
衛

生
事

件
対

応
演

習
が

あ
る

。
2
00

6
年

二
回

ほ
ど

実
施

し

た
。

 

2
0
0
6

年
か

ら
専

門
的

に
突

発
的

公
衆

衛
生

事
件

対
応

演
習

を
開

始
し

た
。

過
去

に
お

い
て

も
水

害
や

大
量

負
傷

者
対

応
の

た
め

の
演

習
が

あ
っ

た
。

 

今
後

突
発

的
公

衆
衛

生
事

件
演

习
対

応
の

実
施

計
画

を
策

定
す

る
必

要

が
あ

る
：
每

年
医
务

科
主

導
の

演
習

を
一

回
以

上
実

施
す

る
。

 

（
貴

院
が

C
D

C
主

催
の

突
発

的
公

衆
衛

生
事

件
演

習
に

参
加

し
た

こ
と

は
？

）
李

科
長

の
記

憶
の

限
り

で
は

参
加

し
た

こ
と

は
な

い
。

 

当
院

の
演

習
に

は
検

査
技

師
も

参
加

す
る

。
 

自
己

評
価

の
点

数
を

75
％

と
し

た
の

は
、

各
部

門
の

意
識

向
上

や
全

ス
タ

ッ
フ

に
対

す
る

宣
伝

業
務

に
つ

き
ま

だ
改

善
の

余
地

が
あ

る
と

考
え

た
た

め
。

 

水
害

や
洪

水
に

関
す

る
演

習
は

特
別

チ
－

ム
が

実
施

す
る

が
、

感
染

症
の

演

習
は

そ
れ

と
は

別
に

最
低

年
1

回
実

施
す

る
。

 

 



 
1
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（
4
）
成

果
1
-
3

の
達

成
度

 

成
果

の
達

成
度

 
質

問
 

回
答

 

達
成

度
：
50

 %
 

新
た

に
9

種
類

を
病

原
体

検
査

品
種

に
加

え
て

そ
れ

を
完

成
さ

せ
る

計
画

で
あ

る
。

2
0
0
7

年
新

た

な
病

原
体

検
査

品
種

は
4

種
類

で
あ

る
。

 

成
果

 1
-
3
 

呼
吸

研
、

お
よ

び
広

州
一

院
の

検
査

室
に

お
け

る
検

査
技

術
が

向
上

す
る

 

1
-3

-
1 

検
査

対
象

病
原

体
の

数
：
病

原
体

検

索
種

類
4

種
を

新
し

く
増

加
し

た
（
ウ

ィ

ル
ス

3
及

び
細

菌
1）

 

1
-3

-
2 

検
査

件
数

と
病

原
体

の
検

出
率

：
病

原
体

検
出

率
30

.4
9
％

 

 
成

果
1－

3
に

関
連

し
て

、
院

内
感

染
報

告
漏

れ
率

（
「
漏

報
率

」
）
：
国

の
規

定
で

は
院

内
感

染
漏

報
率

は
年

一
回

調
査

と
い

う
要

求
だ

が
、

当
院

で
は

そ

れ
で

は
意

味
が

無
い

と
考

え
、

去
年

は
学

生
が

何
人

か
い

て
人

手
が

あ
っ

た
た

め
去

年
1
～

9
月

は
毎

月
調

査
し

た
。

し
か

し
こ

れ
も

人
手

が
な

け
れ

ば
や

ら
な

い
こ

と
で

、
去

年
10

月
以

降
、

今
年

は
ま

だ
1

回
も

調
査

し
て

い
な

い
。

 

 （
5
）
成

果
1
－

4
の

達
成

度
 

成
果

の
達

成
度

 
質

問
 

回
答

 

達
成

度
：
1
0
0
 

%
 

新
た

に
院

内
感

染
に

関
す

る
操

作
マ

ニ
ュ

ア
ル

、

宣
伝

資
料

等
11

種
類

を
作

成
し

た
。

 

成
果

 1
-
4
 

院
内

感
染

対
策

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

教
育

・
普

及
ツ

－
ル

が

整
う
 

1
-4

  
作

成
さ

れ
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

お
よ

び
ツ

－
ル

を

所
持

す
る

医
療

従
事

者
の

割
合

：
50

%

（
65

0
人

／
13

00
人

）
 

※
20

08
年

目
標

値
：9

80
人

／
13

00
人

 

 作
成

し
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

宣
伝

材
料

11

種
の

リ
ス

ト
（
タ

イ
ト

ル
、

配
布

先
、

配
布

部
数

、
配

布
先

で
の

利
用

状
況

を
含

む
）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

詳
細

は
一

覧
表

を
参

照
。

 

 （
6
）
成

果
1
－

5（
他

医
療

機
関

の
院

内
感

染
情

報
ア

ク
セ

ス
）
の

達
成

度
 

成
果

の
達

成
度

＆
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
を

促
進

／
阻

害
し

た
要

因
 

質
問

 
回

答
 

1
-5

-
1 

院
内

感
染

対
策

に
か

か
る

経
験

交
流

の
た

め
の

ワ
－

ク
シ

ョ
ッ
プ

の
回

数
：
短

期

専
門

家
と

の
交

流
2

回
、

セ
ミ
ナ

－
で

の
交

流
1

回
 

1
-
5
-
2
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
情

報
と

デ
－

タ
ベ

－
ス

の
発

信
回

数
・
頻

度
：1

回
/2

～
3

ヶ
月

 

成
果

 
1
-5

 

他
の

医
療

機
関

が
、

院
内

感

染
対

策
の

知
識

と
経

験
に

関

す
る

情
報

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

よ

う
に

な
る

 

達
成

度
：
50

 %
 

2
～

3
ヶ

月
ご

と
に

一
院

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
院

内
感

染
対

策
関

係
ニ

ュ
－

ス
を

発
信

し
て

い
る

。
 

 関
連

ウ
ェ

ブ
ペ

－
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

を
ご

教
示

下
さ

い
。

 

 院
内

感
染

関
連

ニ
ュ

－
ス

に
つ

い
て

、

受
信

者
の

数
及

び
概

要
を

ご
教

示
下

さ

い
（
＊

「
病

院
」
の

み
か

、
そ

れ
以

外
に

診

療
所

や
母

子
保

健
院

等
を

含
む

「
医

療

機
構

」
か

）
。

 

ア
ク

セ
ス

さ
れ

た
か

ど
う

か
を

カ
ウ

ン
タ

－
で

き
る

技
術

を
採

用
し

て
な

い
た

め
、

ウ

エ
ブ

サ
イ

ト
の

ア
ク

セ
ス

数
を

把
握

し
て

い
な

い
。

（
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

当
該

ペ
－

ジ

に
カ

ウ
ン

タ
－

を
つ

け
な

か
っ

た
の

で
閲

覧
回

数
は

不
明

。
カ

ウ
ン

タ
－

を
つ

け
る

な
ら

、
現

在
の

広
州

一
院

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
と

は
独

立
し

て
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

設
計

す
る

必
要

が
あ

り
、

高
級

な
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

設
計

費
用

と
し

て
万

元
単

位
の

費

用
が

か
か

る
）
 

ウ
エ

ブ
サ

イ
ト

に
よ

る
宣

伝
の

ほ
か

、
広

州
市

中
華

医
学

会
院

内
感

染
管

理

学
会

編
纂

の
《
広

州
市

院
内

感
染

管
理

通
信

》
の

編
集

任
務

も
担

当
、

「
通

信
」
を

通
し

て
院

内
感

染
対

策
に

関
す

る
経

験
・
関

連
知

識
を

宣
伝

、
そ

の
宣

伝
を

受
け

た
病

院
が

母
子

保
健

院
・
広

州
市

三
級

、
二

級
病

院
な

ど
を

含

む
。

（
当

院
と

し
て

は
母

子
保

健
等

の
専

門
病

院
、

三
級

、
二

級
病

院
な

ど
も

含
め

て
情

報
発

信
の

対
象

と
考

え
て

い
る

）
 



 
1
19

【
評

価
5

項
目

に
関

す
る

質
問

】
 

質
問

 
回

答
 

（
1
）
効

率
性

に
関

し
て

 

日
本

側
投

入
（
主

に
短

期
専

門
家

と
訪

日
研

修
）
に

関
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
体

制
が

効
果

的
に

行
わ

れ
て

い
る

か
、

以
下

の
観

点
か

ら
お

考
え

を
ご

教
示

下
さ

い
。

 

 
訪

日
研

修
計

画
策

定
方

法
：
現

在
の

策
定

方
法

に
関

す
る

考
え

や
改

善
案

を
ご

教
示

下

さ
い

。
 

 
短

期
専

門
家

派
遣

計
画

策
定

方
法

：
現

在
の

策
定

方
法

に
関

す
る

考
え

や
改

善
案

を
ご

教
示

下
さ

い
。

 

 
長

期
専

門
家

活
動

計
画

策
定

方
法

：
現

在
の

策
定

方
法

に
関

す
る

考
え

や
改

善
案

を
ご

教
示

下
さ

い
。

 

 
本

邦
研

修
計

画
の

策
定

方
法

：
本

邦
研

修
は

、
院

内
感

染
の

抑
制

業
務

を
理

解
・
向

上
・
推

進
で

き
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。
改

善
方

法
：
当

院
の

実
情

と
ニ

－
ズ

に
基

づ
き

、
日

本
側

医
療

機
関

と
共

同
で

研
修

内
容

と
方

法
を

策
定

、
見

学
・
研

修
・
討

論
な

ど
の

方
法

を
用

い
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
院

内

感
染

抑
制

へ
の

意
識

・
重

視
度

及
び

院
内

感
染

管
理

科
と

の
連

携
作

業
を

強
化

し
、

よ
り

よ
く
各

方
面

か
ら

院
内

感
染

の
抑

制
を

図
る

。
 

以
上

の
ほ

か
、

言
葉

の
障

害
、

日
本

で
の

専
門

別
小

グ
ル

－
プ

に
わ

け
た

研
修

の
実

施
等

に
つ

い
て

も
改

善
の

余
地

が
あ

る
。

ま
た

、
福

岡
で

は
子

供
病

院
（
専

門
病

院
）
な

の
で

、
総

合
病

院
で

あ
る

広
州

一
院

と
し

て
は

学

び
う
る

範
囲

に
限

界
が

あ
る

。
 

 

 
短

期
専

門
家

派
遣

計
画

の
策

定
方

法
：
日

本
側

は
、

中
国

へ
専

門
家

を
派

遣
す

る
前

に
、

中
国

側
と

具
体

的
に

話
し

合
い

、
ま

た
日

本
側

医
療

施
設

の
長

所
や

専
門

家
の

特
徴

や
中

国
側

医
療

施
設

の
ニ

－
ズ

な
ど

を
踏

ま
え

て
、

専
門

家
の

派
遣

及
び

中
国

着
任

後
の

研
修

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
を

決
め

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

 

 
希

望
の

研
修

内
容

：
院

内
感

染
ア

ウ
ト

ブ
レ

－
ク

時
の

調
査

；
検

査
室

デ
－

タ
の

分
析

・
利

用
；
如

何
に

検
査

室
デ

－
タ

の
活

用
に

よ
っ

て
、

臨
床

指
導

を
行

う
か

；
如

何
に

医
務

従
事

者
に

対
す

る
院

内
感

染
教

育
活

動
を

行
う
か

。
 

（
広

州
一

院
で

は
院

内
感

染
に

つ
い

て
一

通
り

の
業

務
は

実
施

で
き

て
い

る
の

で
、

一
般

的
・
総

論
的

な
情

報

提
供

や
指

導
で

は
価

値
を

見
出

し
に

く
い

。
広

州
一

院
で

現
時

点
で

も
な

お
不

足
し

て
い

る
部

分
に

絞
っ

て
情

報
提

供
・
指

導
い

た
だ

く
こ

と
が

必
要

と
考

え
て

い
る

）
 

 

 
長

期
専

門
家

活
動

計
画

の
策

定
方

法
：
最

初
長

期
専

門
家

を
通

し
て

中
国

側
は

日
本

国
の

院
内

感
染

概

況
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

が
、

長
期

専
門

家
の

具
体

的
な

活
動

計
画

を
未

だ
に

把
握

し
て

い
な

い
。

最
初

長
期

専
門

家
は

中
国

側
の

抱
え

て
い

る
問

題
や

困
惑

、
ま

た
専

門
家

の
解

決
策

を
要

す
る

院
内

感
染

抑
制

の
関

連
問

題
に

つ
い

て
、

良
好

な
建

設
的

意
見

と
助

言
を

提
出

で
き

な
か

っ
た

。
最

近
日

本
国

内
の

院
内

感
染

管

理
専

門
家

と
の

連
携

の
強

化
に

よ
り

、
状

況
が

あ
る

程
度

の
改

善
を

得
ら

れ
、

短
時

間
内

に
中

国
側

へ
の

指

導
的

意
見

と
助

言
を

提
出

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 

上
述

で
「
情

況
は

改
善

さ
れ

た
」
と

い
う

の
は

、
た

と
え

ば
春

田
医

師
、

広
瀬

看
護

師
な

ど
へ

送
っ

た
照

会
が

山

本
業

務
調

整
専

門
家

経
由

で
1

ヶ
月

で
フ

ィ
－

ド
バ

ッ
ク

を
得

ら
れ

た
よ

う
な

こ
と

を
指

す
。

こ
の

よ
う
な

体
制

が

継
続

す
れ

ば
問

題
は

解
消

さ
れ

た
と

言
え

る
。

 

（
2
）
イ

ン
パ

ク
ト

に
つ

い
て

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
の

結
果

、
予

期
し

な
か

っ
た

正
・
負

の
イ

ン
パ

ク
ト

は
あ

り
ま

す
か

？
 

負
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

な
い

。
正

の
イ

ン
パ

ク
ト

が
予

期
し

た
範

囲
よ

り
、

あ
る

程
度

広
く
な

っ
た

。
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【
日

常
の

院
内

感
染

管
理

業
務

】
 

質
問

 
回

答
 

実
施

プ
ロ

セ
ス

（実
施

体
制

）
 

 
院

内
感

染
管

理
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

拠
点

の
各

メ
ン

バ
－

の
職

責
で

は
、

院
内

感
染

管
理

専

任
ス

タ
ッ
フ

と
し

て
検

査
ス

タ
ッ
フ

が
挙

げ
ら

れ
て

い
る

が
、

任
命

さ
れ

た
専

任
の

検
査

技
師

は

い
ま

す
か

？
 

 
当

科
に

院
内

感
染

管
理

専
任

検
査

ス
タ

ッ
フ

が
1

名
在

籍
し

て
い

る
。

国
情

の
違

い
に

よ
り

、
当

院
が

そ
の

ス
タ

ッ
フ

に
対

し
て

、
任

命
書

を
出

し
て

い
な

い
。

 

 
院

内
感

染
管

理
に

お
い

て
は

、
院

内
感

染
管

理
科

と
他

の
組

織
と

の
連

携
が

重
要

で
す

が
、

看
護

部
・
検

査
科

・
薬

剤
科

と
の

定
期

的
な

連
携

状
況

や
情

報
交

換
の

成
果

に
つ

い

て
ご

教
示

く
だ

さ
い

。
 

 
詳

細
は

活
動

記
録

を
参

照
。

 

 
院

内
感

染
管

理
科

と
沢

山
あ

る
感

染
管

理
小

グ
ル

－
プ

と
の

連
携

に
つ

い
て

、
以

下
の

点

に
つ

き
ご

教
示

く
だ

さ
い

。
感

染
管

理
小

グ
ル

－
プ

の
活

動
性

に
は

グ
ル

－
プ

に
よ

り
差

が
あ

る
と

の
こ

と
で

す
が

、
小

グ
ル

－
プ

を
活

性
化

さ
せ

る
た

め
院

内
感

染
管

理
科

は
ど

の
よ

う
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

か
。

ま
た

、
四

半
期

ご
と

に
開

か
れ

る
感

染
管

理
小

グ
ル

－
プ

の
業

務

会
議

に
、

院
内

感
染

管
理

科
は

ど
の

よ
う
な

連
携

や
助

言
を

し
て

い
ま

す
か

。
 

 
当

科
は

、
不

定
期

に
臨

床
科

（
室

）
へ

出
向

い
て

、
院

内
感

染
抑

制
の

兼
任

ス
タ

ッ
フ

と
の

連
携

の
強

化
や

事

情
調

査
や

重
点

科
室

の
病

棟
視

察
な

ど
を

行
う
。

も
し

病
棟

で
集

団
的

に
症

例
が

発
生

し
た

ら
、

そ
の

科
室

の

院
内

感
染

管
理

小
グ

ル
－

プ
メ

ン
バ

－
に

よ
る

業
務

会
議

を
開

催
、

問
題

点
や

改
善

措
置

を
提

出
、

そ
の

問

題
点

に
絞

っ
た

研
修

を
行

う
。

今
後

改
善

策
に

取
り

組
み

、
定

期
に

重
点

部
門

の
院

内
感

染
管

理
小

グ
ル

－

プ
と

の
会

合
を

開
催

、
ホ

ッ
ト

問
題

・
難

し
い

問
題

な
ど

を
討

論
す

る
。

も
し

集
団

的
な

症
例

が
発

生
し

た
ら

、

我
々

は
症

例
を

調
査

し
た

後
、

具
体

的
な

状
況

を
踏

ま
え

て
、

そ
の

科
室

に
改

善
意

見
を

提
出

、
ま

た
科

室
の

状
況

に
基

づ
き

、
タ

－
ゲ

ッ
ト

の
絞

っ
た

院
内

感
染

知
識

（
神

経
内

科
・
IC

U
の

M
R

A
S

な
ど

）
を

宣
伝

す
る

。
 

 
院

内
感

染
管

理
科

は
、

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
チ

－
ム

と
ど

の
よ

う
に

連
携

し
て

い
ま

す
か

。
サ

－

ベ
イ

ラ
ン

ス
チ

－
ム

は
、

ど
の

よ
う
な

時
期

に
ど

の
部

署
に

対
し

て
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

す
る

の
か

、

教
示

く
だ

さ
い

。
 

 
詳

細
は

活
動

記
録

を
参

照
。

 

院
内

感
染

管
理

専
用

実
験

室
 

 
院

内
感

染
専

用
実

験
室

を
設

置
し

た
場

合
、

年
間

運
営

維
持

費
用

（
試

薬
、

水
・
電

気

等
経

費
）
は

ど
の

程
度

だ
と

想
定

し
て

い
ま

す
か

。
 

 
約

1
7
.5

万
元

人
民

幣
（
中

で
も

試
薬

1
4

万
；水

・
電

気
・
廃

棄
物

・
医

療
ゴ

ミ
の

消
毒

処
理

等
に

か
か

る
経

費
、

注
射

器
・
接

種
用

シ
リ
ン

ジ
－

な
ど

使
い

捨
て

物
品

計
3
.5

万
）
 

 
院

内
感

染
管

理
実

験
室

を
設

置
し

た
場

合
、

ど
の

よ
う

な
体

制
で

の
運

営
を

想
定

さ
れ

て

い
ま

す
か

（
ス

タ
ッ
フ

、
院

内
感

染
管

理
科

と
の

関
係

性
等

）
。

 

 
院

内
感

染
管

理
委

員
会

と
院

内
感

染
管

理
科

の
指

導
の

も
と

、
院

内
感

染
微

生
物

学
検

査
業

務
を

担

当
、

検
査

結
果

を
四

半
期

ご
と

に
総

括
・
分

析
し

、
そ

の
デ

－
タ

を
院

内
感

染
管

理
科

へ
フ

イ
－

ド
バ

ッ
ク

す
る

；

全
科

の
院

内
感

染
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

情
報

を
ま

と
め

た
上

、
全

面
的

な
評

価
を

行
う

。
も

し
特

殊
又

は
疫

学
的

意
義

の
あ

る
微

生
物

や
多

剤
耐

性
株

を
発

見
し

た
ら

、
速

や
か

に
院

内
感

染
管

理
科

科
長

へ
通

報
す

る
。

 

 
衛

生
部

の
要

求
に

基
づ

き
、

院
内

感
染

管
理

科
と

の
連

携
に

よ
り

、
全

院
の

消
毒

薬
・
器

材
、

環
境

衛
生

の

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
業

務
の

徹
底

化
を

図
る

。
 

 
院

内
感

染
ア

ウ
ト

ブ
レ

－
ク

発
生

時
、

積
極

的
に

院
内

感
染

専
任

ス
タ

ッ
フ

と
連

携
を

取
り

、
検

体
採

取
・
細

菌
培

養
の

関
連

業
務

を
徹

底
化

さ
せ

、
疑

わ
し

い
伝

染
源

・
伝

播
経

路
を

分
析

す
る

。
 

 
院

内
感

染
管

理
科

と
臨

床
各

科
に

よ
る

院
内

感
染

の
難

点
・
ホ

ッ
ト

問
題

へ
の

テ
－

マ
研

究
又

は
目

標
性

サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

業
務

の
展

開
を

サ
ポ

－
ト

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
院

内
感

染
管

理
水

準
と

学
術

水
準

の
向

上
を

目

指
す

。
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質
問

 
回

答
 

院
内

感
染

管
理

体
制

の
確

立
の

阻
害

要
因

：
 

 
院

内
感

染
対

策
を

行
う
費

用
 

 
当

該
費

用
は

患
者

か
ら

の
費

用
徴

収
（
＝

「
収

費
標

準
」
）
に

反
映

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

そ
れ

と
も

、
「
収

費
標

準
項

目
」
に

入
っ

て
い

な
い

の
で

病
院

で
負

担
せ

ざ
る

を
得

な
い

の

で
し

ょ
う
か

？
 

 
院

内
感

染
対

策
の

費
用

負
担

に
関

し
て

、
「
収

費
標

準
」
を

制
定

す
る

広
東

省
衛

生

庁
の

方
針

は
ど

う
で

す
か

？
ま

た
は

、
院

内
感

染
対

策
を

行
う

費
用

に
つ

き
広

州
市

衛

生
局

か
ら

補
助

を
受

け
る

こ
と

に
つ

き
、

市
衛

生
局

と
協

議
を

し
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

？

参
考

ま
で

に
、

「
差

額
事

業
単

位
」
と

し
て

貴
院

が
広

州
市

か
ら

得
て

い
る

毎
年

の
補

助

金
の

額
と

態
様

（
給

与
、

研
修

費
？

）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

 
使

い
捨

て
器

具
・
資

材
（
エ

プ
ロ

ン
、

コ
ッ
プ

、
マ

ス
ク

、
手

袋
、

ガ
ウ

ン
、

タ
オ

ル
等

）
、

消
毒

薬
等

の
た

め
に

使
う

経
費

に
不

足
は

無
い

で
す

か
？

不
足

が
あ

る
場

合
に

は
ど

の
程

度

の
不

足
で

す
か

？
 

 
院

内
感

染
対

策
用

経
費

は
、

国
の

規
定

に
基

づ
き

、
患

者
か

ら
徴

収
し

て
は

な
ら

ず
、

そ
の

全
額

が
病

院
側

の

負
担

と
な

る
（
こ

の
体

制
に

当
面

は
変

化
無

い
と

予
想

し
て

い
る

） 

 
当

院
は

、
「
差

額
事

業
単

位
」
と

し
て

、
毎

年
広

州
市

か
ら

得
て

い
る

補
助

金
が
约

1
千

万
元

（
政

府
が

病
院

の
規

模
に

基
づ

き
算

出
し

た
金

額
）
で

あ
る

。
 

 
使

い
捨

て
器

具
・
資

材
・
消

毒
剤

等
に

か
か

る
経

費
は

、
全

額
病

院
側

の
自

己
負

担
と

な
り

、
患

者
か

ら
徴

収

し
て

は
な

ら
な

い
。

病
院

2
0
0
6

年
度

の
当

該
部

分
の

支
出

額
が

約
1
,4

3
2
,0

2
8

元
、

2
0
0
7

年
度

１
－

6
月

の

支
出

額
が

67
0
,6

22
元

で
あ

っ
た

。
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【
上

述
質

問
表

に
関

連
し

て
提

供
さ

れ
た

リ
ス

ト
】 

当
院

の
指

導
を

受
け

た
病

院
 病

院
名

称
 

支
援

と
指

導
内

容
 

広
州

医
学

院
第

２
付

属
病

院
 

広
州

医
学

院
第

３
付

属
病

院
 

広
州

医
学

院
付

属
口

腔
病

院
 

広
州

医
学

院
付

属
荔

湾
病

院
 

竜
洞

病
院

 

広
東

河
源

市
人

民
病

院
 

1
、

消
毒

隔
離

措
置

 

2
、

リ
ネ

ン
室

設
計

 

3
、

ア
ウ

ト
ブ

レ
－

ク
の

処
理

方
法

と
手

順
 

4
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
 

 感
染

性
疾

病
に

関
す

る
研

修
を

受
け

た
病

院
 

病
院

名
称

 
参

加
者

数
 

研
修

内
容

 

広
州

医
学

院
第

２
付

属
病

院
 

1
4
 

広
州

医
学

院
第

３
付

属
病

院
 

5
 

広
州

医
学

院
羊

城
病

院
 

1
6
 

中
山

大
学

付
属

第
２

病
院

 
3
 

中
山

大
学

付
属

第
３

病
院

 
3
 

天
河

区
母

子
保

健
所

 
1
 

広
州

中
医

薬
大

学
第

１
付

属
病

院
 

7
 

広
州

市
第

６
人

民
病

院
 

3
 

越
秀

区
中

医
難

治
性

疾
病

病
院

 
4
 

広
州

市
第

１
人

民
病

院
 

2
 

南
方

病
院

 
3
 

1
、

現
在

の
神

户
市

中
央

市
民

病
院

の
感

染
対

策
 

2
、

臨
床

科
（
室

）
と

実
験

室
の

関
係

—
—

臨
床

科
（
室

）
と

実
験

室
が

ど
の

よ
う
に

連
携

体
制

を
取

っ
て

い
る

か
？

 

3
、

院
内

感
染

対
策

—
—

耐
性

菌
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

 

4
、

M
R

S
A

対
策

 

5
、

看
護

職
員

の
院

内
感

染
教

育
 

6
、

看
護

職
員

の
院

内
感

染
抑

制
業

務
に

お
け

る
役

割
・
任

務
 

 ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
宣

伝
資

料
を

利
用

し
た

病
院

 

病
院

 
配

布
数

 

広
州

医
学

院
第

２
付

属
病

院
 

3
 

広
州

医
学

院
第

３
付

属
病

院
 

2
 

広
州

医
学

院
付

属
口

腔
病

院
 

1
 

広
州

医
学

院
付

属
荔

湾
病

院
 

1
 

竜
洞

病
院

 
1
 

広
州

市
胸

科
病

院
 

1
 

広
州

市
河

源
市

人
民

病
院

 
2
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研
修

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
 

時
間

 
内

容
 

参
加

者
 

2
00

6
-3

-
13

下
午

 
人

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

予
防

・治
療

知
識

 
全

員
 

2
00

6
-3

-
16

下
午

 
人

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

予
防

・治
療

知
識

 
全

員
 

手
の

衛
生

 
2
00

6
-5

-
25

下
午

 
《
無

菌
隔

離
技

術
操

作
》
－

ガ
ウ

ン
服

の
着

脱
；
6

段
階

の
手

洗
い

法
；
外

科
的

手
洗

い
；
手

術
服

の
着

用
 

全
員

 

2
0
0
6

年
6

月
-9

月
 

《
無

菌
隔

離
技

術
操

作
》
試

験
 

全
員

 

2
00

6
-8

-
25

下
午

 
デ

ン
グ

熱
知

識
 

全
員

 

介
護

員
の

個
人

防
護

 
2
00

6
-1

0
-2

8
下

午
 

魔
法

瓶
の

交
換

手
順

 

介
護

員
 

2
/
1
4
/
2
0
0
7
 

M
R

S
A

の
流

行
と

予
防

 
東

4
病

棟
の

医
務

従
事

者
 

2
0
0
7
-
2
-
2
8

下
午

 
陰

圧
病

棟
の

使
用

 
看

護
職

員
 

2
0
0
7
-
3
-
1
4

下
午

 
標

準
化

予
防

 
看

護
職

員
 

 サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

活
動

一
覧

表
 

時
間

 
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

 
内

容
 

2
/
8
/
2
0
0
7
 

抗
菌

薬
物

使
用

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

 
抗

菌
薬

物
使

用
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

の
活

動
記

録
 

2
/
9
/
2
0
0
7
 

消
毒

隔
離

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

 
消

毒
隔

離
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

の
活

動
記

録
 

3
/
1
3
/
2
0
0
7
 

消
毒

隔
離

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

 
消

毒
隔

離
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

の
活

動
記

録
 

4
/
1
0
/
2
0
0
7
 

消
毒

隔
離

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

 
消

毒
隔

離
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

の
活

動
記

録
 

4
/
1
1
/
2
0
0
7
 

消
毒

隔
離

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

 
消

毒
隔

離
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

の
活

動
記

録
 

4
/
2
9
/
2
0
0
7
 

院
内

感
染

管
理

科
 

院
内

感
染

管
理

科
の

活
動

記
録

 

4
/
2
9
/
2
0
0
7
 

医
療

廃
棄

物
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

 
医

療
廃

棄
物

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

の
活

動
記

録
 

5
/
9
/
2
0
0
7
 

消
毒

隔
離

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

 
消

毒
隔

離
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

の
活

動
記

録
 

5
/
2
4
/
2
0
0
7
 

医
療

廃
棄

物
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

 
医

療
廃

棄
物

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

ム
の

活
動

記
録

 

 発
表

論
文

 

題
目

 
第

一
著

者
 

発
表

雑
誌

 

入
院

中
患

者
の

集
団

性
下

痢
症

例
発

生
の

原
因

調
査

 
葉

丹
 

2
0
0
6

年
4

月
第

6
巻

巻
第

4
期

《
現

代
病

院
》
 

某
IC

U
入

院
中

患
者

の
黄

色
桿

菌
感

染
の

調
査

・
対

策
 

葉
丹

 
2
0
0
6

年
4

月
第

6
卷

第
4

期
《
中

国
熱

帯
医

学
》
 

電
子

空
気

消
毒

浄
化

装
置

の
病

院
空

気
へ

の
消

毒
效

果
に

つ
い

て
 

葉
丹

 
2
0
0
6

年
5

月
第

6
卷

第
5

期
《
現

代
病

院
》
 

看
護

職
員

職
業

暴
露

及
び

防
護

状
況

の
調

査
 

高
国

貞
 

現
代

看
護

，
2
0
0
6
,1

2
(1

4
1
) 

看
護

業
務

に
お

け
る

医
療

廃
棄

物
管

理
方

法
の

検
討

 
高

国
貞

 
中

華
院

内
感

染
学

雑
誌

2
0
0
6
.1

6
(1

):
7
4
-
7
6
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資
料

配
布

数
 

題
目

 
配

布
先

 
配

布
数

 
使

用
状

況
 

魔
法

瓶
の

交
換

手
順

 
全

院
の

湯
室

 
1
5

セ
ッ
ト

 
貼

り
付

け
 

内
視

鏡
洗

浄
に

お
け

る
作

業
員

個
人

防
護

 
内

視
鏡

室
 

4
セ

ッ
ト

 
貼

り
付

け
 

内
視

鏡
の

洗
浄

・
消

毒
手

順
 

胃
カ

メ
ラ

室
 

3
セ

ッ
ト

 
貼

り
付

け
 

消
化

器
系

内
視

鏡
の

洗
浄

・
消

毒
手

順
 

全
院

 
1

セ
ッ
ト

 
貼

り
付

け
 

C
O

S
M

O
マ

ス
ク

の
着

用
方

法
 

全
院

 
4

セ
ッ
ト

 
貼

り
付

け
 

電
動

送
風

式
呼

吸
防

護
シ

ス
テ

ム
の

使
用

方
法

 
全

院
 

7
セ

ッ
ト

 
貼

り
付

け
 

防
護

用
マ

ス
ク

の
着

用
方

法
 

全
院

 
7

セ
ッ
ト

 
貼

り
付

け
 

N
9
5

マ
ス

ク
の

着
用

方
法

 
内

視
鏡

室
 

8
セ

ッ
ト

 
貼

り
付

け
 

内
視

鏡
付

属
品

の
超

音
波

洗
浄

方
法

 
全

院
 

2
セ

ッ
ト

 
貼

り
付

け
 

経
静

脈
投

与
の

手
順

 
全

院
 

2
3

セ
ッ
ト

 
貼

り
付

け
 

手
の

衛
生

の
宣

伝
ポ

ス
タ

－
 

全
院

 
2
5
0

枚
 

貼
り

付
け

 

院
内

感
染

通
信

（
第

1
期

）
 

全
院

 
6
0
 

ウ
エ

ブ
サ

イ
ト

で
の

配
分

お
よ

び
印

刷
配

分
 

院
内

感
染

通
信

（
第

2
期

）
 

全
院

 
6
0
 

ウ
エ

ブ
サ

イ
ト

で
の

配
分

お
よ

び
印

刷
配

分
 

院
内

感
染

通
信

（
第

3
期

）
 

全
院

 
6
0
 

ウ
エ

ブ
サ

イ
ト

で
の

配
分

お
よ

び
印

刷
配

分
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広
州

院
内

感
染

対
策

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
：
中

間
評

価
調

査
質

問
状

（
科

研
管

理
科

）
 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
1

の
達

成
度

】
 

概
要

 
指

標
／

実
績

 
質

問
 

回
答

 

1
-1

 
支

援
、

お
よ

び
指

導
を

受
け

た
医

療
機

関

の
数

：
5
（
竜

洞
病

院
、

広
医

二
院

、
広

医

三
院

、
広

医
口

腔
病

院
、

荔
湾

病
院

）
 

 支
援

・
指

導
内

容
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

1
、

 病
棟

消
毒

隔
離

措
置

 

2
、

 リ
ネ

ン
室

設
計

 

3
、

 ア
ウ

ト
ブ

レ
－

ク
時

の
処

理
方

法
と

手
順

 

一
軒

の
病

院
を

新
増

：
広

東
河

源
市

人
民

病
院

 

（
こ

の
項

目
は

院
内

感
染

科
の

回
答

を
参

照
）
 

1
-2

 
重

大
感

染
発

生
時

の
対

応
に

か
か

る
研

修
を

受
講

し
た

医
療

機
関

の
数

：
5
（
竜

洞

病
院

、
広

医
二

院
、

広
医

三
院

、
広

医

口
腔

病
院

、
荔

湾
病

院
）
 

 研
修

内
容

、
研

修
期

間
、

参
加

人
数

等
の

概
要

を
ご

教
示

下
さ

い
。

 

詳
細

は
2
0
0
6

年
1
1

月
の

J
IC

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
短

期
専

門
家

技
術

協
力

総

括
を

参
照

。
 

1
-3

 
作

成
さ

れ
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

お
よ

び
ツ

－
ル

を

導
入

し
た

医
療

機
関

の
数

：
5
（
竜

洞
病

院
、

広
医

二
院

、
広

医
三

院
、

広
医

口

腔
病

院
、

荔
湾

病
院

）
 

 他
の

医
療

機
関

が
導

入
し

た
マ

ニ
ュ

ア

ル
・
ツ

－
ル

を
提

供
下

さ
い

。
 

詳
細

は
一

覧
表

を
参

照
。

 

二
軒

の
病

院
を

新
増

：
広

東
河

源
市

人
民

病
院

・
広

州
市

胸
科

病
院

 

1
： 

呼
吸

研
お

よ
び

広
州

一
院

が
、

モ
デ

ル
基

地
と

し
て

、

市
内

の
そ

の
他

関
連

医
療

機
関

に
重

大
感

染
症

を

含
む

院
内

感
染

対
策

の

経
験

を
波

及
さ

せ
る

。
 

 

1
-
4
 

発
表

さ
れ

た
関

連
論

文
集

：
3

篇
 

 左
記

論
文

の
論

文
名

及
び

執
筆

者
（
リ

ス
ト

）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

詳
細

は
一

覧
表

を
参

照
。

 

二
編

の
論

文
を

新
増

。
 

 【
評

価
5

項
目

に
関

す
る

質
問

】
 

質
問

 
回

答
 

（
1)

効
率

性
に

関
し

て
 

日
本

側
投

入
（
主

に
短

期
専

門
家

と
訪

日
研

修
）
に

関
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
体

制
が

効
果

的
に

行
わ

れ
て

い
る

か
、

以
下

の
観

点
か

ら
お

考
え

を
ご

教
示

下
さ

い
。

 

 
訪

日
研

修
計

画
策

定
方

法
：
現

在
の

策
定

方
法

に
関

す
る

考
え

や
改

善
案

を
ご

教
示

下

さ
い

。
 

 
短

期
専

門
家

派
遣

計
画

策
定

方
法

：
現

在
の

策
定

方
法

に
関

す
る

考
え

や
改

善
案

を
ご

教
示

下
さ

い
。

 

 
長

期
専

門
家

活
動

計
画

策
定

方
法

：
現

在
の

策
定

方
法

に
関

す
る

考
え

や
改

善
案

を
ご

教
示

下
さ

い
。

 

当
面

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

運
営

体
制

が
効

果
的

に
行

わ
れ

て
い

る
が

、
効

率
の

高
い

も
の

で
は

な
い

と
思

わ
れ

る
。

よ
っ

て

以
下

の
通

り
、

提
案

す
る

。
 

1
、

本
邦

研
修

計
画

の
策

定
：
ま

ず
中

国
側

が
研

修
ニ

－
ズ

と
研

修
計

画
を

提
出

、
日

本
側

が
な

る
べ

く
中

国
側

の

ニ
－

ズ
に

基
づ

き
、

最
終

的
に

具
体

的
な

研
修

計
画

を
確

定
す

る
。

 

2
、

短
期

専
門

家
の

派
遣

：
派

遣
前

、
具

体
的

な
こ

と
に

つ
い

て
、

中
国

側
と

話
し

合
い

、
ま

た
日

本
側

医
療

施
設

の
長

所
や

専
門

家
の

特
徴

や
中

国
側

医
療

施
設

の
ニ

－
ズ

な
ど

を
踏

ま
え

て
、

専
門

家
の

派
遣

及
び

赴
任

後
の

研
修

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
を

確
定

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

3
、

長
期

専
門

家
：
比

較
的

具
体

的
な

活
動

計
画

及
び

業
務

方
式

が
望

ま
れ

る
。

専
門

家
ご

と
に

得
意

・
不

得
意

分
野

を
持

つ
こ

と
が

当
然

な
こ

と
で

あ
る

。
専

門
家

の
不

得
意

分
野

の
質

問
が

出
さ

れ
た

場
合

、
本

邦
の

関
連

分

野
の

専
門

家
と

十
分

に
交

流
を

行
い

、
最

終
的

な
指

導
的

意
見

と
し

て
、

中
国

側
へ

フ
ィ
－

ド
バ

ッ
ク

し
、

そ
れ

に
よ

っ
て

中
国

側
を

指
導

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

4
、

日
本

側
・
中

国
側

の
パ

－
ト

ナ
部

門
：
よ

り
多

く
の

優
れ

た
受

入
部

門
を

取
り

入
れ

て
ほ

し
い

。
そ

う
す

る
こ

と
に

よ

っ
て

、
中

国
側

が
本

当
に

長
所

を
学

び
、

短
所

を
補

い
、

確
実

に
院

内
感

染
予

防
抑

制
水

準
を

向
上

で
き

る
。

ま

た
適

切
な

連
絡

・
交

流
体

制
の

構
築

に
よ

り
、

日
中

双
方

の
パ

－
ト

ナ
部

門
間

の
連

携
が

強
化

さ
れ

、
直

接
な

学

術
交

流
が

で
き

、
中

国
側

も
直

接
に

業
務

指
導

を
受

け
ら

れ
る

。
 



 
1
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質
問

 
回

答
 

（
2
）
イ

ン
パ

ク
ト

に
つ

い
て

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
の

結
果

、
予

期
し

な
か

っ
た

正
・
負

の
イ

ン
パ

ク
ト

は
あ

り
ま

す
か

？
 

 負
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

な
い

。
正

の
イ

ン
パ

ク
ト

が
予

期
し

た
範

囲
よ

り
広

く
な

っ
た

。
 

 【
日

常
の

院
内

感
染

管
理

業
務

】
 

質
問

 
回

答
 

 
貴

院
の

看
護

部
、

薬
剤

科
、

設
備

科
は

、
病

院
全

体
病

院
（
広

州
一

院
、

呼
吸

研
、

内

視
鏡

外
科

セ
ン

タ
－

）
の

共
通

部
門

で
す

か
？

そ
れ

と
も

呼
吸

研
、

内
視

鏡
外

科
セ

ン
タ

－
、

そ
れ

以
外

の
臨

床
部

門
で

別
々

で
す

か
？

 

 全
院

は
同

じ
看

護
部

・
薬

剤
科

・
設

備
科

を
共

有
し

て
い

る
。

 

 
広

州
市

で
「
感

染
症

定
点

収
治

病
院

」
に

指
定

さ
れ

て
い

る
の

は
広

州
医

学
院

第
一

付

属
病

院
と

呼
吸

疾
病

研
究

所
の

ど
ち

ら
で

す
か

？
 

呼
吸

研
の

こ
と

を
指

す
。

 

   



 
1
27

広
州

院
内

感
染

対
策

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
：
中

間
評

価
調

査
質

問
状

（
看

護
部

：
関

主
任

）
 

 【
日

常
業

務
に

お
け

る
院

内
感

染
に

つ
い

て
】
 質

問
 

回
答

 

 
看

護
部

院
内

感
染

管
理

小
グ

ル
－

プ
で

の
活

動
（
内

容
、

頻
度

、
参

加
人

数
等

）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

 
看

護
部

院
内

感
染

管
理

小
グ

ル
－

プ
は

院
内

感
染

管
理

科
と

ど
の

よ
う
に

接
触

・
連

携
し

て
い

ま
す

か
。

 

2
00

7
年

看
護

部
は

、
手

術
室

・
リ
ネ

ン
室

・
分

娩
室

・
IC

U
・
外

科
外

来
・
海

印
分

院
手

術
室

・
透

析
セ

ン
タ

－
等

の
部

門
の

看
護

婦
長

か
ら

な
る

院
内

感
染

管
理

グ
ル

－
プ

を
発

足
、
每

月
に

グ
ル

－
プ

活
動

が
あ

り
、

今
年

1-
5

月
に

グ
ル

－
プ

活
動

を
計

5
回

実
施

、
延

べ
55

人
が

参
加

し
た

。
主

に
臨

床
科

（
室

）
院

内
感

染
制

度
の

徹
底

状

況
・
手

の
衛

生
・
経

静
脈

投
与

の
操

作
手

順
等

に
対

す
る

現
場

に
お

け
る

質
の

評
価

・
業

務
指

導
を

行
い

、
存

在

し
て

い
る

問
題

点
を

書
面

に
て

臨
床

科
（
室

）
へ

フ
イ

－
ド

バ
ッ
ク

し
、

限
定

時
間

内
で

の
改

善
を

要
求

す
る

。
 

院
内

感
染

管
理

科
専

任
ス

タ
ッ
フ

は
、

直
接

に
看

護
部

院
内

感
染

管
理

グ
ル

－
プ

の
活

動
に

参
加

し
、

看
護

部
と

共
同

で
業

務
の

質
の

見
直

し
・
評

価
；
指

導
的

意
見

の
提

出
；
《
経

静
脈

投
与

の
操

作
手

順
》
の

再
改

定
；
臨

床

実
践

時
の

指
導

；
操

作
手

順
の

不
断

な
合

理
化

・
円

滑
化

策
；
消

毒
隔

離
の

質
の

向
上

な
ど

を
通

し
て

、
医

療
ケ

ア
の

安
全

性
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ほ

か
に

病
院

の
全

看
護

婦
を

対
象

に
《
標

準
化

予
防

》
知

識
に

関
す

る

研
修

も
実

施
し

た
。

 

 
消

毒
隔

離
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

で
の

看
護

部
ス

タ
ッ
フ

の
活

動
（
内

容
、

頻
度

、
参

加
人

数
等

）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

2
0
0
7

年
、

看
護

部
は

、
消

毒
隔

離
管

理
グ

ル
－

プ
を

発
足

、
手

術
室

看
護

婦
长

が
グ

ル
－

プ
長

に
務

ま
り

、
グ

ル

－
プ

メ
ン

バ
－

が
リ
ネ

ン
室

・
分

娩
室

・
IC

U
・
外

科
外

来
・
一

般
外

科
病

棟
・
血

液
腫

瘍
セ

ン
タ

－
層

流
病

棟
等

の

部
門

の
看

護
婦
长

と
中

堅
看

護
婦

か
ら

な
る

。
グ

ル
－

プ
は
每

月
に

活
動

を
行

い
、

今
年

1-
5

月
に

計
5

回
の

活

動
を

実
施

、
延

べ
55

人
が

参
加

し
た

。
主

に
手

の
衛

生
・
医

療
廃

棄
物

管
理

等
に

対
す

る
現

場
で

の
質

の
評

価
と

業
務

指
導

を
行

い
、

存
在

し
て

い
る

問
題

点
を

書
面

に
て

フ
イ

－
ド

バ
ッ
ク

し
、

限
定

時
間

内
の

改
善

を
要

求
す

る
。

 

 
医

療
廃

棄
物

管
理

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

で
の

看
護

部
ス

タ
ッ
フ

の
活

動

（
内

容
、

頻
度

、
参

加
人

数
等

）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

看
護

部
消

毒
隔

離
管

理
小

グ
ル

－
プ

は
、
每

月
病

院
医

療
廃

棄
物

管
理

の
質

を
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

コ
ン

ト
ロ

－
ル

し
、

特
定

項
目

検
査

を
4

回
実

施
、

延
べ

44
人

が
参

加
し

た
。

ま
た

医
療

廃
棄

物
輸

送
登

録
表

の
欠

点
、

分
類

管
理

の
不

十
分

さ
な

ど
の

問
題

点
を

速
や

か
に

改
善

し
た

。
 

 
検

査
科

は
そ

の
他

の
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

に
参

加
し

て
い

ま
す

か
。

そ
の

場
合

、
活

動
（
内

容
、

頻
度

、
参

加
人

数
等

）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

看
護

部
は

、
定

期
に

総
務

課
・
院

内
感

染
管

理
科

の
実

施
す

る
不

定
期

検
査

に
参

加
し

、
ま

た
質

の
検

査
・
レ

ビ

ュ
－

活
動

を
2

回
ほ

ど
行

っ
た

。
 

看
護

部
は

、
毎

週
の

恒
例

検
査

及
び
每

月
の

看
護

行
政

病
棟

視
察

に
も

参
加

し
、

現
場

で
各

科
室

の
消

毒
隔

離
業

務
の

質
や

医
療

廃
棄

物
管

理
の

質
な

ど
を

検
査

、
上

半
期

に
実

施
し

た
6

回
の

病
棟

視
察

を
通

し
て

、
手

術
室

・
緊

急
外

来
・
一

般
外

来
を

検
査

し
た

。
 

内
科

・
外

科
・
産

婦
人

科
等

6
部

門
の

延
べ

52
人

が
参

加
し

た
。

 

 
広

州
一

院
院

内
感

染
管

理
規

範
に

お
い

て
定

め
ら

れ
て

い
る

看
護

部
の

院
内

感
染

管
理

業
務

に
つ

い
て

、
実

施
状

況
を

教
え

て
下

さ
い

。
特

に
、

日
常

の
院

内
感

染
管

理
業

務
に

お
い

て
、

看
護

部
は

院
内

感
染

管
理

科
と

ど
の

よ
う
に

接
触

・
連

携
し

て
い

ま
す

か
。

 

看
護

部
は

、
厳

し
く
院

内
感

染
管

理
規

範
の

要
求

に
基

づ
き

院
内

感
染

管
理

業
務

を
展

開
、

副
主

任
の

1
人

が

特
定

項
目

業
務

の
管

理
を

担
当

し
て

い
る

。
日

常
の

業
務

に
お

い
て

、
院

内
感

染
管

理
科

と
密

接
に

連
携

を
取

り
、

共
同

で
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

コ
ン

ト
ロ

－
ル

チ
－

ム
を

編
成

し
た

ほ
か

、
每

月
に

存
在

し
て

い
る

問
題

点
を

検
討

、
積

極
的

に
院

内
感

染
管

理
科

の
実

施
す

る
各

業
務

を
サ

ポ
－

ト
し

、
例

え
ば

共
同

で
臨

床
に

お
け

る
看

護
婦

操
作

技
能

（
無

菌
操

作
・
薬

物
投

与
手

順
・
手

の
衛

生
等

）
の

質
の

評
価

・
業

務
指

導
に

参
加

し
た

。
 

看
護

部
は

、
院

内
感

染
管

理
科

の
協

力
・
指

導
の

も
と

、
中

華
看

護
学

会
広

州
分

会
と

の
共

同
作

業
に

よ
り

、
十

日
間

に
渡

っ
て

、
「
皆

が
手

の
衛

生
に

関
心

を
寄

せ
る

」
と

題
す

る
科

学
技

術
活

動
週

の
活

動
を

実
施

、
手

の
衛

生

に
関

す
る

作
品

2
2

点
を

展
示

、
患

者
と

医
務

従
事

者
の

好
評

を
受

け
た

。
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広
州

院
内

感
染

対
策

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
：
中

間
評

価
調

査
質

問
状

（
検

査
科

：
肖

氏
）
 

 【
日

常
業

務
に

お
け

る
院

内
感

染
に

つ
い

て
】
 質

問
 

回
答

 

 
検

査
科

で
は

通
常

の
臨

床
検

査
と

院
内

感
染

の
（
細

菌
）
検

査
を

同
一

の
部

門
・
人

員
が

実
施

し
て

い
ま

す
か

。
同

一
ま

た
は

別
々

で
あ

る
場

合
の

メ
リ
ッ
ト

・
デ

メ
リ
ッ
ト

に
つ

い
て

は
ど

の
よ

う
に

お
考

え
か

ご
教

示
下

さ
い

。
 

 
こ

れ
ま

で
検

査
科

细
菌

室
の

ス
タ

ッ
フ

に
よ

り
、

院
内

感
染

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
業

務
が

行
わ

れ
て

き
た

が
、

2
0
0
5

年
7

月
か

ら
検

査
科

の
院

内
感

染
検

査
専

任
ス

タ
ッ
フ

に
よ

り
、

当
該

業
務

が
行

わ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
（
当

該
専

門
ｽ

ﾀ

ｯ
ﾌ
は

院
内

感
染

科
に

所
属

し
て

お
り

、
使

用
す

る
消

耗
品

・
試

薬
も

検
査

科
と

は
明

確
に

分
け

る
よ

う
に

な
っ

た
。

こ
れ

は
後

述
す

る
と

お
り

院
内

感
染

に
つ

い
て

は
費

用
徴

収
が

で
き

な
い

た
め

、
患

者
か

ら
の

費
用

徴
収

が
可

能
な

臨
床

検
査

と
は

区
分

す
る

こ
と

が
必

要
な

た
め

で
あ

る
）
 

検
査

科
细

菌
室

に
よ

り
院

内
感

染
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

業
務

が
行

わ
れ

る
デ

メ
リ
ッ
ト

： 

院
内

感
染

実
験

室
・
臨

床
実

験
室

の
混

在
に

よ
り

、
院

内
感

染
実

験
室

の
質

や
ス

タ
ッ
フ

や
時

間
な

ど
が

確
保

で

き
な

い
。

そ
の

理
由

と
し

て
、

臨
床

業
務

の
ニ

－
ズ

を
最

優
先

に
満

た
す

必
要

が
あ

る
た

め
、

実
験

室
の

ス
タ

ッ
フ

は
、

気
持

ち
よ

く
院

内
感

染
管

理
科

の
関

連
業

務
に

協
力

で
き

な
い

こ
と

が
上

げ
ら

れ
る

。
ま

た
院

内
感

染
実

験
室

の
業

務
が

何
の

費
用

も
徴

収
で

き
な

い
の

に
対

し
て

、
臨

床
検

査
科

の
業

務
が

患
者

か
ら

費
用

を
徴

収
で

き
る

。
二

つ
の

実
験

室
が

混
在

す
る

と
、

混
乱

を
起

こ
し

易
い

。
 

専
任

ス
タ

ッ
フ

に
よ

り
、

院
内

感
染

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
業

務
が

行
わ

れ
る

メ
リ
ッ
ト

：
 

ス
タ

ッ
フ

・
時

間
が

確
保

で
き

、
ま

た
院

内
感

染
管

理
科

と
の

連
携

に
よ

り
、

目
標

性
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
リ
ス

ク
フ

ァ
ク

タ

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
・
集

団
性

症
例

発
生

時
の

迅
速

な
検

体
採

取
・
迅

速
に

リ
ス

ク
フ

ァ
ク

タ
の

発
見

な
ど

が
可

能
と

な

る
。

 

 
検

査
科

院
内

感
染

管
理

小
グ

ル
－

プ
で

の
活

動
（
内

容
、

頻
度

、
参

加
人

数
等

）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

 
検

査
科

院
内

感
染

管
理

小
グ

ル
－

プ
は

院
内

感
染

管
理

科
と

ど
の

よ
う
に

接
触

・
連

携
し

て
い

ま
す

か
。

 

検
査

科
院

内
感

染
管

理
小

グ
ル

－
プ

は
、

四
半

期
ご

と
に

１
回

の
活

動
を

実
施

す
る

。
主

な
内

容
は

、
病

院
細

菌

ス
ペ

ク
ト

ル
、

薬
物

耐
性

状
況

分
布

及
び

そ
の

傾
向

に
対

す
る

分
析

・
手

の
衛

生
・
実

験
室

職
業

暴
露

予
防

等
が

含
ま

れ
る

。
耐

性
菌

の
集

中
化

現
象

を
発

見
し

た
ら

、
速

や
か

に
院

内
感

染
管

理
科

へ
報

告
す

る
。

定
期

・
不

定

期
に

各
級

主
管

部
門

へ
薬

物
耐

性
状

況
を

報
告

、
四

半
期

ご
と

に
病

原
体

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
結

果
を

薬
剤

科
へ

総
括

報
告

し
、

抗
菌

物
質

適
正

投
与

の
参

考
と

す
る

。
 

 
抗

生
物

質
使

用
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

で
の

検
査

科
ス

タ
ッ

フ
の

活
動

（
内

容
、

頻
度

、
参

加
人

数
等

）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

検
査

科
细

菌
室

（
＝

当
院

）
及

び
呼

吸
研

細
菌

室
（
＝

海
印

分
院

）
の

一
人

ず
つ

が
抗

菌
薬

物
適

正
投

与
サ

－

ベ
イ

ラ
ン

ス
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

に
参

加
し

た
（
こ

れ
ら

2
つ

の
細

菌
室

は
設

置
場

所
は

違
っ

て
い

る
が

、
人

的
交

流

は
あ

る
。

呼
吸

研
に

は
ｳ

ｲ
ﾙ

ｽ
実

験
室

も
あ

る
）
 

 
検

査
科

は
そ

の
他

の
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

に
参

加
し

て
い

ま
す

か
。

そ
の

場
合

、
活

動
（
内

容
、

頻
度

、
参

加
人

数
等

）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

な
し

 

 
広

州
一

院
院

内
感

染
管

理
規

範
に

お
い

て
定

め
ら

れ
て

い
る

検
査

科
の

院
内

感
染

管
理

業
務

に
つ

い
て

、
実

施
状

況
を

教
え

て
下

さ
い

。
特

に
、

日
常

の
院

内
感

染
管

理
業

務
に

お
い

て
、

検
査

科
は

院
内

感
染

管
理

科
と

ど
の

よ
う
に

接
触

・
連

携
し

て
い

ま
す

か
。

 

現
在

検
査

科
の

院
内

感
染

管
理

に
お

け
る

主
要

任
務

は
、

院
内

感
染

病
原

微
生

物
の

培
養

・
分

離
同

定
・
薬

物
感

受
性

実
験

・
特

殊
病

原
体

の
薬

物
耐

性
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

な
ど

で
あ

り
、

定
期

的
に

薬
物

耐
性

を
総

括
・
分

析
し

、
そ

れ
を

院
内

感
染

管
理

科
へ

フ
イ

－
ド

バ
ッ
ク

し
、

ま
た

全
院

へ
公

布
す

る
（
頻

度
は

四
半

期
に

一
度

）
。

集

団
的

な
発

生
症

例
を

発
見

し
た

ら
、

速
や

か
に

院
内

感
染

管
理

科
へ

報
告

す
る

（
し

か
し

こ
の

よ
う

な
集

団
的

に
発

生
し

た
こ

と
は

最
近

な
い

）
 

 
病

原
体

の
耐

薬
性

に
つ

い
て

、
検

査
科

は
薬

剤
科

と
ど

の
よ

う
に

業
務

分
担

・
連

携
し

て
い

ま
す

か
。

 

検
査

科
は

、
四

半
期

ご
と

に
病

原
体

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
結

果
を

総
括

し
、

そ
れ

を
薬

剤
科

の
臨

床
抗

菌
薬

物
適

正

投
与

の
業

務
指

導
の

参
考

と
す

る
。
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当

方
：
臨

床
検

査
部

門
と

院
内

感
染

検
査

部
門

は
別

々
で

あ
る

場
合

、
一

緒
で

あ
る

場

合
、

ど
ち

ら
の

方
が

好
ま

し
い

と
お

考
え

か
伺

い
た

い
 

   

ラ
ボ

と
し

て
物

理
的

に
は

独
立

し
て

い
た

方
が

良
い

が
、

そ
の

場
合

も
余

り
遠

く
な

い
こ

と
が

望
ま

し
い

。
そ

の
方

が
各

種

連
携

が
可

能
で

、
か

つ
汚

染
防

止
の

観
点

か
ら

も
望

ま
し

い
。

人
的

交
流

も
あ

っ
た

方
が

有
益

。
 

ラ
ボ

の
所

属
と

し
て

は
両

方
と

も
検

査
科

に
所

属
し

て
い

る
方

が
望

ま
し

い
。

そ
の

方
が

ラ
ボ

と
し

て
の

各
種

基
準

を
統

一
的

に
適

用
可

能
で

、
院

内
感

染
科

所
属

の
ラ

ボ
は

「
治

外
法

権
」
の

よ
う
に

検
査

科
の

統
一

標
準

が
及

ば
な

い
、

コ
ン

ト
ロ

－
ル

の
範

囲
外

と
い

う
の

は
望

ま
し

く
な

い
。

 

現
在

の
院

内
感

染
専

属
ス

タ
ッ
フ

に
は

セ
－

フ
テ

ィ
キ

ャ
ビ

ネ
ッ
ト

等
を

検
査

科
か

ら
貸

し
て

い
る

が
、

独
自

設
備

も
い

く

つ
か

保
有

し
て

い
る

模
様

。
た

だ
し

保
有

設
備

の
内

容
は

検
査

科
で

は
把

握
し

て
い

な
い

。
 

「
院

内
感

染
検

査
は

費
用

徴
収

で
き

ず
、

臨
床

検
査

は
患

者
か

ら
費

用
徴

収
可

能
」
と

い
う
区

別
が

あ
る

限
り

、
試

薬
や

ス
タ

ッ
フ

は
分

け
る

必
要

が
あ

る
。

し
か

し
現

状
で

は
設

備
ま

で
は

明
確

に
わ

け
て

お
ら

ず
、

貸
与

設
備

も
あ

る
と

い
う
状

態
。

 

 
院

内
感

染
に

要
す

る
経

費
を

徴
収

で
き

な
い

の
も

院
内

感
染

管
理

体
制

の
問

題
の

一
つ

と
の

理
解

か
？

 

問
題

の
一

つ
で

あ
る

が
、

現
在

の
情

況
か

ら
み

て
、

中
国

で
は

今
後

10
年

は
費

用
徴

収
は

で
き

な
い

と
思

う
。
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広
州

院
内

感
染

対
策

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
：
中

間
評

価
調

査
質

問
状

（
薬

剤
科

：
肖

主
任

、
楊

女
史

）
 

 【
日

常
業

務
に

お
け

る
院

内
感

染
に

つ
い

て
】
 質

問
 

回
答

 

 
薬

剤
科

院
内

感
染

管
理

小
グ

ル
－

プ
で

の
活

動
（
内

容
、

頻
度

、
参

加
人

数
等

）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

 
薬

剤
科

院
内

感
染

管
理

小
グ

ル
－

プ
は

院
内

感
染

管
理

科
と

ど
の

よ
う
に

接
触

・
連

携
し

て
い

ま
す

か
。

 

薬
学

部
院

内
感

染
管

理
小

グ
ル

－
プ

メ
ン

バ
－

が
5

人
で

あ
る

（
薬

学
部

は
薬

剤
科

か
ら

2
0
0
6

年
9

月
に

昇
格

し

た
も

の
。

薬
学

部
に

属
す

る
部

門
と

し
て

「
科

」
レ

ベ
ル

の
部

門
が

4
つ

あ
り

、
薬

品
製

剤
、

臨
床

薬
学

、
薬

品
調

剤
、

薬
品

供
給

の
４

グ
ル

－
プ

だ
が

、
こ

れ
ら

は
正

式
に

ま
だ

「
科

」
と

し
て

は
設

立
さ

れ
て

い
な

い
）
。

中
で

も
グ

ル
－

プ
長

1

人
、

臨
床

薬
剤

師
2

人
、

主
要

薬
品

不
良

反
応

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
担

当
１

人
、

外
来

処
方

の
調

査
分

析
担

当
1

人
。

活
動

内
容

が
每

月
入

院
部

・
外

来
部

に
用

い
ら

れ
る

抗
菌

薬
物

へ
の

分
析

で
あ

り
、

住
院

カ
ル

テ
や

外
来

処

方
箋

に
対

す
る

調
査

が
含

ま
れ

る
。

入
院

カ
ル

テ
は

、
主

に
医

師
が

病
院

抗
菌

薬
物

指
導

原
則

に
基

づ
き

、
抗

菌

薬
物

を
投

与
し

た
か

ど
う

か
を

調
査

す
る

た
め

に
用

い
ら

れ
る

。
《
指

導
原

則
》
に

基
づ

く
抗

菌
薬

物
投

与
で

な
い

場

合
、

そ
の

状
況

を
病

院
「
品

質
抑

制
管

理
科

」
へ

報
告

し
、

ま
た
每

月
の

品
質

抑
制

報
告

書
に

も
掲

載
さ

せ
る

。

（
上

述
「
指

導
原

則
」
は

中
央

政
府

衛
生

部
が

2
0
0
4

年
9

月
に

発
出

し
た

も
の

で
、

当
院

で
は

そ
れ

に
基

づ
く
内

規

（
＝

弁
法

）
を

2
0
0
6

年
7

月
に

制
定

し
た

。
当

該
弁

法
に

基
づ

き
、

薬
学

部
は

こ
れ

ま
で

の
1

年
間

に
毎

月
3
0
～

5
0

の
退

院
患

者
カ

ル
テ

の
抽

出
チ

ェ
ッ
ク

を
実

施
し

て
い

る
。

チ
ェ
ッ
ク

の
内

容
と

し
て

、
(1

)処
方

権
限

の
定

め
た

範
囲

内
で

処
方

さ
れ

て
い

る
か

（
例

：
ニ

ュ
－

キ
ノ

ロ
ン

は
副

主
任

医
師

以
上

）
、

(2
)病

原
体

検
査

を
実

施
し

た
か

、
(3

)抗

生
物

質
の

合
理

的
利

用
が

な
さ

れ
て

い
る

か
（
①

外
科

的
予

防
的

投
与

、
②

内
科

・
小

児
科

的
治

療
的

投
与

）
。

①
に

つ
い

て
は

手
術

前
の

投
与

時
期

が
適

正
か

、
 ②

に
つ

い
て

は
使

用
適

応
可

否
を

チ
ェ
ッ
ク

し
て

い
る

。
）
 

 外
科

的
予

防
的

投
与

に
つ

い
て

は
麻

酔
科

の
ナ

－
ス

に
よ

っ
て

抗
生

剤
が

投
与

さ
れ

る
。

こ
れ

に
よ

っ
て

術
前

に
要

求
ど

お
り

投
与

で
き

る
体

制
が

整
っ

た
。

具
体

的
に

は
、

1
回

目
の

処
方

箋
で

薬
を

病
棟

ナ
－

ス
に

渡
し

、
2

回
目

の

処
方

箋
（
＝

投
与

指
示

）
で

麻
酔

科
ナ

－
ス

が
投

与
を

行
う
。

こ
れ

に
よ

り
、

漠
然

と
「
術

前
」
と

い
う
よ

り
も

適
切

に
投

与
時

間
を

管
理

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

こ
れ

は
去

年
と

比
較

し
て

最
も

改
善

さ
れ

た
点

で
あ

る
。

 

以
上

の
カ

ル
テ

チ
ェ
ッ
ク

内
容

を
担

当
医

師
氏

名
、

患
者

カ
ル

テ
番

号
等

を
明

示
し

て
各

部
門

に
フ

ィ
－

ド
バ

ッ
ク

し
て

い
る

。
そ

の
よ

う
な

活
動

の
結

果
と

し
て

薬
剤

効
果

を
カ

ル
テ

に
書

く
よ

う
に

な
っ

た
り

、
グ

レ
－

ド
の

高
す

ぎ
る

抗
生

物

質
の

使
用

が
抑

止
さ

れ
る

よ
う

な
効

果
が

生
ま

れ
て

い
る

。
耳

鼻
咽

喉
科

の
よ

う
に

、
フ

ィ
－

ド
バ

ッ
ク

さ
れ

た
チ

ェ
ッ
ク

結
果

を
受

け
入

れ
が

た
い

と
当

初
考

え
た

科
も

、
ど

こ
に

問
題

が
あ

る
か

に
関

す
る

薬
学

部
説

明
を

受
け

入
れ

た
後

は
業

務
を

改
善

し
、

抗
生

剤
適

正
使

用
率

が
3

割
か

ら
7

割
に

改
善

し
た

と
い

う
例

も
あ

る
。

 

 外
来

処
方

は
、

主
に

薬
品

使
用

量
の

統
計

や
抗

菌
薬

物
が

適
正

投
与

し
た

か
ど

う
か

の
調

査
に

用
い

ら
れ

る
。

 

病
院

薬
学

部
感

染
管

理
小

グ
ル

－
プ

は
、

四
半

期
ご

と
に

院
内

感
染

管
理

科
・
検

査
科

・
呼

吸
研

細
菌

室
と

会

合
を

開
催

し
、

検
査

科
・
呼

吸
研

が
細

菌
検

査
と

薬
物

耐
性

状
況

を
ま

と
め

た
上

、
4

部
門

に
よ

る
共

同
分

析
・
討

論
が

行
わ

れ
る

。
薬

学
部

今
後

の
業

務
の

一
つ

が
関

連
情

報
を

利
用

し
て

臨
床

医
に

抗
菌

薬
物

適
正

投
与

に
関

す
る

助
言

を
提

供
す

る
こ

と
で

あ
る

。
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抗

生
物

質
使

用
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

で
の

薬
剤

科
ス

タ
ッ

フ
の

活
動

（
内

容
、

頻
度

、
参

加
人

数
等

）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

薬
学

部
院

内
感

染
管

理
小

グ
ル

－
プ

メ
ン

バ
－

が
5

人
。

中
で

も
グ

ル
－

プ
長

1
人

、
臨

床
薬

剤
師

2
人

、
主

要

薬
品

不
良

反
応

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
担

当
１

人
、

外
来

処
方

の
調

査
分

析
担

当
1

人
。

活
動

内
容

が
每

月
に

入
院

部
・
外

来
に

用
い

ら
れ

る
抗

菌
薬

物
の

分
析

で
あ

り
、

住
院

カ
ル

テ
や

外
来

処
方

箋
に

対
す

る
調

査
が

含
ま

れ
る

。

入
院

カ
ル

テ
は

、
主

に
医

師
が

病
院

抗
菌

薬
物

指
導

原
則

に
基

づ
き

、
抗

菌
薬

物
を

投
与

し
た

か
ど

う
か

を
調

査

す
る

た
め

に
用

い
ら

れ
る

。
《
指

導
原

則
》
に

基
づ

く
抗

菌
薬

物
投

与
で

な
い

場
合

、
そ

の
状

況
を

病
院

「
品

質
抑

制

管
理

科
」
へ

報
告

し
、
每

月
の

品
質

抑
制

報
告

書
に

も
掲

載
さ

せ
る

。
 

外
来

処
方

は
、

主
に

薬
品

使
用

量
の

統
計

や
抗

菌
薬

物
が

適
正

投
与

し
た

か
ど

う
か

の
調

査
に

用
い

ら
れ

る
。

 

（
＊

上
述

の
管

理
小

グ
ル

－
プ

と
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

は
メ

ン
バ

－
、

活
動

内
容

等
は

同
一

で
あ

る
）
 

 
薬

剤
科

は
そ

の
他

の
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

・
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

に
参

加
し

て
い

ま
す

か
。

そ
の

場
合

、
活

動
（
内

容
、

頻
度

、
参

加
人

数
等

）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

な
し

 

 
広

州
一

院
院

内
感

染
管

理
規

範
に

お
い

て
定

め
ら

れ
て

い
る

薬
剤

科
の

院
内

感
染

管
理

業
務

に
つ

い
て

、
実

施
状

況
を

教
え

て
下

さ
い

。
特

に
、

日
常

の
院

内
感

染
管

理
業

務
に

お
い

て
、

薬
剤

科
は

院
内

感
染

管
理

科
と

ど
の

よ
う
に

接
触

・
連

携
し

て
い

ま
す

か
。

 

薬
学

部
が

院
内

感
染

管
理

業
務

に
お

い
て

、
主

に
当

院
の

抗
感

染
薬

物
の

使
用

管
理

を
担

当
、

定
期

に
使

用

状
況

を
総

括
・
分

析
・
通

報
；
速

や
か

に
臨

床
に

抗
感

染
薬

物
情

報
を

提
供

；
臨

床
医

に
対

し
て

抗
感

染
薬

物
使

用
管

理
制

度
と

使
用

原
則

を
厳

守
さ

せ
る

よ
う
督

促
す

る
。

日
常

の
業

務
に

お
い

て
は

、
検

査
で

発
見

し
た

状
況

を

速
や

か
に

医
务

科
や

院
内

感
染

管
理

科
へ

報
告

す
る

。
 

 
病

原
体

の
耐

薬
性

に
つ

い
て

、
薬

剤
科

は
検

査
科

と
ど

の
よ

う
に

業
務

分
担

・
連

携
し

て
い

ま
す

か
。

 

検
査

科
が

四
半

期
ご

と
に

病
原

体
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

結
果

を
総

括
し

、
薬

剤
科

が
そ

れ
を

臨
床

抗
菌

薬
物

適
正

投

与
の

業
務

指
導

の
参

考
と

す
る

。
 

 
抗

菌
薬

管
理

の
う
え

で
障

害
に

な
っ

て
い

る
の

は
何

か
 

退
院

患
者

カ
ル

テ
の

チ
ェ
ッ
ク

結
果

を
フ

ィ
－

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

を
1

年
間

続
け

て
い

る
が

、
そ

れ
で

も
ま

だ
抗

菌
薬

管

理
は

徹
底

で
き

て
い

な
い

。
障

碍
と

し
て

は
、

医
師

の
マ

イ
ン

ド
に

問
題

が
あ

る
場

合
、

医
師

の
抗

生
物

質
使

用
が

習
慣

化
し

て
い

る
場

合
、

啓
発

不
足

の
場

合
、

知
識

・
情

報
不

足
の

場
合

、
理

解
が

不
十

分
な

場
合

、
医

師
は

確
実

に
効

く
薬

を
選

ぼ
う

と
す

る
と

い
う

問
題

な
ど

が
あ

る
。

臨
床

医
師

は
ど

う
し

て
も

「
現

在
の

効
果

」
を

重
視

す
る

が
、

薬
剤

師
は

「
将

来
の

薬
剤

耐
性

」
に

配
慮

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

ギ
ャ

ッ
プ

は
容

易
に

埋
ま

ら
ず

、
退

院
患

者

カ
ル

テ
の

チ
ェ
ッ
ク

結
果

を
常

に
続

け
て

繰
り

返
し

提
言

す
る

こ
と

が
必

要
。

耳
鼻

咽
喉

科
は

薬
学

部
の

分
析

を
受

け

入
れ

て
大

き
な

改
善

が
は

か
ら

れ
た

が
、

他
の

科
は

「
自

分
た

ち
の

科
は

耳
鼻

咽
喉

科
と

は
違

う
」
、

「
耳

鼻
咽

喉
科

は
特

殊
」
と

い
う

よ
う

な
考

え
に

傾
き

が
ち

で
、

「
耳

鼻
咽

喉
科

同
様

に
薬

学
部

の
分

析
を

受
け

入
れ

よ
う

」
と

い
う

考

え
に

は
な

か
な

か
つ

な
が

ら
な

い
。
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広
州

院
内

感
染

対
策

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
：
中

間
評

価
調

査
質

問
状

（
IC

U
：
何

為
群

女
史

/
呼

吸
研

内
科

）
 

 【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

投
入

の
活

用
に

つ
い

て
】
 

質
問

 
回

答
 

 
訪

日
研

修
で

は
ど

の
よ

う
な

知
識

・
経

験
を

得
ま

し
た

か
？

そ
の

知
識

は
そ

の
後

の
業

務
に

ど
の

よ
う
に

活
用

さ

れ
ま

し
た

か
？

（
業

務
手

順
変

更
、

使
い

捨
て

資
材

の

導
入

、
ル

－
ル

の
変

更
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

向
上

等
、

具
体

的
に

お
願

い
し

ま
す

）
 

1
. 

院
内

感
染

の
抑

制
は

、
患

者
の

安
全

性
向

上
の

た
め

の
重

要
な

業
務

の
一

つ
で

、
本

邦
研

修
で

見
学

・
学

習
し

た
２

病
院

が
共

に
院

内
感

染
の

抑
制

を
重

視
し

て
お

り
、

主
に

標
準

化
予

防
対

策
の

徹
底

化
を

重
点

に
置

き
、

中
で

も
手

の
衛

生
が

核
心

内
容

で
あ

る
。

抗
生

物
質

の
管

理
に

お
け

る
方

法
が

我
々

の
参

考
に

値
す

る
。

日
本

の
病

院
が

院
内

感
染

の
抑

制
に

お
い

て
は

、
手

の
衛

生
を

非
常

に
重

視
し

て
お

り
、

手
洗

い
に

関

す
る

宣
伝

教
育

が
徹

底
的

に
行

わ
れ

て
い

る
。

至
る

所
に

「
手

洗
い

注
意

」
の

ポ
ス

タ
－

が
貼

り
付

け
て

あ
り

、
手

洗
い

設
備

も
整

っ
て

お
り

、
勿

論

日
本

病
院

の
医

務
従

事
者

の
手

洗
い

意
識

も
高

い
。

い
か

に
医

師
の

抗
生

物
質

の
適

正
投

与
を

指
導

・
監

督
す

る
か

が
、

病
院

管
理

者
の

院

内
感

染
の

抑
制

に
お

け
る

重
要

な
業

務
の

一
つ

で
あ

る
(日

本
で

は
病

院
内

で
の

手
指

衛
生

の
意

識
が

高
い

だ
け

で
な

く
、

た
と

え
ば

地
下

鉄
の

駅

で
も

手
を

洗
え

る
よ

う
に

な
っ

て
い

て
一

般
人

の
意

識
も

高
い

こ
と

に
感

銘
を

受
け

た
)。

 

- 
日

本
神

户
市

中
央

市
民

病
院

の
や

り
方

が
我

々
の

参
考

に
値

す
る

。
当

該
病

院
の

IC
T
(i
n
fe

c
ti
o
n
 c

o
n
tr

o
l 
te

am
)で

抗
生

物
質

管
理

委
員

会
（
A

M
T
）
が

設
置

さ
れ

、
A

M
T

が
感

染
専

門
家

（
医

師
）
・
検

査
技

師
・
薬

剤
師

か
ら

な
り

、
定

期
に

入
院

患
者

の
抗

生
物

質
の

使
用

状
況

を

調
査

、
ま

た
病

状
記

録
紙

に
意

見
（
コ

メ
ン

ト
）
を

記
載

、
不

適
正

投
与

な
人

に
対

し
て

、
業

務
指

導
を

行
う
。

当
該

病
院

で
は

、
V

R
S
A

・
V

R
E

に

非
常

に
有

効
な

、
あ

る
新

規
抗

生
物

質
の

使
用

資
格

を
持

つ
人

が
IC

T
内

の
感

染
専

門
家

２
人

に
限

ら
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

措
置

が
抗

生
物

質
乱

用
に

一
定

の
制

止
作

用
が

あ
る

（
神

戸
で

は
テ

コ
ラ

ニ
ン

等
耐

性
菌

対
策

の
処

方
は

助
教

授
級

以
上

で
な

い
と

実
施

で
き

な
い

こ
と

に
な

っ

て
い

る
。

当
院

の
現

規
定

で
も

処
方

権
を

あ
る

程
度

は
管

理
し

て
い

る
が

、
上

述
の

神
戸

の
例

ほ
ど

抗
菌

薬
管

理
の

目
的

が
明

確
で

な
く
、

強
制

力
も

弱
い

の
で

、
日

本
の

実
施

方
法

の
方

が
効

果
的

で
あ

る
と

い
う
意

見
で

あ
る

）
 

- 
当

該
病

院
の

微
生

物
検

査
室

が
臨

床
業

務
に

非
常

に
協

力
的

で
、

血
液

培
養

が
三

日
間

、
痰

培
養

が
一

日
（
薬

物
感

受
性

実
験

）
、

細
菌

塗
沫

検
査

が
1

時
間

で
結

果
が

出
る

。
こ

れ
は

臨
床

医
の

抗
生

物
質

の
適

正
選

択
に

大
い

に
貢

献
し

て
い

る
（
当

院
で

の
所

要
時

間
は

以
下

の

通
り

：
血

培
養

初
歩

的
結

果
3

日
、

確
定

診
断

1
週

間
。

痰
培

養
初

歩
的

結
果

1
日

、
確

定
診

断
3

日
。

細
菌

塗
片

検
査

1
日

）
。

 

- 
另

外
使

我
感

触
很

大
的

是
日

本
病

院
的

防
患

于
未

然
的

做
法

。
在

福
冈

、
神

户
我

们
参

观
了

他
们

在
2
0
0
0

年
前

就
建

好
的

收
治

一

类
传

染
病

的
病

房
和

配
セ

ッ
ト
设

施
，

是
负
压

病
房

，
专

护
护

员
备

备
用

患
者

通
道

，
保

医
人

的
装

非
常

完
。

 

2
. 

具
体

的
な

事
例

：
IC

U
の

新
人

に
対

す
る

院
内

感
染

知
識

の
研

修
；
手

の
衛

生
に

関
す

る
宣

伝
と

研
修

；
M

R
S
A

知
識

の
宣

伝
；
呼

吸
器

チ
ュ

－

ブ
が

リ
ネ

ン
室

に
よ

る
集

中
洗

浄
消

毒
；
統

一
的

に
ベ

ッ
ト

サ
イ

ド
に

皮
膚

消
毒

剤
を

放
置

す
る

。
 

 【
日

常
業

務
に

お
け

る
院

内
感

染
に

つ
い

て
】
 

質
問

 
 

 
IC

U
/
呼

吸
研

内
科

の
院

内
感

染
管

理
小

グ
ル

－
プ

で
の

活
動

（
内

容
、

頻
度

、
参

加
人

数
等

）
を

ご
教

示

下
さ

い
。

IC
U

/
呼

吸
研

内
科

院
内

感
染

管
理

小
グ

ル

－
プ

は
院

内
感

染
管

理
科

と
ど

の
よ

う
に

接
触

・
連

携

し
て

い
ま

す
か

。
 

IC
U

院
内

感
染

管
理

小
グ

ル
－

プ
は

、
科

主
任

・科
看

護
婦

長
・
院

内
感

染
兼

任
医

者
・
看

護
婦

か
ら

な
り

、
四

半
期

ご
と

に
活

動
を

１
回

実
施

、
主

要
内

容
が

当
該

地
域

の
無

菌
操

作
技

術
の

規
範

化
・
手

の
衛

生
・院

内
感

染
知

識
の

研
修

な
ど

で
あ

る
。

 

院
内

感
染

症
例

を
発

見
し

た
ら

、
主

管
医

師
に

速
や

か
に

報
告

さ
せ

る
よ

う
督

促
し

、
院

内
感

染
ア

ウ
ト

ブ
レ

－
ク

と
流

行
が

発
生

し
た

ら
、

直
ち

に
科

主

任
及

び
院

内
感

染
管

理
科

へ
通

知
し

、
院

内
感

染
管

理
科

と
の

連
携

に
よ

り
、

疫
学

調
査

と
抑

制
措

置
の

徹
底

化
を

図
る

（
1

例
発

生
で

も
報

告
は

す
る

が
、

3
例

以
上

の
場

合
は

報
告

と
同

時
に

院
内

感
染

科
か

ら
ス

タ
ッ
フ

を
招

い
て

措
置

を
協

議
す

る
）
 

 
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

グ
ル

－
プ

に
参

加
さ

れ
て

い
ま

す
か

。

参
加

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

活
動

（
内

容
、

頻
度

、

参
加

人
数

等
）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

IC
U

は
、

病
院

特
定

項
目

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
コ

ン
ト

ロ
－

ル
チ

－
ム

の
活

動
に

参
加

し
て

い
な

い
（
誘

い
を

受
け

て
い

な
い

）
。

 

0
7

年
3

月
8

日
、

IC
U

職
員

4
人

が
院

内
感

染
管

理
科

主
催

の
「
呼

吸
器

関
連

の
肺

炎
予

防
提

案
」
の

学
習

会
・
討

論
会

に
参

加
し

た
。

 



 
1
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質
問

 
 

 
院

内
感

染
管

理
体

制
を

十
分

発
揮

さ
せ

る
う

え
で

障

碍
に

な
っ

て
い

る
の

は
何

か
 

 
各

人
の

認
識

の
ば

ら
つ

き
。

 

 
経

費
問

題
。

呼
吸

用
チ

ュ
－

ブ
（
約

50
0

元
）
、

フ
ェ
ル

ト
マ

ス
ク

な
ど

、
高

価
な

も
の

は
使

い
捨

て
は

難
し

い
。

2
0
0
7

年
1

月
新

し
い

費
用

徴
収

標

準
が

施
行

さ
れ

、
使

い
捨

て
チ

ュ
－

ブ
は

費
用

徴
収

が
で

き
な

く
な

っ
た

の
で

、
そ

れ
以

降
は

使
い

捨
て

で
な

い
チ

ュ
－

ブ
を

消
毒

し
て

再
利

用
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

費
用

徴
収

標
準

の
改

訂
は

影
響

が
大

き
い

の
で

広
州

市
で

も
頻

繁
に

実
施

さ
れ

る
わ

け
で

は
な

く
、

つ
い

半
年

前
に

改
訂

さ
れ

た
ば

か

り
。
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広
州

院
内

感
染

対
策

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
：
中

間
評

価
調

査
質

問
状

（
呼

吸
研

内
科

：
葉

楓
医

師
）
 

 【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

投
入

の
活

用
に

つ
い

て
】
 

質
問

 
回

答
 

 
訪

日
研

修
で

は
ど

の
よ

う
な

知
識

・
経

験
を

得
ま

し
た

か
？

そ
の

知
識

は
そ

の
後

の
業

務
に

ど
の

よ
う
に

活
用

さ

れ
ま

し
た

か
？

（
業

務
手

順
変

更
、

使
い

捨
て

資
材

の

導
入

、
ル

－
ル

の
変

更
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

向
上

等
、

具
体

的
に

お
願

い
し

ま
す

）
 

1
. 

本
邦

研
修

を
通

し
て

、
院

内
感

染
体

制
の

建
設

、
シ

ス
テ

ム
と

活
動

、
IC

T
の

病
棟

視
察

、
環

境
管

理
、

医
務

従
事

者
の

医
療

安
全

の
強

化
措

置
、

針
刺

し
事

故
の

予
防

、
医

療
暴

露
、

院
内

感
染

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
及

び
疫

学
調

査
、

医
療

廃
棄

物
の

分
類

及
び

処
理

、
発

展
途

上
国

に
お

け
る

院
内

感
染

の
抑

制
等

の
知

識
と

経
験

を
習

得
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

2
. 

具
体

的
な

事
例

：
①

手
洗

い
の

宣
伝

教
育

を
強

化
し

、
例

え
ば

病
棟

視
察

時
に

患
者

と
接

す
る

度
に

エ
タ

ノ
－

ル
で

手
を

拭
く
（
当

院
で

は
病

室
に

ア
ル

コ
－

ル
消

毒
設

備
が

あ
る

わ
け

で
は

な
く
、

治
療

室
や

医
師

事
務

室
に

設
備

が
設

置
さ

れ
て

い
る

の
で

、
病

室
を

巡
回

す
る

際
に

は
医

療
ス

タ
ッ

フ
が

ア
ル

コ
－

ル
消

毒
器

具
を

持
参

す
る

）
、

②
IC

T
の

病
棟

視
察

（
こ

れ
は

院
内

感
染

管
理

科
提

供
の

「
監

控
小

組
活

動
一

覧
表

」
の

通
り

、
４

小
組

の
う
ち

消
毒

隔
離

小
組

は
月

1
回

の
頻

度
、

そ
の

他
３

小
組

は
四

半
期

1
度

。
日

本
か

ら
は

巡
回

チ
ェ
ッ
ク

リ
ス

ト
を

持
ち

帰
り

、
当

院
の

事
情

に
即

し
て

院
内

感
染

管
理

科
が

手
直

し
中

。
近

い
う
ち

に
決

着
す

る
見

込
み

）
、

③
針

刺
し

の
報

告
制

度
。

 

 【
日

常
業

務
に

お
け

る
院

内
感

染
に

つ
い

て
】
 

質
問

 
 

 
IC

U
/
呼

吸
研

内
科

の
院

内
感

染
管

理
小

グ
ル

－
プ

で
の

活
動

（
内

容
、

頻
度

、
参

加
人

数
等

）
を

ご
教

示

下
さ

い
。

IC
U

/
呼

吸
研

内
科

院
内

感
染

管
理

小
グ

ル

－
プ

は
院

内
感

染
管

理
科

と
ど

の
よ

う
に

接
触

・
連

携

し
て

い
ま

す
か

。
 

1
. 

活
動

内
容

：
①

本
邦

研
修

・
経

験
交

流
。

②
抗

菌
薬

物
の

適
正

投
与

。
 

頻
度

：
1

回
/
四

半
期

。
 

参
加

者
数

：
2
0
-
3
0

人
。

 

2
. 

呼
吸

研
院

内
感

染
管

理
小

グ
ル

－
プ

は
、

耐
性

菌
の

集
団

的
発

生
を

発
見

し
た

ら
、

早
速

電
話

に
て

院
内

感
染

管
理

科
へ

報
告

、
感

染
管

理

科
の

指
導

の
も

と
、

速
や

か
に

対
策

を
取

り
、

耐
性

菌
の

ア
ウ

ト
ブ

レ
－

ク
を

遮
断

す
る

。
 

3
. 

院
内

感
染

管
理

科
と

連
携

を
取

り
、

他
の

科
（
室

）
に

対
し

て
、

M
R

S
A

の
流

行
・
予

防
治

療
を

代
表

と
す

る
院

内
感

染
知

識
に

関
す

る
啓

発
活

動
を

展
開

す
る

。
 

 
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

グ
ル

－
プ

に
参

加
さ

れ
て

い
ま

す
か

。

参
加

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

活
動

（
内

容
、

頻
度

、

参
加

人
数

等
）
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

な
し

。
 

IC
U

の
職

員
4

人
が

2
0
0
7

年
3

月
8

日
に

院
内

感
染

管
理

科
主

催
の

「
呼

吸
器

関
連

の
肺

炎
予

防
提

案
」
の

学
習

会
・
討

論
会

に
参

加
し

た
。

 

 
院

内
感

染
管

理
体

制
を

十
分

発
揮

さ
せ

る
う

え
で

障

碍
に

な
っ

て
い

る
の

は
何

か
 

 
意

識
が

ば
ら

ば
ら

。
啓

発
活

動
が

不
十

分
で

、
一

部
の

若
手

医
師

は
「
院

内
感

染
は

看
護

師
の

仕
事

」
と

軽
視

し
て

い
る

。
 

 
日

本
の

よ
う
に

、
管

理
ス

タ
ッ
フ

、
警

護
ス

タ
ッ
フ

等
院

内
す

べ
て

の
人

間
へ

の
啓

発
活

動
を

す
る

べ
き

。
 

 
院

内
感

染
管

理
の

費
用

を
患

者
か

ら
徴

収
で

き
な

い
こ

と
。
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 【
新

し
い

院
内

感
染

管
理

弁
法

に
関

連
し

て
】
 

質
問

 
回

答
 

第
18

～
2
1

条
（院

内
感

染
ア

ウ
ト

ブ
レ

－
ク

若
し

くは
突

発
的

公
衆

衛
生

事
件

発
生

時
の

対
応

に
つ

い
て

）
 

 
新

し
い

院
内

感
染

管
理

弁
法

に
基

づ
い

て
、

院
内

感
染

ア
ウ

ト
ブ

レ
－

ク
若

し
く
は

突
発

的

公
衆

衛
生

事
件

発
生

時
、

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
及

び
検

査
を

行
う
場

合
、

関
係

す
る

科
室

及

び
そ

の
業

務
内

容
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

 
殺

虫
消

毒
科

 

 
ウ

イ
ル

ス
免

疫
科

 

 
微

生
物

検
査

科
 

 
流

行
病

学
科

 

 
そ

の
他

 

杀
检

流
病

科
、

消
科

、
微

科
、

病
免

科
：
 

1
、

疫
学

調
査

の
実

施
、

感
染

源
・
感

染
経

路
・
感

染
因

子
の

究
明

、
抑

制
措

置
の

構
築

、
感

染
源

の
伝

播
及

び
感

染
範

囲
拡

大
の

防
止

。
 

2
、

消
毒

滅
菌

と
隔

離
、

医
療

廃
棄

物
管

理
及

び
医

務
従

事
者

労
働

衛
生

防
護

業
務

状
況

の
調

査
と

検
査

。
 

中
央

政
府

衛
生

部
は

新
弁

法
を

発
出

し
た

が
、

C
D

C
業

務
は

こ
れ

ま
で

と
余

り
大

き
な

相
違

は
無

い
。

主
に

以
下

の
通

り
。

 

「
１

」
は

院
内

感
染

ア
ウ

ト
ブ

レ
イ

ク
や

法
定

伝
染

病
の

院
内

感
染

で
あ

る
よ

う
な

場
合

に
C

D
C

が
立

ち
入

り
検

査
を

行
う
。

た
だ

、
新

弁
法

は
細

則
が

ま
だ

出
て

い
な

い
た

め
C

D
C

の
行

う
業

務
の

詳
細

は
未

定
で

あ
る

。
法

定
伝

染
病

の
院

内
感

染
で

あ
れ

ば
法

的
な

報
告

義
務

が
あ

る
た

め
C

D
C

は
報

告
を

受
け

る
が

、
法

定
伝

染
病

で
な

い
院

内

感
染

に
つ

い
て

当
C

D
C

は
こ

れ
ま

で
報

告
を

受
け

た
こ

と
は

無
い

。
も

し
病

院
が

（
法

定
感

染
症

以
外

の
）
院

内
感

染
ア

ウ
ト

ブ
レ

イ
ク

を
自

発
的

に
報

告
す

る
よ

う
に

な
れ

ば
C

D
C

は
そ

れ
に

対
応

す
る

業
務

で
事

務
的

・
技

術
的

に

多
忙

に
な

る
と

思
う
が

、
現

在
は

そ
う
な

っ
て

い
な

い
（
＊

以
下

従
化

市
の

例
は

自
発

的
報

告
で

な
く
投

書
に

よ
り

C
D

C
が

立
ち

入
り

検
査

を
し

た
例

）
。

 

「
２

」
は

こ
れ

ま
で

も
実

施
し

て
い

た
こ

と
で

、
新

弁
法

に
明

示
は

さ
れ

て
い

な
い

が
院

内
感

染
に

関
係

す
る

業
務

で
あ

る
。

以
前

は
C

D
C

が
消

毒
効

果
チ

ェ
ッ
ク

に
関

し
て

行
政

的
監

督
と

技
術

的
検

査
・
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

を
両

方
実

施

し
て

い
た

が
、

現
在

は
行

政
的

監
督

は
衛

生
監

督
所

に
移

管
さ

れ
た

。
 

 
新

し
い

院
内

感
染

管
理

弁
法

21
条

に
基

づ
い

て
、

院
内

感
染

の
ア

ウ
ト

ブ
レ

－
ク

時
に

広

州
市

C
D

C
が

当
該

立
入

り
検

査
を

実
施

し
た

実
績

は
あ

り
ま

す
か

。
実

績
が

あ
る

場
合

、

対
象

病
院

、
時

期
、

ア
ウ

ト
ブ

レ
－

ク
/
突

発
的

公
衆

衛
生

事
件

の
内

容
を

ご
教

示
下

さ

い
。

 

2
0
0
6

年
1
2

月
に

広
州

市
C

D
C

は
、

従
化

市
C

D
C

（
＝

広
州

市
に

属
す

る
2

県
級

市
の

う
ち

の
1

つ
）
よ

り
、

当

該
地

区
に

お
け

る
注

射
後

皮
膚

深
部

化
膿

性
腫

大
事

件
が

発
生

し
た

と
報

告
。

そ
の

報
告

を
受

け
た

後
、

広
州

市
C

D
C

は
、

速
や

か
に

疫
学

・
消

毒
・
実

験
室

等
の

専
門

技
術

者
を

現
地

へ
派

遣
、

調
査

を
行

っ
た

。
実

験
室

に

よ
る

確
認

と
現

場
調

査
の

結
果

、
当

該
院

内
感

染
事

件
の

起
炎

病
原

体
が

膿
瘍

分
枝

桿
菌

（
ミ
コ

バ
ク

テ
リ
ウ

ム
）

に
よ

っ
た

も
の

と
判

明
し

た
。

具
体

的
に

言
う
と

、
開

封
し

て
2
4

時
間

以
上

経
過

し
た

食
塩

水
を

繰
り

返
し

て
、

筋
肉

注
射

液
の

溶
解

液
と

し
て

使
用

し
た

り
、

注
射

針
が

長
時

間
に

食
塩

水
ボ

ト
ル

に
留

置
し

た
り

し
た

為
、

食
塩

水
・

注
射

針
が

汚
染

さ
れ

て
し

ま
い

、
そ

の
汚

染
さ

れ
た

食
塩

水
・
注

射
針

の
使

用
に

よ
り

、
事

故
を

起
し

た
と

い
う
。

 

・ 
新

管
理

弁
法

発
出

後
、

院
内

感
染

に
関

し
て

当
C

D
C

が
立

ち
入

り
検

査
を

実
施

し
た

の
は

上
述

従
化

市
の

1

件
の

み
。

こ
れ

は
留

置
針

を
不

潔
に

し
て

お
い

た
り

生
理

食
塩

水
を

開
封

後
放

置
し

た
後

に
使

っ
た

た
め

に

M
yc

o
ba

ct
e
ri
um

 a
bs

c
es

su
s

に
汚

染
さ

れ
た

と
い

う
も

の
で

、
投

書
に

よ
り

発
覚

し
た

の
ち

、
C

D
C

の
検

査
の

結

果
、

看
護

師
を

停
職

処
分

に
し

た
。

こ
の

際
に

現
場

に
出

動
し

た
の

は
消

毒
殺

虫
科

と
伝

染
病

科
。

 

・ 
C

D
C

は
院

内
感

染
の

立
ち

入
り

検
査

に
不

慣
れ

で
、

検
体

採
取

、
輸

送
、

検
査

の
う
ち

検
体

採
取

に
改

善
の
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余
地

が
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

院
内

感
染

に
つ

い
て

の
検

体
の

採
取

箇
所

は
物

の
表

面
を

こ
す

れ
ば

良
い

の
か

深

く
え

ぐ
る

べ
き

か
、

空
気

や
井

戸
水

は
ど

こ
で

ど
う
採

取
す

べ
き

か
等

、
院

内
感

染
に

重
点

を
絞

っ
た

採
取

を
ど

う
す

べ
き

か
は

試
行

錯
誤

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
に

つ
き

短
期

専
門

家
が

日
本

で
の

現
場

経
験

を
伝

え
て

く
れ

れ
ば

市
C

D
C

だ
け

で
な

く
、

区
・
県

C
D

C
に

も
参

考
に

な
っ

て
メ

リ
ッ
ト

を
受

け
る

範
囲

が
広

が
る

。
 

・ 
院

内
感

染
立

ち
入

り
検

査
の

検
体

を
検

査
す

る
こ

と
に

つ
い

て
は

技
術

的
問

題
は

な
い

。
C

D
C

と
し

て
は

陽
性

・

陰
性

を
判

定
す

る
く
ら

い
で

、
さ

ら
に

詳
細

な
同

定
ま

で
や

ろ
う

と
は

考
え

て
い

な
い

。
C

D
C

で
は

技
術

や
設

備
は

あ
る

が
、

同
定

に
つ

い
て

は
専

門
の

病
院

が
や

れ
ば

良
い

と
考

え
て

い
る

。
 

・ 
輸

送
に

つ
い

て
、

C
D

C
が

院
内

感
染

検
体

を
輸

送
す

る
場

合
に

は
問

題
は

ま
っ

た
く
な

い
。

医
療

機
関

は
も

う
院

内
感

染
の

検
体

を
輸

送
す

る
担

当
で

は
な

く
院

内
感

染
検

体
の

輸
送

技
術

を
研

修
す

る
と

い
う
こ

と
は

な
い

が
、

コ
レ

ラ
等

重
大

感
染

症
の

検
体

輸
送

に
つ

い
て

は
引

き
続

き
C

D
C

が
医

療
機

関
向

け
に

研
修

を
実

施
し

て
い

る
。

 

第
28

～
2
9

条
（消

毒
滅

菌
等

の
監

督
検

査
に

つ
い

て
）
 

 
新

し
い

院
内

感
染

管
理

弁
法

に
基

づ
い

て
、

消
毒

滅
菌

・
隔

離
・
医

療
廃

棄
物

管
理

・
医

療
従

事
者

の
職

業
衛

生
防

護
状

况
、

院
内

感
染

症
例

と
院

内
感

染
の

大
流

行
の

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
業

務
状

況
の

監
督

検
査

を
行

う
場

合
、

関
係

す
る

科
室

及
び

そ
の

業
務

内
容

を
ご

教
示

下
さ

い
。

 

 
殺

虫
消

毒
科

 

 
そ

の
他

 

消
毒

殺
虫

科
 

1
、

現
場

で
消

毒
滅

菌
と

隔
離

、
医

療
廃

棄
物

管
理

と
医

務
従

事
者

の
職

業
防

護
状

况
を

検
査

す
る

；
 

2
、

医
療

機
構

の
消

毒
滅

菌
と

隔
離

、
医

療
廃

棄
物

管
理

と
医

務
従

事
者

の
職

業
防

護
状

况
を

指
導

す
る

。
 

 
新

し
い

院
内

感
染

管
理

弁
法

28
/2

9
条

に
基

づ
い

て
、

医
療

機
関

に
対

す
る

消
毒

滅

菌
・
隔

離
・
医

療
廃

棄
物

管
理

・
医

療
従

事
者

の
職

業
衛

生
防

護
状

况
、

院
内

感
染

症
例

と
院

内
感

染
の

大
流

行
の

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
業

務
状

況
の

監
督

検
査

を
実

施
し

た
実

績
は

あ
り

ま
す

か
。

実
績

が
あ

る
場

合
、

対
象

病
院

、
時

期
、

内
容

等
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

市
ク

ラ
ス

以
上

の
57

医
療

施
設

を
対

象
に

消
毒

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
を

実
施

、
カ

バ
－

率
が

1
00

％
に

達
し

た
。

空

気
・
物

体
表

面
・
医

務
従

事
者

の
手

・
消

毒
液

・
器

材
保

存
液

・
無

菌
医

療
物

品
・
オ

－
ト

ク
レ

－
ブ

・
病

院
污

水
・
紫

外
線

ラ
イ

ト
強

度
な

ど
を

含
む

1
1
6
1

検
体

を
検

査
し

た
。

ほ
か

に
4
0

医
療

施
設

の
血

液
の

採
集

・
供

給
に

関
連

す
る

50
5

検
体

も
検

査
し

た
。

全
検

体
か

ら
国

家
基

準
に

定
め

ら
れ

た
検

出
不

可
の

病
原

微
生

物
を

検
出

し

て
い

な
か

っ
た

。
 

 
院

内
感

染
管

理
弁

法
9

条
及

び
1
0

条
で

は
、

各
級

政
府

の
衛

生
庁

・
衛

生
局

が
専

門

家
グ

ル
－

プ
を

設
置

し
て

院
内

感
染

に
つ

き
専

門
的

助
言

を
得

る
こ

と
に

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
専

門
家

グ
ル

－
プ

に
広

州
市

C
D

C
が

メ
ン

バ
－

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
れ

ば
、

実
績

を
ご

教
示

く
だ

さ
い

（
例

：
専

門
家

グ
ル

－
プ

会
合

へ
の

参
加

回
数

、
報

告
書

作
成

・
技

術

指
導

等
C

D
C

と
し

て
の

専
門

性
あ

る
貢

献
等

）
 

长
広

州
市

衛
生

局
は

、
構

成
メ

ン
バ

－
を

検
討

し
て

い
る

が
、

ま
だ

結
論

が
出

て
い

な
い

。
消

毒
殺

菌
科

の
副

科
が

越
秀

区
衛

生
局

専
門

家
グ

ル
－

プ
メ

ン
バ

－
と

な
っ

て
い

る
が

、
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

活
動

な
ど

に
参

加
し

た
こ

と
が

な

く
、

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
計

画
も

聞
い

て
い

な
い

。
 

 
検

体
の

採
取

・
保

存
・
輸

送
は

誰
が

実
施

す
る

の
で

し
ょ

う
か

（
各

病
院

か
、

C
D

C
か

、

C
D

C
の

場
合

は
ど

の
科

が
責

任
を

負
う
の

か
）
。

 

一
般

の
院

内
感

染
な

ら
、

医
療

部
門

の
医

務
従

事
者

に
よ

り
検

体
採

取
が

行
わ

れ
、

院
内

感
染

実
験

室
に

よ
り

保
管

検
査

が
行

わ
れ

る
。

伝
染

病
又

は
ア

ウ
ト

ブ
レ

－
ク

に
属

す
る

院
内

感
染

な
ら

、
C

D
C

の
疫

学
科

・
消

毒
殺

菌
科

と
の

共
同

作
業

に
よ

り
、

疫
学

調
査

、
検

体
の

採
取

・
保

管
・
輸

送
な

ど
が

完
成

さ
れ

、
ま

た
病

原
体

の
種

類

に
基

づ
き

、
微

生
物

検
査

科
又

は
ウ

イ
ル

ス
免

疫
科

に
よ

り
保

存
・
検

査
が

行
わ

れ
る

。
 

 
自

己
評

価
表

に
は

、
環

境
の

整
わ

な
い

病
院

か
ら

技
術

支
持

を
依

頼
さ

れ
た

場
合

、
C

D
C

が
当

該
病

院
に

代
わ

っ
て

病
原

体
検

査
を

行
う

と
あ

り
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
技

術
指

示
を

依

頼
す

る
病

院
は

管
轄

内
に

い
く
つ

く
ら

い
あ

る
と

思
い

ま
す

か
。

 

1
、

「
条

件
」
が

整
わ

な
い

と
は

、
病

原
体

の
こ

と
を

指
す

。
異

な
る

病
原

体
は

異
な

る
実

験
室

条
件

と
検

査
方

法
が

必
要

で
あ

る
為

、
統

一
的

な
基

準
が

な
く
、

一
概

に
論

ず
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

 

2
、

医
療

部
門

か
ら

技
術

支
援

の
要

望
が

ま
だ

な
い

。
 



 
1
37

【
実

績
の

検
証

に
つ

い
て

】
 

（
1
）
上

位
目

標
の

達
成

度
 

总
标

目
的

完
成

程
度

 
質

問
 

回
答

 

1
. 

広
州

市
の

通
常

見
ら

れ
る

感
染

症
が

制
圧

状
態

に
あ

る
 

 
広

州
市

の
法

定
感

染
症

発
生

動
向

を

ご
教

示
下

さ
い

（
可

能
で

あ
れ

ば
2
0
0
3

年
を

含
む

そ
の

後
の

各
年

）
。

 

広
州

市
C

D
C

は
、

全
広

州
市

の
感

染
性

疾
病

の
関

連
デ

－
タ

を
ま

だ
把

握

し
て

い
な

い
。

中
の

法
定

伝
染

病
の

関
連

デ
－

タ
に

つ
い

て
は

、
《
中

華
人

民

共
和

国
伝

染
病

防
治

法
》
の

規
定

に
基

づ
き

、
省

衛
生

局
ク

ラ
ス

以
上

の
衛

生
行

政
部

門
が

公
布

で
き

る
。

 

S
A

R
S

症
例

：
0
3

年
に

広
州

市
で

は
1
2
8
4

例
、

0
4

年
に

1
例

が
報

告
さ

れ
、

0
5

年
か

ら
現

在
ま

で
S
A

R
S

症
例

な
し

。
 

省
ご

と
の

法
定

感
染

症
発

症
動

向
は

毎
月

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
公

表
さ

れ
る

が
、

各
市

の
デ

－
タ

を
対

外
公

表
す

る
た

め
に

は
政

府
許

可
が

必
要

で
あ

る
。

そ
も

そ
も

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

僅
か

な
投

入
で

「
広

州
市

の
通

常
見

ら
れ

る
感

染
症

が

制
圧

状
態

に
な

る
」
は

非
現

実
的

な
の

で
、

こ
の

指
標

は
削

除
が

適
当

と
考

え

て
い

る
。

 

ま
た

、
上

位
目

標
の

記
述

に
つ

い
て

も
、

C
D

C
が

院
内

感
染

に
お

い
て

果
す

役

割
が

明
確

化
し

た
こ

と
も

あ
る

の
で

、
院

内
感

染
に

限
っ

た
上

位
目

標
に

修
正

す
る

こ
と

が
適

切
と

考
え

て
い

る
。

 

2
. 

広
州

市
の

院
内

感
染

発
生

件
数

を
最

大

限
ゼ

ロ
に

近
づ

け
る

 

 
広

州
市

の
院

内
感

染
発

生
件

数
の

推

移
を

ご
教

示
く
だ

さ
い

（
可

能
で

あ
れ

ば

2
00

3
年

を
含

む
そ

の
後

の
各

年
）。

 

C
D

C
は

、
こ

の
種

の
資

料
を

把
握

し
て

い
な

い
。

 

当
該

デ
－

タ
は

衛
生

局
医

政
科

が
担

当
の

筈
だ

が
、

彼
ら

は
デ

－
タ

を
統

計

処
理

し
て

い
な

い
可

能
性

が
高

い
。

そ
も

そ
も

上
述

の
通

り
院

内
感

染
発

生

状
況

を
各

病
院

が
自

発
的

に
は

報
告

し
て

い
な

い
と

こ
ろ

、
僅

か
に

集
ま

っ
て

き

た
デ

－
タ

を
集

計
し

て
も

統
計

と
し

て
は

不
完

全
で

あ
る

。
院

内
感

染
発

生
の

推
移

把
握

の
た

め
に

は
各

病
院

に
デ

－
タ

を
照

会
す

る
以

外
に

は
適

切
な

方

法
を

思
い

当
た

ら
な

い
。

 

広
州

市
の

重
大

感
染

症
を

含

む
感

染
症

対
策

が
強

化
さ

れ
る

3
. 

広
州

市
に

お
い

て
重

大
感

染
症

が
集

団
で

発
生

し
な

い
 

 
広

州
市

で
S
A

R
S

終
息

後
、

重
大

感

染
症

が
発

生
し

た
こ

と
が

あ
る

か
ご

教
示

く
だ

さ
い

。
 

2
0
0
6

年
2

月
、

広
州

市
に

発
生

し
た

1
例

の
ヒ

ト
高

病
原

体
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
（
H

5
N

1
）
以

外
、

他
の

重
大

感
染

性
疾

病
が

発
生

し
て

い
な

い
。

 

上
述

の
ヒ

ト
感

染
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
発

生
の

際
、

C
D

C
は

院
内

感
染

の
有

無
に

関
し

て
当

該
病

院
で

調
査

を
実

施
し

た
。

 

 



 
1
38

（
2）

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
2

の
達

成
度

 

概
要

 
标

指
／

实
际

绩
成

 
質

問
 

回
答

 

2
-
1
 

広
州

市
C

D
C

の
新

し
い

病
原

体
検

索
の

項
目

、
種

類
の

数
：
病

原
体

検
索

種
類

1
3

種
を

新
し

く増
加

し
た

（
ウ

ィ
ル

ス
9

お
よ

び
細

菌
4）

 

 
1
3

種
の

内
訳

を
ご

教
示

くだ
さ

い
。

 
微

生
物

検
査

科
：
 

空
腸

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
菌

、
小

腸
結

腸
エ

ル
ジ

ニ
ア

菌
、

ウ
エ

ル
シ

ュ
紡

錘
菌

、

単
ク

ロ
－

ン
リ
ス

テ
リ
ア

菌
 

ウ
イ

ル
ス

免
疫

科
：
 

ノ
－

ウ
ォ

－
ク

様
ウ

イ
ル

ス
、

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
、

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
、

星
状

ウ
イ

ル

ス
、

メ
ン

プ
ス

ウ
イ

ル
ス

、
パ

ラ
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

1
型

、
パ

ラ
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

2
型

、

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
3

型
、

気
道

合
胞

ウ
イ

ル
ス

 

2
-
1

と
2
-
2

の
指

標
は

特
に

院
内

感
染

に
限

っ
た

も
の

で
は

な
く
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト

の
投

入
と

の
関

連
も

薄
い

と
考

え
る

が
、

一
般

的
な

検
査

と
院

内
感

染
の

た
め

の
検

査
を

明
確

に
区

分
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

以
上

、
こ

の
指

標
の

ま
ま

で
修

正
は

無
用

と
考

え
る

。
 

2
-2

 
院

内
感

染
に

か
か

る
病

原
体

の
検

出
率

：

検
出

方
法

5
種

類
を

新
し

く
増

加
（
更

新
）

し
た

（
ウ

ィ
ル

ス
4

及
び

細
菌

類
１

種
）
 

 
5

種
類

の
内

訳
を

ご
教

示
く
だ

さ
い

。
 

微
生

物
検

査
科

：
快

速
コ

ロ
イ

ド
金

技
術

 

ウ
イ

ル
ス

免
疫

科
：
 

R
e
al

-
ti
m

e
P

C
R

に
よ

る
デ

ン
グ

熱
ウ

イ
ル

ス
核

酸
検

査
；
間

接
免

疫
蛍

光
に

よ
る

デ
ン

グ
熱

ウ
イ

ル
ス

抗
体

検
査

；
D

N
A

チ
ッ
プ

に
よ

る
常

在
気

道
ウ

イ
ル

ス

検
査

；
免

疫
金

に
よ

る
デ

ン
グ

熱
ウ

イ
ル

ス
抗

体
快

速
検

査
 

2
：
 
広

州
市

C
D

C
の

病
原

体

検
索

能
力

、
お

よ
び

所
管

医
療

機
関

の
関

連
す

る
技

術
力

が
向

上
す

る
 

 

2
-3

 
病

原
体

検
索

方
法

の
更

新
の

回
数

：
新

し
い

「
院

内
感

染
管

理
法

」
に

基
づ

き
、

院

内
感

染
発

生
時

の
病

原
体

検
索

の
仕

事

は
、

所
属

病
院

の
院

内
感

染
実

験
室

が

責
任

を
持

ち
検

索
し

、
院

内
感

染
の

流
行

或
い

は
技

術
支

持
を

得
た

い
と

き
だ

け

C
D

C
実

験
室

が
検

索
に

介
入

す
る

。
そ

の

た
め

、
C

D
C

実
験

室
は

院
内

感
染

病
原

体
検

索
面

で
は

検
索

サ
ン

プ
ル

量
は

だ
ん

だ
ん

と
少

な
く
な

り
、

今
年

は
病

院
が

提
出

す
る

検
索

サ
ン

プ
ル

は
ま

だ
受

け
取

っ
て

い

な
い

。
 

 
指

標
2-

3
に

つ
い

て
は

C
D

C
で

検
体

が
得

ら
れ

な
い

よ
う
に

な
っ

た
の

で
、

削
除

が
適

当
と

考
え

る
。

 

 



 
1
39

（
3
）
成

果
2
-
1

の
達

成
度

 

成
果

的
完

成
程

度
进

＆
促

/
项

标
阻

碍
目

目
完

成
的

主
要

因
素

 
質

問
 

回
答

 

成
果

 
2
-1

 

広
州

市
C

D
C

の
主

要
な

病
原

体

の
検

索
技

術
が

向
上

す
る

 

達
成

度
：
50

 %
 

2
-
1
-
1
 

広
州

市
C

D
C

の
検

査
対

象
病

原

体
の

増
加

数
：
病

原
体

検
索

種
類

1
3

種
を

新
し

く
増

加
し

た
（
ウ

ィ
ル

ス
9

お
よ

び
細

菌
4
）
。

 

2
-
1
-
2
 

広
州

市
C

D
C

が
導

入
し

た
病

原
体

検
索

方
法

の
数

：
検

出
方

法
5

種

類
を

新
し

く
増

加
（
更

新
）
し

た
（
ウ

ィ

ル
ス

4
及

び
細

菌
類

1
種

）
。

 

 
広

州
市

C
D

C
の

病
原

体
検

索
の

回

数
、

検
索

し
た

病
原

体
種

類
等

、
投

入
活

用
状

況
を

示
す

情
報

を
ご

提
供

く

だ
さ

い
。

 

 
「
成

果
指

標
2－

1
－

3
市

C
D

C
の

検

査
件

数
と

病
原

体
検

出
率

」
ご

教
示

く

だ
さ

い
。

（
自

己
評

価
表

で
は

記
載

が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

）
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

た
め

、
成

果

2
－

1
で

は
ど

の
よ

う
な

病
原

体
検

索
技

術
が

向
上

す
る

こ
と

が
必

要
と

考
え

ま
す

か
？

（
病

原
体

の
種

類
若

し
く
は

検
査

手
法

を
お

答
え

下
さ

い
）
 

微
生

物
検

査
科

：
 

空
腸

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
菌

2
5
、

小
腸

結
腸

エ
ル

ジ
ニ

ア
菌

1
5
0
、

ウ
エ

ル
シ

ュ
紡

錘
菌

1
42

、
単

ク
ロ

－
ン

リ
ス

テ
リ
ア

菌
32

7
。

 

既
存

の
検

査
方

法
は

、
全

部
ル

－
チ

ン
検

査
に

用
い

ら
れ

、
ル

－
チ

ン
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

と
突

発
的

感
染

症
の

緊
急

検
査

が
含

ま
れ

る
。

そ
の

具
体

的
な

検

査
状

況
に

関
す

る
中

間
統

計
が

あ
る

。
 

今
後

向
上

を
必

要
と

す
る

検
査

：
 

レ
ジ

オ
ネ

ラ
の

検
査

：
検

体
採

取
基

準
、

検
査

基
準

及
び

規
範

 

 （
4
）
成

果
2
-
2

の
達

成
度

 

成
果

的
完

成
程

度
进

＆
促

/
项

标
阻

碍
目

目
完

成
的

主
要

因
素

 
質

問
 

回
答

 

成
果

 
2
-2

 

提
高

広
州

市
C

D
C

对
広

州
医

療
机

构
院

内
感

染
控

制
的

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
和

指
導

能
力

。
 

達
成

度
：
25

 %
 

2
-
2
-
1
 

広
州

市
C

D
C

の
院

内
感

染
制

圧

に
か

か
る

技
術

指
導

を
受

け
た

医
療

機
関

の
数

：
20

07
年

6
月

に
55

の

市
レ

ベ
ル

の
病

院
、

5
の

区
、

県
レ

ベ

ル
の

病
院

に
対

し
医

療
機

関
の

消

毒
と

滅
菌

技
術

、
お

よ
び

消
毒

と
滅

菌
効

果
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

研
修

の
初

期
準

備
の

仕
事

に
着

手
し

て
い

る
。

2
-2

-
2 

院
内

感
染

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
に

関
す

る
ト

レ
－

ニ
ン

グ
を

受
け

た
広

州
市

C
D

C
ス

タ
ッ
フ

の
延

べ
人

数
：
消

毒
と

滅
菌

技
術

、
お

よ
び

消
毒

と
滅

菌

効
果

サ
－

ベ
イ

ラ
ン

ス
研

修
を

受
け

る
医

療
機

関
の

医
療

従
事

者
は

、

延
べ

7
0

人
に

達
す

る
と

見
込

ま
れ

る
。

 

 
左

記
研

修
に

つ
い

て
、

概
要

を
ご

教
示

下
さ

い
（
例

：
講

師
・
受

講
者

、
研

修
内

容
、

期
間

・
頻

度
等

）
。

 

 
左

記
研

修
と

同
様

の
内

容
の

研
修

を
こ

れ
ま

で
（
新

管
理

弁
法

施
行

前
ま

で

に
）
実

施
さ

れ
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

？
 

詳
細

は
文

字
資

料
を

参
照

：
研

修
班

開
催

計
画

。
 

 



 
1
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（
5
）
成

果
2
-
3

に
つ

い
て

 

成
果

的
完

成
程

度
进

＆
促

/
项

标
阻

碍
目

目
完

成
的

主
要

因
素

 
質

問
 

回
答

 

成
果

 
2
-3

 

提
高

C
D

C
及

其
它

医
療

机
构

在
样

品
采

集
、

保
存

、
运

输
过

程
中

的
能

力
 

達
成

度
：
50

 %
 

2
-3

-
1 

検
体

の
採

取
・
保

存
・
輸

送
に

関
す

る
ト

レ
－

ニ
ン

グ
の

実
施

回
数

：

2
0
0
7

年
9

月
に

行
う
広

州
市

直
轄

区
1
2

の
区

（
市

）
の

C
D

C
検

査
ス

タ

ッ
フ

の
現

場
技

能
、

14
の

コ
レ

ラ
偵

察
基

地
サ

－
ベ

イ
ラ

ン
ス

病
院

サ
ン

プ
ル

採
取

、
輸

送
技

術
研

修
の

初

期
準

備
に

着
手

し
て

い
る

。
研

修
を

受
け

る
人

数
は

、
延

べ
30

0
人

達
す

る
と

見
込

ま
れ

る
。

 

 
左

記
研

修
に

つ
き

、
現

時
点

で
提

供

可
能

な
計

画
書

等
を

提
供

くだ
さ

い
。

 

詳
細

は
資

料
を

参
照

。
 

1
．

 準
備

方
案

 

2
．

 研
修

班
開

催
計

画
 

 【
実

施
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
】
 

質
問

 
回

答
 

（
1
）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
状

況
 

 
「
予

定
」
と

「
実

際
」
が

違
う
場

合
に

は
そ

の
理

由
を

ご
教

示
下

さ
い

。
 

主
に

研
修

者
方

面
の

変
化

：
 

1
、

 本
邦

研
修

時
期

が
計

画
よ

り
明

ら
か

に
遅

れ
て

い
る

。
 

2
、

 本
邦

研
修

期
間

が
計

画
（
実

験
室

ス
タ

ッ
フ

の
研

修
期

間
が

計
画

の
半

分
し

か
な

い
）
よ

り
明

ら
か

に
短

い
。

 

そ
の

原
因

と
し

て
、

予
期

す
る

研
修

計
画

を
満

た
す

受
入

先
が

見
つ

か
ら

な
い

こ
と

が
上

げ
ら

れ
る

（
日

本
側

説
明

に

よ
る

）
。

 

 【
評

価
5

項
目

に
関

す
る

質
問

】
 

質
問

 
回

答
 

（
1)

効
率

性
に

関
し

て
 

日
本

側
投

入
（
主

に
短

期
専

門
家

と
訪

日
研

修
）
に

関
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
体

制
が

効
果

的
に

行
わ

れ
て

い
る

か
、

以
下

の
観

点
か

ら
お

考
え

を
ご

教
示

下
さ

い
。

 

 
訪

日
研

修
計

画
策

定
方

法
：
現

在
の

策
定

方
法

に
関

す
る

考
え

や
改

善
案

を
ご

教
示

下

さ
い

。
 

 
短

期
専

門
家

派
遣

計
画

策
定

方
法

：
現

在
の

策
定

方
法

に
関

す
る

考
え

や
改

善
案

を
ご

教
示

下
さ

い
。

 

 
長

期
専

門
家

活
動

計
画

策
定

方
法

：
現

在
の

策
定

方
法

に
関

す
る

考
え

や
改

善
案

を
ご

教
示

下
さ

い
。

 

 
本

邦
研

修
計

画
の

策
定

方
法

：
情

報
の

透
明

度
・
公

開
度

の
強

化
を

提
案

す
る

。
具

体
的

に
日

本
側

関
連

研
修

部
門

の
資

料
・
業

務
分

野
を

事
前

に
中

国
側

に
提

供
し

、
中

国
側

は
自

分
の

ニ
－

ズ
及

び
日

本
側

研

修
機

関
の

条
件

・
分

野
・
技

術
的

特
徴

な
ど

に
基

づ
き

、
総

合
的

に
研

修
生

候
補

を
選

出
し

、
ま

た
受

入
先

の
受

入
能

力
を

踏
ま

え
た

上
、

研
修

者
の

研
修

期
間

と
研

修
者

数
を

調
整

す
る

。
 

 
訪

日
研

修
の

時
期

が
遅

れ
、

期
間

が
短

縮
さ

れ
る

な
ど

、
不

満
を

持
っ

て
い

る
。

自
分

た
ち

は
訪

日
研

修
が

あ

る
た

め
に

他
の

研
修

の
機

会
を

見
送

っ
た

り
遅

ら
せ

た
り

し
て

い
る

の
で

、
非

常
に

影
響

が
大

き
い

。
自

分
た

ち
も

訪
日

研
修

の
計

画
作

り
に

積
極

的
に

か
か

わ
り

た
い

の
で

、
受

け
入

れ
組

織
候

補
の

各
種

情
報

を
提

供
し

て

ほ
し

い
。

 

 
事

前
に

派
遣

予
定

専
門

家
の

個
人

資
料

・
得

意
分

野
・
専

門
水

準
・
所

在
機

構
等

の
情

報
を

中
国

側
へ

提

供
す

れ
ば

、
中

国
側

が
そ

れ
に

合
わ

せ
て

パ
－

ト
ナ

人
選

・
交

流
内

容
な

ど
に

つ
い

て
、

更
に

タ
－

ゲ
ッ
ト

の
絞

る

選
択

が
で

き
る

。
 

 
中

国
側

は
長

期
専

門
家

活
動

計
画

の
策

定
方

法
に

あ
ま

り
詳

し
く
な

い
。

 



 
1
41

（
2
）
イ

ン
パ

ク
ト

に
つ

い
て

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
の

結
果

、
予

期
し

な
か

っ
た

正
・
負

の
イ

ン
パ

ク
ト

は
あ

り
ま

す
か

？
 

 

正
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

あ
る

が
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

予
期

し
た

も
の

よ
り

小
さ

い
と

思
わ

れ
る

。
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